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　細い三日月が、夜空に黄金の爪つめ痕あとを刻みつけ静かに輝かがやいている。

　月光に照らされ、ひっそりと静まり返る夜の街に、この世界の象しよう徴ちようでもある巨大な鳥居が深く、長く影を落としている。

　その鳥居の直下にある城。鍵かぎ屋やの紋もん章しようが掲かかげられた重厚な城の中に、まだ光の消えていない一室があった。

　鍵屋実働部隊、総そう隊たい長ちようの座に就つく男。鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎがそこに居る。

　和わ洋よう折せつ衷ちゆうの装そう飾しよく美びが映はえる執しつ務む室で、夜凪は一人、大量の書しよ類るいを相手にしていた。

「……夜凪様、お体に障さわります。そろそろお休みになられては」

　抑よく揚ようの無い静かな声を送ってくるのは、夜凪の傍かたわらに立つ少女。夜凪の式しき神がみにして、秘書を兼けん任にんする少女は、彫ちよう像ぞうのように微び動どうだにせず、背せ筋すじを伸ばしたまま執務室の隅すみに控ひかえている。

「これからしばらく忙しくなります。雑ざつ務むは早めに済ませてしまいたいのでね」

　夜凪は流石さすがに重くなってきた瞼まぶたを感じながらも、甲か斐い甲が斐いしく自分についていてくれる式神に言葉を返す。普段の厳きびしい視線はなりを潜ひそめ、今の表情は柔やわらかだ。

「先に休みなさい。間もなく終わります」

「主人を置いて先に休む訳わけにはいきません」

　実直な態度に、夜凪は口元に小さく笑みを浮かべて視線を移す。

「無む駄だに真ま面じ目めな所が君の美点ですよ」

「早く寝たいのでさっさと終わらせて下さい。と言いたい、わたくしの心情を察せない所が夜凪様の汚点です。口には出しませんが」

「前言を撤てつ回かいします」

　相変わらずの式神に、やれやれと肩をすくめて表情を緩ゆるめる。

　が、すぐに表情を戻した夜凪は、視線を移しつつ式神に問いを投げる。

「『外』への召しよう集しゆうはどうなっていますか？」

「手配済みです。応じる者が居るかは分かりませんが、早ければ明日にでも街へ入るかと。恐らく……水すい竜りゆうは真っ先に応じると思いますが」

　その言葉に、かつて弟で子しにしていた黒こく竜りゆうの少年を思い返し、夜凪は閉口する。その表情の奥に何を思うのかは、誰だれにも窺うかがい知れない。

　含ふくみのある表情のまま、夜凪は最後の書類を山の一番上に積つみ上げると、深く吐と息いきして椅い子すに寄りかかった。

「さて、明日はいよいよ御み霊たまくんの実力試験となりますが……」

　それは、夜凪が気にする程のことでもない。結果は概おおむね予測がついている。

　篝かがり火び御霊の帰き還かんから数日。世間的には鍵屋に舞まい戻った『篝火』への注目が大きい。人々の希望を宿す炎の裏で、夜凪は影に徹てつするまでだ。

　手て札ふだは、着実に揃そろいつつある──。

「そろそろ休みます、君も今日は部屋に戻りなさい」

「では失礼いたします。夜よ凪なぎ様、慢まん性せい的な睡すい眠みん不足は寿命を縮ちぢめますのでお気を付け下さい。早くに就しゆう眠みんしないと、早くに永眠してしまいます」

　面倒だったので無言のまま数秒を待った夜凪だったが、いかにも何か言って欲しそうな式しき神がみの視線に、肩を落として無表情のまま言葉を返す。

「……上う手まかったですよ」

　その言葉に、ニッコリと微ほほ笑えんだ式神は、嬉うれしそうに一いち礼れいした。

「お休みなさいませ」

　丁てい寧ねいに扉とびらを閉めて出て行った式神に、夜凪は鼻を鳴ならす。普段は鋼はがねのような鉄てつ面めん皮ぴを誇っている癖くせに、自分と居る時だけ妙に懐なつっこいので調ちよう子しが狂う。

　が、有能なのは間ま違ちがいない。彼女も夜凪の手て札ふだの一枚だ。夜凪も、彼女の前では日頃の厳げん格かくな態度を崩くずし、肩の力を抜ける。

　だが、この先はそうも言っていられなくなるだろう。

「篝かがり火び御み霊たま……久く遠おん、君が彼に後を託たくした意味は一体どこにある？」

　亡き戦友を思い、夜凪は執しつ務む室の窓から空を見上げる。この世界から見る空はとても綺き麗れいだ。

　欠けた月が満ちるまで一週間余りだろうか。その頃には、夜凪の計略も満ちれば良いがと、胸中を窺うかがい知れぬ表情で、夜凪は執務室の明かりを消した。







　妖よう怪かいが暮らす天あま邪じや神じん宮ぐうで、一人の鬼おにが眼めを覚さます。

　ここに戻ってきてから毎晩だ。うなされる訳わけでも、悪夢を見る訳でもない。だが、どうしても朝までぐっすり眠れない。

　何かに、呼び起こされるような──そんな気味の悪い寝覚めばかりを繰くり返している。

　初夏の夜。鬼の少年は布ふ団とんから這はい出して屋や敷しきの縁えん側がわへと進み出る。心ここ地ち良い夜や気きを吸い込みながら、額ひたいに滲にじむ汗を拭ぬぐって空を見上げた。

　細い月だ。欠けてしまった頼たより無い月。一週間余りもすれば、美しい満月へと至るだろうが、果たして欠けてしまった御霊の心は、その程度の時間で埋うまるだろうかと、御霊は胸元からネックレスを引っ張り出す。

　ラミネートされた、汚よごれ一つ無い絆ばん創そう膏こうのネックレス。

「……美み久く地じ」

　大切な人の名を呼んで、絆創膏を握りしめる。

　恐らくはもう二度と会えないであろう、人間の女の子。二か月余りの短い時間だったが、彼女と触ふれあった日々はかけがえの無い思い出だ。

　前を向かなければならない。いつまでも過去に捕とらわれるのは間ま違ちがっていると、彼女が教えてくれたのだから。

　せめて、彼女に胸を張れるように生きようと、心の中に確かな焔ほのおが宿っている。

　少年の名は篝かがり火び御み霊たま。偉い大だいなる主君、篝火久く遠おんから、英えい雄ゆうの名と力を受け継いだ鬼おにの子だ。







　人間が暮らす人間界で、一人の少女が眼めを覚さます。

　間もなく初夏も過ぎ去り、本格的に夏を迎むかえようというこの時期。数日前から、夢の中に現れる不ぶ気き味みな姿に何度も起こされる夜が続いていた。

　それは、冗じよう談だんのように美しく禍まが々まがしい──背に漆しつ黒こくの翼つばさを広げた女性の幻げん影えい。

　またか、と溜ため息をつき、汗ばんだシャツを引っ張って胸元を扇あおぎながら、少女は窓を開く。

　ここ数日は実に平へい穏おんに満ちた毎日だった。何か騒さわぎが起きることも無く、イベントに向けて計画を練ねるでもなく。

　特に何も無い。あまりにも物足りない平穏がそこにあった。これが普通なのだと頭では理解出来ている。

　だが、おかしい。絶対におかしいのだ。

　村中の人間が覚えている少年のことを、自分だけが思い出せないなんて──。

「……おんたま」

　その名を呼ぶ。もう、その名前しか自分の中には残っていない。

　窓から月を見上げる。爪つめ痕あとのように細い月だ。自分にはもう、あの月のように細く頼たより無い記き憶おくしか彼の思い出が残っていない。

　そして、それはきっと時が過ぎても、あの月のように満ちることは無いのだろう。

　少女の名は七なな緒お美久地。とある鬼おにの少年を救い、そして救われた、何も知らぬ人間の少女だ。







　二人は世界を隔へだてながらも同じ月を見上げ、胸に残る記憶の欠片かけらに想いを馳はせる。

　心の隙すき間まは埋うまることなく。月だけが、ただ満ちていく。
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　６月上旬。初夏の陽気が、少しずつ熱気へと変わっていく季節。

　約二カ月前。妖よう怪かいの人間界復帰を目指し、学校を造りたいと願ってくれた人が居た。

　亡き主君の理想を追うべく、その計画に乗った御み霊たまは人間界へと赴おもむき、そして──帰ってきた。帰ってきてしまった。

　計画は、恐らく最悪の形で破は綻たんし、そして御霊も失うまいとしたものを多く失った。

　この先の戦いは、失ったものを取り戻し、そして失われていったものに報むくいるためのものだ。

　命を奪い合うのではなく、己おのれが誇りを堂々と貫つらぬき通す行いこそが戦いであると、そう教えてくれた人が居たから。

　だから、この世界。妖怪が暮らす天あま邪じや神じん宮ぐうで、妖怪の管理者たる鍵かぎ屋やに実力を示し、もう一度胸を張って理想を目指そうと、御霊は強く意気込んでいた。

　が、しかし。

「率そつ直ちよくに言って……論ろん外がいも良い所です」

　先日。鍵屋にて行われた、帰き還かんした御霊や、その仲間である五ご式しきの実力を計るための試験。実働部隊の一員として、連れん携けいや戦せん闘とう技術などを試される場が設もうけられた。

　だが、前提として無理があったのだ。

　日常生活ならまだしも、いざ戦闘となれば、妖怪たる御霊達の身体能力は人間と比べて大きく勝る。

　鍵屋の部隊は妖怪を相手にする『人間』の部隊だ。式しき神がみとして先行したり、単独で任にん務むをこなすことは出来ても、他の邪じや気き祓ばらい達と足並みを揃そろえて戦闘を行うとなると、どうしても乱れやズレが生じてしまう。

　人間が妖怪に合わせることが出来ない以上、御霊達が加減して人間に合わせる必要があり、結局それは全力で戦えなくなることを意味する。

　結けつ論ろんとして、妖怪である御霊達は統とう制せいの取れた部隊の一員としての戦闘には向かないことが発覚したのだ。

　もっとも、今御霊達の前で試験結果を率直に告げてくる男は、これといって不ふ服ふくそうには見えなかった。この結末は、大体予期出来ていたのだろう。

　鍵屋実働部隊。総そう隊たい長ちよう、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎ──。

「又また足た袋び弐に毛けくんは独断専行が過ぎ、口くち縄なわ八や岐またに至っては命令に従わない。小お霊だま木き玉ぎよく露ろは数に入りませんし……挙あげ句くの果てに温泉卵くん、君は万ばん象しよう錠じようを上う手まく扱あつかえないだけでなく」

　鍵屋の城の中で、夜凪が威い圧あつ感のある瞳ひとみで御霊を射い抜ぬく。

「人の死をきっかけに発症する、心しん因いん性せいの過か換かん気き症候群が完治していない」

　それは、敵であれ味方であれ、戦場においては致ち命めい的となる欠けつ陥かんだった。

　幼き日のトラウマが呼び起こす御霊の爆ばく弾だん。人間界での一件で多少程度は和やわらいだが、それでも未いまだに御霊は人の死が怖い。

　傷は癒いえても──消えはしないのだ。

「それとは別に……温泉卵くん。君は妖よう怪かいであり、霊れい術じゆつの指南も受けていた身でありながら『固こ有ゆう霊術』に、まだ至っていないようですね」

　固有霊術。それは、妖怪の真しん骨こつ頂ちようとも言える技のことだ。

　霊れい力りよくとは本来、生命力と同じもので、人間が扱あつかい方を学べば、筋力の強化や傷ついた箇か所しよの治ち癒ゆなど様々なことに応用出来る。しかし、妖怪の場合は更さらに上の領りよう域いきまで、その力を伸ばせるのだ。

　妖怪の伝説は数あま多たあるが、それらのほとんどは人智を超えた異い形ぎようや異い能のうと共に語られている。妖怪は、そういった人間の常じよう識しきを超えた力を発はつ揮き出来る者のことだと言えるのだ。

　八や岐またであれば髪かみを眷けん属ぞくたる蛇へびに変化させて使し役えき出来るし、玉ぎよく露ろであれば霊力の超ちよう長ちよう距きよ離り発信に加え、そこに自みずからの声を乗せたりと、妖怪によって出来ることには大きく差があり、それらの多くは極きわめて強力なものだ。

　しかし御霊の場合、人間と比べて度合いは高いものの、未だに全身の強化や霊力の放出といった基き礎そ的な霊術しか身に付けられていない。

　勿もち論ろん理由はあるのだが、それは仕方の無いことである故ゆえに、御霊は言葉を返さなかった。

「はっきり言って、妖怪としても、戦士としても、君は三流ですね」

　胸に突き刺さるその言葉に、ぐっ、と御霊は奥歯を噛かむ。細めた瞳ひとみで夜よ凪なぎを見返すが、夜凪は鼻先で一いつ笑しように付ふしただけだった。

　当然だ。先日、鍵かぎ屋や上じよう層そう部ぶの前で理想を追い、世界を変えていくとまで宣言したにもかかわらず、蓋ふたを開けてみたらこの体ていたらく。失笑と嘲ちよう笑しようの的まとになってもおかしくない。

　改めて、篝かがり火びという名の重さと、主君の偉大さを思い知った。

　そして、自分がどれほど弱く、小さい存在なのかということも。

　──強く……もっと強くならないと。

　今のままでは、この城の中に居るだけで篝火の名が地に落ちかねない。それだけは防がなければならないのだ。

「当然、我われ々われとしては足手まといを前線に出す訳わけにはいきません。独立した部隊として五ご式しきを運用する手段もありますが……君の場合、万が一があった時に失う物が大きすぎる」

　刀とう鍵けん・万ばん象しよう錠じよう。鍵屋が持つ刀鍵の中でも最さい高こう峰ほうの一振りを担になう御霊の敗北は、鍵屋の支配力の大おお幅はばな減げん衰すいに繋つながる。人間を敵てき視しする妖怪の手にでも渡ってしまえば、天あま邪じや神じん宮ぐうは一気に窮きゆう地ちに陥おちいってしまうだろう。

　皮ひ肉にくな話だが、万象錠を実際に抜き放ち、ギリギリの線とはいえ施せ錠じようの力を行使出来るのが御霊しか居ない以上、その事実が御霊の生命線とも言えた。

　それが無ければ、恐らく御霊は即座に不要と切り捨てられる。ある意味では、久く遠おんが遺のこしてくれた御霊の確かな価値でもあった。

　だが、その価値に見合う力を発はつ揮き出来ないことが、何より御み霊たまを苛いら立だたせていた。そして、その事実にこれまで眼めをつぶっていた自分自身にも、御霊は自じ責せきの念を抱いだいている。

　強く変わらなければいけない時は、既すでに訪れているのだ。

「さて温泉卵くん、分かっているとは思いますが……」

　夜よ凪なぎが指を組んだ腕を机に置いて、低く言葉を紡つむぐ。

「現在この街では『君のせいで』妖よう怪かいの犯罪が増えている。一年もの間、事実上の不在だった篝かがり火びの威い光こうは、久く遠おんが健在だった頃と比べて半分以下にまで落ちていると言えるでしょう」

　久遠亡き後、迷い、理想に縋すがって逃げていた、この一年と数カ月──。

「君はまず、街の者達の信しん頼らいを取り戻す所から始める必要がある訳わけです。とはいえ、君は無力で無能だ。帰き還かんした篝火が何の戦力にもならないと分かれば、潜ひそんでいる邪じや悪あくな妖怪は、ここぞとばかりに勢いを増すでしょう」

　自分に課かせられている重圧が、改めて御霊の心しん臓ぞうを締しめ上げる。

「……夜凪さん、俺が弱いから使い物にならないっていうのは分かってる。どの道、このまま何もせずに過ごすつもりもないんだ。必ず強くなってみせる。けど結けつ論ろんから言って欲しい。俺達は……五ご式しきは、鍵かぎ屋やの中でどういう扱あつかいになる？」

　鍵屋の英えい雄ゆう、篝火久遠が使し役えきした式しき神がみ達──五式。

　式神として見ればそれなりの戦力だが、しかし大局的に見れば御霊達は『扱い辛づらい戦力』ということだ。

　そんな御霊達五式を、万ばん象しよう錠じようという力に重きを置く鍵屋は、そして夜凪はどう扱うのか。

「では、実働部隊の総そう隊たい長ちようとして正式に、鍵屋における君達の配はい属ぞくを通達します」

　手を組んだ夜凪の威い圧あつ感の前に、御霊達は緊きん張ちよう感を強める。

「君達の配属は──第零ゼロ部隊。特定の任務を持たない、いわゆる遊ゆう撃げき隊たいです」

「遊撃隊……」

　なるほど、と御霊は頷うなずく。

　鍵屋の実働部隊の仕事は、事件を起こした妖怪の捕ほ縛ばくや、害となる妖怪との戦せん闘とう。人間界において血に目め覚ざめ、妖怪化した人間の保ほ護ごと、その隠いん蔽ぺいなど。いわゆる妖怪退治が専門となる。

　それ以外にも、実働部隊は天あま邪じや神じん宮ぐうにおける鍵屋の勢力拡大の一いつ端たんを担になっている。各部隊ごとに担当する地区が定められており、日々着実に勢力圏を広げているのが現状だ。

　勿もち論ろん、有事の際には戦力を結集することもあるが、御霊達の配属は、そういった有事の際に動く部隊なのだろう。

　日々、仕事に追われるような部隊では無いはずだが、それはそれで自由に使える時間が確保出来る。その時間を使って、御霊は自分の牙きばを研とぎ澄すますことが出来るはずだ。

　悪くない配属かもしれない、と御霊は夜凪の通達を重く受け止めた。

「とはいえ、閑かん職しよくという訳ではありません。街に出て、住人達の声を聞き、問題があれば改かい善ぜんに努める……我われ々われ鍵屋としても、篝かがり火びの名声を失う訳わけにはいきません」

　夜よ凪なぎが一いつ層そう重い雰ふん囲い気きを強めて語る。

「この城内や、街の外で活動するより、住人と直じかに触ふれあって活動した方が、篝火の帰き還かんをより強く知らしめることが出来るでしょう。が、それは裏を返せば……君の行動が妖よう怪かいや人々の評価に直結するということです」

　これまでのような半はん端ぱも、甘さも許されない。御み霊たまは夜凪の言葉を受け止めて頷うなずいた。

　ここが自分の立つ次の、そして初めての戦いの場なのだと。

「そういう訳で、私なりに無能でも活かつ躍やく出来る采さい配はいをしたつもりですが、質問は？」

　横で弐に毛けが、むっとした表情を浮かべる。玉ぎよく露ろの腕うで輪わも熱を強めた。しかし御霊は表情を変えないまま首を振る。

「……いいえ」

「おや、意外とあっさり受け入れましたね。またぐちぐちと綺き麗れい事ごとを言って逃げるのかとも思っていましたが」

　その嘲ちよう笑しようには、かつて御霊が対たい峙じした黒こく竜りゆうに似たものを感じた。

「責任ある職しよく務むとはいえ、決意に一年を費ついやすほどの仕事とは私には思えません。理想を謳うたっていたくせに、逃げ場がなくなれば手の平を返す」

　夜凪が冷れい徹てつな嘲笑を漏もらす。

「正直、君への軽けい蔑べつを禁じえない。純すみ波なみ子こ芥け子しも、随ずい分ぶんと無む駄だに命を散らしたものです」

　眼めを見開き、夜凪に飛びかかろうとした弐毛の着物を、御霊が即座に掴つかんで止める。

「こ、こんにゃろぉっ！　てんめぇ、今なんつったぁ！」

「弐毛、よせ」

「おんたま！　何で止めんだよ！　人間界に居られなくなったのもこいつのせいなんだろ！　おんたまのことも、子芥子のことも馬ば鹿かにしたんだぞっ！　こんな奴やつの言うことなんか──」

「弐毛」

　着物を掴む手に力を込め、弐毛の体を圧迫する。

「黙だまってろ」

　その力の強さに弐毛も御霊の内心を悟さとったのか、悔くやしそうに表情を歪ゆがめて一歩を下がった。

「ふふ。温泉卵くん、良い判断です。理解しているでしょうが当面、君は我々の犬となる。犬が称たたえられる手段はたった一つ」

　椅い子すに寄りかかる夜凪が、敢あえて感情を逆さか撫なでするような言葉を放つ。

「忠犬になることです。そうすれば、いつか君の銅どう像ぞうくらい誰だれかが造ってくれるかもしれません。跪ひざまずいた姿のね」

　玉露の腕輪からは既すでに火傷やけどしそうなほどの熱が発せられ、弐毛は御霊が手を離はなせばすぐにでも夜凪に飛びかかるだろう。

　だが、御み霊たまは動かなかった。夜よ凪なぎの言葉は正しく、それら全すべては、御霊が受け入れなければならない事実だからだ。

　──今は……っ！

　内なる激げき情じようを噛かみ殺し、御霊は瞳ひとみの奥に燃もえる炎を押し隠かくして夜凪をじっと睨にらむ。

　しかし、一いつ触しよく即そく発はつの空気に落ち着いた声を響ひびかせる者が居た。

「夜凪、その辺にしときな。挑発なんかしなくたって御霊の覚かく悟ごは本物だ。あたしらも命令には従うよ。だから──」

　進み出た八や岐またが、凍いてつくような視線を夜凪に突き刺す。

「まだ手た綱づなは握っておきな」

　数秒、張り詰め切った空気が各人の肌はだを圧迫した。が、夜凪は悠ゆう然ぜんと吐息すると、再び手を組んだ。

　意味ありげな視線を交わす夜凪と八岐だったが、どうやら夜凪が折れたらしい。

「飼い主の手を噛んだ犬の末まつ路ろなど、たかが知れていますがね」

　八岐の迫力が、辛かろうじて場を落ち着けた。感かん謝しやしつつ、御霊は改めて夜凪に向き直る。夜凪は話題を第零ゼロ部隊の職しよく務むへと戻した。

「第零部隊は、実働部隊の一角としての扱あつかいですが、その他の各部署からも必要に応じて協力要よう請せいが来ることもあります。街の住人だけでなく、鍵かぎ屋や内部の要請にも臨りん機き応おう変へんに対応してもらいます」

　分かった、と御霊は頷うなずきを返す。

「ちなみに第零部隊は、通称──『孫まごの手部隊』と呼ばれていますので、そのつもりで」

　皮ひ肉にくな笑みで告げられた言葉に、その馬ば鹿かにしたような呼び名の意味を察する。早い話が、鍵屋の便利屋という意味なのだ。必要な時に、あれば便利な部隊。

　深くため息をついた御霊が、とにかく言うべきことを言おうと決める。

　どれだけ馬鹿にされ、後ろ指を指されようとも、御霊の中の決心はもう揺ゆらがない。たとえ相手が非協力的で、力のある人物だったとしても、主張はしておくべきだ。

「夜凪さん、配属に異い論ろんはありません。けど、貴方あなたが実働部隊を仕切ってるのは事実なんだ。貴方がそんな態度じゃ、いつまで経たっても俺達は受け入れてもらえない。努力はするけど、俺達を仲間だと思ってくれるなら……貴方もそれなりの姿勢でいてください。でなきゃ、俺達がここに立ってる意味が無い」

　落ち着いた調子で、しかし凄すごみを利きかせて御霊が告げる。夜凪との間に冷れい徹てつな視線の火花が散ったが、夜凪は特に態度を変えずに続けた。

「自分が弱いから、信用を得るための後ろ盾だてになれと？　図々しい話ですね温泉卵くん」

　御霊の切実な訴えを、夜凪は鼻先で一いつ蹴しゆうした。

「勿もち論ろん、輪わを乱すようなことはしませんが……信用が必要なら勝ち取りなさい。他た力りき本ほん願がんな名声と信用など、それこそ何の意味もありません」

　協力はしない、結果で示せ──と、そう暗に告げられた。

「では、しばらくは街の治安向上に努めて下さい。もっともそれは、君が溜ためこんだこの一年のツケを清算することを意味するのでしょうが、ね」

　冷れい酷こくに付け加えて、夜よ凪なぎは言葉を終えた。

「……分かっています」

　孫まごの手部隊。屈くつ辱じよくではあるが、それでも、自分の出発点としては相応ふさわしいかもしれないと、御み霊たまは夜凪に背を向けながら思う。

　──立つべき場所は決まった。後はひたすら這はい上がるのみ……っ！

　豪ごう勢せいだが、不要な物は何一つ置いていない夜凪らしい執しつ務む室を後にしようと、御霊は扉とびらに手を伸ばす。

「温泉卵くん。我われ々われの職しよく務むは──『人間』の安全を邪よこしまな妖よう怪かいから守ることです。今は、ね」

　背に受けた言葉に閉口し、扉を開こうとする。直後、扉の方が先に開いた。驚おどろいて手を引くと、廊ろう下かに一人の少女が立っていた。ほんの数秒、黒衣の少女の無む機き質しつな瞳ひとみと視線を交わす。

「篝かがり火び御霊様……お疲れ様です。邪じや魔まだからどいてください。口には出しませんが」

　夜凪の式しき神がみだ。姿勢良く隙すきのない挙きよ動どうで、一歩を引いた御霊の脇わきをすり抜けた少女が、夜凪の前へと進み出る。

　御霊は少しだけその式神を振り返った。

　先日、人間界で起きた悲ひ劇げき。御霊が天あま邪じや神じん宮ぐうに戻らざるを得なくなったあの竜りゆう鱗りん村むらの事件の裏で、その一部始終を監かん視ししていながら止めにも入らず、見聞きした全すべてを夜凪に報告した式神の少女。

　素そっ気けない冷れい徹てつな態度は夜凪の式神に相応しいようにも思える。この少女さえ居なければ或あるいは、と御霊は一いつ瞬しゆん暗い考えを抱いだくが、今いま更さら考えても仕方が無いと思い直し、五ご式しきを連れて執務室を後にする。

「夜凪様、先程連絡がありました。召しよう集しゆうした方が無事に街へ入ったと」

　最後に、式神の少女のそんな一言が聞こえた。







　初夏の温かな陽気の下、御霊達五式は屋や敷しきへの帰路についていた。

『全まつたくもう！　何なんですかあの人は、嫌いや味みったらしい！　私が出向いてギッタンギッタンにしてあげたいくらいです！　しかも私を五式の頭数に入れなかったんですよ！』

　細い木の枝を編あんだ腕うで輪わから心底機き嫌げんが悪そうな声を飛ばしてくるのは、五式の一人、小お霊だま木き玉ぎよく露ろだ。

「はは、むしろギッタンギッタンにして欲しかったけどな」

　苦く笑しようしつつ、御み霊たまは玉ぎよく露ろの腕うで輪わをそっと撫なでる。

「お？　シーソーで遊ぶのか？」

「それはギッタンバッコンだろ」

　弐に毛けが後ろからニコニコと声をかけてくる。夜よ凪なぎと向かい合い、無言かつ真顔のままシーソーで遊ぶ姿を想像して身の毛がよだった。

「はは、夜凪が嫌いや味みったらしいのは昔からさ、あたしはもう慣なれちまったよ」

　煙管キセルをふかしながら一歩後ろをついてくる八や岐またが言う。

「さっきはありがとう姉あね御ご、姉御が居なかったらどうなってたことか」

「気にすることはないさ。むしろ、あんたこそよく我が慢まんしたね」

「……反はん論ろんなんかしても、虚むなしいだけだ」

　あれだけのことを言われても、仕方がない。

「しかし、厳きびしい考え方なのは変わらないが、あれでも昔は久く遠おんと冗じよう談だん言い合ったりして、話の分かる奴やつだったんだけどねぇ。家いえ柄がらのせいかどんどん出世してくうちに、より一いつ層そう頭が固くなっちまったのかね」

　八岐が煙管をふかしながらそんなことを口にする。

「あの人の言ってることも、間ま違ちがいなく正しいんだけどな……」

　それでも、夜凪の協力を得られれば現状もかなり改かい善ぜんされるはずなのだ。妖怪を弾だん圧あつするタカ派の筆ひつ頭とう、鷺さぎ乃の火ひ夜凪。

　そんな彼が鍵かぎ屋やの実働部隊を仕切っている以上、彼を放置してはいつまで経たっても妖怪への心しん証しようは良くならないだろう。

「おんたま、絶対あんにゃろうにギャフンって言わせてやろうな！」

『そうですとも！　御霊様、まずはあの方を跪ひざまずかせた銅どう像ぞうを建てることを目標にしましょうね！　銅像の名前は『腹の立つ人』にしましょう！』

「玉露の方は大分問題だぞ、それ……」

　しかし、夜凪の言うとおり妖怪である御霊が実じつ績せきを上げれば、それはそのまま妖怪への好印象にも繋つながるはず。今は大人しく従うのが、結果的に一番かもしれない。

　──強くなるさ……絶対に。

　理想だけでは誰だれも救えないと、御霊はもう知っているのだから。

「皆……手を貸してくれ。篝かがり火びの、久遠の名を辱はずかしめたまま終われない」

　立ち止まり、頼たのもしい仲間達に向き直る。心に宿る希望の篝火は、遂ついにその輝かがやきを取り戻した。後は、どこまでも強く、気け高だかく生き抜くだけだ。

「必ず結果で示そう」

　そんな、静かな御霊の決意に、強い頷うなずきが返された。

「はー、それにしても、孫まごの手部隊かぁ。猫の手部隊じゃ駄だ目めなのかな？」

「ふふ、弐に毛け。猫には前足しかないだろう？」

「にゃっ!?」

　八岐の言葉に弐毛が愕がく然ぜんと自分の両手を見下ろして、涙なみだ眼めで御み霊たまを見上げる。

「おんたまぁ、手ぇ無くなっちゃった……」

[image: ]

「それは手だから安心しろ」

　ようやく、五ご式しきの間に和なごやかな空気が戻った頃。

　御霊達は街の外に続く大通りに差しかかった。この時間は人通りも多く、子供達もあちこちで遊んでいる。

　その温かく和やかな空気を裂さくように、唐とう突とつに背後から怒ど声せいが響ひびき渡った。

「邪じや魔まだ妖よう怪かい共ども！」

　雷かみなりのような声を響かせて疾しつ走そうしてくるのは、鍵かぎ屋やの陣じん羽ば織おりを纏まとった者達だ。腰に帯たい刀とうしている所を見ると、実働部隊の一隊らしい。

　緊きん急きゆうの任にん務むでも出来たのだろうか、穏おだやかでない雰ふん囲い気きに、街の者達が道を空あける。だが、頭に動物の耳を生はやした妖怪の子供が一人、道の真ん中で驚おどろいたまま立ち竦すくんでしまった。

「どけっ！」

　直後、鍵屋の男が何の躊躇ためらいも無く、その幼子を蹴けり飛ばした。

　辺りに響いた子供の苦く悶もんの声を聞き、弾はじかれたように飛び出したのは五式の面々だ。八や岐またと弐に毛けが子供の方へ、御み霊たまが部隊の者達の方へと飛び出す。

「待て！」

　響ひびき渡る御霊の怒声に、周囲が水を打ったように静まり返る。立ち止まった部隊の男達が忌いま々いましそうに御霊を振り返る。隊長らしき男は口くち髭ひげを生はやした体格の良い男だ。

「篝かがり火び御霊か、何だ」

「お前達、何の真ま似ねだ。子供だぞ！」

「妖よう怪かいが我われ々われの行く手を遮さえぎったのだ。どかして何が悪いと言うのだ」

　鬱うつ陶とうしそうに顔を歪ゆがめ、今の発言に何一つ恥はじることは無いとでも言いたげに、暴ぼう威いを振りかざす男。

　──こんな連中を指し揮きしているのが……夜よ凪なぎさん、なんだよな。

　この者達は御霊達のような妖怪を良く思わない、タカ派の人間なのだろう。つまりは、タカ派の筆ひつ頭とうと言われている夜凪の傘さん下かにある者たちだ。

　妖怪に対する考えに個人差があるのは御霊も理解しているが、やはり一部の者達の考え方は行き過ぎな面が窺うかがえる。子供を蹴けり飛ばすような者達が居る組そ織しきで、信用も何も無い。それは街で暮らす人々にとっても同じだろう。

　果たして夜凪は本当に鍵かぎ屋やと街の現状を理解しているのか。こんな者達を放置すれば、それこそ鍵屋の信用に関わるというのに。

「種族は関係無い。人の上に立つなら道理を弁わきまえろと言ってるんだ」

「は、何を偉えらそうに。万ばん象しよう錠じようの入れ物の分ぶん際ざいでほざくな！」

　ちっ、と舌打ちする御霊の前で、口くち髭ひげを生やした男は御霊を睨にらんだ後で踵きびすを返す。

「妖あやかし街がいで、厄やつ介かいな妖怪の血が目め覚ざめて暴れているらしい。貴様達のような妖怪のお陰かげで、我々も忙しいのでな」

　ふん、と馬ば鹿かにしたような嘲ちよう笑しようを見せた男が、部隊を連れて再び走り出す。

「貴様こそ礼れい儀ぎを弁えろ！　孫まごの手部隊の篝火は、大人しく歳とし寄よりの背中でも掻かいているのがお似合いだ！」

　そう冷れい徹てつに告げて去って行く男達の背を睨みつけ、御霊は拳こぶしを震ふるわせた。

　──駄だ目めだ……このままじゃ。

　話にもならない。あれが本当に街の治安を守る者達の姿なのか。

　どこで、誰だれが、何を、勘かん違ちがいしてしまっているのか。

　傍かたわらで、今にも部隊を追って行きそうな弐毛を押さえている八や岐またが、声をかけてくる。

「人間ってのは偉そうにすればするほど、小物に見えるねぇ」

「姉あね御ご、さっきの子は？」

「簡単な処置だけはしておいた。ついていた子が居て、凄すごい勢いで病院に運んでったよ。まぁ大だい丈じよう夫ぶだろうさ」

「あーんにゃろぉぉ！　今度会ったらタダじゃおかねーからなっ！」

　とりあえず、大事にならずに済んだのは良かった。だが、後に残る空気は重苦しいものだ。御み霊たま達を遠巻きに見ていた者達も、少しずつ元の生活に戻って行く。

　頼たより無いと思われただろうか。だが、あそこで御霊が更さらなる暴力で部隊を叩たたき伏ふせても、状況はより悪くなっていただろう。

　難むずかしいなと思いながら、御霊は亡き主君のことを思い出す。

　同じ立場になった今なら、少しはその気持ちが分かる。果たして久く遠おんは、どれだけ悔くやしい思いを乗り越こえて、英えい雄ゆうと呼ばれるようになったのか。

「御霊、あまり重く捉とらえるんじゃないよ。この程度のことで一々気に病やんでたら、その若さで白しら髪がになっちまうからね」

　八岐が小さく微ほほ笑えみながら、そんな言葉で場を和なごませた。

「え、悩むと白髪になっちまうのか？　あたい白髪になったらどーしよう……」

「まぁ、あんたは大だい丈じよう夫ぶだろうさ」

　頭を押さえる弐に毛けに苦く笑しようを漏もらしつつ、五ご式しきの面々は再び帰路につく。

「大丈夫だよ姉あね御ご。久遠の理想はあくまで最終目標だ。今は──」

　平静さを取り戻した心で、御霊は拳こぶしを固める。

「せめて、大切な人を二度と失わずに済むように……強くなりたい」

　人間界で経けい験けんした、辛つらく壮そう絶ぜつな別れ。

　もう二度と、眼がん前ぜんであんな悲ひ劇げきを繰くり返させない。そして、過去に捕とらわれ立ち竦すくむこともしない。

　──子こ芥け子しさん……。

　生しよう涯がいを想い人への気持ちに捧ささげた彼女の無念を、この手で必ず晴らすのだ。

　御霊は静かな焔ほのおが宿る瞳ひとみで、前を見み据すえる。これから御霊達が守っていく町並みを。

「姉御、帰ったら霊れい術じゆつの訓練に付き合ってくれ。玉ぎよく露ろにも霊力の補ほ助じよを頼たのむ。弐毛も一いつ緒しよにやるか？」

「おーっ！　あたいはおんたまを守れるように強くなるぞっ！」

『はい御霊様、喜んで』

「あぁ、任せておきな。出来ることなら何でも手を貸すよ」

　仲間達と、この道の先へ。強く、強く進んで行く。

　首にかかった誓ちかいの絆ばん創そう膏こうを握りしめ、御霊は進むべき道を歩き出す。







[image: 弐章　風来人と鼠小僧]







　一週間が経過した。

　御み霊たまは今、一人郊こう外がいに広がる森の中で大の字になって木こ漏もれ日を浴びている。白の襦じゆ袢ばんは汗で肌はだに張り付き、乱れた息をゆっくり整えている最中だ。

「はぁ……はぁ……くそっ、また成果無しか……」

　この一週間、八や岐またの指南の下もと、御霊は霊れい術じゆつを基き礎そから鍛きたえ直した。久く遠おんが居ない今、呪じゆ術じゆつに精せい通つうする八岐が五ご式しきの中で最も霊れい力りよくの扱あつかいに優すぐれているからだ。

　全身に無む駄だなく満まん遍べんなく霊力を行き渡らせる技や、体の末まつ端たん部分から霊力を放出する技。それ以外にも霊力の絶対量を増やしたり、より精せい密みつな制せい御ぎよを可能にする訓練など、出来ることは大体やった。

　しかし。

「基礎は大体固めたけど、放出だけはどうしても苦手だな……」

　霊力の放出だけは、昔からどれだけ訓練しても上う手まくいかない。腕や指などをホースに見立て、そこから勢いよく水を吐はき出すように霊力を放出するイメージだと八岐に教わったが、何度やっても栓せんが詰まっているかのように、少しずつ、微び弱じやくな霊力が滲にじみ出る程度の出力にしか出来ないのだ。

　霊術にも得え手て不ふ得え手てがあるため、これからの訓練で克こく服ふくするしかない。

　だが、どれだけ基礎を固めても──。

「相変わらず……こいつだけは言うことを聞かないか」

　御霊は左手の中にある刀とう鍵けん・万ばん象しよう錠じようを睨にらむ。

　どれだけ集中しても、霊力を全開にしても、抜ばつ刀とうしただけで容易たやすく御霊の霊力を根こそぎ吸い取っていくこの化け物じみた刀鍵は、未だに御霊の制御を受け付けない。

　万ばん物ぶつを対象にした封ふう印いんの力。無む論ろん、御霊が望むだけの効力を発はつ揮きしはするが、その反動が大きすぎる。これだけの力、もし使いこなせればこれほど頼たのもしい力は無いのだが。

　やはり簡単な話ではない。日に五回も抜刀すれば、今のように疲ひ労ろう困こん憊ぱいで動けない有あり様さまだ。

『御霊様、あまり無理をなさらないでください。急せいては事を仕し損そんじますよ』

「あぁ、分かってる。だけど……」

　実の所、久遠の式しき神がみとして戦っていた頃から霊術の基礎はほとんど身に付いている。これ以上磨みがいても、成果は大して変わらないだろう。

　だからこそ、御霊が目指すべきはやはり妖よう怪かいとしての真しん骨こつ頂ちよう。固こ有ゆう霊術の習しゆう得とくだ。

　固有霊術とは、簡単に言えば『その妖怪にしか扱えぬ霊術』のこと。己おのれが持つ妖怪としての特性に、術じゆつ者しや自身の工夫を加えたもののことだ。

　しかし御霊本来の霊力は、十年前、久遠に万象錠で施せ錠じようされたまま眠っている。つまり御霊は妖怪として全力を出せない状態なのだ。

　自分の霊力の特性や性質など、ある程度霊術を学んだ妖怪なら知っていて然しかるべきものを、御み霊たまは何も知らない。

　──だけど、あの時……。

　数週間前。人間界の、あの山の頂上で繰くり広げた黒こく竜りゆうとの戦い。

　その中で、御霊は一か八か万ばん象しよう錠じようの封ふう印いんを解とき、一時的に本来の『鬼おに』の力と姿を取り戻した。満まん身しん創そう痍いだったとはいえ、それでも十数秒は万象錠を思いのままに操あやつれたのも確かだ。

　その後、噴ふき出す莫ばく大だいな霊れい力りよくに、ボロボロだった体の方が追いつかず、限界を感じて再度封印したが、あの力を安定して制せい御ぎよ出来るようになれば、或あるいは更さらなる高みへ近づけるかもしれない。

　だが、しかし。

　──あれ以来……何かがおかしい。

　具体的に何がどうなったのかは分からない。だが、暗い不安が胸の中でシミのようにこびりついて離はなれない。

　──夜、眠れなくなったのは……あの力を使った直後からだしな。

　あの力だけは使ってはいけないのだと、体の中で何かが警けい鐘しようを鳴ならしている。

　否いな、もしかしたら──既すでに取り返しのつかないことをしてしまったのかもしれない、と。不安が流れる汗を冷やしていく。

　そんな漠ばく然ぜんとした危き機き感があるからこそ、御霊は今のまま強くなることを望んだ。全力を出せないとはいえ、今の状態なら安定して霊力を活用出来るのだから、有効な活用法さえ掴つかめれば着実に強くなれるはずだという考えはある。

　だが、限界が見え始めていることも事実。

　近々、危険を覚かく悟ごでもう一度、己おのれの封印を解くことも視野に入れておこうと、御霊は呼吸を整えて身を起こす。

　と、同時に腹の虫が鳴った。

「……はぁ。そろそろ昼か」

『御霊様、気分転換に昼食にされてはいかがですか？　追いこみ過ぎるのも体に毒どくですよ』

　それもそうだと、御霊は八や岐またのおにぎりを食べに行こうと立ち上がる。玉ぎよく露ろが絶えず霊力を送ってくれるお陰かげで、体の回復はかなり早い。

「おーい、弐に毛け！　そろそろ戻るぞ！」

「あいよーっ！」

　頭上に声をかけると、木の葉を豪ごう快かいに散らしながら、猫の姿に変へん化げしていた弐毛が降ふってきた。弐毛は弐毛で、人間の姿と猫の姿を的確に使い分けられるように訓練しているようだ。

　弐毛のように動物に変化するタイプの妖よう怪かいは、人間の姿と動物の姿を切り替え、それぞれの姿を安定して維い持じするのに集中力と鍛たん錬れんが必要であるため、総じて高度な霊れい術じゆつを習しゆう得とくするのが困こん難なんと言われている。

　御み霊たま同様、弐に毛けも未だに固こ有ゆう霊れい術じゆつと呼べる技は身に付けられていない。もっとも、弐毛には猫としての反射神経や瞬しゆん発ぱつ力という持ち味があるため、それだけで周囲に見み劣おとりすることは無いのだが。

　自分だけが力不足に陥おちいっている。表面上は平静を装っていても、時間が経たつに連れて段々と御霊は焦あせりを覚え始めていた。

　──何か、コツを掴つかめるきっかけでもあればな……。

　吐と息いきと共に、傍かたわらに脱ぎ捨ててあった陣じん羽ば織おりを纏まとい、万ばん象しよう錠じようを霊れい体たいに戻し、楽しそうに笑っている弐毛を頭に乗せて、御霊は森を抜ける。

　６月中旬。夏もいよいよ本番だ。

　天あま邪じや神じん宮ぐうは、象しよう徴ちようたる大おお鳥とり居いの直下に鍵かぎ屋やの総本山である城を構え、その城を中心に、鍵屋に関係した人間が暮らす閂かんぬき街がい。その外がい縁えん部ぶに妖よう怪かいや憑つきもの筋が多く暮らす妖あやかし街がいが広がっている。

　この街の人口は一万人程度。そのうちの九割近くが妖怪や、その血を引いた憑きもの筋だ。鍵屋の城から遠ざかるほど妖怪や憑きもの筋、貧まずしい生活を送っている者が増えていく。

　そして、妖街を一歩でも外に出れば──その先は、鍵屋の庇ひ護ごの一いつ切さいをはねつける、実力主義の本物の妖怪達の世界が広がっている。

　かつては外の妖怪達と勢力を争った歴史もあるらしいが、それもずっと昔の話。

　御霊達が暮らすこの街は、天邪神宮という世界の中心であり、同時に人間と妖怪の中立地帯でもあるのだ。

　鍵屋は街の外へ向けて勢力の拡大を図っているが、中にはとてつもない大妖怪の勢力圏けんもあり、今の街の大きさが各勢力圏を侵しん害がいしない一番安定した状態なのだと、以前に久く遠おんから聞いたことがあった。

　久遠に召しよう喚かんされ、何度か御霊も外に出向いたことがあるが、あの平へい穏おんとはかけ離はなれた野性的で殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きは肌はだに合わなかった。

　気を抜けば、いつ背後から襲おそわれてもおかしくないような環境。そんな場所で育った妖怪とは、一体どれほどのものなのか。

　そして、いずれ相あいまみえる日が来た時、自分はどこまで戦えるのか。隣となりに立つ人を守れるのか。この数週間で、御霊は戦いを強く意識するようになっていた。

　そんな静かな闘とう志しを燃もやす御霊の前に、何やら人だかりが見えてきた。細い路地の入口だ。

「何だ？　どーしたんだ？　おんたま、抱っこして」

　猫化している弐毛の体を片手で掴つかんで持ち上げ、人ごみの奥を見通させる。直後。

「おんたま大変だ！　人が倒れてる！」

　弐毛の慌あわてた声が降ふってきた。







　人混みを掻かきわけ、御み霊たまは路地の奥へと足を踏ふみ入れる。日ひ射ざしが届かない路地の奥、並べた木箱の上でぐったりと横たわっている少女が居た。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか？　しっかりしろ！」

　声をかけ、体を揺ゆするとすぐに反応があった。

「……む、ぅ？」

　上半身だけを機き械かい的に起こした少女は、眠たそうに眼めをこすると気持ち良さそうに腕を伸ばした。

「んー、良く寝たであります……おや、何か御ご用ようでありますか？」

　すぐ傍かたわらに立つ御霊に、きょとんとした顔で首を傾かしげる少女。

　御霊とそう変わらない歳としだろうか。黒に近い濃のう紺こんの髪かみは一本の長い三つ編あみになっており、先せん端たんが木箱の上でとぐろを巻いている。肩から先の無い黒の着物を纏まとい、深く入ったスリットから白い生足が覗のぞいていた。

「い、いや、どこか具合でも悪いのか？　こんな所で倒れてるから何かあったのかと……」

「お？　おぉ、もうお昼なのでありますね！　これは失礼いたしました！　やることが無いとどうも時間の感覚がズレてしまいまして！　……やや、少々騒さわぎになってしまったようですな」

　勢い良く跳はね起きた少女は、サソリの尻尾しつぽのような三つ編みをしならせると、腰低く御霊の脇わきをすり抜け、人混みに向けて丁てい寧ねいに頭を下げた。

「御心配をおかけして申し訳わけありませぬ！　拙せつ者しや、どこも悪くはございませぬ！　失礼いたしました！」

　やけにハキハキと喋しやべる少女に安心したのか、人混みも少しずつ散って行く。跳ね起きた時に気づいたが、少女の腰には幾いくつもの『瓢ひよう箪たん』がぶら下がっていた。

　背中側に、青、黄、赤の三色。体の前面に白い瓢箪が一つ。やけに特とく徴ちよう的な格好だ。

「いやぁ、この度たびは御ご迷めい惑わくをおかけして申し訳わけありませぬ。貴き殿でんは……殿との方がたであるのに、可愛かわいらしい帽ぼう子しをお召しになっておられるのですね」

　頭の上の弐に毛けを見つめて、少女は不ふ思し議ぎそうに首を傾げた。

　その時に気づいたが、この少女は左右で瞳ひとみの色が違う。宝石のように澄すんだ瞳は、右みぎ眼めが青、左眼は深みのある紫むらさき色を宿している。

「帽子じゃないぞ！　あたい又また足た袋び弐毛って言うの！」

　御霊の頭から飛び降おりた弐毛が、どろんぱと宙で一回転して人間の姿へと戻る。

「おぉ！　猫ねこ又またの方でしたか！　これは失礼いたしました。見事な変へん化げでありますなぁ」

「えへへー」

　明るく朗ほがらかな笑みに連れられて、御霊と弐毛もつい笑顔を浮かべる。

「姉ちゃん、あんまり見かけない人だね。前から街に居た？」

　弐に毛けはあちこち散歩に出かけるのが日につ課かなので、とても顔が広いのだ。

「いえ、拙せつ者しやは仕事を探して外から流れてきた身であります」

「外から……？」

「えぇ!?　流されてきたのか！　大だい丈じよう夫ぶだったのか!?」

「いや弐毛、お前は多分流れてくるの意味を誤ご解かいしてる」

　旅をしてきた、ということだろう。力だけが物を言う街の外から、御み霊たまと変わらない歳としの少女が一人で旅をしてきたなどと、にわかには信じられなかった。

　弐毛の言葉に快活な笑みを見せた少女は、改まってお辞じ儀ぎをしてきた。

「拙者、風ふう来らい人じんの『阿あ潟がた被ひ沙さ護ご』と申す者。気軽に被沙護とお呼び下さい！」

　すぐ眼めの前で中性的な美び貌ぼうを向けられて、その屈くつ託たくの無い可愛かわいらしさに、御霊は少しだけ気き恥はずかしさを感じた。

「で、何でこんな所で寝てたんだ？」

「いやぁ、恥ずかしながら路ろ銀ぎんが底を突いていまして。しばらく何も食べていなかったので、ぐっすり眠って空腹を誤ご魔ま化かそうかと」

　宿も取れない状態だったということかと、御霊は何が面おも白しろいのか腹に手を当てて爽さわやかな笑みを振り撒まく被沙護に顔を引きつらせる。

「仕事、見つからないのか？」

「日ひ雇やといのような仕事ばかりで、頂いた報ほう酬しゆうもすぐに使いきってしまうのでありますよ」

　照れくさそうに頭を掻かく被沙護の姿に、苦労しているようだと御霊は思う。

「まぁ、昨晩は運良く仕事に恵まれたのですが、終わりが明け方近くになってしまいましたので。眼が覚さめ次し第だい、久しぶりに食事処どころでも探そうかと思っていたのですが、まさかこんな時間まで寝入ってしまうとは不覚でありました」

　弐毛並みの呑のん気きさだと苦く笑しようする御霊の横で、弐毛が両手を軽く広げて口を開く。

「お腹空すいてるのか！　だったらあたい達と一いつ緒しよにご飯食べようよ！　良いだろおんたま？」

　また相手の都合も聞かずに勝手なことを、と思う御霊だったが、外から来たという少女には興きよう味みが湧わいていた。もしかしたら、有用な話が聞けるかもしれない。

「良かったら、屋や敷しきに来るか？　俺達もこれから昼飯なんだ」

「い、いや、出会ったばかりの殿との方がたのお誘さそいに応じるなど、そんなふしだらな真ま似ねは……」

「ふしだらって言うな」

　恥ずかしそうにチラチラと御霊を見つめながら後ずさる被沙護に御霊は眼を細めるが、外から来たなら警けい戒かい心が強くても仕方ないかと思い直し、仄ほのかな笑みを向ける。

「迷めい惑わくじゃないから、気にしなくて良いよ。外の話も聞いてみたいし」

「あたいも！　あたいも聞いてみたい！」

　御み霊たま達の様子をしばらく観かん察さつしているようだったが、やがて被ひ沙さ護ごは困ったような顔をしながらも恭うやうやしく一いち礼れいした。

「では……お言葉に甘えまする」

　喜ぶ弐に毛けと楽しそうに話している被沙護を見る限り、こちらも警けい戒かいする必要は無さそうだと感じる。

「玉ぎよく露ろ、客人が一人増えるって姉あね御ごに伝えてくれ」

『はい、かしこまりました。賑にぎやかになりますね』

　腕うで輪わに向けて伝える御霊を見て、被沙護が眼めを丸くする。

「それは木こ霊だまの腕輪でありますか？　これはまた珍めずらしい物を……」

「見ただけで分かるのか？」

「ははは、それだけ色いろ濃こく霊れい力りよくを発信していれば誰だれでも分かるでありますよ」

『わぁ！　御霊様、私初しよ見けんで正体を見抜かれたのは初めてです！　お、お友達になれるでしょうか！』

　さも当然のように言い放つ被沙護に玉露が驚おどろいていたが、その言葉を御霊は不ふ思し議ぎに思う。

　玉露の発する霊力が強大なのは今いま更さら疑いようも無いが、それを実際に眼で見ることが出来たことは一度も無い。そもそも霊力は基本的に不ふ可か視しのはずだ。

　この少女には、御霊には見えないものが見えているということだろうか。

「そう言えば貴き殿でんのお名前を伺うかがっておりませんでした。宜よろしければ、お教え願えますか？」

　そうだった、と被沙護に向き直り、御霊は改めて名を名乗る。

「篝かがり火び御霊だ。俺のことも気軽に呼んでくれ」

「御霊殿どのでありますな！　いやぁ良いお名前ですなぁ。あ、勿もち論ろん弐毛殿も可愛かわいらしいお名前だと思うでありますよ！」

「おぉ、本当かーっ！　へへ、被沙護も可愛いぞっ！」

「な、なな、何を仰おつしやりますか弐毛殿、せ、拙せつ者しやなど、そこらの石ころのような女でありますよ」

　篝火の名に反応するかと思いきや、特に気にする風も無く、被沙護は晴れやかな笑みで頷うなずいただけだった。

　明るい雰ふん囲い気きを身に纏まとう阿あ潟がた被沙護という少女。外から来た以上は妖よう怪かいなのだろうが、傍はたから見る限り、耳や尻尾しつぽなど分かりやすい特とく徴ちようは見られない。

　果たして何者なのだろうかと、被沙護に対する興きよう味みを深めながら御霊は屋や敷しきへ向かった。







　穏おだやかな昼下がり。久く遠おんの屋敷の中で改めて御霊達は簡単な自己紹介をし、被沙護を迎むかえて食卓を囲んでいた。

「へぇ、外って言ってもそこまで殺さつ伐ばつとしてる訳わけじゃないんだな」

　客人である被ひ沙さ護ごはこれまでの経けい験けんを語りながら、八や岐またお手て製せいのおにぎりを幸せそうに咀そ嚼しやくしていた。

「はい。外……我われ々われは単に『外がい界かい』と呼んでおりますが、大小様々な村や集落などがあり、そこでは妖よう怪かい達が手を取り合って暮らしているでありますよ。もっとも、純じゆん粋すいな人間はほとんど居ませんし、これほど大きな街もありませんが」

　戦う力を持たない人間にとって、鍵かぎ屋やに守られているこの街は一種の砦とりでだ。生活が苦しい者達も居るだろうが、それでも危険を冒おかしてまで外界で暮らそうとする猛も者さは居ないだろう。

「なぁなぁ、被沙護はどうして流れてるんだ？　やっぱ楽しいのか？」

「お前本当に流れるの意味を分かって聞いてるんだろうな」

　二カ月前。竜りゆう鱗りん村の学校に通っていた頃の話だが、弐毛が国語の試験で『河童かつぱの川流れ』の意味を『河童が造った超特急の滑すべり台で遊ぶこと』と解答し、答案返却後に、

「だってすっげー面おも白しろかったんだぞ！」

　という実じつ体たい験けんを元に教師に食い下がっているのを目もく撃げきし、慌あわてて職しよく員いん室から引きずり出したこともあった。

「拙せつ者しや、とある妖怪を捜さがして旅をしているのでありますが、道中で様々な妖怪と触ふれ合いながら見けん識しきを広めていくのは中々に楽しいでありますよ」

　被沙護が柔やわらかく微ほほ笑えみながら語る。これまで旅してきた道中の話を聞いたり、御霊達がこれまでしてきたことを語ったり、昼食の席はとても盛り上がった。

　そして、八岐お手製のおにぎりもすっかり底を突いた頃。

「いやぁ、こんなに沢たく山さんの握り飯めしを頂いたのは何年ぶりか……幸せでありまする」

　被沙護が恭うやうやしく姿勢を正し、御霊達に深々と一いち礼れいした。

「阿あ潟がた被沙護、このご恩は忘れませぬ！　命ある限り必ずや恩おん義ぎに報むくいるであります！」

「おにぎりくらいで何を大げさな」

「いえ。拙者、受けた恩義は生しよう涯がい忘れぬことを信しん条じようとしております故ゆえ！」

　きっぱりと言い切った被沙護の瞳ひとみは美しく澄すみきっている。その律りち儀ぎな姿勢が心からの本心であることは、被沙護の態度と真剣な表情から伝わってきた。

「……何でそこまで？」

「拙者、昔から人の役に立てることが何よりの喜びでして。誰だれかに感かん謝しやして頂けるのが本当に嬉うれしいのであります。自分の目的を果たす道中で少しでも誰かを笑顔に出来れば、これほど素す晴ばらしいことは無いと考えているのでありますよ」

　照れくさそうにしながらも、はっきりと自分の考えを語った被沙護に、御霊は深く感心した。

　──誰かを笑顔にする旅か……。

　そんな生き方も、悪くないかもしれないと御霊も微び笑しようを返す。

「おぉ、被ひ沙さ護ごすげー格かつ好こう良いぞ！」

　弐に毛けもすっかり被沙護を気に入ったらしく、猫の姿に変へん化げすると楽しそうに被沙護にじゃれついていた。

　唯ただ一人──八や岐まただけは終しゆう始し探るような視線で被沙護を見み据すえていたが。

　もっとも、八岐は素す性じようの知れぬ相手にはいつでもそんな態度でいる上に、和を乱すようなことはしないので、御み霊たまも特に気にはしなかったが。

「被沙護、その捜さがしてる妖よう怪かいってどんな妖怪だ？　一応俺も鍵かぎ屋やの所属だから、必要なら力になれると思うけど」

「いえいえいえ！　そこまでお世話になる訳わけにはいきませぬ！　それに……」

　被沙護が一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみを細めて御霊を見据える。

「これは、拙せつ者しや自身が成さなければならないこと故ゆえ」

「……そう、か」

　その時だけ、御霊は被沙護から冷たい何かを感じた。一種の迫力すら感じる決意を秘めた言葉に、強い覚かく悟ごがあるようだと御霊はそれ以上追つい及きゆうしなかった。

　──ずっと過か酷こくな環境で生きてきたんだろうしな。

　鋭するどい雰ふん囲い気きが身に付きもするだろうと御霊は思う。底知れぬ何かを感じた御霊だったが、確固たる信念を持ちながら、柔じゆう軟なんに生きていく考え方は見習わなければと思った。

「さて腹も膨ふくれたし、この後どうするかな」

　もう一度修業に行こうかと思った直後だ。突然、屋や敷しきの縁えん側がわに一羽のカラスが舞まい降おりた。首から下げているのは、鍵屋の紋もん章しよう。足首には小さな手紙が巻かれている。

　早くしろ、と言いたげに騒そう々ぞうしく鳴なくのは鍵屋の使し役えきする伝令用のカラスだ。

「何だ？」

　御霊がカラスから手紙を受け取り広げると、そこには第零ゼロ部隊の篝かがり火び御霊宛てに緊きん急きゆう召しよう集しゆうを伝える旨むねが書かれていた。差出人の名は、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎだ。

　──いよいよか。

　鍵屋の一員として、初の正式な任にん務むのようだと御霊は顔つきを鋭くする。

「召集がかかった。俺宛あてみたいだから、皆は待たい機きしていてくれ」

「御霊殿、お出かけでありますか！」

　さっ、と姿勢を正した被沙護が丁てい寧ねいに一いち礼れいする。

「お世話になりました。どうかお気をつけて！　行ってらっしゃいませ！」

「あぁ、こっちこそ面おも白しろい話が聞けて良かったよ。またいつでも来てくれ」

　頷うなずく被沙護と笑顔を交わし合い、御霊は陣じん羽ば織おりを翻ひるがえして鍵屋の城へと向かった。







　鍵かぎ屋やの城、夜よ凪なぎの執しつ務む室で御み霊たまは話の重大さに息を飲んでいた。

「殺された……？　タカ派の人間が？」

「立場上、あまりタカ派という言葉を使いたくありませんがね。今け朝さ早く、閂かんぬき街がいの屋や敷しきで遺い体たいが見つかりました。遺体は全身を切り刻まれ、酷ひどい状態だったようです。一体、どれほどの憎ぞう悪おがあれば、あそこまで出来るのか……私には理解しかねますが」

　夜凪は傍かたわらに黒衣の式しき神がみを控ひかえさせたまま、手を組んで淡たん々たんと御霊に事態を告げてくる。式神の少女は怜れい悧りな表情で静かに御霊を見み据すえていた。

「温泉卵くん。この話も、この先の話も極秘情報です。下へ手たに外部に漏もらさぬように」

　本題はここからだ、と夜凪が口を開こうとした御霊の言葉を遮さえぎって続ける。

「実は一週間前にも一人、いわゆるタカ派の人間が、同じ状態で死亡しているのが見つかっています」

　低い声で告げる夜凪の言葉は、事態が想像以上に重いことを御霊に感じさせた。

　何者かが、タカ派を相手に暗あん躍やくしている──。

「一週間前に殺されたのは鍵屋の上じよう層そう部ぶに身を置く人間。昨晩発見された遺体は、実働部隊の一員です」

「それじゃ……」

　夜凪が頷うなずく。

「恐らくは鍵屋に恨うらみを持つ者の犯行でしょう。タカ派の人間が狙われていることから、妖よう怪かいの犯行という線で一週間前から諜ちよう報ほう部ぶが捜そう査さしています。混乱を避さけるために、そこまで大々的な捜査は行っていませんでしたが、二人も遺体が上がったとなれば話は別です」

　深く吐と息いきして、夜凪が椅い子すに寄りかかる。

「まだ街の一般人には報道しませんが、鍵屋としては断固とした態度でこの事件に臨のぞむつもりでいます。実働部隊のほとんどを捜査に回すことが決定しました」

　ただでさえ威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを更さらに強めながら、夜凪が言い放つ。

「なるほど、だから俺達にも召しよう集しゆうがかかったんですね」

「その通り。そこで今回、孫まごの手部隊には殺人事件の捜査──」

　初はつ任にん務むにしては重要な役割の一いつ端たんを担になうことになりそうだと、表情を硬くして構える御霊だったが。

「──ではなく。巷ちまたで起きている窃せつ盗とう事件の捜査に当たってもらいます」

　思わず膝ひざから崩くずれ落ちそうになった。

「……は？　殺人事件の捜査は？」

「それは我われ々われの仕事です」

　ふっ、と吐息した夜凪が冷さめた眼めで御霊を射い抜ぬく。

「人手が足りなくなるからといって、巷の事件を無視する訳わけにもいかないのでね。それにこれは私ではなく、諜ちよう報ほう部ぶから依い頼らいされた仕事です」

「諜報部から……？」

「諜報部の部長から直じき々じきに、篝かがり火び御み霊たまに協力を要よう請せいしたいとね。君に興きよう味みがある様子でしたが……私も君を殺人事件の捜そう査さに回す気はありませんでしたし、丁ちよう度ど良いので許可しました」

　御霊は諜報部など入ったことも無ければ職員の顔も知らないのだが、どういうことだろうかと怪け訝げんな表情を浮かべる。

　再び手を組んだ夜よ凪なぎが、椅い子すに寄りかかったまま御霊を見下すように視線を向けてくる。

「良かったですね、初仕事から責任重大ということにはならずに済みそうで。平和にのんびりと仕事が出来るでしょう。せいぜい頑がん張ばって下さい」

　嘲ちよう笑しよう混じりで告げられた言葉に、いよいよ御霊は拳こぶしを握りしめる。勿もち論ろん、日常的に起きている事件を軽けい視しする訳わけではない。

　しかし、重大事件を前にまるで厄やつ介かい払ばらいのような扱あつかいを受けるのはどうにも腹が立った。

「夜凪さん、この前……鍵かぎ屋やの人間が妖よう怪かいの子供に暴力を振るう所を見た。人間の安全を守るとか言いながら、治安を乱してるのはむしろ貴方あなた達の方じゃないんですか」

　しばし、彫ちよう像ぞうのように微び動どうだにせず、感情が見えない夜凪との間に険けん悪あくな雰ふん囲い気きが流れる。傍かたわらに立つ黒衣の式しき神がみが静かに構えを取ったが、言うべきことは口にしなければ、それこそ何も変わらない。

　のしかかるような沈ちん黙もくの果てに、深く、ゆっくりと夜凪が吐と息いきする。

「……鍵屋の現状には、私も心を痛めています」

　一いつ瞬しゆんだけ、物もの憂うげに視線を落とした夜凪だったが、すぐにいつもの冷れい徹てつな視線を御霊に向けてきた。

「認めましょう。純すみ波なみ子こ芥け子しの死後、一部の者達の考えは少々過か激げきに傾かたむいている」

　その名前に、御霊の脳のう裏りに一人の女性の姿が鮮せん烈れつに蘇よみがえる。美しく、悲しい彼女の笑顔が。

「が……一いつ朝ちよう一いつ夕せきで改善出来るもので無いことは君にも理解出来るはず。そういった者達は病的に妖怪を敵てき視ししている。しかも殺されているのは二名共そのタカ派の人間です。鍵屋内でも未だ強い実権を握っているタカ派の者達がどう考えるか、君に分かりますか？」

　事実だけを矢のように放ってくる夜凪に、御霊は奥歯を噛かむ。

「鍵屋の現状に不満を持つ妖怪がタカ派の人間を狙った。そう考えられている今、君がしゃしゃり出るような真ま似ねをすれば……あれだけの大おお見み得えを切った手前、最悪の場合、君が容疑者にされかねない。本当の意味で篝火の名が地に落ちる。それは私とて望む所ではない」

　言っていることは理解出来る。しかし。

「そんな連中を指し揮きしてまとめるのが貴方なんじゃないのか」

　御霊は眼めつき鋭するどく夜凪に詰め寄った。妖怪の子供を足あし蹴げにしたり、妖怪への反感や敵てき意いを強めるようなことをしているのは、この男ではないのか。

　それらの事実を、まるで他人事のように語る夜よ凪なぎの姿が、どこか腑ふに落ちない。

「そこまで分かってて胸を痛めているなら、貴方あなたはどうして何もしない！　思いや言葉だけじゃ何も変えられないって──貴方の弟で子しが俺に教えてくれたんだぞ！」

　あまりにも激しく、惨むごたらしいまでに心に刻みつけられている人間界での記き憶おく。嵐あらしの中、禍か竜りゆう山ざんの頂上で対たい峙じした、一人の黒こく竜りゆうの姿。

　やり方は正しくなくとも、彼が御み霊たまに告げた言葉の全すべては紛まぎれもない真実だった。愛する者のために甘えや妥だ協きようを許さない覚悟と生き方は、結果的に御霊を大きく変えた。

　だから、彼の末まつ路ろを眼がん前ぜんで見届けた御霊には──彼に救いの手を差し伸べ、強く鍛きたえたこの男が、現状を黙もく認にんして何もしていないという事実が許せなかった。

「貴方がタカ派を率ひきいているんだろう。妖よう怪かい弾だん圧あつを提てい唱しようしておきながら、俺が鍵かぎ屋やに入るよう仕向けて、なのに前線から切り離はなすようなことをして……一体何を考えてる」

　たとえかつて久く遠おんの同志だったとしても、この男が久遠の、子こ芥け子しの抱いだいた理想を砕くだいたのは事実。

　御霊が清算すべき罪ざい過かは重く、その道は険けわしい。しかし、この先も夜凪が主君の理想を阻はばむというのであれば。

　──この男を、放置しておくのは……っ！

　御霊が、夜凪に対する明確な敵てき意いの炎を芽め生ばえさせかけた、その時。

「篝かがり火び御霊さま、それ以上は……わたくしが許しません」

　冷気にも似た総そう毛け立だつような怖おぞ気けが御霊を襲おそう。咄とつ嗟さに一歩を引き身構える御霊の前で、夜凪の式しき神がみが刃やいばの切っ先のように鋭するどい視線を御霊に向けていた。

　余りの迫力に呼吸すら忘れ、冷や汗を滲にじませる。

「貴方こそ篝火久遠さま亡き後、一年もの期間を無む駄だに過ごし、燻くすぶっていたはず……たまたま篝火の名を継いだだけの分ぶん際ざいで何を勘かん違ちがいしているのか存じませんが、身の程を、今一度弁わきまえて頂きたいものです。口には出しませんが」

　下へ手たに反論すれば首を持っていかれる。有無を言わさぬ少女の威い圧あつ感は、そんな残ざん酷こくな予感を覚えさせるほどに圧倒的だった。

　ただの式神ではない。この少女も、侮あなどれない何かを秘めている。

　生なま唾つばを飲み込んだ御霊だったが、不意に夜凪が手を上げて少女を止めた。

「旋つむじ、その辺りにしておきなさい。構いませんよ。たとえどれだけ耳に心ここ地ちよくても、万ばん人にんが正しいと思える言葉でも……見方一つで容易たやすく否定され、否定してしまうのが、我われ々われという生物です」

　夜凪の言葉に小さく首しゆ肯こうした旋と呼ばれた式神の少女は、眼めを伏せて一歩を下がった。途と端たんに空気が軽くなり、御霊は息をつく。

「温泉卵くん、君の言い分も理解出来ます。どうやら納なつ得とくいかないことを、うやむやにしたまま進むのが嫌きらいなようですね……いえ、ようやく正面から物事と向き合えるようになってきた、と言うべきですか」

　ふっ、と夜よ凪なぎが視線を落として失笑する。

「少しは……久く遠おんに似てきましたか？」

　はっとする御み霊たまを余よ所そに、夜凪が短く吐と息いきしてそう告げる。

「しかし彼女の言うとおり、我われ々われの領りよう分ぶんに君が頭を突っ込むのは……まだ早い。しばらくは大人しく指示に従ってもらいたいものです」

　領分という言葉が、何より御霊の小ささを痛感させた。

　どうやらこれ以上続けても何も得られないようだ。そう判断した御霊は重々しく頷うなずいた。

「分かり……ました」

　では、と夜凪が促うながすと、先程までの威い圧あつ感が噓うそのように、澄すました表情の旋つむじが御霊に書しよ類るいを差し出した。

「君に捜そう査さを担当してもらう事件です。諜ちよう報ほう部ぶもしばらくは殺人事件の方にかかりきりになるので、万が一解決の糸口を掴つかんだら報告してください」

　込められるだけの嫌いや味みを込めて夜凪が告げる。そして、続く言葉も酷ひどく冷たかった。

「最後に忠告ですが──夜間の捜査はしばらく控ひかえなさい。我々は当面の間、事件に進しん展てんがみられるまで遺い体たいが発見された地区を中心に夜間の警けい戒かいを強化します。くれぐれも身内の邪じや魔まをしないように」

　書類を受け取り、御霊は憮ぶ然ぜんとした表情で夜凪を見み据すえる。

「……俺の疑問には、答えてくれないんですね」

　それは、信用出来ないという御霊の失しつ望ぼうが、端たん的てきに言葉として表れたものだった。

　内心の虚むなしさが御霊の表情に暗い影を落とす。力無く執しつ務む室を後にしようとする御霊だったが、その背に夜凪の声がかけられた。

「御霊くん。我々の思想が相あい容いれることは決してない。それだけは言っておきます」

「……失礼します」

　後ろ手に扉とびらを閉め、御霊は一人、廊ろう下かに立ちつくす。

　──久遠……こんな時、どうしたらいい？

　仲間として隣となりに立つ者が、誰だれ一人として信用出来ない。こんな状況でこの先やっていけるのだろうかと、御霊は溜ため息をついて窓の外を見上げる。

『御霊様、どうか気を落とさずに』

　不意に、玉ぎよく露ろの声が響ひびいてきた。玉露も一連の流れを聞いていたのだ。

「なぁ、玉露……こんなんでやっていけると思うか？」

『弱気になってはいけません御霊様！　勿もち論ろん、無理もない状況だとは思いますが……それでも、久遠様だったら笑いながら出来ることをしようとするはずですよ！』

　玉ぎよく露ろが健けな気げに励はげましの言葉を送ってくれる。

『それに、お言葉ですが……先程の夜よ凪なぎ様や、あの式しき神がみの言い分も正しいと思います。御み霊たま様はきっと、正しくあろうとし過ぎるのではないかと』

「正しくあろうとし過ぎる？」

『はい。久く遠おん様によって、『義ぎ』を司つかさどるお役目を与えられた御霊様ですし、その姿勢は私も尊敬しております。ですが、久遠様の理想や……子こ芥け子し様の願いなど、御霊様は多くのものを背せ負おい過ぎているようにも見えるのです』

　玉露が穏おだやかに、諭さとすように語る。

『だから御霊様、少しは肩の力を抜いても良いのですよ？　私も久遠様の理想が実現することを夢見ておりますが……それでも、それは誰だれの命令でもないのですから。もっと軽い気持ちでいても良いと思います。きっと久遠様も怒ったりしないと思いますよ』

　そんな玉露の言葉に、少しだけ気持ちが楽になる。

「うん……そうかもしれないな」

『はい。まずは眼めの前のことからやっていきましょう！　そんな顔をされていては、楽しめるものも楽しめませんよ！　それに──』

　うふふ、と笑って玉露が続ける。

『もしここに美み久く地じ様が居たら、今頃は御霊様、背中を引っぱたかれてますよ？　何暗い顔してるんだーって』

　その言葉に、思わず御霊も噴ふき出した。その様子が、笑えるほど鮮せん明めいに想像出来たからだ。

「あぁ、何か俺もそんな気がしてきた」

　決めたはずだ。美久地に恥はじないように、胸を張って生きていこうと。

　たとえ、二度と会えないとしても──。

「よしっ、美久地に怒られないように、張り切っていくか」

『そうですとも！　ズバッと解決して、夜凪様をギャフンと言わせちゃいましょう！　裸はだかにして城の天てん守しゆ閣かくで街中の人達に土ど下げ座ざさせるくらいの気持ちで！』

「お前、そんなにあの人のこと嫌きらいなのか……」

『一々腹の立つ人ですからね！　全まつたくもう！』

　流石さすがに冗じよう談だんだとは思うが、玉露のお陰かげで随ずい分ぶんと気分がすっきりした。

　出来ることはある。まずは、そこから挑いどんでいこうと御霊は気持ちを切り替える。少なくともこれは、御霊が鍵かぎ屋やの一員として挑む最初の任務なのだから。







　御霊が去った執しつ務む室で、夜凪が悠ゆう然ぜんと立ち上がる。帰き還かんした篝かがり火びの名声を取り戻させる。事件の行く末はともかく、今後について考えれば一番良い選せん択たくのはずだ。

「さて、そろそろ私も人間界へ出発します。留る守す中のことは任せますよ、旋つむじ」

「承しよう知ちしております。万ばん事じ抜かりなく」

　そう言って、人間界で行動するための衣い類るいを用意し始める旋。

「しかし夜よ凪なぎ様、本当に──七なな緒お美み久く地じにお会いになられるのですか？」

　抑よく揚ようの無い旋の問いかけに、装そう飾しよくされた着物から高級なスーツへと着替えた夜凪が頷うなずく。

「天あま邪じや神じん宮ぐうにとっても、鍵かぎ屋やにとっても、彼女の重要性は言うまでもありません」

　ネクタイを締しめ、夜凪が鋭するどい眼がん光こうを外へと向ける。

「篝かがり火び御み霊たまにとっても、ね」

　この一手が、今後の情じよう勢せいを大きく揺ゆるがすことを予感しながら、夜凪は深くお辞じ儀ぎする旋に背を向ける。

　向かうは人間界。天羽あもうの名を継ぐ少女が暮らす村へ。







　御霊達が捜そう査さする事件は、ここ一週間の間に立て続けに発生した連続窃せつ盗とう事件。

　巷ちまたでは──『鼠ねずみ小こ僧ぞう事件』と呼ばれているそうだ。

　天邪神宮は鍵屋の城を中心に、閂かんぬき街がい、妖あやかし街がい、外がい界かいと広がっていくが、被害に遭あっているのは主に鍵屋の関係者。富ふ裕ゆう層そうの人間が住む閂街の一角だ。

　手口は単純。夜間のうちに家内に侵しん入にゆうし、金品を奪って去っていく。それだけのことらしいのだが、妙な点が幾いくつかある。

　一つは、当然と言えば当然だが、誰だれも犯人の姿を見ていないこと。

　一つは、妖街の貧まずしい者達の家に、盗ぬすんだ物を届けているということ。

　この二つだ。

　前者に関しては手て慣なれた犯行だと言ってしまえばそれまでだが、閂街は夜間、妖よう怪かいの立ち入りが禁止される上に、鍵屋の見回りも定期的に巡じゆん回かいしているため、比較的警けい備びの眼めが厳きびしい。

　にもかかわらず既すでに四軒が被害に遭っており、その中で一つの目もく撃げき情報も、犯人の痕こん跡せきも無いというのは少々異常と言えた。

　そして何より奇き妙みようなのは後者。恐らく、盗まれたと思われる金品が、幼い子供が居る妖街の家々の前に届けられているそうだ。

　ただ一言。『役に立ててください』という文章が添そえられた封筒に、現金が束たばになって入っており、それが妖街の家々の前に置かれていたらしい。

　それが閂街の家から窃盗の被害届が出された時期とぴったり重なっていることが分かり、盗んだ者がそのまま置いて行ったと考えられているそうだ。

　届けられた家々も、誰が置いていったかも分からない金をそのまま使う訳わけにもいかず、事件の関連性が明らかになった後、現金は全すべて鍵屋によって回収されたらしい。

　が、贈おくり物が終わることはなく、お金の次は小さな子供が居る妖あやかし街がいの家々の前に、お菓か子しが届けられるようになったらしい。

　お菓子の出で所どころは閂かんぬき街がいと妖街を分かつ川沿いにある大きな菓子店で、御み霊たまも幾いく度どとなく通ったことのある有名な店だ。

　その店がお菓子を保存している倉庫が窃せつ盗とうの被害に遭あったらしく、配られるお菓子の出所はまずそこで間ま違ちがいないとのことだった。

　倉庫は木造で厳げん重じゆうに鍵かぎがかけられていたそうだが、鍵をこじ開けられた形けい跡せきも無く、保存されていたお菓子だけが一部無くなっていたらしい。

　その鮮あざやかな手口と、盗とう品ひんを貧しい者に配るという行いから、金品を盗みだしていた者と同一犯の仕し業わざであるという見方が強く、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの怪かい盗とう、子供想いの義ぎ賊ぞくなどといったイメージが噂うわさと共に広まり、一連の事件は全すべて、かつて存在した大おお泥どろ棒ぼう。

　すなわち『鼠ねずみ小こ僧ぞう』の仕し業わざだ、という話になっているらしい。

　以上が、御霊達が捜査に乗り出す上で手掛かりとなる情報の全てだ。







「と、言う訳わけなんだが……どうだ姉あね御ご？」

「どうだって言われてもねぇ」

　五ご式しきの頭脳労働担当の八や岐またも、煙管キセルを指先で弄いじりながら表情を曇くもらせる。

　あの後、屋や敷しきに戻った御霊は待たい機きしていた皆に状況を説明し、あまり重く考えず、しかし夜よ凪なぎの鼻を明かしてやるくらいの気持ちでいこう。という方針を語った。

　被ひ沙さ護ごは御霊が戻る少し前に出て行ったらしく、弐に毛けと一いつ緒しよに屋敷中をピカピカになるまで掃そう除じすることで恩を返し、うんざりするほどお礼を言ってから去って行ったそうだ。

　近いうちにまた会えるだろうとは思うが、とりあえず今は部外者のことは気にしないでおく。

『まずは色々とお話を聞いて回る必要がありそうですね』

「鼠小僧か。確かに泥棒がうろついてるって噂は聞いてたけど、意外と大物みたいだねぇ」

「そうだな……とりあえず、被害に遭った家を近場から順番に回ってみよう」

　考えてみれば、それが理想への一番の近道だと決めつけて鍵屋の現状を歯がゆく思うばかりで、この街で暮らす人達に眼めを向けていなかったのではないかと御霊は思うようになっていた。

　鍵屋とは関係ない所でも、苦しい思いをしている者達は人間も妖怪も関係なく大おお勢ぜい居る。そして久く遠おんはいつだって、そんなどこにでも居るかけがえの無い人達の希望だった。

　──玉ぎよく露ろの言うとおり、背し負よいこみ過ぎだったかな。

　落ちついて広く視野を取る。そうすれば違った考え方も自おのずと見えてくるはずだ。

　──被沙護も、自分の目的とは別に、誰だれかの笑顔を見るのが好きだって言ってた。

　それは、ひょっとすると久遠にも通じる考え方だったのかもしれない。周りの人を自然と笑顔に出来る被ひ沙さ護ごの明るさは、やはり見習った方が良さそうだと御み霊たまは小さく笑う。

「よしっ、行こう皆」

　立ち上がり、篝かがり火びの名を背に翻ひるがえし、御霊は五ご式しきを率ひきいて街へ臨のぞむ。

「五式、出しゆつ陣じんするぞ！」







　御霊達が暮らす久く遠おんの屋や敷しきは閂かんぬき街がいの北の方に位置している。外がい界かいにそびえる霊れい峰ほうから流れてくる大河が街を大きく二分しており、街の途中で枝分かれした河か川せんは閂街を円形に囲むように流れている。

　御霊達はひとまず、窃せつ盗とうの被害に遭あったという閂街の家々を訪ねていった。どの家も大きく、鍵かぎ屋やに勤める者や、その家族が暮らしていることが多い。

　鍵屋に関係する者達の家ということで、御霊のことを煙けむたがる者も居るかと思ったが、意外にも鼠ねずみ小こ僧ぞう事件のことで動いていると語ると丁てい寧ねいに状況を説明してくれる者も多かった。

　鍵屋も、全部が全部妖よう怪かいを嫌きらっている訳わけではなく、協力的な姿勢を取ってくれる人達も居るのだと御霊は聞き込みの中で少しだけ安心を覚えることが出来た。

　やはり、歪ゆがんでいるのはタカ派の者達──。

　鍵屋の中でも眼めに見えて強行な姿勢を取っている者達が前線に出ているせいで、全体がそう見えているというのが現状のようだ。

「うへー、暑あっちぃぃ……おんたまぁ、アイス買ってこうよぉ……」

　６月も中旬ともなれば、照りつける日ひ射ざしはそれなりに厳きびしい。数時間歩き回っただけで、弐に毛けはもうバテていた。

「それじゃ、資料にあった菓か子し屋に行ってみよう。そこで一息つくか」

「やったーっ！　あそこ最近行ってなかったもんね！　アイス食べよ！」

「ちゃんと話を聞いてからだぞ」

　途と端たんに元気になる辺りが弐毛らしいと思いつつ、御霊達は閂街と妖あやかし街がいの境界とも言える小川を目め指ざして歩を進める。

　往おう来らいの多い閂街と妖街の丁ちよう度ど中間、境界線となる小川沿いにその店は建っている。店の前は今日も子供達で賑にぎわっていた。

　子供が喜びそうな可愛かわいらしい装そう飾しよくが幾いくつも施ほどこされた大きな看かん板ばんを掲かかげているのは、恐らくこの街で一番大きな菓子屋だ。

　菓子屋の名前は『可お笑かし屋』。子供の笑顔と、お菓子をかけて名付けたらしい。

　顔見知りの子供達と一いつ緒しよに並んでいるお菓子を眺めている弐毛を置いて、御霊は久しぶりに訪れる店に懐なつかしさを感じながら、八や岐またと二人で店主に話を聞きに行く。

「おぉ！　おんたま君！　久しぶりじゃないかよぉ！　鍵屋に入ったって聞いてたけど調子はどうだい？」

　御み霊たまが天あま邪じや神じん宮ぐうに来て、十年。まだまだ小さい頃は八や岐またに連れられてよくこの店に来ていた。当然、店主とも顔見知りだ。

　店主は小太りで白しら髪が頭を短く刈かり込んだ中年男性だ。子供好きで、その大らかな人ひと柄がらと、子供のためならサービスを惜おしまない精神が、店をここまで大きくしたのだろうと御霊は思っている。

「お久しぶりです。えっと……おじさん」

「なーに他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方してんだよ、昔みたいで良いぞ？」

「あ、いや、幾いくらなんでも……」

　困ったように苦く笑しようする御霊だったが、その時、子供の集団から弐に毛けが顔を出してきた。

「おーっ、カシデブ！　久しぶりだな！」

「おい、馬ば鹿か！」

　子供のころは面おも白しろがって呼んでいたものだが、今思えばあんまりな渾あだ名なである。だが、店主のおじさんこと、カシデブは気さくに笑いながら弐毛のボサボサ頭に手を置いて頷うなずいた。

　カシデブも妖よう怪かいであり、種族は『雪ゆき男おとこ』。高名なお菓か子し職しよく人にんであり、雪男としての能力を活かして氷菓子を作り始めたのが、可お笑かし屋開店のきっかけらしい。

　橋のすぐ近くとはいえ、妖怪の身で閂かんぬき街がいへの出店が許可されているのだから、その実力と人間性は、他でもない鍵かぎ屋やのお墨すみ付きだと言えるだろう。

「お、弐毛ちゃんも一いつ緒しよだったのか！　新しいお菓子あるから、後で買ってきな！」

「ありがとなカシデブ！　あのな、あのな、あたいこの間までおんたまと人間界に行ってたんだぞ！」

「おぉ、聞いてる聞いてる。どうだい、ちゃんと勉強してきたかい？」

　御霊達が人間界に出向いていた二か月間のことは、篝かがり火びの名を継ぐ者が人間界のことを学ぶために街を離はなれている。という具合に街の人達に伝えられているらしい。

　──流石さすがに、妖怪に下へ手たな希望を持たせるようなことはしなかったんだろうな。

　結果、失敗しているのだ。鍵屋の判断は正しかったと言えるだろう。

「おう、勉強してきたぞ！　あのな、友達に教えてもらったんだけど、お菓子食べ過ぎると太ったり病気になったりして危ねーんだって！　カシデブも気をつけろよ！」

　弐毛の大声で子連れの客が無言になり、店内の空気が重くなる。

「菓子屋の店内で言うことかっ！」

「痛いてぇっ！　おんたま痛ぇーっ！」

　カシデブの代わりに弐毛の頭を掴つかんで揺ゆさぶった。そんなやり取りも、カシデブは笑って見ていたが。その横で、八岐が薄うすく微ほほ笑えみながらカシデブの前に進み出る。

「カシデブ、相変わらずみたいで安心したけど、今日は遊びに来た訳わけじゃないんだよ」

「あー、八や岐またの姉さん！　お久しぶりです！　と言うと、鍵かぎ屋やの仕事ですかい？」

　片手で弐に毛けの頭をグリグリしつつ、御み霊たまは改めてカシデブに向き直る。

「カシデブさん、最近相あい次ついでいるらしい窃せつ盗とう事件に関して調べてるんです。話を聞かせてもらえますか？」

「え、おんたま君達が調べてるのか！　そりゃ頼たのもしい、勿もち論ろん協力するよ！　つっても、して欲しいのはこっちの方なんだけどな」

　快かい活かつに笑うカシデブが何度も頷うなずきながらそう言った。

「ついてきてくれ、裏の倉庫だ」

　弐毛を残して、御霊と八岐がカシデブに続いて店を出る。

　店の裏手、川沿いの道を一分も歩かないうちに倉庫が見えてきた。資料にあった通り、木造だが頑がん丈じような造りの倉庫だ。

「盗とう難なんに気づいたのは二日前。先週末あたりから妖あやかし街がいの子供の家にお菓か子しが届けられるって話を聞いてたんだけど、まさかうちの商品が盗ぬすまれてるなんて思わなくて」

　仮にも盗難の被害に遭あっているというのに、カシデブは何な故ぜか楽しそうだ。慣れた手つきで鍵かぎを外し、重そうな引き戸を開けてくれた。

　中は見上げる程の木箱が整せい然ぜんと積まれており、かなり冷えていた。

「これ、全部お菓子ですか？」

「あぁ、店に並ぶ商品は全部ここから出してるんだよ」

　カシデブがにっこり笑って傍かたわらの木箱を開けると、中には馴な染じみ深い菓子がぎっしり詰まっていた。

「こんな保存方法で傷いたんだりしないのかい？　これからもっと暑くなるよ？」

　八岐が胡う乱ろんな眼めつきで倉庫内を見渡した。

「あぁ、それは大だい丈じよう夫ぶ。どの木箱にも『無む解かい氷ひよう』が詰めてあるから、気温で腐くさることはないよ」

　外がい界かいで採とれる、極ごく寒かんの冷気を放ち続ける決して解とけないという氷だ。これからの時期は重ちよう宝ほうされる。

　雪女の里から調ちよう達たつするという話を聞いたことがあるが、外がい界かいについては情報が伏せられる傾けい向こうにあるため、御霊もよく知らなかった。

「で、まぁ盗難についてなんだが、盗まれた商品はここにまとめて書いてある」

　カシデブが御霊に、幾いくつか印のついた商品の一いち覧らん表ひようを渡してくる。弐毛が見たら涎よだれを垂たらしかねないような品しな揃ぞろえだ。御霊の好物も多くある。

　どれも袋ふくろに入っているようなお菓子ではなく、飴あめ玉だまのように一つ一つがバラで売られているような小さなお菓子ばかりであることが少し気になった。持ち去る時にかさばるからだとは思うが。

　──思ったより少ないな。

　勿もち論ろんそれなりの量ではあるが、想像していたより被害は少ないようだった。

「鼠ねずみ小こ僧ぞうとかいう盗人ぬすつとがお菓か子しを配り始めたのは先週末ぐらいからだったねぇ。二日前といえば週明けだ。どうして気づくのが遅れたんだい？」

「元々、倉庫を開けるのは店の在庫が無くなりそうになってからだし、見ての通り実際に箱を開けて見ないと商品の状態が分からないからなぁ。やられたのは奥の方の木箱で、店の補ほ充じゆう用に持っていこうとして初めて気づいたんだよ」

　毎回全すべての木箱を開ける訳わけにもいかないのか、と御み霊たまは理解する。

「倉庫の戸と締じまりはカシデブさんが？」

「あぁ、俺がやってるよ。店じまいするのは日が落ちてからだから、その後で鍵かぎがかかっているかはちゃんと確認するし、鍵もちゃんと眼めにつく所に保管してある。入れ替えとかは出来ないはずだ」

「それでも盗まれたんだろう？　見張りとかは立てないのかい？」

「あははは……お恥はずかしい。うーん、夜遅くまで居てもらうのも従じゆう業ぎよう員いんに悪いし。それに、すぐそこの橋に鍵屋の警けい備びの人も立っててくれてるから、安心してたんだけどなぁ。それでも、盗とう難なんに気づいた後は毎日細かく盗まれてないかチェックしてるよ。少なくともこの二日間は盗まれてはいないみたいだ。最初に盗まれたのがいつかまでは……悪いけど分からないなぁ」

　状況は大体分かった。

「なるほどねぇ。カシデブ、少し調べさせてもらっても良いかい？」

「どうぞどうぞ！　姉さんもおんたま君も好きなだけ見ていって下さい。私は店に戻りますので」

「え、いや……一いつ緒しよに居なくて良いんですか？」

　仮にも部外者を大事な倉庫に置いて戻るというのは、経営者としてどうかと御霊は思ったが、カシデブは首と手を振りながら微ほほ笑えんだ。

「君達が盗むなんてこと思ったりしないよぉ。小さい頃から君達を見てるんだ。こんな仕事してると、段々大人になっていく子供の活かつ躍やくを見るのが楽しみになってくるんだよねぇ……応おう援えんしているから、頑がん張ばれ！」

　頼たのもしい笑顔で背中を叩たたかれ、思わず胸が熱くなる。こんな人も居るのだ。

「ありがとうございます。必ず犯人を見つけてみせますから」

「うん。あー、まぁ実の所、そこまで犯人を捕つかまえて欲しい訳でもないんだけどね」

「え？」

　苦く笑しようしながらカシデブが肩をすくめた。

「その鼠小僧っていう泥どろ棒ぼうは、子供にお菓子を届けてくれてるんだろう？　そりゃ、盗まれるのは良い気がしないけど、もし何か理由があるなら相そう談だんして欲しかったなあって」

　白しら髪が頭を掻かきながらカシデブは続ける。

「悪いことはいけないけど、それでも子供のために何か出来る人に悪い人は居ないって思ってるからね」

「カシデブさん……」

「あはは、それに嫌いやらしい話だけど先日大口の仕事が入ってね。盗ぬすまれた分を差し引いても、充じゆう分ぶん帳ちよう尻じりは合うんだよ。まぁまた盗まれるようなことがあると困るけどね」

　気の良いことを言いながら、カシデブは笑って手を上げた。

「それじゃ、終わったら声をかけてくれ！」

　そう言って手を振ると、カシデブは恰かつ幅ぷくの良い体たい躯くを億おつ劫くうそうに揺ゆらして店へと戻って行った。

「……まぁ、カシデブが犯人って考えれば辻つじ褄つまは合うんだけどねぇ」

「姉あね御ご、この流れでそういうこと言うか」

　冷気が逃げないように扉とびらを閉め直し、薄うす暗ぐらくなった倉庫内で八や岐またが続ける。

「はは、勿もち論ろん冗じよう談だんだけど、犯人像が不ふ明めい瞭りようなんだ。こういう捜そう査さってのは何でも疑ってかからないとねぇ」

　流石さすがにカシデブが犯人のはずがない。子供にお菓か子しを配るくらいならやりそうだが、足りなくなった儲もうけの分を人から盗むような人ではない。と御み霊たまは思っているが。

「……何か、親しい人まで疑わないといけない気がしてきたな」

　仕事とはいえ、普段見えない人の裏の一面を疑い始めると、何とも気分が悪くなる。

「確かにそりゃ必要なことだけど……どの道、あんたには向かない仕事だよこれは。あまり気を張らないことだ。足りない部分はあたしが請うけ負おってやるさ」

　頼たのもしい八岐に薄うすい笑みを向けるが、いつも損そんな役回りを八岐に押し付けているような気がして、少し申し訳わけなくなった。

　とにかく今は、手がかりを集めることだ。そうすれば、疑う人物もどんどん少なくなっていくはず。

「じゃ、御霊。手始めにこの倉庫を調べるよ。木箱どかしな」

　倉庫内の木箱を順番にどけて死角を潰つぶしていく。力仕事なら御霊の十八番だ。倒れないように気を付けつつ、大量の木箱を一気にずらしていく。

　四方全すべての壁かべを露ろ出しゆつさせ、さてどうするかと辺りを見回した。

「まぁ当たり前だけど、潜もぐり込めそうな隙すき間まとかは無さそうだな」

　薄暗い倉庫内だ。外からの明かりが漏もれていればすぐに分かる。だが、壁へき面めんを全て露あらわにしても倉庫内は天てん井じように吊つるしてある小さな白はく熱ねつ灯とうが輝かがやいているだけだ。

「さて、それはどうかねぇ」

　倉庫の入り口に立っている八岐は、両手を広げて小さく笑う。

「こういうことならあたしの出番さ」
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　直後、美しい八や岐またの長ちよう髪はつがふわりと蠢うごめいたかと思うと、袖そでや肩、裾すそなどの肌はだが露ろ出しゆつした場所から無数の蛇へびが這はい出し、一いつ斉せいに倉庫内を塗ぬり潰つぶすように解とき放たれた。

「うわっ、お、おい姉あね御ご！」

　慌あわてて空からの木箱の上に飛び乗って、蛇の洪こう水ずいを避さける。

「やっつけ仕事の掃そう除じじゃあるまいし、隅すみ々ずみまで見るってのはこういうことを言うのさ」

　倉庫内の四隅や壁へき面めん、柱や扉とびらの縁へり、果ては天てん井じように至るまで、埋うめ尽くすように蛇が観かん察さつしていく。蛇で埋まった壁かべがぬるぬると蠢くのはかなり生理的に来るものがある。

「おんたまー、八岐ー、何か見つかったー？」

　タイミング悪く弐に毛けがやってきた。戸が開かれた途と端たん、足場を失った蛇が数匹、弐毛の上にボタボタと落ちていく。

「──にぎゃあぁぁっ！」

　蛇に絡からみつかれた弐毛が真下から殴なぐられたような勢いで三回宙返りして逃げた。

「おんたまぁぁっ！　おんだまあぁぁぁっ！」

　泣きべそをかきながら必死に蛇を振り払おうと、弐毛がゴロゴロ地面を転がっていく。

「姉御、身内相手に何してる」

「あっはっは、丁ちよう度ど良い時に来たねぇ弐毛。ちょいと御み霊たま、その壁かべの隅の所、よく見てみな」

　蛇へびの大たい群ぐんが道を開ける。両側に整せい列れつした蛇がチロチロと舌を出す中を進むのは気がひけたが、恐る恐る、御み霊たまはその壁かべに近づいていく。

「足元の所、分かり辛づらいけど薄うすい板で補ほ強きようしてあるだろう」

「ん？　……あ、本当だ」

　暗くて見えなかったが、確かに顔を近づけて見れば小さな板が壁の上に被かぶせるように張ってある。

　手を伸ばして触ふれてみた途と端たん、呆あつ気けなくその板が剥はがれた。

「あれ、くっついてないぞ。溝みぞに引っかけてあるだけだ」

　板を外した御霊は眼めを瞠みはる。そこには、小さな穴が開いていた。

　五センチ四方程度だろうか。御霊の手も入らない大きさだが、確かにその穴は外に通じていた。

「弐に毛け、ちょいと来て御ご覧らん」

　数秒後、疲れ切った様子の弐毛が洟はなをすすりながら倉庫内に入ってきた。背後にはさっき弐毛に絡からみついた蛇がからかうように列を成している。

「うえぇぇん……八や岐またが虐いじめたぁぁ……」

「ははは、ほら弐毛。後でアイス買ってあげるから、猫になってそこの穴を覗のぞいて見ておくれ」

「お、本当か？」

　あっという間に機き嫌げんを良くする辺りが実に弐毛らしい。二に尾びの猫ねこ又またの姿に変へん化げした弐毛が、御霊の足元に参じて、穴を覗きこんだ。

「通れそうか？　弐毛？」

「んー……んーっ！」

　しばらく苦戦していた弐毛だったが、やがて息をついて身を離はなした。

「あたいでも通れないや。腕一本くらいなら通ったけど」

「そうか……」

　或あるいは小動物に変化出来る妖よう怪かいがこの穴から侵しん入にゆうしたのかとも思ったが、弐毛で駄だ目めなら滅めつ多たな妖怪では不可能なはずだ。

　それに、こんな穴から大量のお菓か子しを運び出せるはずもない。

「まぁ『完全な密室では無かった』ことが分かっただけでも、収しゆう穫かくはあったねぇ」

　振り返れば、おびただしい数の蛇を再び着物の中へと迎むかえ入れていく八岐が、軽くたもとを直していた。

「これ以上は何も無さそうだ。さ、少し休きゆう憩けいにしようかねぇ」

　出来るだけ元通りに木箱を戻し、御霊達は外へ出る。いつの間にか小一時間ほど経たってしまっていたらしい。

　カシデブにお礼を告げ、最後にあの板について確かく認にんする。

「あぁ、盗とう難なんに気づいた時にあの穴を見つけたんだよ。木箱で丁ちよう度ど見えなくてさ、小さい穴だったから板をはめておいたんだ。いつ空あいたかは分からないなぁ。かなり頑がん丈じような木で組んである倉庫だから、虫食いじゃないと思うんだけど……」

　と、カシデブは言っていた。

　ひとまず集まった情報を確認する意味も兼かねて、店先に出ている長なが椅い子すに並んで座り、休きゆう憩けいをとる。

「おんたま！　アイス何色食べる？」

　小こ銭ぜにを片手に大喜びで氷こおり菓が子し売り場に向かう弐に毛けに、御み霊たまは一言。

「全部だ」

　大たい食しよく漢かんの御霊は間食も豪ごう勢せいだ。

「幾いくら久く遠おんの蓄たくわえがあるとはいえ、あんたもいい加減に金の使い方を覚えな」

「え、な、何かマズイのか？」

「いや、当分は困らないけど、あんたがそのうち困るってことを言ってるんだよ。いつか嫁よめさんに捨てられるよ」

『御霊様、美み久く地じ様に愛あい想そを尽つかされちゃいますよ！』

「な、何で美久地が出てくるんだ」

　だが、言われてみれば美久地にも食事に関することで何度も呆あきれられたと思い出す。少し気を付けた方が良さそうだ。

「おーい、買って来たよーっ！　おんたま、おんたま！　カシデブがおごりだって新発売のお菓子くれたぞ！」

　弐毛が両手に棒ぼう付きアイスと、カシデブがくれたらしい新発売のお菓子の袋ふくろを持ってやってくる。

「お前、簡単に貰もらってくるなよ……すみませんカシデブさん。ありがとうございます！」

　離はなれていくカシデブに声をかけると、いいんだ、と微ほほ笑えんで手を振りながらカシデブが店内に戻っていく。

「モグモグ……んーっ！　めちゃくちゃ美お味いしいぞこれ！」

　カシデブの厚こう意いに感かん謝しやしつつ、御霊も食べてみたが確かにかなり美味しい。子供でも食べられそうな小こ粒つぶの飴あめ玉だまだが、表面が柔やわらかく、噛かむとひんやり冷たく、味わい深い甘さがふわりと広がってくる。思わず幾いくつも食べてしまいたくなる不ふ思し議ぎな味だ。

　しばらくその甘い風味を味わっていたが、アイスが解とける前に食べなければと、残りはとっておくことにした。

「子供がやけに多かったのは、この新しいお菓子目当てかい。賑にぎわう訳わけだねぇ」

　三人並んでアイスを頬ほお張ばりながら、少しだけ穏おだやかな一ひと時ときを過ごす。夜は眠れない癖くせに、こんな時ばかり眠ねむ気けが襲おそってくる。御み霊たまは大きな欠伸あくびを漏もらし、緩ゆるんだ表情で首を鳴ならした。

「御霊、最近眠れないみたいだねぇ。大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ん……あぁ。全まつたく眠れないって訳わけじゃないし、慣れてきたよ」

　思っている以上に人間界でのことが尾を引いているようだと、御霊は少し眼めを伏ふせる。

「何なら前に使った、あたしが調合した睡すい眠みん薬やくが残ってるけど使うかい？」

「起きたら二日後だった奴やつだろ。二度と飲むかあんな不良薬品」

　趣しゆ味みで変な薬作るのを止やめろと、半眼で八や岐またを咎とがめるが、八岐は気にした風も無く妖よう艶えんに微ほほ笑えんで誤ご魔ま化かすだけだ。

「うぅー、頭痛いぞ」

　弐に毛けが三分の一程かじったアイスを手に、眼をつぶっている。

「一気に食べるからだよ。ほら弐毛……棒ぼう付きアイスは先っぽの方を丁てい寧ねいに舐なめながら味わって食べるもんだよ。ほーら」

「お？　こうか？」

「そうそう音を立ててね。ふふふ、今の内に練習しておけば将来役に立つからねぇ」

「いや姉あね御ご……だから弐毛に変なこと教えるなよ」

　何やら卑ひ猥わいな妄もう想そうを誘ゆう発はつさせかねない動きを弐毛に教え始めた八岐に顔を引きつらせつつも、御霊は事件の資料に眼を移す。

　ひとまず、これまでの調ちよう査さで明らかになったことをまとめてみる。御霊と八岐が倉庫を調べている間、弐毛も何やらカシデブに話を聞いてみたらしい。

　弐毛もまた、人間界で委員会の仕事を経けい験けんしたせいか、少しは話の要点を押さえることが出来るようになったようだ。意外と気づきにくいことを誰だれより先に気づいたりすることもあり、決して侮あなどれない直感を持っている。

　弐毛が聞き出したのは、可お笑かし屋からお菓か子しだけではなく、お金は盗ぬすまれなかったのか。ということだ。

　言われてみれば、ここに来るまでに訪ねて回った家々は全すべて金品を盗まれていた。子供にお菓子を配る。という義ぎ賊ぞく的な犯行に注目が集まりがちだが、元を辿たどれば単なる盗人ぬすつとでしかない。

　が、カシデブに聞いた限り『店から金品が盗まれた形けい跡せきは無い』らしい。

「玉ぎよく露ろはどうだ？　何か気づいたか？」

『わ、私ですか？　申し訳わけありません、私もパズルは好きなのですが、いざ考えるとなると難むずかしいものですね……』

　基本的に寡か黙もくな玉露だが、いつだって御霊達と一いつ緒しよに思し索さくに耽ふけってくれている。気づいたことはすぐに伝えてくれるのが頼たのもしい所だが、今回は苦戦しているらしい。

『一つ気になったのは、鼠ねずみ小こ僧ぞうさんはこれからもお菓子を配り続けるのかなぁって』

「ん？　どういうことだ？」

『盗ぬすまれたお菓か子しの一いち覧らん表ひようを見ましたが、思ったほど沢たく山さんは盗まれていませんでしたよね？　盗んだ中から配っているのですから、手元に残っているお菓子も少ないのではないかと。この先もお菓子配りを続けるなら、近々また盗みに来るかもしれないと思いまして』

　盗まれた量が思ったより少なく、配られた量とも一いつ致ちしない──。

「確かに、気になるな」

『も、申し訳わけありません。余よ計けいややこしくしてしまったかもしれません』

「いや、俺だってこういう捜そう査さは苦手なんだ。ちょっとでも手掛かりが多い方が良い」

　一見、綺き麗れいに繋つながっているように見えても、細かく考えていくと綻ほころびが目立つ。

　点と点を綺麗に結びつける能力が御み霊たまにあれば良いのだが、生あい憎にくそこまで察しが良い方ではない。

『こんな時、美み久く地じ様だったらどう考えるでしょうね』

「そうだな……あいつ意外と頭良かったから、結けつ構こうこういう捜査に向いてるかもな」

　空を見上げて思い返すのは、人間界で出会った少女のこと。

　──元気かな、美久地。

　少し雲が出てきた空を眺めながら、御霊は少しだけ、大切な人との記き憶おくに思いを馳はせる。

　あの禍か竜りゆう山ざんでの悲ひ劇げき。御霊は最後の最後で万ばん象しよう錠じようを振るい、美久地の記憶を施せ錠じようした。

　──けど……。

　それが果たして彼女の中でどれほど強きよう靭じんな想いだったのかは計りしれない。

　だが十年前の、美久地の中に残っていた人間だった頃の御霊との記憶。そして、御霊の血が目め覚ざめたあの最悪の事件のことまでは、あろうことか万象錠を以もってしても、施錠しきれなかったのだ──。

　あの時。既すでに限界まで衰すい弱じやくし、霊れい力りよくが底を突いていたのは確かだ。十年も昔の記憶を引きずり出して封ふう印いんするのに、かなりの霊力を必要とするのも確か。本当に決死の一振りだった。

　せめて、美久地に元の平へい穏おんな日常を返そうと、死ぬ覚かく悟ごで振るった一いつ閃せん。

　だが、まるでそれだけは許さないと跳はね返されたかのように、万象錠の力は美久地の最さい奥おうに及およばなかった。

　まさか万象錠の封印さえも撥はね退のける霊力が美久地に眠っていたとは想定外だった。しかし、これまでそんな人物は居なかったのに、あの土ど壇たん場ばでそんな偶ぐう然ぜんがあるだろうか。

　もし、御霊の衰すい弱じやく以外に原因があるとするなら。

　──あの時の……久く遠おんの霊力だよな。

　山全体を包む程の久遠の霊力。それも結界を構こう築ちくするだけの密度を持った霊力の大半を、美久地を救うために注そそぎ込んだ。

　真しん偽ぎは定かではない。だが或あるいはそれが、思い出を守りたいという美久地の気持ちに呼こ応おうして、万象錠を跳ね返したのかもしれない。

　──久く遠おん……あんたが、止めてくれたのか？

　それ以外の方法など思いつかなかった。それしか無いと思った。

　だが、確かにあの時の御み霊たまが取った行動は、久遠が最も嫌きらう──相手の現実を否定し、都合良く無かったことにしようとする。そんな行いだった。

　事態の全すべてを見守ってくれていた主人が、御霊が危あやうく犯しかけた取り返しのつかない愚ぐ行こうを防いでくれた。あれは、そんな考えさえ浮かんでくる程の力だったから。

　──ごめんな、美み久く地じ。

　今の美久地の中には、両親を殺し、故こ郷きようを滅ほろぼした忌いまわしき『鬼おに』の幻げん影えいが未いまだに根付いたままなのだ。

　──だけど、問題無いはずだ……。

　十年前のあの『鬼』が変へん貌ぼうした自分であること。

　あの事件が共に過ごした親友の凶きよう行こうであること。

　そして、美久地が自みずからその悪あつ鬼きに刃やいばを突き立てたこと──。

　禍か竜りゆう山ざんの頂上で発覚した悲しき事実だけは、確実に断ち切った。

　燻くすぶっていても、いつか自分の記き憶おくと共に灰になってくれればと、今はそれを祈いのるしかない。

　だが、彼女がそんな結末を受け入れるはずが無いことも、御霊は感じていた。

　──俺のことは忘れさせた。そのはずだ。

　だが、やけに胸むな騒さわぎがするのだ。

　自分が何か、決定的な見落としをしているような。そんな不安が時とき折おり御霊を締しめ付ける。

　果たして美久地は今、人間界で何をしているのだろう。平へい穏おんに、平凡に、平和に暮らしていれば何よりだが。

『御霊様？　どうかされましたか？』

「いや。美久地だって頑がん張ばってるだろうから、俺だって負けてられないと思ってさ」

『はい、そうですね！』

　汗を拭ぬぐい、アイスを食べ終え、御霊達は捜そう査さを再開する。

「それじゃ、今度は手分けして聞き込みしてみるか。閂かんぬき街がいと、妖あやかし街がいに分かれよう」

　可お笑かし屋の前で、組み分けをどうしようかと御霊が考えていた時だ。

「あれ？　被ひ沙さ護ごだ！　おーい！」

　大通りを肩を落としてとぼとぼ歩いてくる姿に、弐に毛けが声を上げた。弐毛に気づいた被沙護が、すぐに表情を笑顔に変える。

「おぉ！　これは弐毛殿どの！　やや、御霊殿と八や岐また殿もご一いつ緒しよでありましたか！　まさかその日の内にまたお会いできるとは！」

　近づいてきた被沙護に、御霊は笑みを向ける。

「偶ぐう然ぜんだな。何か元気無いように見えるけど、どうかしたか？」

　御み霊たまの質問に、被ひ沙さ護ごが腕をぶらぶらさせながら唇くちびるを歪ゆがめて瞳ひとみを潤うるませる。

「仕事が全然見つからないのであります……先日仕事を斡あつ旋せんしてくれた方もご不在でして……」

「あ、何か……すまん」

　天あま邪じや神じん宮ぐうは元々、人間界で血に目め覚ざめた妖よう怪かいを保ほ護ごするための世界だ。勿もち論ろん、人間界で生きる人々を妖怪から守るためでもあるが、それはつまり、この世界に居る限り妖怪の生活は保ほ障しようされるという意味だったはず。

　それがいつの間にか、妖怪は危険であるという考えが天邪神宮にも根付いていき、時代と共に鍵かぎ屋やの目的まで変わってしまっている。

　だから鍵屋は本来、保護されてきた妖怪の生活を保障する仕事が主なのだ。職しよく業ぎよう斡あつ旋せんのような役割を担になう部ぶ署しよもある。が、今日の所は当たりが無かったらしい。

「御霊殿どの達は、こんな所で何を？」

「仕事の途中だ。休きゆう憩けいしてただけだよ」

「そうでありましたか。ちなみに、どんなお仕事を？」

　御霊は巷ちまたで騒さわぎになっている鼠ねずみ小こ僧ぞうについて調べていると語る。

「何と、盗人ぬすつとの捜そう索さくでありますか！　これはまた責任ある仕事を任されているのでありますなぁ！　流石さすがであります御霊殿！」

「いや、被沙護。無理に持ち上げようとしなくていいぞ」

　この仕事に就ついている経けい緯いは説明し辛づらいなと、御霊は頬ほおを引きつらせる。

「そういうことでしたら、拙せつ者しやにも協力させて欲しいであります！」

　被沙護が胸を張って微ほほ笑えんだ。

「昼食を御ご馳ち走そうになったご恩に報むくいたいでありますよ！」

「いや、屋や敷しき掃そう除じしてもらったんだろ？　そこまでする必要は……」

「何を仰おつしやられますか御霊殿。あれはお屋敷に上がらせて頂いたご恩に対してのこと。昼食を頂いたご恩は、まだまだ返せておりませぬよ」

　ニコニコと笑う被沙護の勢いに思わずたじろぐ。この少女、どんなことでも人に手を貸す理由にしてしまうのではないだろうか。

「それとも、拙者ではお力になれませぬか？」

　仮にも鍵屋の任務で動いている以上、部外者の力を借りるのはどうか、と御霊は悩むが。

「ありがとう被沙護！　一いつ緒しよに頑がん張ばろうな！」

　早さつ速そく弐に毛けが協力を要よう請せいしてしまった。

「……まぁ、ただでさえ色んな人に話を聞く必要があるからな」

　口コミで事件の噂うわさが広がっていくのだ。御霊達の聞き込みが発ほつ端たんで、また人から人へと情報は広がっていく。なら、その中に事件に興きよう味みを持って動く人物が居てもおかしくはないだろう。

　情報収集の一いつ環かんで人を頼たよるのは、何ら不自然ではない。

「すまない被ひ沙さ護ご、少し手を貸してくれるか？」

「勿もち論ろんであります！」

　頼りにされたことが本当に嬉うれしかったのか、満面の笑みを浮かべて被沙護が頷うなずいた。

「それじゃ、組み分けだけど……」

「あたい、被沙護と一いつ緒しよが良いぞ！」

　と主張する弐に毛けだったが。

「いや、あたしが行くよ」

　弐毛をさり気なくどかして、八や岐またが進み出た。

「御み霊たま、あんたは弐毛と妖あやかし街がいの方を回りな。あたしは被沙護ともう一度この辺りを調べてみる」

　どこか有う無むを言わせぬ様子の八岐が気になったが、御霊は別に誰だれと組んでも良かったので、とりあえず納なつ得とくする。

「それじゃ、日が落ちる頃にこの橋で落ち合おう」

「被沙護、また後でなーっ！」

　手を振り合い、可お笑かし屋に背を向けて橋を渡る。橋を渡れば妖街だ。街にはこのような橋が幾いくつも設置されている。

「……ん？」

　橋の途中で足を止めた。橋の下から川かわ面もまでは三メートル程の間かん隔かくがあり、閂かんぬき街がい側、妖街側とも、川に降おりる階段が所々に設置されている。

　川の幅はばは二十メートル程で、川の左右には子供が遊べるような岩場や砂じや利り道みちが、川に沿ってずっと続いている。

「なぁ弐毛。仮に鼠ねずみ小こ僧ぞうが妖街に住んでる妖よう怪かいだったとして、夜にこの川渡れると思うか？」

　夜間、閂街への妖怪の立ち入りは禁止される。通行の要かなめとなるこの橋にも鍵かぎ屋やの警けい備び部隊が見張りにやってくるし、橋以外の場所にも見回りや、建物の上から鍵屋のフクロウが眼めを光らせている。

「んー？　渡れるとは思うけど絶対見つかると思うぞ」

「だよな」

　可お笑かし屋の倉庫からお菓か子しを持ち出すにはどうするか、もう一度よく考えてみる。

　仮に妖怪の仕し業わざだったとして、夜間、閂街にバレないよう出入りが可能な妖怪となると、候こう補ほに上げられるのはどんな種族だろうか。

「空を飛ぶ……のは、フクロウに見つかるよな」

「河童かつぱは？　水の中からバレないように上がってきたとか」

「閂街に入るのは出来ても、お菓子を運び出すのは難むずかしいだろ。見てみろ」

　橋から顔を出せば、可お笑かし屋の倉庫が見える。

「俺達が立ってるのは夜に鍵かぎ屋やの見張りが立つ場所だ。ここから見える範囲で大きな動きがあれば流石さすがに気づかれる。水に飛び込んだりすれば音で分かるし、閂かんぬき街がい側の川辺を歩いてくるにしても、どこかで必ず橋の下をくぐらないといけない。砂じや利り道みちだからそれも音がするしな」

　可笑し屋は閂街側、この橋を渡ったすぐ右手。倉庫は可笑し屋の裏うら手てにあり、必ず可笑し屋の前を通らなければならない。その倉庫も、川に面した位置で鍵屋の見張りが橋の上から視し認にん出来る位置にある。

　勿もち論ろん、夜中の警けい備びだから眠ねむ気けなどで集中力は落ちるだろうが、それでもおかしな物音や人ひと影かげを見ればすぐに気づくはずだ。

　どうやって鍵屋の監かん視しをかいくぐり、単独でお菓か子しを持ち出したのか。

『例えば、昼間の内に閂街に潜ひそんでおいて、夜になってから動き出すのなら妖怪でも見張りをかいくぐって夜間に活動出来ると思うのですが』

「あぁ、それなら見張りは突とつ破ぱ出来るな」

　妖あやかし街がい側から侵しん入にゆうした訳わけではない。という考え方は妥だ当とうな気がした。それはそれでリスクが大きいが、金きん銭せんを盗ぬすみだすのであれば予あらかじめ閂街に隠かくれ家を作っておくという下準備ぐらいはするだろう。

　しかし、橋の見張りは閂街側、妖街側共に二人ずつ。川から上がって直接倉庫の正面に出る方法以外では、必ず見張りの前を通る必要がある。

　閂街側に潜むことは出来ても、やはり気づかれずに倉庫に到とう達たつするのは難むずかしいように思えるが。

「うーん、あたい頭こんがらがってきたぞ」

「お前には特に向かない任にん務むだよな」

　やれやれと息をつく。鼠ねずみ小こ僧ぞうの犯行は自分の手口の鮮あざやかさをひけらかしているようにも思えるが、どんな人物なのだろうか。

　鮮やかに金品を盗みだす周しゆう到とうさと、一方で貧まずしい子供へ恵みを与える稚ち気き。その二つがいまいち頭の中で結び付かない。

『義ぎ賊ぞく的な犯行から考えると、少し自分に酔よっているのかもしれませんね。何か目的があるのか、それとも単に遊び半分でやっているだけなのか……うーん』

　玉露も、どこか腑ふに落ちない気持ち悪さを覚えているようだ。

「あ、分かった！　お菓子が欲しかったから、お金を盗んでたんじゃない？」

「なら買えば良い話だろ。盗む必要はないぞ」

「あ、そっか。うーん……」

「いや、でも自分のためにお菓子を盗んだ。という可能性が無いわけでもない、か？」

　だが、それでは子供達に配る理由が分からない。まだ手て掛がかりが少なすぎる。

「まぁ、気になる点は後でまとめて考えてみよう。とりあえず、妖あやかし街がいで実際にお菓か子しを配られたって家に行ってみるか」

　御み霊たま達は橋を渡りきり、妖街へと足を踏ふみ入れる。







　一方、被ひ沙さ護ごと二人きりになった八や岐または、道みち端ばたで足を止めていた。

　人の往おう来らいが多い場所。ここなら滅めつ多たなことは出来ないはずだからだ。

「おや、どうされました、八岐殿どの？」

　道の真ん中で首を傾かしげる被沙護に、八岐は鋭するどい視線を向ける。

「……被沙護。実はあたしも外がい界かいの出身でねぇ」

　被沙護の柔やわらかだった笑顔がやや強こわばる。

「あんたの『阿あ潟がた』って姓せいに聞き覚えがある。まさかとは思うんだが……」

　煙管キセルを指で弄いじりながら、笑顔を消さない被沙護に詰め寄る。

「あんた、連中の生き残りかい？」

　どんな相手にも間を置かずに反応する被沙護が、この時だけ数秒の沈ちん黙もくを生んだ。その時間が余りに重く感じられ、八岐も緊きん張ちようを強めていく。

　そして。

「八岐殿。拙せつ者しやの姓に聞き覚えがあるとするなら──」

　被沙護が問いに答えた。勿もち論ろん、笑顔を貼はり付けたまま。

「拙者の出しゆつ自じは、恐らく今八岐殿が思い描えがいておられる通りでありましょう」







　数時間後──。

　夕焼けで街が黄昏たそがれの色に染そまる頃、妖街での聞き込みを終えた御霊と弐に毛けは一息ついていた。

　とりあえず、お菓子が届けられた家を全すべて回ってみたが、閂かんぬき街がいとは違い、妖街における鼠ねずみ小こ僧ぞうの評ひよう判ばんは上々だった。

　少なからず鍵かぎ屋やに窮きゆう屈くつな生活を強しいられている者達が多いからだろう。富ふ裕ゆう層そうへの嫉しつ妬と心しんを抱かかえる者達も多く、そういう者達にとって鼠小僧の犯行は、まるで英えい雄ゆうのように捉とらえられているらしい。

『あまり良い状況じゃありませんね。何だかこのままだと、ますます妖よう怪かいと鍵屋の関係が悪くなってしまいそうで』

　玉ぎよく露ろは事態を重く受け止めているらしい。もし玉露が言うとおりの展開を見せれば、ますます天あま邪じや神じん宮ぐうの治安は悪くなる。

「わざわざ金が入った封筒に、役に立ててください。だもんな……」

　金持ちから金を盗ぬすみ、子供を育てる貧まずしい者に恵めぐみを。確かに、それだけ聞けば御み霊たまも格かつ好こう良いとは思う。

　が、被害に遭あっている人達は何も悪いことなどしていないのだ。加害者が英えい雄ゆう扱あつかいされている被害者というのは、一体どんな心しん境きようだろうか。

「けど意外だったな。いざ家の前にお金が置かれてたら、こっそり隠かくして使う奴やつだっているかと思ったけど、全員が手をつけずに鍵かぎ屋やに届け出たなんて」

『お金が届けられていたのは、お子さんの居る家ばかりでしたからね。やはり、色々と思うことがあったのかもしれません』

　出所が分からない金を使って、後で家族に予想だに出来ない事件が降ふりかかる時のことを考えてしまうのだろう。

　誰だれもが欲する物であり、最も直接的に人間の欲望を表す物でもある以上、扱あつかいに慎しん重ちようになるのは当たり前かもしれない。

　しかし、それは家庭を守るという想いに繋つながるはず。そう考えると御霊は少し嬉うれしくなった。

　妖あやかし街がいに暮らす妖よう怪かいや憑つきもの筋達も家庭を持ち、そして、それを守ろうとする意識が強く根付いているのだ。

「お金は大事なものだから、人から盗とっちゃいけないんだよな！　久く遠おんも言ってたぞ！」

　弐毛が腰に手を当ててそんなことを口にする。

「そうだな。盗まれた金が回収されたからいいものの、もしまた被害が出たら鍵屋も黙だまってないだろうし」

　この事件が他の事件の火ひ種だねとならぬ内に、一いつ刻こくも早く犯人を見つけなければならない。

　調べた結果分かったことは、お菓か子しが配られていたのは街の南側が中心だったということ。それも、可お笑かし屋の横の橋を渡った先の区画だけだ。

　もし妖街に潜せん伏ぷくしているのならその辺りが根ね城じろか、とも思ったが、そうは言ってもやはり広い上に、家屋の数も多い。虱しらみ潰つぶしに捜さがすにしても数日はかかるだろう。もう少し情報が必要だ。

　そして、気になる点がもう一つ。

「何か、めちゃくちゃに壊こわれてる家が幾いくつもあったなー。何なんだろ」

「前に、妖街で血が目め覚ざめた妖怪が居るって、あのタカ派の部隊が言ってたろ？　そん時に暴れた跡あとらしいぞ」

「あ、思い出した！　あん時のヒゲ野や郎ろうか！　むぅ……思い出したら腹立ってきたぞ！」

　木造の家屋が何なん軒けんか倒とう壊かいしている場所を、聞き込みの最中に見かけることがあった。あの時にタカ派の一隊が駆かけ付けたのはこの辺りだったようだ。

『珍めずらしいですね。これだけの破は壊かいをやってのける妖怪が目覚めるなんて』

「まぁ、駆け付けたタカ派の連中が相当手て酷ひどく痛めつけて連行したって話だし、血の目覚めの暴走も最初の一回だけだ。大だい丈じよう夫ぶだとは思うけどな」

　こうした緊きん急きゆう事じ態たいに、迷わず強きよう硬こう策さくを取れるタカ派が、時に何より頼たよりになることもあるのだ。しかしそれだけで擁よう護ごしきることも出来ず、だからといって全否定することも出来ない。

『難むずかしいですね……』

「そうだな……まぁ、街の人達さえ安全なら、言うことは無いんだけど」

　一部の妖よう怪かいの心を傷つけて築きずく平和が、果たして久く遠おんの目め指ざした理想なのだろうか。

　──そんな訳わけ、ないよな……。

　割り切るのは難しいが、それが必要な時もあると、今は納なつ得とくするしかない。

「そろそろ姉あね御ご達と合流しよう。続きは明日だ」

　一日、街中を歩き回って流石さすがに疲れた。頭も使ったせいで余計にだ。弐に毛けも猫に変へん化げして御み霊たまの頭に乗って楽をしている。

「お前、自分の足で歩けよ」

「だって、おんたまの頭の上居い心ごこ地ち良いんだもん」

　無む邪じや気きな弐毛を頭に乗せて街を進む。可お笑かし屋の前では既すでに被ひ沙さ護ごと八や岐またが待っていた。

「御霊殿どのーっ！　みったまーどのーっ！」

　嬉うれしそうに小さく飛び跳はねながら手を振ってくる、恐ろしく元気な様子の被沙護に苦く笑しようを漏もらし、夕陽を遠くに見ながら情報を交こう換かんし合う。

「こっちは、被沙護が面おも白しろい話を聞いてきたよ」

　それまで被沙護に対して警けい戒かい的だった八岐が柔やわらかな表情を浮かべていたので、御霊は安心した。二人で行動することで打ち解とけられたようだ。

「御霊殿、実は閂かんぬき街がいにも妖怪が暮らす家が一軒存在するとのことなのです」

「え？」

　被沙護が聞いた所によると、閂街の外れ、南方に広がる森の中に児じ童どう養よう護ご施し設せつがあり、そこに妖怪が暮らしているとのことだった。

「それ本当か？　そんな場所に児童養護施設があるなんて聞いたことないぞ？」

「散さん歩ぽが趣しゆ味みだというご老人が丁てい寧ねいに教えてくれたのであります！」

　それはまた大した幸運だ。

「今から向かうと日が暮れる。また明日、顔を出してみれば良いさ」

「そうだな……それじゃ、今日はこんな所で切り上げるか。夜になる前に屋や敷しきに戻ろう」

　夜よ凪なぎからは、夜間の捜そう査さは控ひかえるように忠告を受けている。業ごう腹はらだが、夜凪の言うとおりタカ派に眼めをつけられるようなことになれば、篝かがり火びの名に傷がつけられかねない。

　思想という名の勢力に立ち向かうには、御霊はまだ力が足りないのだ。

『御霊様。『臥が竜りよう』という言葉を知っていますか？　眠ったまま天に昇のぼらずにいる竜りゆうのことです』

　あの時、御霊と一いつ緒しよに夜凪の話を聞いていた玉ぎよく露ろがこっそり御霊に声を送ってくる。

『それは転じて、機き会かいを得ず野に潜ひそんでいる英えい雄ゆうを指す言葉になるのですよ』

　御み霊たまが内心で抱かかえる歯がゆさを感じてか、玉ぎよく露ろがそんな励はげましの言葉をかけてくれた。

『いつか天に昇のぼる英雄……竜りゆうではありませんが、私はいつか御霊様がそれを成し遂とげられると信じております！』

　何より嬉うれしい言葉に、御霊は笑みで応じた。が。

「……玉露、俺は鬼おにだからその考えだと、ただの『臥が鬼き』になるんだが」

『あ、あれ？　お、おかしいなぁ、そんなつもりでは……』

　弐に毛け達を横に、御霊は思わず笑ってしまう。首を傾かしげる皆を余よ所そに、少し気分が晴れた御霊が笑みで被ひ沙さ護ごに向き直る。

「被沙護、良かったら夕飯もうちで食べていけよ」

「え？　な、何を仰おつしやられますか御霊殿、幾いくらなんでもそこまでご迷めい惑わくをおかけする訳わけにはいきませぬ！」

「何言ってるんだ。手て掛がかりを見つけてくれたんだろ。お礼だと思って来てくれ。良いだろ、姉あね御ご」

　八や岐または余裕のある笑みで頷うなずいた。

「あぁ、被沙護なら問題ないよ。何なら泊まっていっても構わない」

　それは暗あんに、危険は無い、と告げていることを御霊は理解する。八岐が警けい戒かいを解といた以上、被沙護に対して身構える必要は無くなった。

「被沙護！　泊まる所無いんだろ？　折せつ角かくだから泊まっていけよぉ！　あたいもっと被沙護と話したいぞ！」

　久く遠おんも知り合いをよく屋や敷しきに泊めることがあった。不ふ思し議ぎと久遠が屋敷に招いた者達とは縁えんが生まれ、未いまだに交流が続いていることも多い。

　──久遠の奴やつ、絆きずなを育はぐくむ屋敷なんて笑ってたっけな。

　そんな御霊達の笑顔に感かん極きわまってしまったのか、被沙護はぷるぷる震ふるえながら唇くちびるを噛かみしめ、涙を溜ためながら頷うなずいた。

「阿あ潟がた被沙護……い、命ある限り、このご恩は必ずや……っ！」

「分かった分かった」

　毎度あの調子では御霊達の方が疲れてしまう。

　こうして、阿潟被沙護という友人を得た御霊達は、初はつ任にん務むの一日目を終える。







　一日目の捜そう査さを終えた夜。御霊達は帰り道で屋台の焼き鳥を購こう入にゆうしてから屋敷へと戻っていた。縁えん側がわに並んで月を見上げながら、ほとんど買い占しめる形になった焼き鳥を頬ほお張ばる。

　八岐は元々小食なため、二本食べきった後に屋敷内に戻っていた。

「あ！　おんたま、おんたま！　すげー面おも白しろいこと考えた！　焼き鳥が焼けとる！」

「あー面白い面白い。どうだ被ひ沙さ護ご、この焼き鳥美う味まいだろ」

　串くしを横に持って豪ごう快かいに頬ほお張ばっていく被沙護が頬を膨ふくらませて幸せそうに微ほほ笑えむ。

「はむはむ……んぅぅ、美び味みでありますっ！　流石さすがに人間が多い街だけありますなっ！　日常的な食品にも、匠たくみの微び細さいな工く夫ふうと懸けん命めいな努力が染しみ込んでいるであります！　この焼き鳥はまさに、店主殿どのの血と汗と涙の結けつ晶しよう！」

「え、焼き鳥っておっちゃんの血とか汗とかで出来てんの？　おっちゃん大だい丈じよう夫ぶかな……」

「お前にはあのおっちゃんが鳥に見えるのか」

　心配そうに串を眺める弐に毛けの横で、流石に五ご式しきの「礼れい」を司つかさどるだけはあると笑う。が、残りの焼き鳥をあんまり食べたくなくなってしまった。

　御み霊たまと弐毛は屋台の常連で、店の主人も大量に買っていってくれる御霊に優やさしくしてくれる。

　八や岐またに金の使い方を考えろと言われていたので、いつも買う量から一本だけ減らして買ってきたが、その結果、屋台には各種一本ずつだけ焼き鳥が残る形になり、何となく屋台が寂さびしくなってしまったが。

「うーむ、雲が出てきてしまいましたなぁ。明日は満月だと言うのに大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「被沙護、月が好きなのか？」

「勿もち論ろんでありますよ！　あの黄金の輝かがやきだけは何があっても色いろ褪あせませんので。あちこちを巡って色々と美しい景色を見て参りましたが、やはり月光には癒いやされまする」

　薄うすい雲に遮さえぎられながらも、ぼんやりとその美しさを残す空を見上げて、被沙護は穏おだやかに微笑んでいた。

「なぁなぁ被沙護、泊まってくんだろ？」

　食べ終えた弐毛が被沙護に寄りかかって甘えている。

「……本当に、宜よろしいのでありますか？　拙せつ者しやのような根なし草を」

「気にしなくて良いって言ったろ。仕事見つかるまで拠きよ点てん代わりに使ってくれて良いよ」

「ありがとうございます御霊殿。では……お言葉に甘えまする」

　初めて出会った時と同じ言葉に、御霊も笑みを見せる。

「やったーっ！　被沙護、一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ろーっ！」

「え、あ、いや、一番風呂まで頂く訳わけには、うわ、に、弐毛殿ぉぉぉ」

　弐毛にぐいぐい引っ張られ、被沙護は屋敷の中へと引きずられていった。その場に残ったのは御霊だけだ。

　静かな夜や気きに浸ひたると、どうしても人間界でのことを思い出してしまう。

　美み久く地じは今、何を想い、何をしているのだろうか。

「よいしょっと」

　ふと、八岐が奥から琴ことを取り出して縁えん側がわにやってきた。

「お、珍めずらしいな姉あね御ご」

「昼間の掃そう除じの時に出てきてねぇ。久々に弾ひいてみようかと思ったのさ」

　着物の似合う八や岐またが和楽器を構える姿はとても絵になる。優ゆう雅がという言葉を体現したようなその姿は艶あでやかで美しい。

　一いつ拍ぱく置いて、八岐の奏かなでる琴ことの旋せん律りつが夜や気きに広がっていく。八岐の演えん奏そうは心が落ち着き、気持ちが穏おだやかになっていく感じがする。心が洗われるようとはこういうことを言うのだろうか。

『あぁ八岐様……いつ聴きいても美しいですね……』

　琴を弾いている八岐に並び、御み霊たまは透すき通るような音ね色いろに包みこまれていく。

　八岐は元々呪じゆ術じゆつ師しだ。何らかの儀ぎ式しきを行う際に、特定の音色で場を整えるという方式は、古来から受け継つがれている伝統らしい。故ゆえに八岐は様々な楽器にも精せい通つうしているのだ。

　確かに、呪術と聞くと怪あやしげな呪じゆ文もんや演奏に包まれて祈き祷とうするようなイメージがあるが、これを言うと、時代遅れだと八岐は怒る。

　これほど美しい旋律が呪術の儀式から生まれたというのだから、やはり凝こり固まった物の考え方は避さけた方が良いのだろうと、御霊は心底そう思った。

『私は三しや味み線せんの演奏も好きだったのですが……』

　そんな玉ぎよく露ろの言葉に、御霊も八岐も同時に噴ふき出す。

「あれはなぁ……」

　その時は弐に毛けも聴いていたのだが、よりにもよって弐毛が、

「三味線って何で出来てるんだ？」

　と尋たずねてきて以来、八岐は弐毛の前で三味線を弾かなくなった。

「あれは油断してたねぇ。知らなくても良いことはあるもんだ」

　笑い合いながら、心ここ地ち良い夜の空気に包まれる。

「なぁ姉御、鼠ねずみ小こ僧ぞうのことなんだけどさ」

　御霊は一日を振り返る。分からないことは二つだ。

「どうやって気づかれずに住居や倉庫に侵しん入にゆうしたのかってことと……これからも続けるのかどうかってことが気になるな」

　玉露が口にした疑問は、かなり重要なのではないかと御霊は思っている。

「姉御達と別れた後、妖あやかし街がいで実際にお菓か子しが配られた家を訪ねてみたけど、配られた量なんて本当に少しだったんだ。おやつの時間に子供が少し食べる程度だな。盗ぬすまれた量から見ると明らかに少ない」

　しかし、だ。

「盗みだされたお菓子の量もそこまで多くなかっただろ？　盗んだ中から配ってる訳わけだから、今後もお菓子配りを続けるなら、近いうちに残りが無くなって、また盗みに入るんじゃないかって玉露が言うんだ」

「ふむ……そうなるかもねぇ」

　お菓か子しに関して言えば、初めから配ることを前提にしていた場合、一々盗ぬすみに入るのは手間がかかり危険も大きい。だから一度にある程度盗んでおき、そこから少しずつ配って歩いた。と考えれば一応の辻つじ褄つまは合う。

　が、それにしては盗まれた量が少ない気がするのだ──。

　あとは弐に毛けが推すい理りしていた、自分のためにお菓子を盗んだという線もあるにはあるが。

　──流石さすがに、これは無いだろうな。

　自分のために盗んだのならわざわざ配る意味が分からない。それに、鼠ねずみ小こ僧ぞうの被害の大半はお菓子というより、金品を盗みだしている方にある。

　お菓子が欲しくてお金を盗んでいたなら、それこそお菓子を盗みだす必要が無い。買えば済む話だ。

『そもそも、どうして盗品を配るような真ま似ねをしてるんでしょう？』

「妖あやかし街がいじゃ、鍵かぎ屋やへの警けい告こくみたいな言われ方もされてたな」

　富ふ裕ゆう層そうからの盗とう難なんだけでなく、貧ひん困こん層そうへの援えん助じよのようなことを始めたのは、きっと何かメッセージがあるに違いない。という見方が多かった。

「盗んだ物を配る、って時点で矛む盾じゆんしてるからねぇ。訳わけの分からない奴やつだよ」

　子供思いの義ぎ賊ぞく、鼠小僧とは何者なのか。

「とにかく姉あね御ご、明日は俺と弐毛で話にあった児じ童どう養よう護ご施し設せつに行ってみる。妖よう怪かいの子が暮らしてるなら何か知ってるかもしれないし。姉御は可お笑かし屋の見張りについてくれないか？　蛇へびを使って倉庫の見張りをして欲しい」

　もしもまた盗みに来るのであれば、昼間の内に下見に来るかもしれない。自信は無いが。

「あぁ分かったよ。お菓子のお礼だ。カシデブに言って琴ことで客寄せでもしてやろうかね」

　八や岐またの申し出なら、カシデブも大喜びで許可するはずだ。

「さーて……今日はこんな所か」

　縁えん側がわに横になり、深く吐と息いきする。

「お疲れ様。まぁ、弐毛達が出たらゆっくり風ふ呂ろにでも入りな」

　眼めを閉じて頷うなずいた途と端たん、風呂場から弐毛が大声で呼びかけてきた。

「おんたま、おんたま！　一いつ緒しよに入んないかーっ！」

「に、弐毛殿ぉ！　お嫁よめに行けなくなってしまうであります！」

「ん？　その内おんたまが貰もらってくれるって八岐が言ってたぞ？」

「拙せつ者しやの話であります！」

「あ、だったら被ひ沙さ護ごもおんたまに貰ってもらえば良いじゃん！」

「な、なななな何を仰おつしやるでありますかぁ！」

「うわ！　被沙護まだ風呂入ってないのに顔真っ赤だぞ！　病気か!?　おんたまーっ！　大変だーっ！」

「み、御み霊たま殿どのぉ！　だ、だだ、大だい丈じよう夫ぶであります故ゆえ、こちらに来てはなりませぬーっ！」

　被ひ沙さ護ごの涙声に、八岐と並んで笑いながら月の陰かげった空を見上げる。

「全まつたく、騒さわがしいねぇ」

「本当にな」

　街の裏で陰いん惨さんな事件が起きているとは思えぬほど、屋や敷しきの中はいつも通り平和だった。

　今頃は鍵かぎ屋やの警けい備びも強化されている頃合いだろう。他の五ご式しきには、殺人事件があったことは伏ふせてある。

　と、その時だ。御霊の脳のう裏りにある予感が過よぎる。

　──いや、待てよ……。

　鼠ねずみ小こ僧ぞうが本当に、誰だれにも気づかれずに家屋に侵しん入にゆう出来るとしたら。

　──鼠小僧が、殺人事件の犯人……ってこともあり得るのか？

　弐毛の大声が響ひびく中、御霊は一人瞳ひとみを鋭するどくした。







[image: 参章　雪月家]







　翌日の早朝。

「では皆様、お世話になりました！」

　被ひ沙さ護ごが改まって深々とお辞じ儀ぎする。昨晩は弐に毛けが眠くなるまでずっと遊んでくれていた。

「もう少しゆっくりしていってくれて良いんだぞ？」

「いいえ、もう一生分のご厚こう意いに甘えさせて頂いたであります。これ以上ご迷めい惑わくをおかけする訳わけにはいきませぬよ。それに、御み霊たま殿どの達も任にん務むがございましょう。拙せつ者しやのような根なし草のために余計な時間を使わせるのは、むしろ拙者にとって恥はじとなってしまいます」

　それに、と被沙護が笑みのまま青空を見上げる。

「この街をもう少しゆっくり見て回りたいのであります。本当に温かな人達ばかりで……仕事を探しながら一人で落ちつける場所を見つけて、もっと色々な方々と触ふれあってみたいでありますよ」

「そうか……」

　本当に、人が好きなのだろう、と御霊は被沙護の笑みに表情を和やわらげる。

「勿もち論ろん、当分の間は滞たい在ざい致しますので、ご縁えんがあればまたすぐにでもどこかでお会いできましょう！　拙者もその時を楽しみにしております故ゆえ」

「うん、あたいも楽しみにしてるぞ！」

　少し寂さびしそうにしていたが、弐毛も被沙護のことをちゃんと分かっているようだった。

「それでは、これにて！」

　何度も何度もお辞儀し、何度も何度も手を振って、被沙護は腰回りの瓢ひよう箪たんを揺ゆらしながら朝の澄すんだ空気の中に消えていった。

「阿あ潟がた被沙護か、良い奴やつだったな」

「被沙護な、あたいが何話しても笑って聞いてくれるんだぞ！　また来てくれるかなぁ」

　弐毛も良い友達が出来たようだ。立つ鳥跡あとを濁にごさずと言うが、鳥のように自由な印象を受ける少女だった。後に残る清すが々すがしさは、風ふう来らい人じんらしいといえばらしいだろう。

　唯ただ一人──。

「あのままで居れば、ね……」

　と、誰だれにも聞こえないように呟つぶやいている者も居たが。







　そして、いよいよ二日目の捜そう査さが始まった。

「それじゃ、可お笑かし屋の見張りは任せておきな。何か分かったら玉ぎよく露ろに言うよ」

　と、頼たのもしく微ほほ笑えんで琴ことの袋ふくろを提さげた八や岐またが、悠ゆう然ぜんと去っていく。

「よし弐毛、俺達も行くぞ」

「おーっ！」

　篝かがり火びの名が描えがかれた鍵かぎ屋やの陣じん羽ば織おりを翻ひるがえし、御み霊たまもまた街へと繰くり出した。

　被ひ沙さ護ごが聞き込みで仕入れた情報によると、閂かんぬき街がいの南方に広がる森の中に、その児じ童どう養よう護ご施し設せつはあるらしい。

　久く遠おんの屋や敷しきは閂街の北側に位置し、御霊がよく修業に出向くのも北側に広がる森だ。南方にはあまり立ち入ったことがないが、川沿いに歩いていけばそれほどの距きよ離りは無いとのことだった。

　この街自体、元々深い森を開かい拓たくして造られたらしく、所々に自然の雄ゆう大だいさが残っているのも街の特とく徴ちようと言えるだろう。

　弐に毛けと並んでのんびりと川沿いの道を歩く。

「おんたま、じどーよーごしせつって何？　勝手に何か喋しやべってくれんの？」

「自動で用語を話す施設じゃない」

　相変わらず奇き想そう天てん外がいな頭をしている弐毛に、これから向かう場所について説明する。

「簡単に言えば、親の居ない子供を預かって、一人立ち出来る手助けをする場所だよ。俺もそこまで詳くわしくないけど、多分住んでる子達は親が居なかったり、事情があって一いつ緒しよに暮らせなかったりして──」

『み、御霊様！』

　割り込むように玉ぎよく露ろが声を挟はさみ、そこでようやく失しつ態たいに気づいた。

「そっか……皆、父ちゃんとか母ちゃんとか居ないんだな……」

　いつもの天てん真しん爛らん漫まんさを急速に萎しぼめた弐毛が少しだけ俯うつむく。普段が普段だけに、陰かげった雰ふん囲い気きを纏まとう弐毛の姿は、とても小さく儚はかなく見える。

「あ、ご、ごめんな弐毛」

「ん？　何で謝あやまるの？」

「いや……」

　澄すんだ瞳ひとみを向けられ、御霊はたじろぐ。

　又また足た袋び弐毛。無む邪じや気きで心こころ優やさしい、五ご式しきの「礼れい」を司つかさどる猫ねこ又また。

　御霊の後、すなわち最後に五式入りを果たした彼女は──御霊同様、人間界の出身だ。

　弐毛と出会った時の、言葉ではとても言い尽くせない悲ひ惨さんさは、今の姿からは到とう底てい考えられないものだった。

　御霊の実の両親も、今でも信じられないような悪意に晒さらされて息絶えているが、それも人間界出身の妖よう怪かいであれば、それほど珍めずらしい話ではない。

　長きに渡る天あま邪じや神じん宮ぐうの歴史。

　元は人間界で血に目め覚ざめた妖怪を保ほ護ごするために使われる世界だったが、そんなことを数百年もの間繰り返しているうちに、当然、天邪神宮独自の歴史や文化が生まれた。

　その中でも、天邪神宮に暮らす妖怪が『天邪神宮の出身』か『人間界の出身』かで、その生おい立ちは大きく変わる。

　天あま邪じや神じん宮ぐうの出身であれば、周囲には自分と似たような姿や力を持つ妖よう怪かいが多くおり、自分がそこまで特別では無いことがすぐに分かり、徐じよ々じよにその環境に慣れていくことが出来る。

　だが、人間界出身の妖怪はそうもいかない。

　普通の人間として、普通の両親や普通の兄弟と普通に暮らし、普通に友達を作って、普通に学校に通うのが、人間界の人間だ。

　しかし、その最さ中なか。突とつ如じよとして妖怪の血に目め覚ざめ、常人とは比ひ較かくにならない異い形ぎようや異い能のうを手に入れてしまった時、果たして周囲の人間はすんなり受け入れてくれるだろうか。

　残念ながら、答えは否いなだ。

　──弐に毛け……。

　御み霊たまも人間界出身だ。人間が時として見せる残ざん酷こくさは十年前、六歳さいの時に身に染しみている。

　そして弐毛は五歳の時に、それを知った。思い知らされて、知ってしまった。

　他でもない、実の両親の手によって──。

「……弐毛、だからその施し設せつの子はきっと、皆お前と友達になってくれるぞ。だからお前も、仲良くしてあげろよ？」

「うん、そうだね！」

　陰かげった雰ふん囲い気きも、すぐに笑い飛ばしてしまうのが弐毛の良い所だ。勿もち論ろん、久く遠おんを初めとする周囲の皆の優やさしさが、弐毛をここまで快かい調ちようさせたのだが。

　それだけに、その壮そう絶ぜつな過去を知っている御霊には、時とき折おりその姿が痛ましく見えてしまう。

『御霊様、気をつけて下さいよ？』

「あぁ、悪い。軽けい率そつだった」

　人間と妖怪が、共に暮らせる世界を作る。久遠の理想と覚かく悟ごはもしかしたら、弐毛との出会いも一つの引き金になっているのかもしれない。

「お？　おんたま、南の森ってあれじゃない？」

　半時ほど歩いただろうか、弐毛が指差す先には、確かに背の高い木々が生おい茂しげる森が見え始めていた。

「だな。このまま川沿いに行ってみよう」

　弐毛に暗い顔を見せる訳わけにはいかない、と御霊は笑みで頷うなずきを返す。

　──気を取り直して行こう。それにしても……。

　閂かんぬき街がいの外れにある児じ童どう養よう護ご施設に、妖怪の子供が暮らしている。昨日は有用な手て掛がかりだと思っただけだったが、改めて考えると凄すごいことかもしれなかった。

　妖怪や、厄やつ介かいな血を引く憑つきもの筋ともなれば、鍵かぎ屋やによって否いや応おうなしに妖あやかし街がいへと追いやられるのが当然だ。

　勿論、御霊達のように特定の人物に仕えていた式しき神がみとして、閂街で暮らしている妖怪も居るが、それはあくまで特例。例外的な措そ置ちだ。

　そんなこの街で、一体誰だれが、そんな施し設せつを建てたのか──。







　小川沿いを歩き続け、御み霊たまと弐に毛けはようやく目的の場所に辿たどりついた。

　途中まではほとんど道無き道のような有あり様さまだったが、段々と地面が踏ふみ固められたようにしっかりしていき、やがて道みち標しるべのように両りよう脇わきに花が植えられている場所に出た。

　その花の道を辿って行った先に、その施設はひっそりとそびえていた。

「うわぁ……」

　幻想的な景けい観かんに、御霊も弐毛も思わず息を飲む。

　堂々と高くそびえているのは、白を基き調ちようにした石造りの教会のような建物だ。

　背の高い木々の合あい間まから木こ漏もれ日が降ふり注そそぎ、綺き麗れいに手入れされた花々が建物を囲むように植えられ、蝶ちよう々ちようが気持ち良さそうに踊おどっている様子は、一種の神こう々ごうしささえ感じ取れる。

　そして、何より美しいのは建物の壁かべにはめこまれている大きなステンドグラスだ。

　三日月と、雪の結けつ晶しようだろうか。華やかで温かさに満ちた周囲の景観とは違い、何より眼めを惹ひく美しさを放つそのステンドグラスには、静かで涼しげな意い匠しようが凝こらされていた。

「綺麗だなぁ……」

「閂かんぬき街がいにも洋風の家が増えてきたけど、ここはまた凄すごいな」

　花の香りに誘われる蝶々のように、その美しさにふらふらと引き寄せられる感覚がある。気づけば建物は眼の前で、小さな石段の先には両開きの扉とびらが重々しく立ち塞ふさがっている。

　その傍かたわらに、明らかに子供が作ったらしい木の看かん板ばんが立っていた。板は斜めになっており、字はお世せ辞じにも綺麗とは言えないが、頑がん張ばって作ったのだろうなと、つい微ほほ笑えんでしまうような温かみが感じられる看板だ。

　そこには『雪せつ月げつ家か』と刻まれている。

「ゆきつきいえ、だって。言い辛づらいね」

「せつげっか、じゃないか？　この建物の名前だよな？」

「あ、だから氷とお月さまのガラスが飾かざられてるんじゃない？」

「なるほどな」

　どうやら、このステンドグラスは建物の名前にちなんだものらしい。

　石造りの建物は内部の物音を完全に抑おさえ込んでしまっており、人の気配が感じられない。

　辺りの幻想的な雰ふん囲い気きもあり、若じやつ干かん気遅れするものの、とりあえず話を聞いてみようと御霊は扉に手を伸ばす。

　途と端たん。

「ごぁっ!?」

　威い勢せい良く開かれた扉が御み霊たまの鼻先に激げき突とつした。

「おんたまぁぁっ！　大だい丈じよう夫ぶかぁぁっ！」

　慌あわてて駆かけ寄ってきた弐に毛けがひっくり返った御霊の横に屈かがみ込む。

「──あら、ごめんなさい。一応謝あやまっておくけど扉とびらの前に突っ立ってた貴方あなたが悪いのよ」

　冷たさを潜ひそませた声に顔を上げれば、一人の少女が立っていた。

　この少女も天あま邪じや神じん宮ぐうでは珍めずらしい洋風の格かつ好こうをしている。清せい潔けつ感かんのある洒落しやれた白のブラウスに黒のミニスカート。細い足にはニーソックスを穿はいている。そして。

「うおぉ金きん髪ぱつだ、凄すげぇ！　お洒落だな、おんたま！」

　何より眼めを引くのは少女の髪かみだった。美しい月光を思わせる眩まばゆい金髪だ。木こ漏もれ日にきらめく金糸のような髪に、御霊は少し眼めを細める。

「人間界で見たな。何だっけ、その髪型……」

　以前、美み久く地じと買い物に行った時に、服ふく装そうや髪型など多少は女の子のお洒落について教えてもらったのだが。

　記き憶おくの海から途と切ぎれ途切れに覚えづらい名前を引っ張りだす。

「ツーアウト……ラップ？」

「……ツーサイドアップよ」

　外したかと御霊は肩を落とす。

「貴方達、見ない顔ね。誰だれ？　何か用？」

　色白な少女は端たん整せいな小顔を不ふ審しんそうに曇くもらせて腰に手を当てると、感情を思わせない声でそう告げる。

「俺おれは、鍵かぎ屋や実働部隊・第零ゼロ部隊の篝かがり火び御霊だ」

「又また足た袋び弐毛だよ！」

「実は、今起きてる連続窃せつ盗とう事件について話を──」

　と、そこまで言った所で金髪の少女は乱暴に扉を閉めてしまった。

「鍵屋なんかと話すことはないわ」

　その言葉を最後に、再び硬い沈ちん黙もくが周囲に満ちた。

「……帰る？」

「な訳わけにいくか」

　気を取り直し、改めて扉を叩たたく。

「すいませーん」

　反応は無いが、どうやら扉の向こうで誰かが話し合っているようだ。

　しばらくした後、今度は恐る恐るといった様子で扉が開かれた。

「あ、あの、中へどうぞ。ただ私達、この後買い物に出ないといけないので……」

　白い着物を纏まとった少女が、怯おびえた様子で顔を出す。

　妖よう怪かいが暮らす児じ童どう養よう護ご施し設せつ、という場所の意味を改めて理解する。

　──鍵かぎ屋やへの警けい戒かいが強いのは、当たり前か。

「いや、話を聞きたいだけだから、ここで構いません」

　と、遠えん慮りよしようとした御み霊たまだったが。

「うおー、おんたま！　超涼しいぞ！」

　いつの間にか猫に変へん化げしていた弐に毛けが扉とびらの隙すき間まからもう中に入っていた。変化した弐毛に、白い着物の少女が驚おどろいたように眼めを丸くする。

「え？　妖よう怪かい……？」

「あ、おいこら弐毛！　す、すみません」

　頭を下げつつ弐毛を追って中に入る。途と端たん、心ここ地ち良い冷気に包まれた。

　入るとすぐに広間があり、絨じゆう毯たんが敷しかれた上にソファやテーブルなど、来客をもてなすための家具が綺き麗れいに並べられていた。

　やはり児童養護施設というのは本当らしく、数人の幼い子供達がはしゃぎながら遊び回っている。が。

「……な」

　その光景は色々と異い様ようだった。

　光る玩がん具ぐを両手に持ち、垂すい直ちよくに三メートルは飛び上がりながら宙返りをする幼おさな子ごや、体のあちこちから火を噴ふき出しながら大笑いしている子供、空中で静止したまま眠っている子も居る。

「す、すげーぞおんたま！　何だここ！」

　弐毛を捕つかまえるのも忘れ、しばしその光景に唖あ然ぜんとしてしまった。

「あ、あの……お二人共、妖怪の方なんですか？　鍵屋、なのに？」

　扉を開けてくれた白い着物の少女が尋たずねてくる。心底不ふ思し議ぎそうに聞かれると、自分達がどれほど異質な存在なのかを思い知らされる。

「あぁ。元々は鍵屋に勤つとめてる人の式しき神がみだったんだけど、一年前にその名を継いで……最近、正式に鍵屋入りを果たしたんだ」

　頷うなずきはしてくれたが、まだイマイチ納なつ得とく出来ていなさそうな少女。だが、不意に傍かたわらから冷たい声が飛んできた。

「白びやく夜や、その男が噂うわさの篝かがり火び御霊らしいわ」

　通路の奥から、先程の金きん髪ぱつの少女が歩いてくる。手には数冊の本を抱かかえていた。

「あ、貴方あなた達が……」

　ようやく合が点てんがいったのか、白夜と呼ばれた着物の少女は、隠かくれるように金髪の少女の後ろに回る。

「俺達のこと、知ってるのか？」

「鍵屋の英えい雄ゆう、篝火久く遠おんの式神でしょ？　噂くらいは聞いてるわ」

　金きん髪ぱつの少女は挑ちよう発はつ的てきに鼻を鳴ならして御み霊たまを見み据すえる。

「史上最高に格かつ好こう悪い篝かがり火び、なんですって？」
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「う……」

　無む論ろん、この一年を振り返れば否定的な見方をする者も多いだろうとは思っていたが、いざ巷ちまたの評価を聞くと少し悲しくなる。

　それを聞いて、弐に毛けが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげてくる。

「え？　おんたまって格好良くないの？」

「……それ本人に聞くことか？」

　ますます悲しくなった。そんなやり取りを聞いて、白びやく夜やがクスクスと笑っている。

　が、金髪の少女は特に表情を変えず、面めん倒どうくさそうに淡たん々たんとした口調で語りだした。

「私は『晒さら次つぎ霞かす芽め』。一応この施し設せつで最年長。ここに暮らしてる子達のリーダーってことになってるわ。この施設についてはここに全部載のってるから。窃せつ盗とう事件については今初めて聞いたし他の子も知らないはずよ。他に聞きたいことがあるならあの坊ぼう主ず頭の子に聞いて頂ちよう戴だい。それじゃ」

　事務的ここに極きわまれり、といった調子で、言うべきことを一気に吐はき出した少女は手にした施設の資料らしき本を御霊に突き出した。

　受け取ろうとした御霊だったが。

「っ」

　御み霊たまが受け取る直前、少女はわざとらしく本を床ゆかに落とした。思わず御霊も表情を曇くもらせたが、少女は臆おくした様子もなく、冷たい瞳ひとみで御霊を睨にらむと扉とびらの方に歩き去ってしまった。

「か、霞芽ちゃん何てことするの！　ご、ごめんなさい！　悪気は無いんです、本当は良い子なんです！　え、えっと、皆。良い子にしててね！　迷めい惑わく掛けちゃ駄だ目めだよ！」

　あたふたと頭を下げて、近くの子供達に声をかけた白びやく夜やは、慌あわただしく霞かす芽めの背中を追って出て行った。

「金きん髪ぱつのお姉ちゃん、何だか機き嫌げん悪かったね」

「単に嫌きらわれてるだけだと思うけどな」

　真っ向から敵てき意いを向けられると、どうしていいのか分からなくなる。

　とりあえず床に落ちた施し設せつの資料を拾い上げた。

「お兄ちゃん達、誰だれー？」

　と、近くの子供達が御霊達に近づいてきた。

「あたい、又また足た袋び弐に毛けっていうの！　遊びに来たんだよ！」

「聞き込みに来たんだろ」

　ニコニコ笑って猫の姿のまま子供達の中に入っていく弐毛だったが、今は丁ちよう度ど良いかと、御霊は傍かたわらに置いてあった椅い子すを借りることにする。

「弐毛、しばらく遊んでろ。皆に事件のことで何か知ってるか聞いておいてくれ」

「分かった！」

　ひとまずこの資料を読んでみようと、弐毛に子供の相手を任せる。

「皆ーっ！　何して遊んでるんだ？　一いつ緒しよに遊ぼー」

「あ、じゃあこっち来て！」

　数人の子供達に引き連れられ、弐毛が広間の奥へと誘いざなわれて行く。弐毛を連れてきたのは正解だったようだ。

「さてと」

　資料を開くと簡単な施設の来らい歴れきが書かれており、次に現在施設に暮らしている子供達の名めい簿ぼと顔写真などが記き載さいされており、ページを挟んで思い出らしい日常の風景を写した写真なども載のっていた。

『うふふ、どの子もとても可愛かわいらしいですね』

「児じ童どう養よう護ご施設として機き能のうし始めたのは十年以上前からみたいだな。その割には噂うわさを聞いたことがなかったけど」

『久く遠おん様のお屋や敷しきは北の方ですからね。こんな森の中に建物があること自体、あまり知られていないのでは？』

「かもな……それにしては被ひ沙さ護ごは聞き込みですぐ情報を仕入れたみたいだけど」

『被ひ沙さ護ご様は、人を笑顔にする代わりに幸運を招いているのかもしれませんね』

　本当に凄すさまじい強運だと思いながら玉ぎよく露ろと笑い合う。が、その時。

「あのお兄ちゃん、一人で喋しやべってる……気持ち悪い」

「行こ、きっと変質者だよ」

　と、いつの間にかこちらに興きよう味みを持ってくれていたらしい小さな女の子が二人、御み霊たまを物もの陰かげから容よう赦しやなく断じて去って行った。

「子供に嫌きらわれると……傷つくな」

『わ、私のせいですか!?』

　精神的にダメージが大きい。相手に悪気が無いのだから尚なお更さらだ。

「ま、まぁ子供の言うことだしな……資料の確認だけでもさっさと──」

　結けつ構こうショックを受けていた御霊だったが、気を取り直して再び資料に眼めを落とす。

　が、その時。奥から玩がん具ぐで武ぶ装そうした子供達を引き連れて猫の姿の弐に毛けが飛び出してきた。

　子猫の群むれを率ひきいるボス猫を思わせる弐毛は、すぐにでも飛び出せる前ぜん傾けい姿し勢せいを維い持じしたまま、やけに頼たのもしい口調で声を上げる。

「おんたま！　その辺に気持ち悪い変へん態たいが居るらしいぞ！　どこ行った！」

「何でお前が敵てき陣じんの首しゆ領りようになってるんだ！」

　ある意味これもカリスマ性かと、御霊は壁かべ際ぎわに追い込まれて包囲されながらげんなりと肩を落とした。







　そして、半時ほど袋ふくろ叩だたきにされた後──。

「はぁ……はぁ……な、何回か冗じよう談だん抜きで死の危険を感じたぞ……」

「ごめんねおんたま。おんたまが変態だったなんて、あたい知らなくて……」

「首傾かしげながら戦っておいて、まだ誤ご解かいに気づいてないのか！」

　弐毛率いる幼児連合軍にあちこち青アザにされた御霊が、頭の悪い猫ねこ又またを摘つまみ上げる。

　だが悪役として敗北したことで、どうにか御霊も子供達に受け入れられたようだった。

　──それにしても……。

　御霊は一部が黒く焦こげた陣じん羽ば織おりを見下ろして吐と息いきする。

　驚おどろいたことに、この施し設せつの子供達の中には、既すでにある程度まで妖よう怪かいの力を制せい御ぎよしている子が多いのだ。

「みんな凄すごいなー、あたいより霊れい術じゆつが上手な子が一いつ杯ぱい居るぞ！」

　御霊の肩に手を置きながら、弐毛が笑みを向ける。

　そして、何より御霊を驚かせたのは──。

「人間の子も、居るんだな」

　この施し設せつには、やはり幼いものの人間の子供が居た。しかも他の妖よう怪かいの子供達と何ら区別されることなく遊んでいたのだ。

　すなわち、この施設では人間と妖怪の共存が成り立っている。久く遠おんが夢見た理り想そう郷きようが、とてもとても小さいが、ここに実在しているのだ。

　そんな温かな気持ちを抱いだきながらも、ますますこの施設の謎なぞが深まっていく。

「一体誰だれが鍛きたえたんだ……？　この街じゃ式しき神がみにでもならない限り、妖怪は霊れい術じゆつを習得出来ないはずだろ」

　霊術は、扱あつかいを学べば様々なことに応用が利きく。妖怪であれば、例えば御霊のように圧あつ倒とう的てきな腕わん力りよくを日常生活が可能なレベルにまで抑おさえたり、弐毛のように人間と妖怪としての姿を自じ在ざいに変えられるようになる。

　が、しかし。その扱いを学べるのは鍵かぎ屋やの邪じや気き祓ばらいのしもべたる式神ぐらいだ。一般的な妖怪は外見が人間離ばなれしてしまってもそのまま。目め覚ざめた力を上う手まく制せい御ぎよ出来ない者も多い。

　妖怪に霊術の指南を行わない理由は数あるが、結局は街に害が及およぶのを防ぐためという理由が大きい。

　制御出来ない力を使えば、周囲はおろか自分すら危険に晒さらされることもあるのだ。

　そして、それでも尚なお無理に使おうとすれば──危険分子と判断されて鍵屋に始末されかねない。

　諦あきらめへと誘いざなう残ざん酷こくな放置。これが街に暮らす妖怪の現状だ。

　勿もち論ろんそれは表向きの理由であり、実際は力を抑おさえることで『人間に近づく』ことが可能になるため、下へ手たにその手段を広めてしまえば人間界に帰りたがる者達が騒さわぎだし、暴動になる可能性がある。

　だから霊術は危険が大きすぎるため、治安を守るためにも選ばれた一握りの者しか学ぶことが出来ない──とされている。

　霊術の指南が行われないのは『人間界に帰るという幻げん想そうを諦めさせるため』。そして強大な力に目覚めた妖怪を『退治する理由にするため』。

　が、最たる理由はやはり妖怪が『固こ有ゆう霊術に至る可能性』があるからだろう。

　たとえ力の弱い妖怪であったとしても、妖怪としての持ち味を全開まで引き出せれば、人間にとっては脅きよう威いとなる。

　よって、街に暮らす妖怪のほとんどは力が弱く、どんな能力であれ一定以上の被害をもたらさないであろうレベルの者に止とどまっているのだ。

　──式しき神がみはある程度人間と行動して、戦せん闘とうする可能性もあるから習得は必ひつ須すだけど。

　何な故ぜ、こんな子供達が妖怪としての力を制御出来ているのか。

「皆、施設長に教えてもらったんだよ」

　と、危なっかしくジュースを運んできてくれた少年が言った。

「はいジュース。無む解かい氷ひようが沢たく山さん余ってるから、シャーベットの方が良かったら入れて少し待ってて」

　そう言って、細かく刻まれた無解氷のビンをジュースの横に置いてくれる少年。極ごく寒かんの冷気を放ち続けるため、液体に入れておくと自然とシャーベットに出来るのだ。

「ありがとう。君がさっきの金きん髪ぱつの子の代理か？」

「そうだよ。俺が雪せつ月げつ家かの副リーダー。リーダーは霞かす芽め姉ちゃんと白しろ姉ちゃん。姉ちゃん達が居ない時は、俺がチビ達の面めん倒どうを見てるんだ」

　坊ぼう主ず頭の少年は誇らしげに胸を叩たたいた。頭とう頂ちよう部ぶの近くに十円ハゲが出来ているのが少し可愛かわいらしい。

　十歳さいくらいだろうか。周囲の子供達と比べると体が大きい。

「そうか。それじゃ色々話を聞かせてくれ」

　頷うなずく少年に、とりあえず気になった一言を尋たずねる。

「霊れい術じゆつを教えてる、施し設せつ長ちようって誰だれだ？」

「俺達を拾って育ててくれた人だよ。本に書いてない？」

　ようやく落ち着いて話が出来そうだと、御み霊たまは坊主頭の少年を前にジュースのカップを手に取った。改めて霞芽の残した資料に眼めを落とす。

　──施設長……か。

　人目を盗ぬすむようにひっそりと佇たたずむ児じ童どう養よう護ご施設。霞芽と名乗った先程の少女の態度からも、鍵かぎ屋やに対してあまり友好的な印象は受けなかった。が、霊れい術じゆつを指南出来る人物ということは、間ま違ちがいなく鍵屋に属する人間のはずだ。

　一体、どんな人物がこの施設を立ち上げ、子供達の面倒を見ているのだろうか。

「えーっと、施設長は……」

　ページをめくっていき、現在の管理者を探す。

　そして、そのページを見つけた瞬しゆん間かん。御霊も、弐に毛けも、玉ぎよく露ろも、思わず声を上げた。

「施設長……創そう設せつ者しや、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎ!?」

　危あやうく資料を取り落としそうになり、周囲の子供達を見回す。

「どうしたの？」

「い、いや……」

　鷺乃火夜凪がこの施設を立ち上げ、妖よう怪かいの子供達の面倒を見ている。

　──そ、そんな馬ば鹿かな。

　唐とう突とつ過ぎた。幾いくらなんでも、御霊の中の夜凪のイメージと食い違いが大きすぎる。

「ねぇねぇ、皆。ここの施設長って、本当に夜凪のおっちゃんなのか？」

　夜凪をおっちゃん呼ばわりする弐毛も大したものだったが、その問いかけに対する答えは更さらに御霊を驚おどろかせた。

「そうだよ。霊れい術じゆつを教えてくれたのも施し設せつ長ちよう。俺達全員、霊術で妖よう怪かいの力を上う手まく使えないと、まともに生活出来ないような妖怪になっちゃったから……命の恩人なんだ」

「……そうか」

「あ、俺達がここに住んでるってことも、霊術の勉強してるってことも内ない緒しよだぞ！　他の人に言うと喧けん嘩かになっちゃうから、練習するのは施設の中。妖怪の力も外で使っちゃ駄だ目めだって施設長にすっごく厳きびしく言われてるから」

　小さい子は許可が無ければ施設の外にすら出られないのだ。と坊ぼう主ず頭の少年は教えてくれた。

『御み霊たま様、ここは……』

「あぁ。段々分かってきたな」

　何な故ぜ、閂かんぬき街がいの一角に妖怪が暮らす施設があるのか。何故、人目を忍ぶような場所に施設が建っているのか。そして、何故霊術を学んでいるのか。

　──夜よ凪なぎさんが施設長だっていうなら、全すべてに納なつ得とくがいく。

　閂街であれば鍵かぎ屋やの警けい備びも厳げん重じゆうで、他の妖怪の危険が及およびにくい。治安の悪い妖あやかし街がいでは、鬱うつ積せきした感情を晴らすべく暴れる妖怪もたまに居るのだ。

　そういった理り不ふ尽じんからも、この場所なら守られる。更さらに鍵屋の管理下にある地区だ、色々と手も回しやすいはず。御霊が知らなかったくらいだ。妖街にまでこの場所の存在は知られていないだろう。

　そうして安全を確かく保ほした上で、霊術を学ばなければ生きていけない幼おさな子ごを匿かくまい、夜凪自みずから指南することで、生きていく力を身に付けさせる。

　あらゆる意味で『妖怪の子供を守る施設』だ。

「ここに居る子は……ひょっとして人間界の出身か？」

「そうだよ、妖怪は全員人間界の出身。何人か人間の子も居るけど、そういう子は妖街で捨てられてた憑つきもの筋の子なんだ。血は目め覚ざめてないから、普通の人間と変わんないね」

「そうか……」

　──貧まずしさで、子供を捨てる人も居るってことだよな……。

　とても悲しいことだが、仕方がないことかもしれない。

「可哀かわい想そうだよね。貧びん乏ぼうだから捨てられちゃうなんてさ……頑がん張ばって生きてるのに」

　少年が、辛つらそうに表情を曇くもらせていた。

「……そうだな」

　だが、こうして新しい家族に迎むかえられた子もいる。その子供にとっては何よりの僥ぎよう倖こうだったと言えるのだろう。

　一気に色々なことが分かり、御霊は深くソファによりかかる。瞬しゆん間かん、こっそり隠かくれていた子供に背もたれを倒されそのまま床ゆかに頭をぶつけた。

「ぐっ！　無む駄だに高こう機き能のうな家具を……っ！」

　何となく、歓かん迎げいされているのかいないのか分からずに居い心ごこ地ちが悪いのも、夜よ凪なぎが管理する施し設せつだからだと考えると不ふ思し議ぎなほど納なつ得とくがいった。

　ハイタッチして笑いながら逃げていく子供たちに半はん眼めを向け、御み霊たまは上半身を起こす。

　その時、陣じん羽ば織おりの懐ふところに入れておいた昨日カシデブに貰もらったお菓か子しが床ゆかにこぼれてしまった。

「あ、しまった。入れっぱなしで忘れてた」

　と、御霊が拾う間もなく子供達が散らばった飴あめ玉だまを拾って食べてしまった。

「こら！　落ちた物食べるな！」

　そんな風に子供を叱しかったのは坊ぼう主ず頭の少年だ。やはり子供達の中では兄貴分らしい。

「わぁ、凄すごく甘ーい！」

「美お味いしいっ！　もっと食べたーい！」

　頬ほおを緩ゆるめて嬉うれしそうに微ほほ笑えむ子供達に、少年はため息をつき、御霊もまぁ良いかと微び笑しようを漏もらす。

「……ねぇお兄ちゃん。そのお菓子どこで売ってたの？」

　坊主頭の少年が尋たずねてきた。お兄ちゃんと呼ばれ、少しだけ気を良くした御霊が笑みのまま答える。

「可お笑かし屋って知ってるか？　新しく発売されたお菓子なんだってさ」

「知ってるよ、カシデブのお店でしょ？　たまに行くよ。ふーん……新しいのか……」

　食べ損そこなったのが悔くやしかったのか、少し唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向く少年。

「ほら、残ったので悪いけど、食べるか？」

　懐ふところに残っていた一ひと粒つぶを差し出すと、おずおずと手にとって少年は口に含ふくんだ。

「んぅ！　美お味いしい！」

　途と端たん。眼を輝かがやかせて頬を緩ませた表情に、しっかりしているように見えるが、まだまだ子供だなと御霊は笑う。

　それにしても、一口で子供を笑顔にさせてしまう辺り、流石さすがはカシデブだと思う。

「おんたま、あたいの分は？」

「お前は昨日貰もらっただろうが……」

　食い意地は御霊に負けず劣おとらずの弐に毛けだ。周囲の甘い香りにお腹が空すいたのかもしれない。と、その時だ。

　隅すみで様子を見ていた一歳さい児じくらいの子供が、大声で泣き出してしまった。

「あ、こら、泣いちゃ駄だ目めだ！」

　坊主頭の少年を筆ひつ頭とうに、付近の子供達が一いつ斉せいに泣きわめく赤子に近寄っていく。泣きやまぬ子供を前に、少年は坊主頭を掻かきながら困ったように表情を歪ゆがめた。

「困ったなぁ、霞かす芽め姉ちゃん達、買い物に行ったまんまだし……」

「その子が、人間の？」

「そう。憑つきもの筋の子だよ。ほら、よしよし」

　人間の赤子を妖よう怪かいが必死にあやしている姿に、御み霊たまは少しだけ嬉うれしくなった。

『御霊様……何だか、嬉しいですね』

　久く遠おんの理想は必ず実現出来ると、子供達の姿に希望を見た気がする。少なくともここには、人間に手を差し伸べてくれる妖怪が沢たく山さん居るのだから。

　──けど。

　納なつ得とくがいかないことが一つ。

　タカ派の筆ひつ頭とう。妖怪の弾だん圧あつを提てい唱しようしているあの鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎが、何な故ぜ妖怪を保ほ護ごするようなことを、個人で行っているのか。

　他人の神経を逆さか撫なでし、自分の腹の底は決して見せないまま裏で手を回すことで、容よう赦しやなく障害を排はい除じよする。御霊が持つ夜凪に対する印象は、そんな油断ならない難なん物ぶつだ。

　何か裏がありそうで、少し怖い。

「おんたま、何してんだ。一いつ緒しよにあやしてやろうよ！」

「え？　お、俺もか？」

　その後、中々泣きやまない赤子を総そう出でであやしにかかった。

　どうやら先さき程ほど御霊があげた甘い飴あめ玉だまが欲しかったらしく、しきりに御霊を指差しては泣きわめく子供に、御霊もほとほと参ってしまった。

　カシデブに貰もらったお菓か子しももう残っていないのだ。

『小さい子は仲間外れにされるのを怖がりますからね。ほら御霊様、笑顔笑顔』

　御霊も周囲にせっつかれ、引きつった笑みで高い高いに挑戦したが、触さわるな外げ道どう、と言わんばかりに泣き叫さけぶ勢いが倍加したため、怖がらせるなと再び子供達に袋ふくろ叩だたきにされた。

「ほら、よしよし。さっきの飴なら俺が貰ってきてやるから。泣くなって」

　ちょっと不ふ貞て腐くされた御霊の横で、坊ぼう主ず頭の少年が子供を抱きあげてあやすと、子供もようやく落ち着いたようだ。

　──貰ってくる……？

　今の言葉に一いつ瞬しゆん引っかかりを覚えた。年ねん齢れいの割にかなりしっかりしている印象だったせいか、言葉の微び妙みような違和感が気になったのかもしれない。

　──弐に毛けもタダで貰ってたしな……。

　可お笑かし屋のことも知っていたし、カシデブがお菓子をご馳ち走そうすることもあったのかもしれない。まだ小さい子供の言うことだと、その場は聞き流す。

「はぁ……思ったより長居しちゃったな」

　成り行きで立ち会ったものの、いつまでもここに居るのも迷めい惑わくだろう。手て短みじかに聞きたいことを確認してしまおうと御霊はグダグダになりながらも少しずつ手に入った情報をまとめる。

　まず、子供が勝手に外に出ることは禁止されている。というのは本当のようだ。

「遊びに出たりしないのか？」

「大人の人とか霞かす芽め姉ちゃん達が居る時は、一いつ緒しよに出かけて街の皆と遊んだり、裏のでっかい木の周りに公園があるから、そこで遊ぶよ。街に友達もいっぱい居るけど、小さい子だけで外に出ちゃ駄だ目めなんだ」

　霞芽姉ちゃん、という言葉に先程の金きん髪ぱつの少女を思い出す。

「霞芽……さっきの金髪の子だよな。あの子がここで一番大きいのか？」

「そうだよ、霞芽姉ちゃんが一番お姉ちゃん。怖いけど凄すごく優やさしいんだ」

　へへ、と少し頬ほおを赤くして微ほほ笑えんだその顔は、子供らしい稚ち気きに満ちたものだった。

　資料を読み返し、施し設せつの子供達を一人一人確認する。晒さら次つぎ霞芽は十五歳さいのようだ。

　──弐に毛けより年下か……その割には随ずい分ぶん大人びて見えたけど……。

　と、その考えを止めて、猫の姿で子供達とじゃれている弐毛に眼めを移す。

「ん？　どうしたんだおんたま？」

　──いや、年齢の割に弐毛が幼すぎるだけか。

　女性の方が大人っぽく育つというが、人それぞれのようだと御霊は思った。

「本当に、子供だけで暮らしてるのか？　夜よ凪なぎさ……施設長は、どのくらいここに来る？」

「施設長は滅めつ多たに来ないよ。仕事が忙しいんだって。兄ちゃんだって鍵かぎ屋やに居るんだから知ってるでしょ？　普段は保育士のおばさんが来てくれるんだけど、今度赤ちゃんが生まれるからって最近来てくれないんだ」

　殺人事件のこともある。夜凪がここに来ることはしばらく無いだろう。

「霞芽姉ちゃんが皆の面めん倒どう見てくれるから、保育士のおばさんも任せてくれたんだよ。皆も霞芽姉ちゃんの言うことは聞くし……言いつけ破ったらピーマンしか食べさせてくれないし……」

　少年の言葉に、周囲の子供達が一いつ斉せいに項うな垂だれる。それは子供にとっては脅きよう威いだ。

　──皆しっかりしてるし、確かにお目付け役は要らないかもしれないな。

　現に、年長者が揃そろって出払っているというのに、やんちゃな子供達は絶対に外への扉とびらに近づかない。ルールはかなり厳きびしく、子供達も順じゆん守しゆしているようだ。

『うふふ。皆、良い子達ですね』

　そうだな、と御霊は子供達を見渡す。どうやら事件とは関係無さそうだ。

「弐毛、そろそろ引きあげよう」

「あ、兄ちゃん達、帰るの？」

　泣いていた子を抱いたまま、坊ぼう主ず頭の少年が近づいてくる。

「おんたま、この小っちゃい子、もうすぐ一歳の誕生日なんだって」

　さっきまで尻尾しつぽの先で子供をあやしていた弐毛がそんなことを口にした。

「もうすぐどころか、明後日あさつてだよ」

　まだ居るのか、とでも言いたげな眼めつきで御み霊たまを睨にらんでくる子供の冷さめた視線を何となく見つめていると、子供は少年の胸に顔を埋うずめてしまった。

「けど保育士のおばさんも来れないし、施し設せつ長ちようも来れないから……出来るか分かんなくて」

　不安そうに表情を陰かげらせる少年に首を傾かしげると、横から弐に毛けが声を上げた。

「皆で誕たん生じよう日びパーティーしたいんだって！」

　弐毛が御霊の腕に飛び乗り、頭まで這はい上がりながらそう言った。

「そうか……皆で祝いわってやれると良いな」

　何となく十円ハゲに指先を置いて、坊ぼう主ず頭を撫なでてやった。

「うん、ありがとう兄ちゃん。よかったらまた来てよ」

　色々あったが、とりあえず受け入れてはもらえたらしい。

「変へん態たいバイバーイ」

「変態また来てねー」

　立場は悪いが。

　少年と、少年に抱かれた子供に見送られて出入り口まで進む。扉とびらを開けるとむっとする熱気に煽あおられた。

「うへぇ、暑あっちいぃ……」

　弐毛が回収しておいた着物に潜もぐり込んでから変へん化げを解といた。

「ていうか、兄ちゃん達、何しにここに来たの？」

「え？」

　いざ施設を後にしようという段階で、少年が妙なことを口走った。まさかと思い、傍かたわらの弐毛に眼を向ける。

「おい弐毛、ちゃんと事件のこと聞いたんだろうな」

「え？　……あ、遊んでて忘れてた」

　直後、頭を掴つかまれた弐毛の悲ひ鳴めいが森に響ひびき渡った。

「お前さっき分かったって言っただろ！　本当に遊びに来ただけか！」

「痛いでぇぇっ！　だって、だって、おんたまが友達になれって言ったんじゃんかーっ！」

　少年が首を傾かしげているが、御霊は涙目の弐毛を掴んだまま今いま更さらな説明をする。

「ご、ごめんな理由も説明しないで。実は鍵かぎ屋やの使いで来たんだ。最近、街で泥どろ棒ぼうの被害が相あい次ついでるんだけど、何か知らないかと思って」

　終わってみれば事件に関する手て掛がかりは皆かい無む。肩かた透すかしも良い所だったが、この施設のことを知れたのは収しゆう穫かくだった。

　いずれ夜よ凪なぎにこの施設のことを尋たずねれば、あの底知れない男の真意も少しは分かるかもしれない。少なくとも、子供を大事にしてくれる人だということは間ま違ちがいなさそうだ。

　──思想が相あい容いれないと夜凪さんは言ったけど。

　夜よ凪なぎに妖よう怪かいを守ろうとする意思がある以上、もしかしたら歩み寄れることがあるかもしれない。もしも彼と肩を並べることが出来るなら、それが最さい善ぜんの形であると御み霊たまも分かっている。

　そのためにも今はこの事件を解決して──。

「……え？」

　と。

　鼠ねずみ小こ僧ぞう事件を通り越して、先のことを考え始めていた御霊の眼めの前に。

　青ざめ、眼を見開き、震ふるえる手で子供を抱いている少年の顔があった。

「……っ？」

　幼いながらもリーダーシップを発はつ揮きして、子供達の面めん倒どうを頼たのもしく見ていた兄貴分。そんな少年が、まるで大人に悪戯いたずらが見つかったような、両親に噓うそがバレたような、わざとらしい程に分かりやすい、どうしようもない恐怖の表情を浮かべていたものだから。

　その急きゆう激げきな変化に、御霊の方が戸と惑まどい、息を飲んだ。

「そ、それじゃ……」

　そう素そっ気けなく告げて、少年は扉とびらの向こうに消えた。

　訪れる静せい寂じやくに、御霊はポカンとした顔の弐に毛けと顔を見合わせる。玉ぎよく露ろも、腕うで輪わの向こうで息を飲んでいた。

　──今……。

　自分達は、何を見たのか。







　事件のことを口にした途と端たん、少年の様子が一いつ変ぺんした。流石さすがに、あれを見た直後にそのままここを去れる程、御霊はお人ひと好よしでは無かった。

　八や岐またが居ればもっと早く何かに気づいたかもしれないが、御霊も、玉露も、弐毛でさえも少年の変化に異変を感じたのだ。

　一度、周囲を調べてみようと考え、御霊達は一いつ転てん、真剣な表情で施し設せつの裏手へと向かっていた。

「ここが公園か、結けつ構こう広いな」

　この一いつ帯たいだけ木々が少なく拓ひらけており、施設を上回る程の大木が奥にそびえていた。その周辺には遊具が雑ざつ多たに置かれている。所ところ々どころに太い木の根が隆りゆう起きしている場所もあり、遊び回るには楽しめそうな場所だった。

「皆と一いつ緒しよに遊んだら面おも白しろそうだな！」

「大人が居ないと子供だけで外には出られないって話だったし……あの霞かす芽めって子にも話を聞いてみたかったな」

『待ってみますか？』

「ただでさえ急に押しかけたのに、何の確かく証しようもないまましつこく付き纏まとうのもな……」

　公園を守るようにそびえている巨木の近くまで移動しながら、御み霊たまは言う。

「念のため一回りして、何も無さそうなら今日の所は帰ろう」

『今、八や岐また様に確認をとりましたが、特に異常は無いそうですよ。客寄せが大成功らしくて、カシデブさんが大喜びしているそうです』

「なら、尚なおのことこっちを調べておくか。何度も来るより少しはマシだろ」

　あの少年から感じた不ふ審しん感かんが、気のせいなら良いのだが。

「弐に毛け、施し設せつの奥の方まで行ったんだろ？　何かあったか？」

「玩具おもちやが一杯置いてあった遊び場に居ただけだよ。皆の部屋には入らなかったけど、小さい子は全員一いつ緒しよの部屋で寝てるみたい。金きん髪ぱつの姉ちゃんと、白い着物の姉ちゃんは個室があるんだってさ」

「なるほどな、年頃だし当たり前か……ちょっと見てみたい気もするけど」

　留る守すを狙ねらって女の子の部屋に侵入する、なんてことは流石さすがに出来ない。まだ何の疑いも形になっていないのだ。

『み、御霊様、女の子の部屋を見てみたいだなんて、本当に変へん態たいになってしまわれたのですか』

「何でお前まで俺を変態にしたがるんだ！　捜そう査さの一いつ環かんとしてだよ」

『うふふ、勿もち論ろん冗じよう談だんです』

　顔を曇くもらせる御霊に、玉ぎよく露ろの楽しそうな声が飛んでくる。

「姉あね御ごじゃあるまいし、あんまりからかわないでくれよ」

『申し訳わけありません。ですが人間界で過ごされてから、御霊様、少し雰ふん囲い気きが柔やわらかくなったような気がするので。ついついちょっかいを出してみたくなっちゃうんです』

　少しは何かが変わったのだろうかと内心で思いながら、御霊は玉露の腕うで輪わを指で弾はじいた。

「気のせいだろ」

『はい、今も昔も木の精せいでございます』

「はは、そういえばそうだった」

　常に客観的に御霊達を見ている玉露からすれば、御霊達の変化も見ていて楽しいのかもしれない。苦く笑しようして肩を落としながら、御霊は地表に顔を出している頑がん丈じようそうな木の根に腰を下ろした。

　と、その時だ。

『あれ……？　御霊様、そのまま動かないでください』

　御霊が玉露の腕うで輪わをはめた右手を木の根に置いた瞬しゆん間かん、玉露が張り詰めた声を漏もらした。

『これは……御霊様、少々お待ち下さい』

　数秒後、御霊の腕輪がみるみる内に熱を帯びていき、ぼんやりと青白く輝かがやきだした。

「玉ぎよく露ろ？　どうした？」

　そして。

「えいっ！」

　という掛け声と共に、御み霊たまの腕うで輪わから五ご式しきの「仁じん」を司つかさどる木こ霊だま、小お霊だま木き玉露が人間の姿で顕けん現げんした。

「おぉ玉露だ！　久しぶりだな！」

　ダブダブの巫み女こ装しよう束ぞくと、澄すんだ青い宝ほう玉ぎよくがついた首くび飾かざりを揺ゆらし、弐に毛けより小さな玉露が深々と一いち礼れいした。

「お久しぶりです」

　恥はずかしそうに可愛かわいらしく微ほほ笑えんだ玉露が、眼がん前ぜんにそびえる巨木に向き直る。

「実体化して大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「人間界と違い、天あま邪じや神じん宮ぐうには霊れい力りよくが満ちていますから。消しよう耗もうはそれほどでもありませんので、ちょっとの間なら平気です。それより……」

　玉露が真剣な面おも持もちで巨木に近づいていき、小さな手を木の表面へと当てた。

「……やっぱり」

　玉露が木に手を当てたまま呟つぶやく。

「御霊様、弐毛様。少しこの木の周りを調べてみて下さい」

「どうした？　何か分かったのか？」

「この御お方かた……寒がっているんです」

「寒がってる？」

　木のことを、御方、などと呼ぶ玉露を改めて木霊なのだと理解する。

　玉露は周囲の木々の声を聞くことが出来るのだ。もっとも、木々は人間と違い恐ろしく寿じゆ命みようが長いため文字通り気が長いらしく、気軽にお喋しやべりが出来るような物でも無いらしいのだが。

「先程、御霊様が木の根に触ふれた時に、温ぬくもりを求める声が聞こえたので。こんなに温かいのにおかしいなと思ったんです。えっと……どうやら木の根元辺りに……何かが」

　玉露がこの大木と交信を図はかっている。

「……え？　そ、そんなぁ」

「どうした？」

　眼めを泳がせながら玉露が緩ゆるんだ表情で振り返る。

「こ、今晩二人で語らわないかとお誘さそいを受けちゃいました……」

「こんなにデカいのに軽けい薄はくだな、この木」

　木にナンパされていた。真っ赤な顔になっている玉露につい微び笑しようが浮かんでしまう。

「モテるんだな玉露」

「か、からかわないでください御霊様。そ、そんなことよりも！」

　その後、玉ぎよく露ろが途と切ぎれ途切れに聞き出してくれる手て掛がかりを元に、御み霊たまと弐に毛けが木の周囲を調べて回った。

「あ、おんたま！　ここに穴が開いてるぞ！」

　数分後、弐毛が巧こう妙みように隠かくしてある穴を発見した。公園から少し離はなれた周囲の見通しが悪い所で、地表に出てきている根の一部だ。

　太い根に木の板を釘くぎで打ちつけてあり『雪せつ月げつ家かこの先』と書かれている。一いつ見けん、道を外れた者に対する案内板にしか見えないが、よく見ると板の片側にしか釘が打たれておらず、回転させるようにズラすことが可能だった。

　上う手まい偽ぎ装そうに感心しつつ、御霊はその看かん板ばんを外す。

　瞬しゆん間かん、涼しげな冷気が頬ほおを撫なでた。

「何だ……？」

　穴はそれほど大きくないが、意外に深く奥まで見通せない。御霊では入れそうになかった。

「弐毛、出番だ」

「あいよっ！」

　薄はく煙えんと共に再び猫に変へん化げした弐毛が、いそいそと穴の中に入って行く。

「さ、寒さみぃぃ……お、何かあるぞ？」

　穴の中から声を響ひびかせる弐毛が、ごそごそと何かを引っ張り出してくる。

「これ、麻あさ袋ぶくろか？」

　中に何やら入っているらしい黒い色の麻袋を取り出し、弐毛と首を傾かしげながら、恐る恐るその中身を確認する。

　そして、御霊は事件の真相を知った──。

「おんたま、これって……」

　頷うなずきを送り、御霊は静せい寂じやくに満ちた森の中で一人思考を巡めぐらせる。

　振り返ってみれば、ここに来てからの全すべての出来事に、充じゆう分ぶん過ぎる程の手掛かりが転がっていた。

　これだけのヒントがあれば、御霊でも犯人、動どう機き、犯行の方法まで推すい測そく出来る。

　後は、腑ふに落ちない部分を埋うめるだけ。

「弐毛、袋を元に戻しとけ」

「え？　でも……」

　弐毛は戸と惑まどった様子で御霊と、真相が詰まった袋を見比べている。

　御霊は言い聞かせるように、やや強い口調で語りかけた。

「確かに後味は悪いよ……だけど弐毛。ここで見なかったことにしたら、もっと沢たく山さんの人が困ることになる」

　屈かがみこみ、弐毛を抱きあげて視線を合わせる。

「俺達のせいでだ」

「う……」

　今、この瞬しゆん間かん。本当の優やさしさとは、思いやりとは何なのか。御み霊たまには理解出来る。

　ここで眼めを背そむけたら、それは甘えであり、鍵かぎ屋やがしている妖よう怪かいに対する残ざん酷こくな放置と、何ら変わらなくなってしまう。

　──俺達に、出来ることは……。

　ありのままの真相を受け入れることと、それを本人にも受け入れさせること。

「分かるな、弐に毛け」

「……うん」

　力無く頷うなずいて、弐毛は麻あさ袋ぶくろを元の場所に戻した。

　──事件の全容は、概おおむね理解した。

　今なら、まだ間に合う。鍵屋ではなく、『自分達が』止められるうちに、せめて取り返しがつかなくなる前に、解決へ踏ふみ出した方が良い。

「俺達で終わらせよう」

　御霊は意い気き消しよう沈ちんしている弐毛を連れて、巨木を回り玉ぎよく露ろと合流する。が。

「はい……はい……そんな。貴方あなた様も太くて逞たくましい根っこをお持ちで、私思わず見み惚とれてしまいまして……」

　巨木に恍こう惚こつの表情で寄りかかっている玉露に半はん眼めを向け、不意をついて呼びかける。

「玉露」

「は、はいぃっ！　み、御霊様いつからそこに！」

「太くて逞たくましい根っこがどうしたって？」

「忘れてくださいぃぃっ！」

　火が点つきそうな程真っ赤になった玉露が、緩ゆるんだ顔を隠かくすように霊れい体たいとなって消えた。腕うで輪わに温かな力が戻り、御霊は来る途中に歩いてきた川辺へと歩を進める。

『御霊様、何か分かったのですか？』

　御霊は手て短みじかに、弐毛が発見した物と、それが意味するもの。そして、恐らくこれから起きるであろうことを説明する。

　流石さすがに玉露も驚おどろいたのか、声の調子が沈んでしまった。

『御霊様、しかし……そんなことが可能ですか？』

「それを、今から確認するんだ」

　雪せつ月げつ家かから更さらに南側へ森を抜けると、眼がん前ぜんには広々とした河か川せんが広がっている。

「閂かんぬき街がいの最さい南なん端たん……別れた川が合流する地点か」

　閂街を囲むように枝えだ分わかれした川が合流し、再び幅はば広い河川になっているせいだ。ここに来る途中に辿たどって来た小川と比べると、倍以上の川幅がある。

　すぐ傍そばには、溺おぼれた者を助けるためか川を跨またぐようにロープが張られており、近くには小舟も数すう隻せき停てい泊はくしていた。

　柔やわらかな土の上に、落ちていた木の枝で事件に関わりのあった場所と、その周辺の地図を書いていく。

「ここが雪せつ月げつ家かだろ。ここから川を遡さかのぼって……ここが可お笑かし屋。橋を挟んで……お菓か子しが配られてた妖あやかし街がいの区画がこの辺り」

　そして、それら全すべてが無理なく線で繋つながった。

「……うん。不可能じゃない」

　唯ゆい一いつ、分からない点があるが。

　──後は多分、俺達の眼めの前で明らかになる、か。

　立ち上がり、深く息をつく。

　正直、謎なぞの窃せつ盗とう犯はんを追っている自分が少しだけ街の力になれているような気がして、皆と協力して捜そう査さすることに秘ひそかな手て応ごたえを見み出いだしていた自分が居た。

　だが、改めて思い知る。

　これは悪質な事件で、追っている者は紛まぎれもない犯罪者で、自分達はそれを取り締しまる立場に居るのだと。

　お菓子のように、後味が良い訳わけが無かったのだ。

「今日と明日……夜まで可笑し屋に張りこもう。明日まで張って、それで誰だれも来なければ、直接乗り込むしかないな」

「おんたま、どうせ止めるなら今の方が……」

　その判断が正しいか否いなか、御霊には分からなかった。しかしだ。

「あれだけじゃ、証しよう拠こにならないし……それに」

　胸に輝かがやく絆ばん創そう膏こうのネックレスを握りしめて、御霊は静かに振り返る。

「誰も来なければ、少なくとも、大事な思い出は一つ増えるはずだから」

　静かにそびえる温かな家。雪月家の中では、まだ子供達が遊んでいる笑い声が響ひびいていることだろう。

　誰かが傷を負うことを避さけられないなら、せめて癒いえる傷で済ませたかった。
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　時刻は深夜。感かん受じゆ性せいが豊かな者なら涙を流す程に美しい満月が、夜の町を照らしている。

　この世界の空は綺き麗れいだ。人間界と違い、空気を汚よごす機き械かいが極きよく端たんに少ないせいだろう。

　手をかざせば、荒すさんだ心が澄すみ渡っていくような錯さつ覚かくすら感じる。

　そっと寝室を見渡せば、子供達が窓から差し込む眩まばゆい月光に照らされて穏おだやかに眠っている。無む垢くなその寝顔には、これまで何度も癒いやされてきた。

　微ほほ笑えんで踵きびすを返す。静せい寂じやくの中、夜は外出禁止という鉄てつ則そくを自分の意思で踏ふみ越える。

　皆が、自分を家族として迎むかえてくれた。自分に、この世界での笑顔をくれた。

　自分を守り、救ってくれたのだ。

　だから今度は──自分の番だ。







　既すでに一度やっていた。だから今度もきっと出来ると思った。

　初めての時、あれほど心しん臓ぞうが激しく高たか鳴なり、噴ふき出す汗や、乱れる呼吸が、何度も何度も自分を止めた。これは、やってはいけないことなのだと。

　それでも。それでも皆が喜んでくれるなら、と。

　そんな、確かな正せい義ぎ感かんを胸に秘ひめて。

　巷ちまたを騒さわがす盗とう賊ぞく。鼠ねずみ小こ僧ぞうはこうして、満月の夜に再び姿を現した。

　犯行までの流れは同じ。急がなくて良い。ゆっくり、しかし確実に。

　今夜も前と同じように、橋の上に鍵かぎ屋やの見張りが立っている。あれに見つかればおしまいだ。だが、所しよ詮せんは人間。

『全力疾しつ走そうで橋の下を駆かけ抜けた』が、やはり気づかれなかった。

　あらゆる自制を振り切った末の二度目の犯行ともなれば、一度目とは違い奇妙な高こう揚よう感かんが湧わいてくる。

　自分には出来るのだと、そんな危あやうい自信が根付いてしまう。

　だが大だい丈じよう夫ぶ。これが二度目で、これが最後だ。二度とここに、こんな時間に来ることは無い。

　だから、躊躇ためらわずに侵しん入にゆうする。最初に開けた壁かべの小さな穴は内側から板で補ほ強きようされてしまっていたが、こんなもの、何の邪じや魔まにもならない。

　ものの一分でその防ぼう壁へきを突とつ破ぱした鼠小僧は、難なんなく可お笑かし屋の倉庫内へと侵しん入にゆうを果たした。

　昼間の、あの甘い香りはよく覚えている。新発売と言っていたから、きっと倉庫の中にも蓄たくわえが沢たく山さんあるはずだ。

　当たりをつけて、それらしい木箱を順番に開けていけば、すぐ見つかるだろう。

　鼻を利きかせ、倉庫内に満ちている臭しゆう気きを嗅かぎ分ける。と、すぐにその匂いを感じ取った。

　へへっ、と得意げに鼻を鳴らし、その木箱の前へと進み出る。

　静寂に包まれた倉庫の中、お菓か子しを盗ぬすむために忍び込んできた鼠小僧は『変へん化げを解といて』人間の姿になると、お菓か子しの詰まった宝箱に手をかけた。

　瞬しゆん間かん。

「シャアァァァッ！」

　甘い香りに誘さそわれて寄って来た愚ぐ者しやは、自分が罠わなに落ちたことを悟さとる。

　木箱を内側から突き破る勢いで飛び出してきたのは、鼠ねずみ小こ僧ぞうの背せ丈たけ程もある長大な蛇へび。

　薄うす暗ぐらい倉庫内でもギラつくその眼がん光こうは鼠小僧を冷れい徹てつに射い抜ぬき、明確な敵として、捕とらえるべき獲え物ものとして、その牙きばを剥むく。

　思わず悲ひ鳴めいを上げ、気き絶ぜつ寸すん前ぜんの心をギリギリの所で奮ふるい立たせた鼠小僧は、すかさずもう一度変へん化げをし、入って来た穴から逃げ出そうと走る。

　しかし。

「逃げらんないぞ！」

　天井に潜ひそんでいたらしき二に尾びの猫ねこ又またが、音も無く眼めの前に着地し、穴の前に立ち塞ふさがった。

　これで逃げ場は無い。冷静な思考力を欠いた頭は最も早はや逃げられぬ絶望を感じてはいたが、それでもそれを受け入れられず、闇やみ雲くもに出口を探した。

　結果、鼠小僧が向かったのは正面の大おお扉とびら。鍵かぎもかかり、開くはずも無いのに、極限状態に陥おちいるとそんな当然のことすら分からなくなり、ただ目先にある一いち縷るの希望に縋すがってしまう。

　しかし、意外にもその希望は呆あつ気けなく叶かなえられた。倉庫の扉が、開いたのだ。

　奇き跡せきとしか思えないタイミングに、鼠小僧はすかさず夜や気きの中へと飛び出そうとする。

　だが、しかし。

「そこまでだ」

　開いた扉の陰かげから現れたのは二人の人影。一人は少年、一人は着物姿の女性だ。

　橋の上に立っていた二人だ。鼠小僧は急停止し、次はどこへ逃げれば、と思考を巡めぐらせる。

　が、その一いつ瞬しゆんの硬直が決め手だった。

「さ、鬼おにごっこはお終しまいさね」

　背後から体を伸ばしてきた蛇へびが遂ついに鼠小僧の体を捕え、一気に締しめ上げる。その圧力と、眼がん前ぜんで見開かれる捕ほ食しよく者しやの瞳ひとみに、たまらず肺はいの空気を全すべて吐はき出した鼠小僧は、とうとう脱力して観かん念ねんした。

　鬼ごっこには自信があったが、本物の鬼が相手となれば話は別であることに、最後まで鼠小僧は気づけなかったのだ。

「これで、解決か……」

　鬼は悲しそうに呟つぶやいて、

「話を聞かせてもらうぞ」

　今回の事件の犯人。鼠小僧を『指先で摘つまみ上げた』。

「……うぅ」

　鬼の指に摘つままれていたのは、正しよう真しん正しよう銘めい、文字通り。

　一匹の、小さなネズミだった──。







「放せ！　放せよっ！」

　八や岐またの蛇へびに捕つかまっているネズミを前に、御み霊たま達は腕を組んで吐と息いきする。

「あんたの言った通りだったねぇ御霊。大したもんじゃないか」
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　煙管キセルを揺ゆらしつつ御霊に笑みを送ってくる八岐だったが、御霊も、弐に毛けも、表情は晴れなかった。

「『鉄てつ鼠そ』とはねぇ、こりゃまた捻ひねりのない真相だ」

　いわゆる、大ネズミに該がい当とうする妖よう怪かいだ。ネズミに関する妖怪の逸いつ話わは、古くから数多くある。その中でも、人間に害を為なすネズミとして語られているのが、鉄鼠。

「ほら『ネズミの小こ僧ぞう』。変へん化げを解ときな」

　蛇に捕まっているネズミは、渋しぶ々しぶといった様子で変化を解いた。

　薄はく煙えんと共に、姿を現したのは。

「やっぱり、君か」

　雪せつ月げつ家かにて、御霊に色々と教えてくれた坊ぼう主ず頭の少年だった。唇くちびるを尖とがらせ、涙なみだ眼めで蛇に巻きつかれている少年は、それでも反抗的な表情を御み霊たまに向けていた。

「弐に毛け、この子の名前は？」

　弐毛が沈んだ声で、少年の名前を告げる。

「『御み津つ寺でら鋼こう』だよ」

　鋼、というらしい少年に、御霊は屈かがみこんで視線を合わせる。鋼はぷい、と視線を逸そらしてしまったが、御霊はそのまま続けた。

「どうしてこんなことしたか、教えてくれるか？　幸い、君の犯行に気づいたのはここに居る俺達だけ。カシデブさんにも、夜間の見張りを許可してもらっただけだ。俺達は……まぁ鍵かぎ屋やなんだけど。出来れば、事を荒あら立だてたくないから」

　極きよく力りよく、優やさしい口調で語りかけたが、鋼は頑かたくなに口を開かない。どうしたものかと肩を落とす御霊だったが、横から八や岐またが口を挟んだ。

「小僧、往おう生じよう際ぎわが悪いよ。締しめられたいのかい？」

「おい、よせ姉あね御ご。子供だぞ」

「その子供のせいで、これだけの騒さわぎになってるんだろう？　御霊、あんたが何を考えてるのかは知らないけどねぇ。こういうガキは痛い目見ないと分からないんだよ。ここで分からせなきゃ、何度も何度も同じことを繰くり返すよ」

　そんなことは、と遮さえぎろうとした御霊の方が、八岐の眼がん光こうに閉へい口こうさせられた。

「どんな理由があるにしろ、この先、もう盗ぬすみをしないなんて保ほ障しようは誰だれにも出来ないんだよ御霊。子供だからって大目に見るのはね……犯おかした罪つみに眼めを向けず、向けさせない、最悪の手段だ。断じて優やさしさじゃあない」

　これが現実で、それが現実だと。八岐はそう言いきった。黙だまって聞いていた鋼も、その口調の強さに唇くちびるを歪ゆがめている。

「分かってる。分かってるよ姉御……でも、少しだけ話をさせてくれ」

　八岐には、御霊が推すい測そくした今回の事件の全容を話してある。だが、それでも八岐は今の言葉を言い放ったのだ。

　恐らく、うやむやに終わらせるなという、八岐なりの御霊への忠告なのだろう。

　──分かってる……。

　眼の前の現実を都つ合ごう良く歪ゆがませない。それが出来なければ、自分が人間界で過ごした日々が無意味なものになってしまう。

　だから、今すべきことは──。

「鋼、だったな。分かった。黙だまっていて構わない。俺が全部当ててやる」

　御霊は自分の推すい理りを告げる。こんな役やく柄がらは性しように合わないが、仕方ない。

「まず、お前がお菓か子しを盗みに入った理由は……明後日あさつてにやりたかったっていう、誕たん生じよう日びパーティーのためだな？」

　鋼こうが眼めを丸くして御み霊たまを見つめた。その反応に、御霊は確信を覚える。

「公園近くの木の根に、看かん板ばんで隠かくした穴があった。中には麻あさ袋ぶくろが入ってて……袋の中には、小さくした無む解かい氷ひようと、この倉庫から盗ぬすまれたお菓か子しが入ってた」

　恐らく、お菓子を長期間保存するために、冷やしておくのが有効であることを、カシデブに教えてもらったか、或あるいは最初にここへ来た時に知ったのだろう。

　麻袋に入っていたお菓子の種しゆ類るいも、盗まれたリストにあったものと一いつ致ちした。

　盗まれた量が少なくて当然だ。元より、小さな子供が満足するだけの量さえあれば事足りたのだから。

「大人がしばらく来れないって言ってたもんな。子供だけじゃ誕たん生じよう日びパーティーが出来ないかもしれないって、そう思ったんだろ？」

　去り際ぎわ、鋼が浮かべた不安そうな表情は覚えている。まだ子供だ、さぞかし楽しみにしていただろうし、まして家族の一歳さいを祝いわうパーティーになる以上、皆で揃そろって楽しみたい。

　捨てられていた子供の気持ちを案じる優やさしさも、確かにあの時に聞いた。

　が、大人が居ない以上それは難むずかしそうだと鋼は考える。しかし何もしない訳わけにもいかない。

　なら、どうするか。

「……施し設せつの皆に、喜んでもらいたかったのか？」

　そう尋たずねると、ようやく鋼は涙を滲にじませながら小さく頷うなずいた。

「皆でお菓子一杯食べられれば、嬉うれしいし、喜んでくれると思ったから……だって、誕生日なのに……家族が増えた日なのに祝ってあげられないなんて、そんなの可哀かわい想そうだからっ！」

　今の一言で、ほぼ決まりだ。この少年が家族を大切に思う気持ちに偽いつわりはなく、そしてその気持ちはとても強い。

　雪せつ月げつ家かの妖よう怪かいは皆が人間界出身だと言っていた。ならば、それなりに辛つらい経けい験けんもしてきたのだろう。

　──お金を盗んでいたのも、そのせいで捨てられる子が居るって知ってたからか……。

　可哀想な子供がこれ以上増えないように。もしかしたらそんな正せい義ぎ感かんがあったのかもしれない。人間界出身の妖怪なら、捨てられる、という現実に対する恐怖は、凄すさまじいものがあるだろう。

　別れを知っている者は、絆きずなの大切さも知っているはずだからだ。

「妖あやかし街がいの子供の家に、お菓子を配ったのは……街の友達にも分けてやろうと思ったからか？」

「……そうだよ。仲間外れにしちゃ、いけないんだ」

　納なつ得とくがいく。全すべては純じゆん粋すいな善ぜん意いが発ほつ端たんだったのだろう。

「今日ここに来たのは、カシデブの新しいお菓子が欲しかったからだな？」

　無事にお菓子を盗みだし、後はパーティーの当日を待つばかりだったはず。大人が来られず、子供だけで過ごさなければならない時に、鋼がとっておきのお菓子を沢たく山さん取り出す。

　笑顔に満ちた、和なごやかなパーティー会場。きっと鋼こうの頭にはそんな光景が浮かんでいたに違いない。

　だが、不ふ測そくの事態が起きた。それが御み霊たまの来訪だ。

　偶ぐう然ぜんとはいえ、御霊が持っていたカシデブの新作がばら撒まかれ、それを口にした子供達は絶ぜつ賛さんした。勿もち論ろん、鋼も気に入ったに違いない。

　更さらなる問題として、誕たん生じよう日びパーティーの主役である幼おさな子ごが、そのお菓か子しを欲しがって大泣きしてしまった。

　マズイことに、自分が盗ぬすみだしたお菓子の中に、その新作は無い──。

　だから誕たん生じよう日びの前に、もう一度新作の回収に訪れた。その結果が、これだ。

「うん、折せつ角かくお菓子が一いつ杯ぱいあるのに、欲しい物が無かったら……きっとまた泣いちゃうと思ったから……」

　幸か不幸か、御霊の来訪がこうして尻尾しつぽを掴つかむきっかけになったのだから、皮ひ肉にくな話だ。

「大体当たってるねぇ、御霊。やるじゃないか」

「……あんまり嬉うれしくないけどな」

　が、まだ分からないことが幾いくつかある。

「鋼、お前ネズミに変へん化げ出来るんだな。ネズミくらいの大きさだったら、確かに川辺を走っても物音は小さいし、夜なら橋の上に立ってる見張りにも気づかれない。砂じや利りの上を走っても、川の音に消されるし、歯で木の壁かべを削けずって倉庫に侵しん入にゆうすることも可能だろう。けど……」

　そこまでの量ではないにしろ、あの麻あさ袋ぶくろに入っていたお菓子の量は、小さなネズミ一匹が一度に持ち出せる数ではなかった。

「一体どうやって運び出した？」

　そんな問いに、鋼は表情を変えた。この先どうなるのか、という不安の色は消えないが、それでも真一文字に結ばれていた口元には、若じやつ干かんの緩ゆるみが見える。

　その、不ふ敵てき、とも感じられる薄うすい笑みに、御霊の心に僅わずかな緊きん張ちよう感かんが走った。

「へへ、施し設せつの中でも、こんなこと出来るの俺だけなんだよ？」

　次の瞬しゆん間かん。再び小さなネズミの姿へと変化した鋼だったが、そこから更さらに。

「行くぞぉぉ……『九きゆう鼠そ分ぶん身しん』！」

　八や岐またの蛇へびの捕ほ縛ばくから、溢あふれだすように分身して逃れたネズミが倉庫内に散さん開かいした。

「なっ！　固こ有ゆう霊れい術じゆつ!?」

　動物に変化するタイプの妖よう怪かいは、その動物ならではの身体能力を発はつ揮き出来るのが大きな特とく徴ちようだが、多くはその段階で成長が打ち止めになってしまう。

　人間から、まるで違う動物に変化すること。更にその姿を安定して維い持じすることに、かなりの集中力と熟じゆく練れんを要するからだ。

　故ゆえに、動物の姿を維持したまま更なる霊術を行使するのは、既すでに固有霊術の領りよう域いきだ。

　小さなネズミの姿から、更さらに九匹の子ネズミへの分身。こんな小さな子供が固こ有ゆう霊れい術じゆつに至っているなどと思いもしなかった。

　──マズイ、逃げられる！

　不意を突かれた。この分身の特性は把は握あく出来ないが、一匹でも逃がしたらどうなるか分からない。

　慌あわてて捕ほ獲かくしようと身構えた御み霊たまだったが、それより速く弐に毛けが動いていた。

「フウゥゥゥッ！」

　猫特有の鋭するどい唸うなり声を上げながら、弐毛が高速で飛び出した。

　逃げようとしていた二匹を二本の尻尾しつぽで弾はじき、かく乱に動いた五匹を身を回しながら前足で放り投げ、隅すみに隠かくれようとした二匹を咥くわえ上げる。

　どれも綺き麗れいな弧こを描えがき、最初に八や岐またが蛇へびを仕込んでいた空からの木箱に放り込まれた。

　同じ動物でも、機き動どう力りよくで弐毛には敵かなわなかったらしい。無事に九匹が木箱の中で眼めを回していた。

「ふぅ……驚おどろいたな。ありがとう弐毛」

「だから言ったろう御霊。油断してると足元すくわれるのはこっちだよ」

　木箱の中の子ネズミに、御霊は暗い表情を向けた。

「なるほど、夜よ凪なぎさんの指し導どうなら、或あるいは子供でも固有霊術に……いや、子供だからこそか。早い段階で霊術に慣れておけば、その歳としで固有霊術に至ってもおかしくはないな」

　霊力の扱あつかいだけなら、間ま違ちがいなく御霊より上うわ手てだろう。

「分身体の使い方も上う手まいねぇ。その施設からここまで何度も往復するのは時間がかかるし見つかる危険性も上がる。かといって一気に運ぼうとして大きな袋ふくろに詰め込んだんじゃ、ネズミの体じゃ運べない。だが分身を使って人手を増やせば大きな荷物でも運び出せるって訳わけか」

　分身を整せい列れつさせた上に袋を乗せれば、さしずめ動く床ゆかのように荷物を移動させられる。運んでいるのはネズミなのだから川沿いを走っても物音はしないだろう。

　麻袋が黒かったのも、夜の闇やみに紛まぎれさせるため。確かに周しゆう到とうだ。

「ち、畜ちく生しよう……皆の所に……皆の所に帰らなきゃ……明日、心配するじゃんか……俺が居なきゃ、皆が泣いちゃうじゃんか……っ！」

「自じ業ごう自じ得とくさね。ほら、観かん念ねんしな」

　いよいよ八岐が本格的に締しめ上げにかかりそうだ。仕方ないのか、と御霊は拳こぶしを握る。

　前も、こんな気持ちになったことがある。

　何かしたくて、何かしなければいけないのに。どうすれば良いのか分からない。

　ここで鋼こうを庇かばい、盗ぬすまれたものを回収して見なかったことにしてしまえば、あの家は明日からも、温かな家族の憩いこいの場として在あり続けられるだろう。鋼もこうして悪あく行ぎようがバレたのだ。二度と同じことはしないはず。

　そう思いたい。

　だが。ここで鋼こうを捕つかまえてしまえば、御み霊たまが自みずからの手で一つの家族を引き裂さくことになってしまう。勿もち論ろんそれが正しいことだと頭では分かっている。

　なのに、何な故ぜこんなにも胸が苦しくなるのか。

　子供達の日常に、未来に、陰かげを生むのが自分の任にん務むなのか。

　これが、自分が立つべき戦場で、自分が生きるべき無情な現実の姿なのか。

「鋼、お願いだから言うとおりにして」

　色々な考えが巡っていた御霊の横で、弐に毛けが呟つぶやくように言った。

「あたいは絶対、皆の味方だから。絶対、酷ひどいことしないって約束するから。だから、お願いだから大人しくしてくれよぉ……ここで逃げても、いつか鋼が噓うそついてたって分かる方が悲しいよ……盗ぬすんだお菓か子しなんか、絶対美お味いしくないもん……っ！」

　弐毛が眼めに涙を滲にじませながら、懸けん命めいに訴える。

　その切実な姿に、鋼も感じるものがあったのか、逃れようと暴れていた分身達も大人しくなった。

「弐毛……」

　そうだ、と御霊は考え直す。

　この場で誰だれより辛つらいのは、弐毛なのだ。誰とでもすぐに友達になってしまう弐毛にとっては、今日出会ったばかりの友人が、窃せつ盗とう事件の犯人だったという事実は、かなり堪こたえるものがあるのだろう。

　弐毛の言うとおり、ここで眼をつぶっても、何も事態は好こう転てんしない。問題の種たねは更さらに大きくなり、いつか更なる悲しみの花を咲かせてしまう。

　今ここで、自分達が摘つむ。それが結果的に一番良いはずだ。

「ごめんなさい……」

　鋼が呟つぶやくように謝しや罪ざいした。どうやら、これで解決のようだ。

「それで？　お菓子を盗んでた理由は分かったけど、どうして金まで盗んでたんだい？　その施し設せつ、そんなに厳きびしい生活を送ってる訳わけじゃないんだろう？」

　先ほど御霊も考えたことを、八岐がつまらなさそうに尋たずねた。それは、御霊も鋼の口から聞きたかったことだ。

　だが、次の瞬しゆん間かん──。

「え？　俺、お金なんて盗んでないよ？」

　場の空気が一変した。







　一秒、二秒と、沈ちん黙もくが流れる。

「ま、待て。鋼こう、どういうことだ？」

「どうって、何？　俺、お菓か子ししか盗とってないよ。お金って、何のこと？」

　木箱の中で元の一匹のネズミに戻った鋼が小さい首を傾かしげている。

「……いいか鋼？　俺達が追ってた犯人は、閂かんぬき街がいのお金持ちの家からお金を盗んで、妖あやかし街がいの人達に配ってるんだ。それも何軒も。お前じゃないのか？」

「ち、違うよ！　俺、そんなこと考えたことも──」

　と、困こん惑わくの渦うずに包まれる中で、鋼もまた言葉を切った。

「……も、もしかして」

　木箱の中で、鋼が呟つぶやく。

「何か知ってるのか？」

「し、知らない！　俺、何も知らない！」

　一いつ転てん、断だん固ことして頭を振る鋼だったが、何かあると言っているようなものだった。

「鋼！　お願い、何か知ってるなら教えてくれよぅ！」

　弐に毛けが木箱に頭を突き出しながら頼たのみ込む。

　しかし、鋼は黙だまり込んだまま、木箱の中で俯うつむいてしまった。

「知らない。何も知らない！」

　これは手こずりそうだ、と御霊は唇くちびるを歪ゆがめる。しかし、横から手を伸ばす者が居た。

　八や岐まただ。

「鋼、とか言ったねぇ。いい加減にしときな」

　袖そでから巨大な蛇へびを呼び出した八岐が、木箱の中に容よう赦しやなく蛇の頭を突っ込ませ、巨大な口を開かせて見せる。

「う、うわぁぁぁぁっ！」

　その小さな体に対し、あまりにも巨大な捕ほ食しよく者しやの姿に、鋼が木箱の隅すみに張りついた。

「小こ僧ぞう、今なら無傷で済ませてやる。知ってること全部言いな」

　御み霊たまですら戦せん慄りつさせる八岐の眼がん光こうにおののきつつ、黙だまって事態を見守る。八岐は子供に手を上げるような真ま似ねはしない。それを分かっているからまだ平へい静せいで居られるが、知っていても不安と焦しよう燥そうを掻かき立てられる程に、八岐の迫はく力りよくは凄すさまじかった。

　弐毛も傍かたわらで怯おびえながら全身の毛を逆さか立だてている。真っ向から怒りの矛ほこ先さきを向けられている鋼の恐怖は相当なものだろう。

　なのに。

「い、嫌いやだ！　言わない！　どうにでもしてみろっ！　死んだって言うもんかっ！」

　倉庫に響ひびく覚かく悟ごの声。その断だん固ことした意志の強さに御霊は驚おどろかされた。死を前にしても決して退ひかぬ覚悟が、こんな小さな体に宿っているというのか、と。

「なら仕方ない。あの施し設せつに暮らしてる、あんた以外の子供を締しめ上げるしかないねぇ」

　間をおかず、八や岐またが冷れい酷こくに告げる。

「丁ちよう度ど今なら寝てる頃ころ合あいだろう。あんたが言わない限り、赤子だろうと女だろうと容よう赦しやしないよ。吐はくまで片かたっ端ぱしから締しめ上げる」

「や、やめろ！　そんなことしてみろ、絶対に──」

「絶対に、何だい？」

　蛇へびの牙きばを見せつけながら八岐は続ける。

「許さない、とでも言うつもりかい？　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはまさしくだねぇ……なら守ってみせてごらんよ」

「う、うぅ……」

「今あんたが話せば、少なくとも家族は無事で居られるよ？　家族を守りたいなら知ってることを話しな。どうすんだい？　あんた一人が身を呈ていして家族を守るのか。それとも諸もろ共とも締め上げられて家族で居られなくなるか──今すぐ選びなっ！」

　雷らい鳴めいの如ごとく胸を揺ゆるがす怒ど声せいに、いよいよ鋼こうが泣きだした。その圧あつ倒とう的てきな迫力に弐毛も震ふるえながら涙なみだ眼めになっている。御み霊たまですらこの場から逃げ出したくなった。

「わ、分かった。言う。言うから！　だから、皆には手を出さないで！」

　その言葉に、一息ついてから八岐が蛇を下がらせた。上う手まく呼吸すら出来ない緊きん迫ぱく感かんが、ようやく少し和やわらいだ。

「う、ぅ……俺、見ちゃったんだ。この間……霞かす芽め姉ちゃんが、夜遅くに帰ってくる所」

「霞芽姉ちゃんが？」

「うん、皆寝てて、俺はトイレに起きた時に偶ぐう然ぜん見たんだ。夜に外に出ちゃいけないって決まりがあるんだけど……汗だくで、たった今帰ってきたみたいに、凄すごく疲れてるみたいで。思わず声かけちゃったんだけど、このことは誰だれにも言うなって言われて……」

　鋼が途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむぐ。

「俺、ひょっとして病院のお金が足りなくて、遅くまでこっそり働いてるのかなって、そう思って……街の人の手伝いなら、たまにしてたから」

「病院のお金？　霞芽、病気なのか？」

「うぅん。そうじゃなくて」

　次の瞬しゆん間かん、御霊達は事態の全すべてを悟さとる。

「十日くらい前に、うちの小さい子が怪け我がさせられたんだ。二、三日で良くなったんだけど、誰だれかに蹴け飛とばされたって説明されて……霞芽姉ちゃん、許さないって凄すごく怒ってたから……きっと、沢たく山さんお金がかかったんだろうな、って……」

　全員が、衝しよう撃げきに眼を見開いた。

『まさかそれって、この間の……？』

　御霊達が第零ゼロ部隊に配はい属ぞくされた帰り道。あの時、鍵かぎ屋やの一団が道を塞ふさいだ子供を乱暴に蹴飛ばした時の、あの時の子供が雪せつ月げつ家かの子供だったのだ──。

「そうか……だから、鍵かぎ屋やに所属する連中の家が被害に遭あってた訳わけか」

　ようやく繋つながった。あの時、怪け我がをさせられた子供が雪月家の子供であったなら、霞かす芽めが御み霊たまに対して異常に冷れい淡たんだったことにも納なつ得とくがいく。

　身内を傷つけられたのだ。素そっ気けなくて当たり前だろう。

　鋼こうの話し方を聞く限り、鍵屋に怪我を負わされた。という説明はされていないようだ。無理もない。あの家は鍵屋の──鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎの──管理する施し設せつなのだから。

　夜凪を慕したっている子供達は多かった。だから霞芽は敢あえて事態を詳くわしく告げずに、自みずから動いたのだろう。子供達が鍵屋に、そして父親代わりの人に、失望しないように。

　復ふく讐しゆうとして、ささやかな抵抗として、鍵屋に関する者達の家から金品を盗ぬすみだす。

　お菓子を盗みだすことと、金品を盗むこと。その微び妙みような食い違いがどこか腑ふに落ちていなかったが、腑に落ちなくて当たり前だ。

　そもそも、全まつたく違う事件だったのだから──。

「鋼はそれを見て、自分も何かしようって思った訳か」

「そうだよ。霞芽姉ちゃん、いつも皆のために頑がん張ばってて……大好きだから……」

　そう語る鋼の頬が、少しだけ染そまって見えたのは気のせいだろうか。

　だが、ここに来てはっきりと形を帯びた疑問が一つ。

　──霞芽は、どうして盗んだ金を配って歩いた……？

　復讐のつもりなら、自分のものにするなり、処分するなりしそうなものだが。

「夜に霞芽を見たのはいつ頃だ？」

「怪我させられた子が居るって大おお騒さわぎになった日の、次の日。俺が初めてここに来たのは、丁ちよう度ど一週間前だよ」

　家族が怪我を負わされて、黙だまっていられるはずもない。霞芽はすぐに動いたのだろう。

「ねぇ、どういうこと？　霞芽姉ちゃん……悪いことしてるの？」

「まだ分からない。だけど、話を聞かないといけなくなった。ちょっと遅いけど、今から雪月家に行こう。皆、居るんだろ？」

　御霊の問いに、鋼は少し迷ってから口を開いた。

「まだ、戻ってるか分からないよ。俺、今日だって霞芽姉ちゃんが出て行くのを見た後に家を出てきたから」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん。御霊の中に、冷たい何かが走った。

「……え？」

「今日も、霞芽姉ちゃん出て行ったんだよ。俺には気づかなかったけど、白しろ姉ちゃんと凄すごく真剣に話してたのを見て……その後で出て行ったから」

「白姉ちゃんって、霞芽と一いつ緒しよに居た、白びやく夜やって呼ばれてた子だよな？」

「そうだよ。二人共親友なんだ」

　少しずつ、御み霊たまの鼓こ動どうが速くなっていく。胸むな騒さわぎが体を震ふるわせる。

『み、御霊様、まさか！』

　玉ぎよく露ろは、気づいたようだ。

　今、夜の閂かんぬき街がいがどういう状況なのかを。

「鋼こう、怪け我がした子は、もう良くなったんだよな？」

「うん。今日だって、兄ちゃんと一いつ緒しよに遊んでたじゃん」

　怪我は、治なおった。

　だがもしも、霞かす芽めの怒りが収まっていなかったとしたら。

　きっと今頃は閂街へ。それも一人でタカ派の屋や敷しきへ金を盗ぬすみに──。

「ま、まずい……」

「御霊？　どうしたんだい？」

　失しつ策さくだ。のんびり話している場合ではなかった。

「姉あね御ご、弐に毛け、聞いてくれ。今、閂街には鍵かぎ屋やの実働部隊が総そう出でで警けい戒かい網もうを張ってるんだ！」

「警戒網？」

　御霊の鬼き気き迫せまる表情に、弐毛と八や岐またが顔つきを鋭するどくする。

「殺人事件があったんだよ！　それも、殺されてるのはタカ派の人間だ！」

　事態を悟さとったのか、八岐も弐毛も眼めを瞠みはった。

　焦しよう燥そうを必死に抑おさえながら、御霊は鋼に詰め寄る。連続窃せつ盗とう犯はん、鼠ねずみ小こ僧ぞうの正体が霞芽なのだとしたら、鋼のように固こ有ゆう霊れい術じゆつを用いた犯行を行っているはずだ。

「おい鋼！　霞芽も固有霊術を使えるんだろ！　なんの妖よう怪かいだ！　どんな能力を持ってる！」

「か、霞芽姉ちゃんは『影かげ女おんな』だよ。月の光の中で透とう明めいになれる能力」

「影女……そうか」

　くっ、と歯は噛がみする。今日は満月だ、雲も出ていない。霞芽にとっては最高の状況に違いない。今も月光が街を妖あやしく、明るく照らしている。

「くそっ、最悪だぞ！　そんないかにも暗殺者じみた妖怪が、のこのこ鍵屋の網あみに引っ掛かってみろ。ただでさえタカ派が息巻いてる中で捕つかまったら！」

　──その場で、殺されかねない！

「鋼！　霞芽が今日、どこを標的にしてるか分かるか！」

「ひょ、標的って何？　お、俺何も聞いてないよ！　あ、で、でも白しろ姉ちゃんなら多分……」

　もたもたしていられない。

「弐毛！　全速力で雪せつ月げつ家かまで走れ！　白びやく夜やに霞芽の行き先を聞いて来い！」

「わ、分かった！」

　矢のように飛び出した弐毛が瞬またたく間に小さくなっていく。あの速さなら雪月家まで十分とかからないはずだが。

「鋼こう、霞かす芽めが出て行ってからどのくらい経たってる？」

「す、すぐに俺も出てきたから……三十分くらい」

「くそっ、ヤバイな」

　閂かんぬき街がいの住宅地に辿たどりついていてもおかしくない。

「御み霊たま、この子はあたしが見てる。弐に毛けから連絡があったらすぐ動けるように、とりあえず鍵かぎ屋やの警けい戒かい網もうのギリギリまで行きな」

「分かった！」

　倉庫を飛び出し、誰だれも居ない大通りを駆かけ抜ける。

「はぁぁぁ……っ！」

　普段は抑おさえている御霊の霊れい力りよく。それを一気に解放する。

　髪かみは月明かりに映はえる白へと変わり、足元まで長さを増す。頭とう頂ちよう部ぶからは二本の歪いびつな角つのが突き出し、全身に力がみなぎるのが分かる。

　白銀の髪を波打たせ、本ほん鬼きと化した御霊は道路を蹴けり砕くだく勢いで疾しつ駆くした。

　複雑な事情が絡からんでいそうな雪せつ月げつ家かは、御霊と直接的な関係は無い。だが、たとえ血が繋つながっていなくとも、一つの家族がそこにあるのだ。

　守れるものなら、守りたかった。







『弐毛様、頑がん張ばって！』

　玉ぎよく露ろに応おう援えんされながら、弐毛が夜の街を走る。

　自分でなければ間に合わない。自分が遅れれば、霞芽が死んでしまうかもしれない。もしそうなったら、皆が泣いて、悲しんで、辛つらく、悔くやしい思いをしてしまう。

「嫌いやだ……」

　全身を高速で伸しん縮しゆくするバネのように動かしながら、弐毛は飛ぶように走り続ける。

「皆が寂さびしい思いをするなんて……」

　自分が遅れたせいで誰だれかが悲しむなんて、そんなことは嫌だ。

　自分がもっと速く走れれば。そんな後悔をするのは絶対嫌だ。

　だから走る。少しでも速く。もっと速くと。

　だが、遅い。もっともっと速く走れる自信があるのに、何な故ぜこんなにも自分は遅いのか、と。

　おんたまが頼たよりにしてくれた。それが嬉うれしかった。だからその気持ちに応えたいのに。

「もっと、もっと速く！」

　熱い体に鞭むち打って、思いを叫さけんだ。つぶらな瞳ひとみから、澄すんだ滴しずくが宙にきらめくと同時。

　弐毛の体が、本当に白熱した──。

「あれ？」

　弐に毛けはかつて、後ろから炎を噴ふき出して加速する機き械かいを見たことがある。あんな風に走れれば、と憧あこがれたこともあった。

　だが、今。本当に足が燃もえている。なのに、どういう訳わけか熱くない。眼めに見える炎が前足にも、後足にも灯ともり、とてつもない脚きやく力りよくを生む源みなもとになっている。

『に、弐毛様、それは!?』

「うわ！　わ、わわわわっ！」

　空気の壁かべを貫つらぬく突とつ風ぷうを浴び、風景が一いつ瞬しゆんで背後に吹っ飛んでいく。予期せぬ加速が出来たことに歓かん喜きすると共に、今度は減速の仕方が分からない自分に気づいた。

　とてつもない勢いで森を突っ走り、燃える四足が火を点つけてはいけないと、慌あわてて芝しば生ふを飛び越える。途と端たん、四つの鬼おに火びが暗い森を真まっ直すぐに突っ切った。

「うわわわっ！　わぁぁぁっ！」

　空中では制止をかける術すべも無く、弐毛は何の減速もかけられず、木に頭から激げき突とつした。

『に、弐毛様ぁぁっ！』

「ふ、にゃぁぁぁ……」

　チカチカする視界をどうにかハッキリさせた時。

　眼めの前に、雪せつ月げつ家かの重じゆう厚こうな外がい観かんがあった。急加速で所要時間を大おお幅はばに短たん縮しゆく出来たのだ。

「な、何？　何の音？」

　頭にたんこぶを作った弐毛が、その声を聞く。

　雪月家の扉とびらから、恐る恐る顔を出したのは、白い着物の女の子。白びやく夜やだった。

「あ、し、白しろ姉ちゃん……良かった。あたい、ちっと、聞きたいことが、あって……」

『弐毛様、ファイト！　気絶しちゃ駄だ目めですっ！』

「ひ、昼間に来た子？　だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ものの数十秒で街から森まで踏とう破はした弐毛が、白夜に抱かかえられながら、どうにか事態を説明した。

「か、霞かす芽めちゃんが？」

　白夜が、霞芽の行き先を告げてくれる。ほとんど聞き取れなかったが、玉ぎよく露ろが伝えてくれるはずだ。

　──おんたま、あたい間に合ったかなぁ……。

　こんな自分でも役に立てたかな。そう思いながら、弐毛は鎮ちん火かした四足から煙けむりを上げて気絶した。







　御み霊たまが走り始めて、わずか数分。家屋の屋根から屋根へ飛び移りながら、一気に城の方へと身を飛ばす御み霊たまの耳に、玉ぎよく露ろの興こう奮ふんした声が響ひびいてくる。

『御霊様！　弐に毛け様がやりました！　弐毛様が固こ有ゆう霊れい術じゆつを発動させましたよ！　足から火を出して、凄すごい速さで！』

「え？」

　思いがけぬ報告に、御霊は眼めを瞠みはる。遂ついに弐毛も到とう達たつしたのだ。

　──あとは、俺だけか……。

　今、体を前に飛ばす焦しよう燥そうとは別べつ種しゆ類るいの焦あせりが一いつ瞬しゆん胸に過よぎるも、今はそんな場合では無いと気持ちを改める。

『御霊様、霞かす芽め様の居い所どころが分かりました！　私が案内します。急いで！』

「頼たのむ玉露！　……弐毛、ありがとう。よくやってくれた！」

　お陰かげで、鍵かぎ屋やの様子を窺うかがいながら当てずっぽうで霞芽を捜さがす必要が無くなった。

　玉露が指示したのは、閂かんぬき街がいでも奥まった場所にある屋や敷しき。あの日、雪せつ月げつ家かの子供を蹴け飛とばした男が住む屋敷だという。

　霞芽は、この近辺の家々に盗ぬすみに入り金品を盗みだすと同時に、真の標的の家を虎こ視し眈たん々たんと捜そう索さくしていたのだそうだ。

　そして今、弐毛が白びやく夜やから聞き出した情報で、遂ついに御霊もその場所を知ることが出来た。

　人ひと気けの少ない道を疾しつ走そうしながら、まだ騒さわぎになっていないことに少し安あん堵どする。少なくとも、まだ霞芽は見つかっていないようだ。

　だが同時に、閑かん散さんとした夜の町並みに妙みような違い和わ感かんを覚えた。

　勿もち論ろん、その屋敷はタカ派の人間が住まう屋敷だ。今も街のどこかで仲間を殺した犯人を捜さがし、息巻いているかもしれない。

　しかし、裏を返せばあの男も殺人犯の標的であるはずなのだ。狙ねらわれる可能性がある以上、本人が出で張ばっているとしても、屋敷の周囲に人を配置するのは当然ではないだろうか。

　にもかかわらず、その屋敷に近づくうちに、むしろどんどん人ひと気けが無くなっていく──。

　もっとも、今は人が少ないならその方がありがたい。頭の片かた隅すみに芽め生ばえた奇き妙みような違和感を振り払い、御霊はようやく目的の屋敷を正面に捉とらえた。

　流石さすがに大きい屋敷だ。立派な和風の門構えと重じゆう厚こうな外がい壁へきは、いかにもタカ派らしい頑がん固こで堅けん牢ろうな印象を覚える。

「よし、近くに人は居ないな」

　霞芽はもう中だろうか。それとも御霊の方が早くついたのか。

　どちらでも構わない。事情が事情だ。とにかく一度中に入って霞芽の動向を探らなくてはならない。

　一番マズイのは、タカ派の人間と鉢はち合あわせすることだが──。

「霞芽に呼びかける必要もあるから、留る守すにしてくれてるとありがたいんだが」

　もし中に誰だれか居れば、途と端たんに霞かす芽めと話をすることは難むずかしくなる。そもそも姿を消せる霞芽の気配を探るのが一番難むずかしいのだ。話をしようにも、御み霊たまの姿を見たらすぐにでも逃げ出してしまうかもしれない。

「考えるだけ時間の無む駄だだな。玉ぎよく露ろ、とにかく中に入ろう！」

　力強く足を踏ふみ込んだ御霊だったが、しかし、返ってきたのは沈ちん黙もくだった。玉露の澄すんだ綺き麗れいな声が聞こえず、腕うで輪わに眼めを落とした時。

「玉露？」

　足を止める。玉露の腕輪がばっさりと切断され、足あし下もとに落ちていることに気づいた。

『み、た……に、げ……』

　微かすかに響ひびいた声が、危険を告げるものだと理解した瞬しゆん間かん。

「──御霊殿どの、このような夜よ更ふけに何用でありますか？」

　聞き覚えのある少女の声。しかし聞き慣れない抑よく揚ようの無い声が、闇やみの中から聞こえた。

　途と端たん、密度の高い空気の壁かべに押されるような強い気配を感じ、御霊は咄とつ嗟さに背後へ飛び退のきながら、声のした方向、正面を見み据すえる。

　煌こう々こうと降ふり注そそぐ月光を浴びて、影の中から浮かび上がったその姿は。

「被ひ沙さ護ご……？」

　暗くら闇やみから滲にじみ出るように現れたのは、風ふう来らい人じんの阿あ潟がた被沙護で間ま違ちがいなかった。
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「ごきげんよう御霊殿。今宵こよいは随ずい分ぶんと猛たけ々だけしいお姿でありますな。妙みように圧あつ迫ぱく感かんのある霊れい力りよくの持ち主だとは思っていましたが、鬼おにの妖よう怪かいでしたか……なるほど」

　おかしい。こんな所に被沙護が居ることもそうだが、感じる被沙護の雰ふん囲い気きがこれまでとまるで違う。

　眼が据すわり、朗ほがらかだった笑みはどこかに消え失せてしまっている。無手のまま、ぼんやりと立っているようにも見えるが。

　──な、何だ……？

　これ以上被沙護に接近することを体が拒こばんでいる。

　大して歳としの変わらない少女が一人立っているだけのはずなのに、御霊は眼がん前ぜんに巨大な怪物が口を開けて待ち構えているような、捕ほ食しよく者しやに怯おびえる小動物のような心ここ地ちに陥おちいった。

　それほどまでに、立ち塞ふさがる被沙護の威い圧あつ感かんは強力だ。ここまで走ってきた疲労とは違う、冷たい汗が背中に流れていく。

「腕輪については失礼いたしました。木こ霊だまの腕輪……外がい界かいでも珍めずらしいものですが、所有者は大たい抵てい厄やつ介かいな相手ばかりでしたので。夜が明けて、可能でしたら出来る限りの弁べん償しようを」

　切断された玉露の腕輪に眼を落とし、歯は嚙がみする。

「夜が明けて……？　被沙護、お前こんな所で何してる」

「拙せつ者しや、鍵かぎ屋やによって雇やとわれまして、今宵こよいはこの屋や敷しきの門番を任されているであります」

　そう言った被ひ沙さ護ごの腰元で、瓢ひよう箪たんが夜風に揺ゆれた。

「拙せつ者しや、これでも血ち生なま臭ぐさい道を歩んで参った身。恐れながら申し上げるでありますが……この穏おだやかな街で、拙者に敵かなう妖よう怪かいはそうそう居おりますまい。無む論ろん、御み霊たま殿どのであっても」

　経けい緯いは不明だが、鍵かぎ屋やの何者かが被沙護にタカ派の屋や敷しきを護ご衛えいする役目を与えたのだ。被沙護は外から来訪した妖怪、その戦力を当てにされたのかもしれない。

　御霊では、被沙護の力量を一ひと目めで判断することは出来ないが、少なくとも。

　──こ、この威い圧あつ感かんは。

　かつて対たい峙じした──黒こく竜りゆうにも匹ひつ敵てきするように思えた。

　昼間の柔にゆう和わで明るかった被沙護ではない。被沙護に対する印象との差が、却かえって被沙護が秘める嫌いやな迫はく力りよくを増しているようにも思える。

「……昼間とは、随ずい分ぶん雰ふん囲い気きが違うな」

「恥はずかしながら、公こう私し混こん同どうは御ご法はつ度とでありますので……無論、一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩おん義ぎは忘れてはおりませぬ。が、それとこれとは話が別」

　感情を窺うかがわせない声が夜風に乗って御霊に届く。互いの距きよ離りはおよそ五メートル程だ。

「御霊殿、その線を越こえた瞬しゆん間かんから──拙者は貴き殿でんを敵とみなし、撃げき退たいするであります」

　いつの間に描かいたのか、御霊の足あし元もとには境きよう界かい線せんのように線が引かれていた。

「今宵こよいはその線より、アリの子一匹通してはおりませぬ。ここを通ろうとする者は、誰だれであろうと容よう赦しやするなと仰おおせつかっております故ゆえ……御み霊たま殿どの、お引き取りを。貴き殿でんを殺すのは忍びないであります」

　もしその言葉が本当なら、霞かす芽めはまだここに来ていないことになる。しかし、霞芽は堂々と鍵かぎ屋やの屋や敷しきに侵しん入にゆうして盗ぬすみを働くほどの胆たん力りよくを持ち、更さらには自分の妖よう怪かいとしての能力にもある程度の自信を持っているはずだ。

　鋼こうが、そうだったように。

　もしこの後、霞芽が被ひ沙さ護ごの危険性を察さつ知ち出来ずにこの線を越こえるようなことがあれば。

　──マズイな……。

　確信がある訳わけではない。だが立ち塞ふさがる被沙護の眼がん光こうは、本当にアリの子一匹見逃さないように思えるほどの鋭するどさがある。

「被沙護、ここに女の子が来るかもしれないんだ！　詳くわしく説明出来ないが、その子を助けたい。力を貸してくれないか？」

「今宵こよいに限っては、承しよう認にん出来ないであります」

　即そく座ざに拒きよ否ひの意思が返ってくる。被沙護と共に霞芽を待てれば一番だと思ったのだが。

「御霊殿、繰くり返しますがお引き取りを。失礼ながら、邪じや魔まであります」

　あくまでも門番として、疑わしきは排はい除じよする。そういうことなのだろう。

　御霊もいよいよ表情を鋭くし、纏まとう雰ふん囲い気きを張り詰めさせていく。

「被沙護、どいてはくれないんだな」

「生あい憎にくですが御霊殿、仕事に関して私情を挟むつもりは──毛もう頭とうありませぬ」

　たとえ誰だれであろうとも、この線を越えて生き延びることは難むずかしい。ここで待っていても、霞芽が御霊に声をかけるとは考えづらい。

　霞芽と合流することが何より難しい課か題だいだが、ここで立ち往おう生じようして、もしまた眼めの前で命を散らせるようなことになったら。

　──それだけは駄だ目めだ。とにかく……被沙護を無力化できれば！

　どの道、大人しく帰るつもりもない。覚かく悟ごを決めてその線を越えようとした瞬しゆん間かん。

「っ！」

　被沙護から強きよう烈れつな怖おぞ気けが吹きつけ、体が凍いてついたように上げた足を下ろせなくなった。

「御霊殿。貴殿がどのような事情で鍵屋に属し、拙せつ者しやの前に立っているのかは存じませぬ。が、戦いに身を置くと言うのであれば──」

　冷やかな視線が御霊を容よう赦しやなく射い抜ぬき、御霊は思わず一歩後退する。

「身の程と、引き際ぎわ。この二つをわきまえることを、覚えた方が宜よろしいでありますよ」

　一いつ瞬しゆんで理解した。今の御霊では、勝ち目は恐らく無いだろう。

　たった一人で外がい界かいを生き残り、そしてどういう経けい緯いかは知らないが、今は鍵屋の信しん頼らいをも勝ち取っている被沙護の実力は計り知れない。

　一度撤てつ退たいし、態たい勢せいを整えて出直す。今日は満月だ、雲もない。霞かす芽めがこのまま見つからない可能性もある。それに賭かければ誰だれもが最低限の傷を負うだけで事態は収しゆう束そくするはず。

　──あぁ、それも一つの手だ。だけど。

　今の自分の思考こそが──甘えきっていた、かつての自分の弱さだ。

　未いまだ当然のように頭に浮かぶ、理り路ろ整せい然ぜんとした言い訳わけに、自分でも失しつ笑しようしてしまう。

　自分は今、被沙護に怯おびえたのだ。

「……被沙護、俺は、身の程も引き際ぎわも、嫌いやってほどわきまえてるつもりだ」

「それは何より。では御み霊たま殿どの、互いに今宵こよいのことは忘れましょう。いずれまたどこかで」

　小さく目もく礼れいした被沙護に、しかし御霊は動かない。不ふ敵てきな笑みすら見せながら、堂どう々どうと己おのれの言葉を夜や気きに響ひびかせる。

「けどな──俺はこんな所で引き返さないし、お前に負けるつもりもないんだ」

　ここで退しりぞいて、もし霞芽の身に何かあったらどうするつもりなのか。安全策をとって、取り返しがつかなくなったら元も子もない。

　この線を越こえれば死ぬ。だったら死ぬ前に被沙護をどうにかすれば良いだけの話。

　御霊は自分が何な故ぜここに居るのかを自問する。そして揺ゆるぎない答えはそこにあった。

　──雪せつ月げつ家かの家族に、希望を見たからだ！

　受け継いだ理想。その形があそこにあった。命を懸かける理由には、それだけで充じゆう分ぶん過ぎる。

　御霊は躊ちゆう躇ちよ無く足を前に出し、叫ぶ。

「死ぬのが怖くて理想が追えるか！」

　直後、御霊は生と死の境きよう界かい線せんを、笑わせるなと踏ふみにじった。

「行くぞ被沙護！　悪いがそこを退どいてもらうっ！」

　霊れい力りよくを全開まで高め、御霊の銀ぎん髪ぱつが闇やみ夜よに揺れる。

　被沙護との距きよ離りはおよそ五メートル。こちらは玉ぎよく露ろの腕うで輪わを失い霊力の補助が受けられない。勝しよう機きがあるとしたらやはり万ばん象しよう錠じようによる一いつ閃せん。だが抜ばつ刀とうは恐らく一度が限度。それを外せば自分は途と端たんに動けなくなる。

　まずは被沙護の出方を窺うかがい、確実な間合いに持っていく。問題はこの底知れぬ力を秘めた少女がどう攻めてくるか。

　これだけの距離があるにもかかわらず、被沙護は御霊に一いつ切さい気け取どられぬうちに玉露の腕輪だけを正確に切断した。それだけで既すでに技量で敵かなわないことは明白だ。

　勝負を決めるのは、一いち撃げき必ひつ殺さつの間合いを、御霊が見切れるか否いなか。

「……死に意味は無く、無意味こそ忌いむべし」

「え？」

　不意に、被沙護がそんな言葉を呟つぶやいた。

「『我われ々われ』の抱いだく人生の鉄則です。拙せつ者しやは、御霊殿のような蛮ばん勇ゆうを持ち合わせておりませぬ。故ゆえに御み霊たま殿どの、その意気込みに応えることが拙せつ者しやには叶かなわぬと、それだけはご理解頂きたい」

　それは、恩おん情じようを期待するなという被ひ沙さ護ごなりの死刑宣告だったのかもしれない。被沙護の纏まとう気配が一気に冷たくなり、御霊の鼓こ動どうが死の気配を感じて大きく高たか鳴なる。

「では──一いつ層そうのご覚かく悟ごを」

　次の瞬しゆん間かん、被沙護は腰元にぶら下げてあった白い瓢ひよう箪たんを手に取り真横に振り抜いた。途と端たん、御霊の眼めの前に澄すみ切った白はく刃じんが閃ひらめく。

　咄とつ嗟さに身を翻ひるがえし、その何かを回かい避ひした御霊だったが、被沙護が手元で瓢箪を回すと、更さらに夜や気きを切り裂さく一いつ閃せんが上から御霊に襲おそいかかってくる。

　──速い！

　瓢箪から何かが飛び出しているのは眼の端はしで捉とらえられるが、それがどういう形で、どんな軌き道どうを描えがいて、どんな威い力りよくで御霊に迫せまってきているのかが追い切れない。

　被沙護が振るう瓢箪の動き、その動きに合わせ、一いつ瞬しゆん後に延長線上で何かが空くうを切る。

　風を切る高い音だけが御霊の耳に響ひびき、その都つ度ど御霊は背せ筋すじが凍こおるような恐怖に襲われる。直ちよく撃げきすれば即そく座ざに致ち命めい傷しようを受ける何かだと、感覚で分かるからだ。

　と、被沙護が小さく身を回しながら御霊の足あし下もとを狙ねらって瓢箪を振り抜いた。思わず背後へ飛びずさる御霊だったが、宙に躍おどった体では回避が出来ない。

「しまっ──」

　咄とつ嗟さに胸の前で腕を交差させる。しかし、そんな拙つたない防ぼう御ぎよを嘲わ笑らうかのように、針はり穴あなをも通す正確な刺し突とつが、防御の隙すき間まから御霊の胴どう体たいに突きこまれた。

「うあぁぁっ！」

　鋭するどい激げき痛つうに声を上げる。同時、被沙護の得え物ものの正体に気づいた。

　──水……？

　着地に失敗し、無ぶ様ざまに背後に転がる直前。御霊は自分の胴体に突き刺さる澄み切った水の刃やいばを確かに眼で捉えていた。

　すぐさま体たい勢せいを立て直す。傷は思ったより深くない。足下には、先ほど御霊が踏ふみ越こえた境きよう界かい線せんがあった。

　被沙護は一度もその場から動いていない。御霊の背後へのジャンプが、被沙護の刃が突き刺さる直前で、ギリギリ射しや程てい範はん囲いを外れたのだ。

　だから軽けい傷しようで済んだ。しかし裏を返せば被沙護に一歩も近づけなかったということであり、同時に、もしまだ御霊の体がこの線の内側にあったら。

「命を拾ったでありますな、御霊殿」

「水、か」

　御霊の言葉に、被沙護が軽く頷うなずいて瓢箪を逆さかさにする。澄んだ一筋の液体が伸びるように落ちていき、しかし地面に着くことなく静止した。

　まるで、瓢ひよう箪たんを柄つかにした一振りの刀のように。

「水すい刀とう・瓢ひさご柄え。お見知り置きを」

　水の形状を自在に変化させ、操あやつる固こ有ゆう霊れい術じゆつだろう。実態が無い分、捉とらえ所どころが無く厄やつ介かいだ。

「……どうして追つい撃げきしなかった」

「門番が持ち場を離はなれる訳わけにはいきませぬ」

　被ひ沙さ護ごはやはりその場から動こうとしない。門番という任にん務むを全まつとうするために、恐らくはあの位置が防ぼう衛えいと迎げい撃げきに最も適した位置取りなのだろう。

　愚ぐ直ちよくな姿勢は確かに被沙護らしい。だが、もしかしたらこれが活路になるかもしれない。

「この距きよ離り……御み霊たま殿どのに越えられますか？」

　五メートル。万ばん象しよう錠じようなら充じゆう分ぶん施せ錠じようが可能な範囲だ。

　──本当は、使いたくないんだが。

　被沙護は邪じや悪あくな妖よう怪かいという訳わけではない。あくまで己おのれの任務に忠実なだけだ。だから、御霊はそんな被沙護に万象錠を振るわない。

　結局、いつも万象錠に頼たよってしまう自分の弱さが歯がゆいが、それでも今はまだ万象錠に頼るしか、被沙護を突とつ破ぱする手立てはない。

　だから、あの瓢箪さえ封じることが出来れば──。

「それは、お前が見み極きわめろ。だから……被沙護！　お前にも見せてやる！」

　勝負は一いつ瞬しゆん。召しよう喚かんと同時に距離を詰め、被沙護の瓢箪を封じ、抜ばつ刀とうの代だい償しようとなる激痛が襲おそってくる前に肉にく薄はくし、渾こん身しんの一いち撃げきを懐ふところに決める。

　鬼おにの腕力が至し近きん距離で叩たたき込まれれば、大たい概がいの者は一発で昏こん倒とうする。被沙護には悪いが、これほどの実力者であれば、そうそう致ち命めい傷しようを負うことはないだろう。

「行くぞっ！」

　胸に手を叩きつけ、万象錠をその手に召しよう喚かんする。

「っ！」

　途と端たん、莫ばく大だいな万象錠の霊れい力りよくを感じ取ったか、それまで微び動どうだにしなかった被沙護が弾はじかれたように大きく背後へ飛んだ。その機き敏びんな反応は予想外だったが、被沙護の背後には堅けん牢ろうな門が構えられている。必然、あらゆる意味で被沙護はそれ以上下がれない。

　先ほどの攻防とは真逆。飛びずさる被沙護を追う形で、御霊は腰に万象錠を刷はいたまま一気に突進する。

　──施錠・地ち閉へい閃せん！

　神しん速そくの居い合あい。青白い燐りん光こうを纏まとう万象錠の刀身が引き抜かれ、月下に幻げん想そう的てきな軌き跡せきを描えがく。御霊の内側から容よう赦しやなく引きずり出された霊力がその威い力りよくを増ぞう幅ふくさせ、標的を斬きる。

　強きよう烈れつな脱力感は、確たしかな効果を発はつ揮きした証あかしだ。鞘さやへと戻った万象錠が甲かん高だかい納のう刀とうの金属音を響ひびかせると同時、被沙護の瓢箪の口が絶対の力で封じられた。

　正面から迎げい撃げきしようと構えた被ひ沙さ護ごの眼めが、水を吐はき出さない瓢ひよう箪たんの異常に一いつ瞬しゆん下へ落ちる。その隙すきを御み霊たまは見逃さない。

「もらったぁぁぁっ！」

　一いつ切さい速度を落とさず、被沙護の胴どう体たいへ加速力を加えた拳こぶしを炸さく裂れつさせる。

　完かん璧ぺきなタイミング。岩石をも砕くだく鬼おにの拳を、被沙護ごと背後の門をぶち破る勢いで打ち放った。被沙護の体は風に舞まう木の葉のように宙に飛び、御霊は勝利を手にする。

　はずだった。

「な──っ!?」

　パシャン。と、水の表面に石が落ちたような、そんな呆あつ気けないほど軽い音が響ひびいた。

　見れば、御霊の拳と被沙護の胴体の、ほんの数ミリ単位の間に、真しん紅くの壁かべが出現している。

　被沙護の右手首を起点としているその防ぼう壁へき。そして、左手の爪つめには血が滲にじんでいた。

　──自分の血で、防ぼう御ぎよの膜まくを!?

　圧力をかけられた液体はクッションのようになる。毒どく々どくしい赤色の膜は強力な緩かん衝しよう材ざいとなって御霊の拳の威い力りよくを完全に封ふう殺さつしていた。

　柔じゆうよく剛ごうを制すを文字通り体現する血液の防壁。激げき突とつの刹せつ那な、瓢箪が封じられたことに気づいた被沙護は一いつ瞬しゆんという時間すら必要とせず、自分の手首を爪で切り裂さき、己おのれの血液を以もって防御を可能にしたのだ。

　反射に近い動きでなければ出来ない芸当だ。一体どれほど冷めきった思考力があれば、こんな一か八ばちかの手を当然のように実行し、苦もなく成功させられるのか。

「刀とう鍵けん・万ばん象しよう錠じよう……武具に使われるとはこのことでありますな」

　茫ぼう然ぜんと眼めの前の神かみ業わざに息を飲んでいた御霊は、胸むな倉ぐらを掴つかまれ地面に突き倒される瞬しゆん間かんまで、まともな思考力を取り戻せずにいた。

　──これが、外の妖よう怪かい……。

　痛感する絶対的な差。途と方ほうもない自分との距きよ離り。何の言い訳わけも出来ない、完敗だった。

　それを認めた瞬間、万象錠の代だい償しようが襲おそってきた。全身を引き千ち切ぎられそうな程の痛みが、容よう赦しやなく御霊を締しめ上げる。

「う、ぐぁ……っ！」

　被沙護は自分の足あし下もとで悲痛な呻うめき声を上げる御霊に、無感情な瞳ひとみを向けた。

「無ぶ様ざまですな御霊殿。残念であります」

　振り上げられる被沙護の右腕。月光を遮さえぎり、御霊の喉のど元もとへ暗い死の影を落とすのは、鋭するどく変容した先ほどの血液だ。手首から生はえる鮮せん血けつの大おお鎌がまが、今まさに振り下ろされる。

　こんなにも死を近く感じるのは、人間界で黒こく竜りゆうと対たい峙じして以来だ。しかし、絶望感はあの時より遙はるかに勝る。

　無力感と絶望感が思い起こさせるのは、人間界での一件。

　──美み久く地じ……っ！

　その姿が脳のう裏りに浮かんだ瞬しゆん間かん。御霊の心に炎が燃もえ上がった。

　負けられない。まだ御霊は生きている。万ばん象しよう錠じようとの契けい約やくで全身を蝕むしばむ激痛は未いまだに御霊を捕とらえているが、それだけで死ぬことはない。

　右腕は動く。左腕はまだ万象錠を握っている。そして、眼めは確かに前を見ている。

　──そうだ……たとえ死ぬとしても！

　諦あきらめることは許されない。自分に負けたまま終われない。

　その決意が限界に近い肉体を奮ふるい立たせた瞬間。被ひ沙さ護ごの腕が振り下ろされた。

　まさに死の刹せつ那な。御霊は歯を食いしばって左腕を振り、万象錠の鞘さやで被沙護の赤い刃やいばを受け止める。だが、被沙護は平然と御霊の防ぼう御ぎよを打ち払い、左腕を踏ふみつけた。

　左腕は封じられた。残る武器は右手の拳こぶしのみ。時間稼かせぎにもならない決死の防ぼう衛えいが生んだこの一いつ瞬しゆん。ものに出来なければそこまでだ。

　だから、この一瞬に賭かける。問題は、これまでまともな成果を出せなかった霊れい力りよくの放出を、この土ど壇たん場ばで、それも最大出力で打ち出せるか否いなか。

　だが、御霊は迷わなかった。

　イメージするのは、迸ほとばしる霊力を比ひ類るい無き武器としていた男。

　──逆さか神がみっ！

　かつての黒こく竜りゆうの戦い方を自分に重ね、御霊は渾こん身しんの霊力を込めて拳を打ち出す。

「はあぁぁぁっ！」

　正面から激げき突とつする、被沙護の刃と御霊の拳。

　御霊の拳など粘ねん土ど細ざい工くも同然に切り裂さかれ、瞬しゆん時じに喉のどを掻かき切られる。そんな結末を、御霊も覚かく悟ごしていた。

　無限にも感じられる静せい寂じやくが、一秒、二秒と流れていく。

「……っ？」

　死しに神がみの舌の上で弄もてあそばれているような、生きた心ここ地ちのしない時間。果たして自分は死んだのかと、恐る恐る眼を開ける。

　被沙護は、まだそこに立っていた。鮮せん血けつの刃を振り下ろし、御霊の拳と激突させた姿勢のままで。

　痛いほどの静けさに、御霊は本当に時間が止まったのかと錯さつ覚かくした。しかし、少なくとも御霊の拳は傷を負っていない。素手で被沙護の刃を殴なぐりつけたというのにだ。

「……は、は」

　耳に届いた被沙護の笑い声に、御霊は眼を見開く。それまで能のう面めんのようだった被沙護の表情が、徐じよ々じよに曇くもっていく。

　ガクガクと腕を震ふるわせ、必死に何かを堪こらえるように全身に力が入っているのが分かる。

「……み、御み霊たま殿どの……貴き殿でんという御お方かたは」

　絞しぼり出すような被ひ沙さ護ごの声を、御霊は拳こぶしを突き出したまま聞く。

「全まつたく──訳わけの分からぬ御ご人じんであります」

　次の瞬しゆん間かん、御霊と被沙護を隔へだてる空間が爆ばく発はつした。

「うあっ！」

　至し近きん距きよ離りで炸さく裂れつした巨大な大気の爆発に、御霊は地面に痕あとを残しながら大きく背後へ飛ばされる。

　しかし、それは被沙護も同様だった。

　地面に組み伏ふせられていた御霊と違い、御霊を組み伏せた体たい勢せいのまま懐ふところで爆発を受けた被沙護は、呆あつ気けなく空中へと投げ出された。

　結果。風に舞まう木の葉はおろか、撃うち放たれた矢を思わせる猛もう烈れつな勢いで背後に吹き飛んだ被沙護は、手首から生はえる血の刃やいばを単なる血ち飛沫しぶきへと爆ばく散さんさせ、守るべき屋や敷しきの門をその体でぶち破り、跡あと形かたもなく破は砕さいした瓦が礫れきの中へと沈んだ。

　門が木こつ端ぱ微み塵じんになる轟ごう音おんと、響ひびき渡った地じ鳴なりを全身で感じながら、御霊は体を起こし、唖あ然ぜんとしたまま朦もう々もうと立ち込める眼めの前の粉ふん塵じんに見入った。

「俺が……やったのか？」

　脱力感は半はん端ぱではないが、それでも確かな手て応ごたえのようなものを感じた。力の入らない右腕は、だらりと骨が抜けたように大地に落ちている。

　軽く力を入れてみると麻ま痺ひしたように手の感覚が無い。しかし一いつ瞬しゆん、真しん紅くの電流のような光が静電気を思わせる破は裂れつ音おんを響かせて消えた。

「……ふ」

　無意識だった。この状況でそんな余裕など微塵もありはしないというのに。

　その口元には、確かな微び笑しようが浮かんだ──。

　だが、直後。瓦礫が崩くずれる音が響き、御霊は冷れい徹てつな現実へと引き戻される。

　あの程度で、被沙護が倒れるはずがない。危き機きはまだ去っていなかった。

「くっ……」

　玉ぎよく露ろの補ほ助じよなしに万ばん象しよう錠じようを振るい、更さらに今しがた放った火事場の馬ば鹿か力のせいで、体はまともに動かない。

　粉塵のカーテンを払いのけ、阿あ潟がた被沙護が門の残ざん骸がいの上に立つ。身に纏まとう服こそ汚よごれ、手首の傷からは血が滴したたっているが、それ以外にダメージを負っているようには見えなかった。

　今の一いち撃げきで通じないなら、最も早はや御霊に打つ手はない。逃げようにも全身に力が入らない。

　──ここまでか……。

　一歩ずつ近づいてくる被沙護に、御霊は苦い表情で奥歯を噛かむ。そして。

「御霊殿──」

　被ひ沙さ護ごは再び御み霊たまを見下ろすと──朗ほがらかに微ほほ笑えんでみせた。

「いやー、おみそれいたしました！　まさか一いち撃げき貰もらうとは、恐れながら夢にも思ってなかったでありますよ！　流石さすがは御霊殿どのでありますなぁ、あれほどの隠かくし玉を持っていたとは！」

「……は？」

　豹ひよう変へんと言ってもいい被沙護の変へん貌ぼうに、御霊は理解が追い付かない。

「なるほどなるほど。刀とう鍵けん・万ばん象しよう錠じようは拙せつ者しやに本気を見せたと思わせるための囮おとりだった訳わけでありますな。拙せつ者しやの油断を誘さそい、優ゆう位いに立ったと錯さつ覚かくさせ、まんまと懐ふところに入り込み、本命の一いち撃げきを叩きこむ……うーむ、見事であります！　恐れ入りました！」

　ニコニコと笑いながら、的まと外はずれな分ぶん析せきを始める被沙護に、御霊は開いた口が塞ふさがらなかった。

「お、お前……何がどうなってんだ？　門番、なんだよな？」

「ふむ？　門番……あぁ、もしかしたらそんな仕事を請うけ負ったのかもしれませんな。ですが見た所によると」

　背後の瓦が礫れきをぼんやりと眺めてから、被沙護が振り返って小首を傾かしげる。

「守るべき門が、無いようでありますので……おや、無いようで有りますとは、これまた言いえて妙でありますなぁ」

　腕を組んで何度か頷うなずいている被沙護から、あの刺すような敵てき意いは感じられない。

「お前、一体？」

「あぁ拙者、昔から終わった仕事のことは長く覚えていられないでありますよ。そうでないと、色々なしがらみの多い身の上でありますので」

　つまり。仕事の時は容よう赦しやないが、普段は仕事のことを忘れている。ということだ。

　──な、何て厄やつ介かいな。

　御霊が呆あきれ果てていると、被沙護が腰の瓢ひよう箪たんに手を回した。

「それより御霊殿、酷ひどい有あり様さまではありませぬか！　少々お待ち下さい」

　被沙護が腰にぶら下がっている三色の瓢箪のうち『青色の瓢箪』を手に取る。

「はい御霊殿、あーんであります。元気が出るでありますよ」

「誰だれのせいでこうなったと……あー、分かった、分かったから顔を近づけるな！」

　屈くつ託たくなく微ほほ笑えむその顔に毒どく気けを抜かれ、御霊は仕方なく口を開ける。そこに優やさしく当てられた瓢箪から、冷たい液体が少量、口内に流れ込んだ。

　途と端たん。

「う、お？　おぉぉっ！」

　一ひと際きわ大きく鼓こ動どうが高たか鳴なり、瞬またたく間に全身に活力がみなぎってきた。驚おどろいたことに、被沙護に刻まれた胴どう体たいの傷も瞬く間に塞ふさがっていく。

「な、何だこれ、力がどんどん湧わいてくる」

「ふふふ、秘ひ蔵ぞうの一品であります。飲みすぎなければ死ぬことはありませぬのでご安心を」

「え？」

　知らぬ間に、また死線を越えていたらしいと御み霊たまは絶ぜつ句くした。

「さて、叱しかられぬうちに退たい散さんするでありますよ。では御霊殿どの、ごきげんよう。いずれまたどこかでお会いしたいでありますなぁ」

「お、おい、どこ行くんだよ。屋や敷しき、守らなくていいのか」

「門を守れぬ門番である拙せつ者しやは、既すでに……雇やとい主ぬしにとって無意味なのであります。そして戦場において無意味な存在とは、死んでいることとなんら変わりませぬ」

　テクテクと歩きながら、被ひ沙さ護ごがはっとする一言を告げる。

「死に意味は無く、無意味こそ忌いむべし。ということでありますよ、御霊殿。拙者は、無意味と蔑さげすまれるのも、拙者自身が無意味になるのも御ご免めんであります」

　ですが、と被沙護は足を止めた。

「今宵こよいのことを明日まで覚えている自信は無いでありますが……それでも御霊殿、先ほどの貴き殿でんの言葉は、格かつ好こう良かったでありますよ。拙者では持ち得ない考え方でありました」

　肩かた越ごしに向けられた笑みは、上うわ辺べだけのものでなく、内から滲にじみ出るような優しさが表れていたような気がした。

「では御霊殿、これにて失礼するであります。そちらの方も、道中お気をつけて」

　そう告げた被沙護は長い三つ編あみをしならせて、猛もう烈れつな勢いで走り去って行った。瞬またたく間に見えなくなったその後ろ姿に、御霊は押し黙だまる。

「阿あ潟がた被沙護……生き長らえることにこそ、意味がある、ってことか」

　とてつもない経けい験けんをしたと、御霊はようやく深く肺はいに酸さん素そを取り込んだ。

　だが、戻ってきた静けさが、やっと御霊に本来の目的を思い出させる。

「そうだ、霞かす芽め！　って、被沙護の奴やつ、今何て言った？」

　そちらの方も、道中お気をつけて。そう言った。だが、見回しても人の気配はない。

　否いな、視界の隅すみで、未いまだ残る粉ふん塵じんが不自然に揺ゆれた──。

「まさか、今のが」

　被沙護との戦いは、時間にして五分にも満たないものだったはず。霞芽が追い付き、ほとぼりが冷めるまで様子を見守っていたとしたら。

　そして、被沙護が霞芽の気配に気づいていたとしたら。先ほどの言葉も納得がいく。

　ならば、厄やつ介かいな門番と、道を阻はばむ門が無くなった今、霞芽は屋敷へ潜せん入にゆうしたはずだ。

「しまった、出遅れたか！　ぎょく──ろは、駄だ目めか」

　被沙護に腕うで輪わを切断されていたことを思い出す。

　皮肉にも被沙護が飲ませてくれた瓢ひよう箪たんの液体の効果で、全身に力が戻っている。問題無く行動出来そうだ。

「くそっ、一人で行くしかないか！」

　満月の夜はまだ終わらない。
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　瓦が礫れきを踏ふみ越こえて屋や敷しき内に入った御み霊たまは、重苦しい静せい寂じやくに不ぶ気き味みなものを感じた。

　あれだけの爆ばく音おんが轟とどろいたというのに、屋敷内から人が出てくる様子はない。やはり無人だったのかと御霊は考えるが、それにしては充じゆう満まんしている空気が淀よどんでいる。

　嫌いやな胸むな騒さわぎが御霊の焦しよう燥そう感かんを煽あおった。

「霞かす芽め！　聞こえるか！　篝かがり火び御霊だ！」

　ひとまず声をかける。月光の中で姿を消せる影かげ女おんなの能力は、裏を返せば暗くら闇やみでは効果を発はつ揮きできないということになるはず。

　屋敷内に明かりは灯ともっておらず、霞芽の姿は見えるはずだが、今の所その気け配はいは無い。見えないものを捜さがすということが、そもそも相当難なん儀ぎなのだが。

　そして、畳たたみが敷しき詰められた大部屋の襖ふすまを開いた瞬しゆん間かん、御霊は驚きよう愕がくでたたらを踏んだ。

　大きなガラス窓から月光が射さす部屋の中、誰だれかが、布ふ団とんに横になっている。

　人が居たのかと今いま更さらながらに息を殺すが、その人物の姿に見覚えがあるような気がした。

　恐る恐る、横になっている人物に近づいていく。一歩、また一歩と足を踏み出すごとに、生なま温ぬるい空気が体を圧あつ迫ぱくする。

　眠っているのは男のようだ。体格が良く、口元は立派な鬚ひげで覆おおわれている。

　枕まくら元もとに立つと、あの時、雪せつ月げつ家かの子供を蹴け飛とばしたタカ派の男だということに気づいた。

　だが、その顔にはゾッとするほど生気が無い。眠っているとはいえ、あの時に感じた頑かたくなな力強さが、微み塵じんも感じられない。

　大きな窓から差し込む月光に照らされるその顔は、人形のように真っ白だ。

「……噓うそ、だろ」

　死んでいる──。

　思考が凍こおりつき言葉を失う。とにかく確かめようと、かかっている布団を剥はがす。

「……っ！」

　その凄せい惨さんさに、思わず口に手を当てて後ずさる。

　深々と抉えぐられた胴どう体たいからはおびただしい量の血液が流れ出ており、一ひと目めで生存を絶望視してしまうほどに、その遺い体たいには死が絡からみついていた。

　タカ派の人間が、惨ざん殺さつされている。これまで続いていた殺人の遺体状況と同じだ。

　落ち着け、と御霊は遺体を前に何とか呼吸を整える。

　被ひ沙さ護ごが門を守っていた以上、誰かが屋敷に侵しん入にゆうすることは不可能のはず。鍵かぎ屋やに所属し、面めん識しきがあった御霊ですら刃やいばを向けられたのだ。あの状態の被沙護が例外を認めるはずもない。

　では誰が。そう思った時、一つの可能性に行き着いた。

　霞芽の能力が想像以上に強力で、被沙護の眼めをかいくぐって屋敷に侵入し、そして憎ぞう悪おの対象であったこの男を──。

　そんな暗い考えを抱いだいた瞬間。

「何者だっ！」

　外から鍵かぎ屋やの陣じん羽ば織おりを纏まとった男達が慌あわただしく部屋へ駆かけつけた。数は三人。マズイ、と息を飲むのも束つかの間ま、現場の惨さん状じように男達が瞠どう目もくする。

「篝かがり火び御み霊たま……貴様ぁぁっ！」

　恐らくは、門が崩ほう壊かいする音を聞きつけてやってきたのだろう。三人とも、あの時一いつ緒しよに居た一隊の者達だ。

　──くそっ、最悪だ！

　状況だけを見れば、犯人は御霊以外に考えられない。そう思われても仕方ない。

「阿あ潟がた被ひ沙さ護ごを破ったのか……」

　一いつ瞬しゆん、御霊を畏い怖ふするような言葉が漏もれた。タカ派の者達にも一いち目もく置かれていた被沙護とは一体何者なのだろうか。

　考えてみれば、この屋や敷しきの近くに警けい備びの人間が居なかったのは、被沙護を信しん頼らいすると同時に、その戦力を危険視していたからかもしれない。確かにあれほどの実力者だ、近くに居れば足手まといどころか巻き添ぞえを食らいかねない。

　だが、それほどの妖よう怪かいが、よりにもよってタカ派の屋敷を守っていたのはどういうことか。

　窮きゆう地ちに陥おちいっている割に、頭の回転は速かった。

「待ってくれ。俺おれが駆けつけた時にはもう──」

「黙だまれ妖怪がっ！　とうとう本ほん性しようを現したな……やはり貴様を鍵屋に迎むかえ入れたのは間ま違ちがいだったのだっ！」

　聞く耳持たぬと、男達が一いつ斉せいに刀を抜いた。吹き付ける霊れい力りよくは、刀とう鍵けんのものだ。

　幾いくら人間とは根本的な体力が違うといっても、彼らは鍵屋。そして手にする武器は、そんな力の無い人間が妖怪に対抗するために生み出された、対妖怪用の兵へい装そうである刀鍵だ。

　対妖怪の訓練を積んできている彼らを相手にしては、幾らなんでも分ぶが悪い。タカ派の一員であるなら、御霊の言葉も届かないだろう。

　──結局、夜よ凪なぎさんの言った通りか。

　何とかこの危き機きを脱しなければ、篝火の名に消えない傷が残ることになる。だが、鍵屋を相手に実力行使に出てしまっては、それこそ問題だ。

「篝火久く遠おんが遺のこした負の象しよう徴ちよう。ここで消え失せよっ！」

　しかし、逃げた所で誤ご解かいは解とけない。篝火御霊が一連の事件の犯人だとタカ派に騒さわがれたら、最も早はや打つ手は無くなってしまう。

　──逃げて汚お名めいを被かぶるか……ここで死ぬか、か。

　こんなにも続けざまに危き機きに瀕ひんする夜も無いなと、御霊は八はつ方ぽう塞ふさがりの状況と、自分の運の無さに呆あきれ、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいにもかかわらず苦く笑しようを漏らした。

「覚かく悟ご！」

　襲おそい来る男達を前に、やむを得ないと御み霊たまは拳こぶしを握る。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

「ぬっ!?」

　見えない何かに横から突き飛ばされたかのように、先せん陣じんを切って飛び出してきた男が不意に倒れ込んだ。

　転んだようには見えなかった。背後に控ひかえる男達も、当の御み霊たまも驚おどろいて眼めを見張る。だが、そんな衝しよう撃げきも更さらなる驚きよう愕がくで上うわ塗ぬりされることになる。

「来て」

　耳元で少女の声が聞こえたと思うや否いなや、何かに腕を掴つかまれたような感覚があった。

　直後、ガラス越ごしの月光に包まれた御霊の姿が『見えなくなった』。

　体は確かにある。なのに眼に映らない。突然の怪かい現げん象しように眼を白黒させながら、御霊は誰だれかに引きずられるまま、ガラスの方へと足を動かした。

　勢いを落とさぬその何かに引っ張られ、あわやガラスに激げき突とつすると思った瞬間。

　体がガラスをすり抜け、御霊は瞬またたく間にタカ派の者達から逃げきった──。







　御霊がタカ派の追手から逃げきった、わずか数分後。

「ちょいと遅かったかねぇ」

　崩くずれた門の前に降おり立った八や岐またが、険けわしい表情でその残ざん骸がいを見つめる。

　玉ぎよく露ろの腕うで輪わが被ひ沙さ護ごによって切断された時、玉露は真っ先に八岐に事情を伝えた。仕方なく、鋼こうをネズミに変へん化げさせ、一いつ緒しよに連れてきたのだが。

「あー、俺もう一生ネズミでいーや……」

　八岐は自分の胸の間で幸せそうに鼻の下を伸ばしている鋼に眼を落とす。大きさが丁ちよう度ど良く八岐の谷間に収まったのだ。

　煙管キセルの先で軽く鋼の頭を小こ突づいてから、八岐は未いまだに靄もやのような粉ふん塵じんを散らしている門を越えて、屋や敷しきの中に入る。

　途と端たん、八岐は敏びん感かんに異変を察さつ知ちした。

「……小こ僧ぞう、眼つぶってな。外見たらそのまま窒ちつ息そくさせるよ」

「わ、わ、分かった。あ、でもそれはそれで……むぐーっ！　ご、ごめんなひゃいぃ！」

　両側から胸を押さえつけて鋼を黙だまらせる。外が見えないように押さえつけたのは、子供の心に傷をつけないためだ。

　屋敷の中から、強きよう烈れつな血の匂いがする。

　それも、一つではない。

　警けい戒かいを強め、八岐はむせかえるような鉄の匂いを振り払い、静まり返った屋敷内を進む。そして、薄うす暗ぐらい和室へと足を踏ふみ入れた。

『ひっ!?』

　その光景に、玉ぎよく露ろが悲ひ鳴めいを上げた。玉露は腕うで輪わの装そう着ちやく者しやとある程度の五感を共有している。だから八や岐またが今見ているものも、そのまま視認出来ているはずだ。

「……こりゃ、ネズミがどうこう言ってる場合じゃないねぇ」

　まず、布ふ団とんの上に一人。そしてその周囲に三人。

　計四体。皆、全身をズタズタに切り裂さかれて絶命している──。

『ひ、酷ひどい……どうしてこんな』

　御み霊たまと霞かす芽めの姿は見当たらない。慌あわてず、八岐は遺い体たいを確認していく。

　布団の上で絶命している男は、以前に雪せつ月げつ家かの子供を蹴け飛とばした男で間ま違ちがいない。周囲の三人も、あの時一いつ緒しよに居た男達だ。

　しかし、遺体の体温がおかしい。布団の上の遺体は完全に冷え切っているにもかかわらず、周囲の三つの遺体はまだ微かすかに体温が残っている。流れている血液も固まっていない。

　まるで、つい今しがた殺されたように──。

『み、御霊様はどこですか！　ま、まさか犯人と鉢はち合あわせして……』

　張り詰めた声を上げる玉露とは裏うら腹はらに、八岐の思考は冷めきっていた。

　──この布団の男……傷口が周りの三人と一いつ致ちしていない。

　殺された時間も、凶きよう器きも違う。

　遺体を見み据すえて、八岐が推すい理りする。一体、この数分の間に何があったのか。

「玉露、門番が誰だれかは分からなかったんだね？」

『は、はい。しかし、腕うで輪わが切断される瞬しゆん間かんに感じた霊れい力りよくは……恐らく、被ひ沙さ護ご様かと』

　やはり、と八岐は思う。だが、そうなると被沙護が鍵かぎ屋やに雇やとわれていたことになる。

「小こ僧ぞう、そのまま答えな。霞芽って影かげ女おんなはガラスをすり抜けたり出来るかい？」

「う、うん。月の光さえ通せば何でも通り抜けられるよ。ガラスくらいなら無いのと一緒」

　大したものだと呆あきれながら、眼めの前にある大きなガラス窓を見つめる。

「周りの三人は、刀とう鍵けんを抜いてるにもかかわらず、背中からバッサリ斬きられてるねぇ」

　この場で、たった数分の間に起きたであろう事態を推理する。

　遺体の体温から考えて、この部屋に最初からあったのはこの布団の上の遺体で間違いない。ここに門を破った御霊が入り、遺体を発見したはずだ。

　もし被沙護が門番だったなら霞芽も易やす々やすと屋や敷しきには入れなかったはず。屋敷に入ったのは御霊とほぼ同時だったのだろう。

　そして門が破られた騒さわぎを聞きつけて、周囲の三人が駆かけつける。その場には遺体と、御霊が居る。当然、倒れているタカ派の者達は御霊を疑うだろう。刀鍵を抜いたのは、御霊を仕し留とめようとしたからである可能性が高い。

　そして、理由は不明だが霞かす芽めが御み霊たまを庇かばい、共に固こ有ゆう霊れい術じゆつの力で窓から脱出。残された三人は御霊は追おうとし、その瞬しゆん間かん──背後から何者かに殺害された。

　そして、八や岐またが駆かけつける前に、犯人はこの場から去る。

　だが、もしそうだとするなら。

「犯人は、御霊がここに来た時、間ま違ちがいなく屋や敷しきの中に隠かくれていたことになる、か」

『で、では御霊様が危ないのでは！』

「これだけ手て際ぎわが良い奴やつなら、御霊もここに入った瞬しゆん間かんに殺されてそうだけどねぇ……」

　分からないことが多い。特に、布ふ団とんの上の遺い体たいだ。

　──この場所で、少なくとも二回殺人が起きている。

　一度目は寝込みを襲おそわれたのか、布団の上の男が殺され。二度目はつい今しがたに起きたであろう、周囲の三人への急きゆう襲しゆう。

「……玉ぎよく露ろ、早く御霊と合流した方が良い。ややこしくなってきた」

『は、はい！　ですが、どこに居るのか……』

「霞芽と一いつ緒しよなら、御霊は守ろうとするだろうさ。そうなると」

『雪せつ月げつ家かにお戻りになるのでは？』

「あたしもそう思うよ。こんな場所には長居したくない」

　退たい散さんしようと着物の裾すそを翻ひるがえした八岐だったが、その僅わずかな風に煽あおられて、足あし下もとで何かが光った。目め敏ざとく気づいた八岐が屈かがみこみ、それを拾い上げる。

　──動物の、毛？

　針はりのように鋭するどい毛だ。よく見れば、部屋中に散らばっている。

「ね、ねぇ。もう顔出して良い？」

「あと一分我が慢まんしな」

　腑ふに落ちないことが多い気味の悪さに顔つきを鋭くしながら、八岐は屋敷を後にした。

　近くに配備されているであろう鍵かぎ屋やの人間に状況を説明し、雪月家で御霊が来るのを待つ。

　──人間界の一件から、鍵屋もずいぶんとキナ臭くさいねぇ。

　谷間の底からネズミを引っ張り出し、八岐は煙管キセルを揺ゆらした。

　事の発ほつ端たんは阿あ潟がた被ひ沙さ護ご。御霊と、あの『傭よう兵へい』の遭そう遇ぐうだったと、八岐は記き憶おくの海に漂う彼女達の評判を思い返し、瞳ひとみを鋭くした。







　月光の木こ漏もれ日を浴びて、御霊は人ひと気けの無い林の中で息をついていた。ここは街の北側に広がる竹林の一いつ角かくだ。

「ありがとう、お陰かげで助かった」

　視線の先で膝ひざを抱かかえているのは──影かげ女おんな、晒さら次つぎ霞芽で間ま違ちがいなかった。

「凄すごいな、影かげ女おんなの霊れい術じゆつって。まさか他人まで透とう明めいに出来るなんて」

「触ふれた物に私の霊れい力りよくを纏まとわせて見えなくするだけよ。コツが分かれば簡単。自分の影までは消せないけどね」

　それで『影女』か、と御み霊たまは納なつ得とくする。

　月夜。時間帯限定で力を発はつ揮き出来る妖よう怪かいも居るのだ。

「それに服まで消せないと、裸はだかで外に出ないといけなくなるわ」

　警けい戒かいの眼めつきは変えないまま、霞かす芽めはからかうように鼻を鳴ならした。

「残念だったわね、私が優ゆう秀しゆうで」

「いや、別に興きよう味みはないけど」

　石が飛んできた。それをかわして、御霊は霞芽に問いを投げる。

「どうして助けてくれたんだ？」

「……別に。眼の前で死なれたら寝ね覚ざめが悪いだけよ」

　素そっ気けなく告げて、霞芽は眼を落とす。

「見捨てても良かったけどね。私を捕つかまえに来たんでしょう？」

　そういえば自分の本分はそっちだったと思い出し、思わず微び笑しようを漏もらす。

「まぁ、言われてみればそうだっけな。でも君を追ってきたのは捕まえるためじゃないよ」

　御霊はきょとんとした様子の霞芽に向き直る。

「御み津つ寺でら鋼こうって、分かるだろ？」

「当たり前でしょ」

　御霊は霞芽に状況を説明する。鋼が子供達だけでの誕たん生じよう日びパーティーを考え、その日のためにお菓か子しを盗ぬすんでいたこと。それが御霊のせいでバレたこと。

　そして、鋼の犯行の引き金になったのが、霞芽の犯行だったことまで。

「……あの子が」

　話が進むにつれて、霞芽は眼を大きく見開き、食い入るように話に耳を傾かたむけるようになっていった。

「君もさっき見ただろう、その……死体を。この所、鍵かぎ屋やの中で続けざまにタカ派の人間が殺されてる。さっきの男で三人目だ。だから、鍵屋も夜間の警けい戒かいを強めてる。タカ派がどれだけ妖怪を敵てき視ししてるかは、君なら知ってるだろ？」

　霞芽が膝ひざを抱く手に力を込めたのが分かった。

「そんな連中が息巻いてる中で、もし君が捕まったら殺されるかもしれないと思って駆かけつけたんだけど、とにかく無事で何よりだ」

「殺されかけてたのは貴方あなたの方じゃない」

「ははは……面めん目ぼくない」

　冷や汗をかきながら、眼を逸そらして苦く笑しようする。

　だが、その一言を聞いて確認しておかなければならないことを思い出した。

「霞かす芽め、いつから見てた？」

「貴方あなたは私より先に到着したつもりかもしれないけど、私は貴方が来た時にはもう屋や敷しきの前に居たわ。ただ……あの女が居たから、門には近づけなかった」

　霞芽にとっては相当の恐怖だったのか、その端たん整せいな顔には怯おびえの色が見て取れる。

「あの女、私の姿が見えてるみたいだった。姿は消して、自分の影も物もの陰かげに重ねてたのに、じっと私を射い抜ぬくように見み据すえてて……偶ぐう然ぜんかと思って立ち位置を変えても、あの眼めが私を離はなすことは無かったわ」

　初めて被ひ沙さ護ごに会った時も、一ひと目めで玉ぎよく露ろの腕うで輪わの正体を見抜いていた。それ以外にも、御み霊たまでは感じ取れない霊れい力りよくを強く感じているような発言も何度かあった。

　やはり、被沙護は霊力を眼で見ることが出来ると考えて間ま違ちがいなさそうだ。

　──つくづく底知れないな、あいつは。

　あの幽ゆう鬼きのような雰ふん囲い気きと、戦せん鬼きのような強さは、御霊よりよほど鬼おにらしいと感じる。何の妖よう怪かいかは分からないが、不ぶ気き味みという表現がとてもよく似合うように思えた。

「それでも、いつまでも立ち往おう生じようしている訳わけにはいかないから、とにかく屋敷に入ろうと決心した所で、貴方が来たのよ」

　心から弐に毛けに感かん謝しやする。やはりギリギリだったのだ。弐毛の速さが無かったら霞芽は被沙護に切り捨てられていただろう。

「史上最高に格かつ好こう悪い篝かがり火びの名は伊だ達てじゃないわね。見てて呆あきれるくらいの弱さだったわ」

　顔を曇くもらせる。助けに来て相手を不安にさせては、それこそ何をしに来たのか分からない。

「ま、ちゃっかり命を繋つなぐ辺りは、流石さすがって言うべきなのかしら」

「運が良かっただけだ。それに……可能性があるって分かってたのに、タカ派の男も結局死んじゃったしな……」

　あんな男でも、いざ死なれると、本当にそんな結末を迎むかえなければならないような人間だったのだろうかと思ってしまう。

「なぁ霞芽、まさかとは思うけど」

「私じゃないわよ。入ったらもうあの有あり様さまだったわ。言っておくけど、殺人事件が連続してるって話も、今初めて知ったわ」

「そうか。なら良かった」

　ホッと胸を撫なで下ろす。当たり前だが、確信が得られて良かった。そんな御霊の穏おだやかな笑みを、霞芽は胡う乱ろんな眼で見つめている。

　だが、霞芽も思う所があるのか、足あし下もとを見つめてため息をついた。

「殺してやりたいとも思ってたけどね。そんなことしたって意味がないことくらい、分かってる──いいえ、違うわね。そこまでの度ど胸きようは無かったの。酷ひどい目に遭あわせてやろうとは思ってたけど、いざ死なれると……虚むなしいだけね」

　霞かす芽めも、御み霊たまと同じことを思っていたようだ。憎ぞう悪おの対象が、何者かに殺された。複雑な心境は御霊以上だろう。

「さてと、これからどうするか」

　ひとまず霞芽を見つけることは出来たが、街では今頃、殺人事件の犯人が篝かがり火び御霊であるという情報が広まってしまっているだろう。

　殺人犯を追う警けい戒かい網もうが、今度は御霊を追い詰める包ほう囲い網もうに変わる。

　鼠ねずみ小こ僧ぞう事件の真相や、霞芽や鋼こうの今後について考えようにも、真相を知る御霊が鍵かぎ屋やに敵てき視しされていてはどうにもならない。

「まずは誤ご解かいを解とかないとどうしようも無いな。話の分かりそうな人に事情を説明するのが手っ取り早いけど、誰だれに……」

　子こ芥け子しが亡き今、鍵屋の中で御霊が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置ける人物は居ない。

　だが、犯人が御霊であるという情報を真っ先に疑ってかかるような人物で、更さらにタカ派の誤解を解けるような発言力のある人物といえば、一人しか思い当たらない。

「夜よ凪なぎさん、かな」

　木の葉の天てん蓋がいを仰あおぎながら、御霊はそう呟つぶやいた。

「……貴方あなたも、あんな男に頼たよるのね」

　霞芽の冷めた言葉が静かな森に響ひびく。

「鍵屋のタカ派をまとめているのが、うちの施し設せつ長ちようだって知ってるでしょう？　それこそ、その場で捕つかまるんじゃないの？」

「あの人、最初にこんな事態にならないようにって俺に忠告してくれたんだよ。その通りになってる俺も俺だけど、それって、タカ派に眼めをつけられないよう気をつけろって意味だろ？」

　つまり、夜凪はそれを未然に防ごうとしてくれていたのかもしれない。

　少なくとも、篝火の名を再び妖怪達への抑よく止し力りよくとして利用しようとしているあの男が、御霊に疑いがかかるのを良しとするはずもない。

　お互いに打算的ではあるが、篝火の名を尊とうとぶという意味では利害が一いつ致ちしているはず。

「だから、話くらいは聞いてくれるかなって。流石さすがにその場で斬きられたりはしないだろ」

　断言は出来ないが、と御霊は苦く笑しようする。

「そう……」

　そんなやりとりを境さかいに、沈ちん黙もくが訪れた。動くにしても、しばらく鍵屋の出方を窺うかがわなければならない。すぐに動くのは危険だろう。

　それに、霞芽を放っておく訳わけにもいかない。考えてみれば、固こ有ゆう霊れい術じゆつを一晩中持続させたまま行動し、御霊を助けるために更さらなる霊れい力りよくを使ってここまで走り抜けてきた。霊力の消費量は倍以上だったはずだ。

　気き丈じように振ふる舞まって見えるが、霞かす芽めの消しよう耗もうは相当なものだろう。改めて見れば、服が汗で肌はだに張り付いており、呼吸も少し荒いようだ。

　興きよう味みが無いと言っておきながら、大人びた霞芽の色っぽさに気づき、気まずいまま視線を逸そらす。

「しばらく休んだら、ひとまず雪せつ月げつ家かまで戻ろう。弐に毛けはそこに居るはずだし、姉あね御ごも玉ぎよく露ろからある程度の状況を聞けるはずだから、そこで合流出来るかもしれない」

　人目につかない雪月家は、発見されるのにも時間がかかるはず。態たい勢せいを立て直すには丁ちよう度ど良い。そこで今後について考えるべきだと御霊は判断した。

　しかし。

「私はもう、あそこには帰れないわ」

　霞芽がそんなことを口にした。

「どうして？」

「……私は泥どろ棒ぼうよ。施し設せつ長ちようだって鍵かぎ屋やの上じよう層そう部ぶだし、どの道あそこには居られなくなる。貴方あなたにバレた以上、私はもう捕つかまるのを待つだけよ。黙だまっててくれるなら別だけど……薄うすっぺらな情けなんか要らないから」

　はっとして御み霊たまは霞芽を見み据すえる。この少女が置かれている立場は相当に厄やつ介かいだ。

「まぁ、別に良いけどね。いつまでも施設長に守られたままなんて御ご免めんだったから」

「……夜よ凪なぎさんのこと、嫌きらいなのか？」

　御霊の問いに、霞芽は表情を消す。

「感かん謝しやはしてるわ。あの人が居なかったら、生きてこれなかったのは事実だから。けど、あの人が指し揮きしてる奴やつらは子供を平気で怪け我がさせるような連中なのよ。あの人がそれを知って黙っていることが……悔くやしいの。所しよ詮せん、私達に向けた優やさしさは偽にせ物ものなのかって思うと、あの人を信じきれないわ」

　なるほどな、と御霊は頷うなずく。その心境も御霊と似ている。

　信じたい気持ちはある。だが、夜凪が一体何を考えているのか掴つかみきれないから、信じて良いのか不安になる。

　──霞芽の……雪月家にとっても、父親代わりの人だもんな。

　その内心は整せい理りがついていないだろう。ひょっとしたら、盗ぬすみという形でタカ派への復ふく讐しゆうを試みたのも、そんな複雑な思いが発ほつ端たんの一つなのかもしれない。

「聞いていいか？　どうして危険を冒おかしてまで仕返ししようと思ったんだ？　それに、盗んだお金をわざわざ配るような真ま似ねだって……」

「関係ないでしょ」

　御霊の質問に、霞芽は一いつ層そう眼めつきを鋭するどくして御霊を睨にらみつける。

「貴方だったら、大切なものを傷つけられて黙っていられるの？」

　その迫はく力りよくに御み霊たまは押し黙だまる。鋼こうの時と同じ、家族を想う力強く頑がん強きような意志には驚おどろかされてばかりだ。

「貴方あなたにとっては危険を冒おかすなんて馬ば鹿かげて思える、取るに足らない妖よう怪かいの一団なのかもしれない。だけど……私にとっては何を犠ぎ牲せいにしてでも守りたいものなの。幼よう稚ちだって笑いたければ笑えばいいわ。何も知らない奴やつに──分かる訳わけない」

　一歩も譲ゆずるまいという意志が込められた言葉だった。御霊はその言葉を重く受け止める。

　──そうか、霞かす芽めも……。

　人間界で過ごした幼き日。疲れ果て、荒すさみ、ただ朽くちていくのかと諦あきらめかけていた時。

　差し出された手の温ぬくもりを、御霊は今でも強く覚えている。

　何なに気げない一言や、何でもない行動が、時に大きく人を変え、救うことを御霊は知っている。

　その経けい験けんを誰だれかに語った所で、その瞬しゆん間かんに芽め生ばえた熱く優やさしい感情を伝えきることなど、到とう底てい出来はしないだろうから。

　だから、御霊は決して霞芽を否定しない。

「笑ったりしないよ」

　静けさの中、途と切ぎれ途切れだが穏おだやかに、御霊は自分の言葉を夜風に乗せる。

「俺もさ、人間界の出身なんだ。鬼おにの血のせいで、子供の頃から怪力でさ。気味悪がられて周りに虐いじめられてたんだ。その度たびにやり返してばっかりいたんだけど……両親とか……傷つくのは俺だけじゃなくって、それが辛つらくてさ」

　切実なその言葉に、霞芽が瞠どう目もくし、息を飲んだ。

「やられっぱなしじゃいけないって、その時は思ってた。けど今思えば……あの時に振るった拳こぶしは全部……自分のためのものだったんだよな」

　虐めっ子を全員やっつければ、解放される。両親も、自分が怪け我がをさせた虐めっ子の親に、頭を下げる必要もなくなる。

　そんな言い訳わけで、暴力を正当化していた。そうしなければ、いられなかった。

　なのに、反はん撃げきすればするほど、周囲の反応は冷たくなっていく。そんな悪あく循じゆん環かんが、親への申し訳なさも相まって、どんどん御霊を追い詰めていた。

　何が正しかったのか、どうすれば良かったのか。今でも御霊には分からない。だが、そんな経験をしているからこそ、御霊の眼めには、月光に溶ける霞芽の姿がとても美しく見えた。

「だからさ。たとえ危険だったとしても──大切な誰だれかのために命張れるって、凄すごく格かつ好こう良いと思うから」

　決して嘲ちよう笑しようなどではない。尊敬の眼まな差ざしと共に、御霊は霞芽に笑みを向けた。

「だから、俺は絶対に笑ったりしない。そりゃ、盗ぬすみは褒ほめられたことじゃないけど……それでも、頭ごなしに否定したり、無理に罰ばつを与えるのは違う気がする」

　鋼の時も思ったことだ。誰かのために間ま違ちがったことをする。行いは罰せられるべきであっても、その気持ちも考えず、ただ捕とらえることが本当に正しいのか。

「勿もち論ろん、盗ぬすみの償つぐないはしてもらう。けど、牢ろう屋やに入れられたからって、全部の罪つみが許されるはずもないしな。もっと違う償いの仕方があるはずだ」

　何となく、久く遠おんを思わせる台詞せりふに、御み霊たまは自分で笑ってしまう。

「……っ」

　微かすかに響ひびいた嗚お咽えつに、御霊は驚おどろく。見れば、霞かす芽めの瞳ひとみから零こぼれた滴しずくが月光に煌きらめいていた。
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「え！　な、泣くほど変なこと言ったか俺？」

　鼻をすすった霞芽が悔くやしそうに表情を歪ゆがませ、一いつ瞬しゆんだけ月光に消える。瞬またたくようにもう一度姿を現した時、澄すんだ滴はもう消えていた。

「あ、貴方あなた……何なの！　捕つかまえに来たのかと思えば助けに来たって言うし、お説教かと思ったら犯罪者の肯こう定てい？　何がしたいのよ！　何で私に関わるの！」

　眼め元もとを赤くしながら声を荒あらげるその姿に御霊はたじろぐ。霞芽にしてみれば、当然の疑問だったかもしれない。

「い、いや、そうだな……」

　何と答えようかと悩む御霊だったが、雪せつ月げつ家かの家族の絆きずなに触ふれて、そして霞芽の真まっ直すぐな姿を見て、かつて久遠が言っていた言葉の意味が少し分かった気がした。

『誰だれの、どんな正せい義ぎに力を貸したいと思うのか。その答えが自分の正義じゃないのかな』

　いつだって、誰だれかの味方だった久く遠おんらしい考え方だった。

　久遠の在あり方を受け継ぐのなら、正義などそれこそ無数にあることになる。しかし。

　──自分が信じられる正義なら……幾いくつあっても良いよな、久遠。

　だから、今は──。

「俺は篝かがり火び御み霊たまだ。偉い大だいなる主君、篝火久遠から理想を託たくされてる」

　立ち上がり、揺ゆるぎない誇りを口にする。

「人間と妖よう怪かいが、共に手を携たずさえて暮らせる世界を目め指ざす。霞かす芽めは笑うかもしれないけど、俺にも……笑われてでも譲ゆずれないものがあるんだ」

　胸に秘めた理想と、誇り高き焔ほのおは、自然と御霊の表情を優やさしくしてくれる。

「俺はあの家に希望を見た。理り想そう郷きようの縮しゆく図ずが、あそこにあると思ってる。だから、おせっかいでも守りたいんだ」

　それに、霞芽にとってのあの家が──御霊にとっての美み久く地じであるならば。

　──絶対に壊こわさせない。今度こそ。

「霞芽、雪せつ月げつ家かの家族は……手放しちゃいけないものだ。合わせる顔が無いとか、この先の不安も分かるけど、それでも、霞芽はあの場所に居るべきだと思う。居るべき場所に居られるように、俺も力を貸すから」

　何としても守り抜く。

「霞芽だって……失いたくないだろ？」

　御霊は笑みのまま、瞳ひとみを潤うるませて頷うなずいた霞芽に、自分の意思を告げる。

「家族全員参加の誕たん生じよう日びパーティー。俺にも協力させて欲しいんだ」

　霞芽はみるみる唇くちびるを歪ゆがめ、下を向いてしまった。

「……何よ、頼たよりにならないくせに、偉えらそうに」

「ま、まぁどこまで出来るか保ほ障しよう出来ないのは、申し訳わけないんだが……」

　そして、小さな笑い声が聞こえた。

「変な人ね」

　顔を上げた霞芽の顔には、優やさしい笑顔が浮かんでいた。その美しくも可愛かわいらしい、月光の女神を思わせる表情に、御霊も思わず胸が高たか鳴なる。

　初めて見た霞芽の笑顔は、確かな信しん頼らいを秘ひめてくれていた。

「それで、具体的にはどうするの？」

「まずは誤ご解かいを解といてくる。雪月家まで一いつ緒しよに行こう、霞芽はそこで待っててくれ。俺が鍵かぎ屋やの眼めをかいくぐって、城で夜よ凪なぎさんに直じか談だん判ぱんして事情を説明してくるよ。霞芽や鋼こうのことは、騒さわぎのほとぼりが冷さめるまで、何とか誤ご魔ま化かすから」

「信じてもらえないかもしれないじゃない。それに道中で見つかったら貴方あなただけお終しまいよ」

「な、何とか強きよう行こう突とつ破ぱしてみせるよ」

「それこそ言い訳わけが立たないわよ……仕方ないわね」

　霞かす芽めがため息をついて立ち上がり、御み霊たまに手を差し出した。

「付き合うわ。城までだったら何とか持つはずだから」

「え？　い、いやでも疲れてるだろ。無理はするな」

「えぇ、お陰かげさまでとても疲れてるわ。だから、貴方あなたが私を抱かかえて走れば、私は霊れい術じゆつにだけ集中出来るし、時間の短たん縮しゆくにもなって一いつ石せき二に鳥ちようよ」

　きょとんとする御霊に、霞芽が遠えん慮りよ無しに近づいてくる。

「それに貴方、今私たちのことを誤ご魔ま化かすって言ったわね。協力するって、犯罪の片かた棒ぼうを担かつぐってことなの？　そんなのただの偽ぎ善ぜんじゃない」

　霞芽が咎とがめるような視線で御霊を射い抜ぬく。正直、そこをどうするかは皆と相そう談だんしようと考えていたのだが。

「私はもう、私のせいで関係ない誰だれかが犯罪者扱あつかいされるなんて……絶対嫌いやなの。それに、自分がしたことから逃げるつもりもないわ」

　強い眼まな差ざしを受けて、御霊も表情を消す。

「私が、施し設せつ長ちようと話す。そうすれば貴方の誤解も解けるし……多分そうすべきだと思うから」

「……いいのか？」

「えぇ。協力してくれるって言うなら……私が、あの人とちゃんと向き合えるかどうか、見てて欲しいの」

　霞芽の言うとおり、それが一番かもしれない。まだ霞芽のことを侮あなどっていた自分に、御霊は申し訳なくなる。

「それに、私に向かってあれだけ言ったんだもの。責任取りなさいよね」

　小首を傾かしげて舌を見せる霞芽から小こ悪あく魔まじみたものを感じ、御霊は肩を落とした。

「ありがとう。善ぜん処しよするよ」

　笑みを交わし、月光の下で二人は手を取り合った。







[image: 陸章　月下咆哮]







　月夜の町並みを、影かげ女おんなを抱いた鬼おにが疾しつ走そうする。途中、鍵かぎ屋やの者達とすれ違うこともあったが、霞かす芽めの固こ有ゆう霊れい術じゆつ『月げつ光こう浴よく』の効力により、姿なき旋せん風ぷうとしか思われなかったはずだ。

　霞芽の姿は透とう明めいになって見えないが、しっかりと御み霊たまの首に腕を回しているシルエットが、足あし下もとに見えている。

「お、重くない？」

「全ぜん然ぜん大だい丈じよう夫ぶ。弐に毛けを抱いてるのと変わらないよ」

「そ、そう……落としたりしたら貴方あなたの服だけ透明にして全ぜん裸らで街を走らせるわよ」

「丁てい重ちように扱あつかうよ。じゃ、飛ぶぞ！　舌した噛かむなよ！」

「えっ！　ま、待って──きゃぁっ！」

　大地を踏ふみ鳴ならし、月下に鬼おにが舞まう。城を囲む水すい壕ごうを飛び越こえ、そのまま城の外がい壁へき伝づたいに、何なん層そうにも連なる瓦かわら屋や根ねを踏ふみながら、上じよう層そうへと上がっていく。

　城内では月の光が効力を発はつ揮き出来ない。だから、見つからないように侵しん入にゆうするにはこんな方法しか思いつかなかったのだ。

　だが、これで夜よ凪なぎの執しつ務む室のすぐ近くに入れるはず。

「よっ……と。ふぅ、侵入成功だな」

　窓から城内に入り込み、御霊は一息つく。と、腰が抜けたのか、霞芽がぐったりと廊ろう下かに膝ひざを折った。

「き、聞いてないわ、こんな入り方……貴方の方がよっぽど泥どろ棒ぼうに向いてるんじゃないの？」

「ははは……霞芽に言われると自信がつくよ。ほら」

　霞芽に手を貸して立ち上がらせる。が、ふらついた霞芽が御霊に倒れ掛かってきた。

「きゃ、ご、ごめんなさい」

　軽々と霞芽の華きや奢しやな体たい躯くを抱きとめるが、やはり疲労が激しいようだ。顔が赤く、伝わってくる体温も高い。間ま近ぢかに見える眼めも焦しよう点てんが定まらず泳いでいるし、心なしか呼吸も荒い。

　まるで恥はじらう乙女おとめのようだ。

「悪いな、無理させて……もう一ひと頑がん張ばり出来るか？」

　頷うなずく霞芽に寄り添そって行く手を見定める。執務室はすぐそこだ。幸い、狭せまい廊下に人影は見えない。慎しん重ちように辺りを窺うかがいながら、御霊が先に一歩を踏ふみ出した。

　しかし、その瞬しゆん間かん。

「何の御ご用ようでしょうか、篝かがり火び御霊様」

「っ!?」

　それは、瞬まばたきしている間に眼がん前ぜんに立ったとしか思えないほど唐とう突とつに。

　黒衣を纏まとった表情のない少女が、行く手に立ち塞ふさがった。夜凪の式しき神がみだ。

　──しまった、こいつが居たか！

　片手を持ち上げ霞かす芽めを庇かばい、空あいた手に拳こぶしを作る。

「あんた、旋つむじって言ったか？」

　名を呼ばれた少女は、その場で丁てい寧ねいに深々と一いち礼れいした。特に警けい戒かいや敵てき意いのようなものが感じられず、御み霊たまは眼めを細める。

「飛ひ刃ば旋と申します。呼び捨てにされて不ふ愉ゆ快かいです。口には出しませんが」

　相変わらずの様子で、旋が御霊の後ろに立つ霞かす芽めに冷めた視線を向ける。

「霞芽様……？　何事でしょうか？」

「え、知り合いなのか？」

「施し設せつ長ちようにくっついて、何度か雪せつ月げつ家かに来たことがあるのよ」

　面めん識しきがあるのかと、御霊は少し警戒を緩ゆるめる。

「旋、夜よ凪なぎさんと話がしたいんだ。通してくれ」

　恐らく、殺人現場に御霊が居たことは既すでに報告されているはず。この場で拘こう束そくされるかもしれないと緊きん張ちようした空気が辺りに満ちるが、旋は表情を変えないままゆっくりと首を傾かしげた。

「御ご用ようがあるのなら、わたくしが承うけたまわりますが……孫まごの手部隊がこのような夜や分ぶんに、何か？」

「え？」

　思わず霞芽と顔を見合わせる。

「何も聞いてないのか？　三人目の犠ぎ牲せい者しやのこと」

「三人目？　……御霊様、足し算も出来ないスカスカの頭で人間界へ赴おもむいたのですか？　危あやうく口に出しかけました」

　表情も声こわ色いろも一いつ切さい変わらないのに、口調だけが御霊を嘲あざ笑わらってくる。だが、御霊には旋の言っている意味が分からない。

「御霊様、２＋４の答えは？」

「……６だろ」

「はい。ですので──」

　直後、御霊は耳を疑った。

「今晩、新たに発見された遺い体たいは四体。どの遺体も無む残ざんに切り裂さかれ、現場は血の海だったという報告が上がってきています。ですが、現場から犯人のものと思われる手て掛がかりが何点か発見されたため、現在、実働部隊は犯人を追跡中です」

　淡たん々たんとした言葉が、何一つ理解出来ないまま耳を通り抜けていく。

「これまでと同どう一いつ犯はんなのか、違う何者かの犯行なのかは分かりませんが、犯人を捕つかまえれば分かることで──どうされました、節せつ分ぶんでもないのに豆をぶつけられた鬼おにのような顔をして」

　凍こおりつく、とはこういうことを言うのかもしれない。霞芽も眼を見開いて息を飲んでいる。

　まさかとは思うが、全まつたく違う場所での事件かもしれないと御霊は現場の場所を尋たずねるが。

「閂かんぬき街がいの北側にある屋や敷しきです。貴方あなたがタカ派と呼んでいる勢力の、一隊長を務つとめておられた方の家で、その方とその方の部隊の隊員が三名。殺害されています」

　間ま違ちがいない、御み霊たまと霞かす芽めが入ったあの屋や敷しきだ。増えた三人というのは、あの時後から駆かけつけた三人のことだろう。

「……どうなってる」

　あの後、何かがあったのか。頭を抱かかえる御霊の横で、霞芽が声を上げる。

「旋つむじ、施し設せつ長ちようと話がしたいの。通してくれる？」

　分からないことだらけだが、霞芽の言うとおり、今は夜よ凪なぎと話すのが先決だ。

　だが旋は御霊と霞芽を交互に見比べると、何やら得とく心しんしたように頷うなずいた。

「なるほど……出来ちゃったので夜凪様に報告を、と」

「ち、違うわよっ！」

「御霊様、元から大して尊敬していませんが見み損そこないました。これは口に出してしまおうかどうか悩みどころです」

「その矛む盾じゆんの塊かたまりみたいな口くち癖ぐせをやめろ」

　心底疲れた表情の御霊に小さく吐と息いきした旋が、無表情のまま鼻を鳴ならす。

「お通ししたい所ではありますが、生あい憎にく、夜凪様は不在でございます」

「不在？　どこに行ってるんだこんな時に」

　苛いら立だつ御霊が奥歯を噛かむ。しかし、旋の返答に閉口させられた。

「人間界です」

「……え？」

　何のために、と思うが、旋はそこには触ふれずに話を進める。

「予定では間もなくお帰りになるはずですが連絡はまだありません。ご用件はわたくしが承うけたまわりますので、申し訳わけありませんがお引き取りを」

　事務的な態度に、これは出直した方が良さそうだと、御霊は霞芽に向き直る。

「今日の所は引き上げよう。一応、誤ご解かいはされてないみたいだし、日を改めて一いつ緒しよに──」

　そう霞芽に励はげましの言葉をかけようとした矢先。

「ほ、報告します！」

　静せい寂じやくを破り、鍵かぎ屋やの職員が大おお慌あわてでやってきた。

「警けい戒かい網もうに、容疑者と思われる妖よう怪かいがかかりました！　し、しかし、あまりに突然の出現で部隊の包ほう囲い網もうを構こう築ちくしきれずに突とつ破ぱされ、容疑者は──」

　次の瞬しゆん間かん、場の空気が一気に張り詰める。

「閂かんぬき街がい、南の森へ向けて依い然ぜん逃走中！」

「なっ！」

　瞠どう目もくする御霊の横で、霞芽が硬こう直ちよくする。

「容疑者の特とく徴ちようは？」

　旋はこんな時でも表情を変えず、冷静に先を促うながす。

「負傷者多数のため情報がやや混乱していますが、強きよう靭じんな腕力と脚きやく力りよくから、何らかの動物の力を持った妖よう怪かいかと！　理性を失い、暴走しているとのことです！　容疑者のリストを洗いましたが、可能性としては……」

　満月の夜に人を襲おそう、強きよう靭じんかつ残ざん虐ぎやくな動物──。

「恐らく犯人は『送り狼おおかみ』！　先日捕とらえられた人じん狼ろうです！」

　送り狼。送り犬とも呼ばれ、暗い山道で人を襲う妖怪であると聞いたことがある。かつて出会った山犬と同種族のはずだ。

　しかし、狼という、より凶きよう暴ぼう性せいの高い種族として目め覚ざめたのだとしたら一いつ層そう危険だ。

「送り狼……狼男？」

　何かが、御み霊たまの中で綺き麗れいにはまった。

　数あま多たある満月の伝でん承しようの中でも、有名な物語だろう。

　果たして、本当に月が関係あるのかは御霊には分からないが、今日までの調ちよう査さで何度か、それらしき痕こん跡せきは見た。

「おい旋。その時に捕つかまった人狼って、どういう対応をされたんだ」

　あの日。御霊が第零ゼロ部隊に任命された帰り道、雪せつ月げつ家かの子供が蹴け飛とばされた時の、あの男の言葉を思い出す。

　そして鼠ねずみ小こ僧ぞう事件の捜そう査さの時。妖あやかし街がいでの聞き込みの中で、倒とう壊かいした家か屋おくを見た。しばらく前に妖怪が暴れた跡あとだと、確かにそんな情報を聞いた。

　素そっ気けなく、旋つむじが答えを告げる。

「……確かにあの日。殺されたタカ派の一隊が捕ほ縛ばくした妖怪は送り狼。血の目覚めによる暴走で、家屋に被害が出たとの報告もありました。しかし、捕縛後に暴走が収まり、その後は力の片へん鱗りんが見られなかったために、妖街へ返したはずです」

　どうやら、繋つながったようだと御霊は苦い表情を浮かべる。

「狼の血……多分、夜行性だったんだ。月が出てから凶暴になるってのは、あり得るかもしれない」

　夜になり、凶暴な血が目覚めたことで、自分を理り不ふ尽じんに痛めつけたタカ派の者達への復ふく讐しゆうを企くわだてる。可能性としては考えられる。

　──ただ、俺達が見た現場と、旋が言った現場の状況がまるで違うのは、何でだ。

　分からない。だが、思し索さくに耽ふける御霊の隣となりで、霞かす芽めが緊きん迫ぱくした声を上げた。

「そんなのどうだっていいわ！　危険な妖怪が、南の森……雪せつ月げつ家かに向かってるんでしょ！　止めないと皆が危ないわ！　まだ全員寝てるのよ！」

　頷うなずき、旋が御霊に向き直る。

「鷺さぎ乃の火ひ総そう隊たい長ちようの代理として、第零部隊に指令を下します。至し急きゆう現場へ急行し、対象を鎮ちん圧あつ。被害の拡大を防ぎなさい。……こういう時のための、孫まごの手部隊でしょう」

「分かった！」

　今は細かいことを考えている場合ではなかった。

　霞かす芽めの家族を。久く遠おんの理想の縮しゆく図ずを、守らなければならない。

「私も連れてって。じっとしていられないわ！」

「お前は城に居ろ。危険だ」

「黙だまって待ってられる訳わけないでしょう！　お願い、連れて行って！」

　鬼き気き迫せまる様子に、御霊はかつて両親を焼き尽くさんとする煉れん獄ごくの中へ、自分も飛び込んだことを思い出す。

　結末は悲しくとも、その行動を悔くやんだことは一度もない。

　否いな、悲しい結末など、絶対に迎むかえさせはしない。

「よし、行こう！」

　再び霞芽を抱だきかかえ、窓から外へ向かう。

「旋つむじ、夜よ凪なぎさんが帰ってきたらすぐに状況を伝えてくれ！」

　頷うなずきだけを確認し、御霊は月下の戦場へと向かう。







　威い勢せいよく飛び出して行った二人の背中を見届け、一人残された旋は無言のまま、無人の廊ろう下かを進み、最さい奥おうの扉とびらを開く。

　夜凪が不在の今、そこに人の気配は無い。

　人間の気配は──。

「……貴方あなたのせいで、事態がどんどん面めん倒どうになります。どう責任を取るおつもりですか」

　月明かりのみを光源とする執しつ務む室しつで、場ば違ちがいなほど明るい返答が響ひびいた。

「そう言われましても、拙せつ者しやはそういうものであります故ゆえ。それに旋殿どのもご存じのはずではありませんか」

　快活なその声の主に、旋は蔑さげすみの視線を向ける。

「夜凪様が帰き還かんされる前に、事態の収しゆう束そくを図はかります。もう一仕事してもらいますよ……『蛟竜みずちの傭よう兵へい』」

　外がい界かいにその名を轟とどろかせる、百ひやく戦せん錬れん磨まの傭兵。その最後の一人が悠ゆう然ぜんと立ち上がる。

「無む論ろん、命令には従いますとも！　何なりとお申し付けを！」

　瓢ひよう箪たんを揺ゆらし、阿あ潟がた被ひ沙さ護ごが月を背に笑った。







　何がどうなっているのか、その狼おおかみには分からない。

　何な故ぜ、自分は走っているのか。何故、立ち塞ふさがる者に剛ごう腕わんを振るわずにはいられないのか。

　爪つめが血で染そまっているのは何な故ぜだ。苦く悶もんに満ちた悲ひ鳴めいが聞こえるのは何故だ。

　何故、眩まばゆく浮かぶ満月に向かって、自分は咆ほう哮こうしているのか。

　自分は人間だった。そのはずだ。夜の帳とばりが下りる度たび、体が熱く煮えたぎり、じっとしていられなくなったが、耐えられぬ程ではなかった。人間だったから、その衝しよう動どうを抑おさえ込めたのだ。

　だが今宵こよい。満月の夜に突然限界を迎むかえた。もう、記き憶おくも定かではない。

　人間らしい部分が、内側から何か凶きよう暴ぼうなものに食い尽くされていく。こうして過去に思いを馳はせることも、数分で出来なくなるだろう。

　自分が、最後に人間だったのはいつか。

　最後の記憶。そう、あれは──夜遅くに見知らぬ少女が家の戸を叩たたいた時の──。

「──────」

　人じん狼ろうは一ひと際きわ巨大な咆哮で澄すんだ空気を震しん撼かんさせた。

　それは、人間としての断だん末まつ魔まの声。

　そして、妖よう怪かいとしての目め覚ざめの声。

　最も早はやその瞳ひとみに、一ひと欠片かけらの理性も残ってはいなかった。







　人狼の張り詰めた筋肉は刃やいばを易やす々やすとはじき返し、鋼こう鉄てつに近い強度を誇る爪の一いつ閃せんは人間の防ぼう御ぎよなどたやすく吹き飛ばす。

　稀まれに見る強力な妖怪が突とつ如じよとして街のただ中に出現したことで、鍵かぎ屋やも混乱状態に陥おちいっていた。満足に布ふ陣じんを整えることが出来ない鍵屋の戦士達を、暴走状態の人狼は大地を踏ふみ鳴ならしながら、ことごとく捩ねじ伏せていく。

　目的も、行き先もない。ただ突き動かされる衝しよう動どうに任せて駆かけ抜け、薙なぎ払うのみ。

　そうして、包ほう囲い網もうを突破した人狼が南の森へと差し掛かった時。それを阻そ止しせんと立ちはだかる者が居た。

「何だい、こいつは。どうしていきなりこんな奴やつが」

「八や岐また！　ここ絶対通しちゃ駄だ目めだぞ！」

　臨りん戦せん態たい勢せいで森を護ご衛えいするのは八岐と、雪せつ月げつ家かで介かい抱ほうされて復活した弐に毛けだ。雪せつ月げつ家かで御み霊たまの帰き還かんを待っていた二人だったが、玉ぎよく露ろがいち早く異変を察さつ知ちしたことで、こうして迎げい撃げきに出てきたのだ。

　人狼は体長二メートル以上。鋭するどい針はりのような体毛が全身を覆おおい尽くし、ごつごつと隆りゆう起きした筋肉は危なっかしく脈みやく動どうしている。

　ほとんど狼おおかみそのものである顔は醜みにく歪ゆがんでおり、もはや口内に収まりきっていない無数の牙きばが、剥むき出しの歯は茎ぐきから血を滴したたらせ、眼球は見えているのかどうかも怪しいほど剣けん呑のんな赤い光を放っていた。

　一ひと目めで暴走していると理解出来る。八や岐または左手に呪じゆ術じゆつの札ふだを、右手の袖そでから無数の蛇へびを覗のぞかせて身を低く構える。

「行くよ弐に毛け。ヘマすんじゃないよ！」

「うおっしゃーっ！　何かよく分かんないけど、皆に乱暴する妖よう怪かいはあたいがボコにしてやる！」

　パンパンと拳こぶしで手を叩たたいた弐毛が、先せん陣じんを切って突とつ撃げきする。

　結局、森を瞬またたく間に駆かけ抜けた固こ有ゆう霊れい術じゆつを意識的に発動させることは出来なかったが、それでも弐毛の速さは並の妖怪が簡単に追いつけるものではない。

　驚きよう異い的てきな反射神経と動体視力に加え、絶ぜつ妙みような緩かん急きゆうをつけた高速移動。かつ身軽に宙を飛び回る奔ほん放ぽうな軌き道どうを読みきることは困こん難なんだ。

「行っくぞぉぉっ！」

　猫の姿と人間の姿を器用に使い分けながら、小回りを利きかせて相手を翻ほん弄ろうする『疾しつ歩ぽ』と、相手の懐ふところを掠かすめるように爪つめでの一いつ閃せんを繰くり返し続ける『猫ねこ削そぎ』。

　一発一発は決して強力ではないが、手数で相手を翻弄する弐毛が身に付けた体術だ。短い直線軌道の一閃が幾いく度どとなく急角度、急速度で反転し、人じん狼ろうの体力を確実に削けずっていく。

　まとわりつく羽は虫むしを払うように、人狼は丸太のような腕で空気を薙なぎ払う。しかし、宙を舞まう羽う毛もうのようにそれをかわす弐毛に、攻こう撃げきは当たらない。

「うしっ！　今だ八岐ーっ！」

　大振りの攻撃をひらりとかわした弐毛が、人狼の真上に飛び上がり、脱いだ着物でその顔を覆おおう。

　視界を封ふうじられた人狼が苛いら立だちに満ちた唸うなり声を上げ、頭に乗る弐毛を仕し留とめようとする。

　しかし、それより早く八岐が動いていた。

「月夜は静かに過ごすもんだよ、大人しくしな」

　手しゆ裏り剣けんのように投げつけられた呪じゆ札さつが、正せい確かくに人狼の四し肢しに貼はり付く。妖あやしげな輝かがやきを放つその札が、貼り付いた箇か所しよの霊れい力りよくの流れを著いちじるしく停てい滞たいさせる。

　間節が硬こう直ちよくし、眼めに見えて動きの鈍にぶった人狼の首を目め掛がけ、八岐が袖から巨大な大だい蛇じやを撃うち出すように召しよう喚かんする。

「『蛇じや突とつ・咬こう害がい』！」

　八岐が用いる、髪かみを自在に蛇へと変へん化げさせる術、『大蛇おろち招しよう来らい』の一つ。

　槍やりの刺し突とつを思わせる蛇突は、八岐の袖から何の前まえ触ぶれも無く撃うち放たれ、驚きよう異いの瞬しゆん間かん速度で敵に食らいつく。不意打ちの打だ撃げきとしても使える他、噛かみついた箇所に八岐の調合した多た種しゆ多た様ような毒どくを流し込み、敵を昏こん倒とうさせるのだ。

　体長だけなら人狼を凌りよう駕がする大蛇が一気に人狼の首に牙きばを突き立て、猛もう毒どくを流し込んだ。

「さ、決まりだ」

　神経に作用する毒どく薬やくだ。死にはしないが、当分の間は動けなくなる。低い唸うなり声を漏もらして動かなくなった人じん狼ろうに、八や岐または小さく吐と息いきした。

「次から次へと騒さわがしいねぇ……ほら弐に毛け、早く着物を着な」

「あいよっ！　やっぱ凄すげぇーな八岐！」

　人狼の顔を封ふうじていた着物を剥はがし、弐毛がニコニコと八岐に称しよう賛さんを送ってくる。大事無く済んで良かったと煙管キセルを取り出した八岐だったが、その直後、異変に気づいた。

「っ！　弐毛、よけなっ！」

「え？」

　不意に、枷かせが外れたように機き敏びんな動きで、人狼が頭上の弐毛目め掛がけて剛ごう腕わんを振るった。

「弐毛！」

　八岐の叫びが薄うす闇やみにこだまする。あれだけの力だ、まともに食らえば小こ柄がらな弐毛などひとたまりもないだろう。八岐が最悪の事態を脳のう裏りに思い描えがき、息を飲んだ時だ。

「んにゃーっ！　あ、危ねーっ！　死ぬかと思ったぞ！」

　上から猫になった弐毛が回転しながら落ちてきた。寸すん前ぜんで変へん化げして直ちよく撃げきを逃れたようだ。ホッと胸を撫なで下ろす八岐だったが、眼がん前ぜんで再び活力を取り戻した人狼が凶きよう暴ぼうな眼がん光こうをこちらに向ける。

「ど、どうなってんだ。八岐の蛇へびに噛かまれて動ける奴やつなんて、見たことないぞ！」

　それだけではない。八岐が大量の霊れい力りよくを込めて投げつけたというのに、四し肢しを封じたはずの札ふだも、もうその輝かがやきをほとんど失っていた。

　札に込められている霊力は消しよう耗もう品ひんだ。束そく縛ばくの呪じゆ術じゆつは、相手の霊力に応じた霊力を流し込んで動きを止める。だが、それがもう力を失っているということは。

「札の霊力を使い切っても足りないほどの霊力……？　そんな馬ば鹿かな……」

　少なくとも、この平へい穏おんな街で暮らす妖怪にそこまでの力は無いはずだ。

「八岐、危ないっ！」

　想定外の事態にほんの数秒困こん惑わくしてしまったが、人狼がその隙すきを突いて突進してきた。わずか一歩の踏ふみ込みで、鉄てつ塊かいのような体たい躯くが八岐を押し潰つぶさんと猛もう烈れつな勢いで迫せまる。

「ちっ！」

　左手を背後の木々に向かって振り、飛び出した蛇を巨木に食いつかせる。それに牽けん引いんされる形で距きよ離りをとり、空あいた右腕の一振りで突進してくる人狼の足あし下もとを薙なぎ払った。

　鞭むちのようにしなる大だい蛇じやが、体重移動の瞬しゆん間かんを狙ねらって人狼の足に絡からみつき、巨体を大地に沈ませる。轟ごう音おんと共に倒れた巨きよ躯くの背中、その真上を目掛けて八岐は宙に飛び出した。

「あれで効かなきゃ仕方ない。悪く思うんじゃないよ！」

　はためく着物から艶あでやかな白い肢し体たいを覗のぞかせ、八岐は両りよう袖そでから翼つばさを広げるように無数の蛇を召しよう喚かんする。

「『蛇じや突とつ・根ね翔がけ』！」

　毒どく々どくしい色合いの蛇へびが、網あみをかけるように眼がん下かへ撃うち放たれる。先ほどよりやや小型の蛇が無数に展開する様は絡からみ合う植物の根を思わせるが、どの蛇も自みずからの目標を見失うことなく倒れた人じん狼ろうの体に食らいついた。

　頑がん丈じような杭くいを打ち込むように雨あられと人狼に降ふり注そそいだ蛇は、どれも細身でありながら屈くつ強きようだ。人狼の体に牙きばを突き立てる度たびに地面がその威い力りよくに震ふるえる。

　降り注ぐ蛇の突とつ撃げきを受け、痙けい攣れんするように何度も打ち震えた人狼は苦く悶もんの絶ぜつ叫きようを響ひびかせたが、数秒の後にその声を枯かれさせていき、やがて沈ちん黙もくした。

「やれやれ……」

　八や岐または楔くさびのように人狼に突き立っている蛇を支えに宙に静止していた。その姿は鳥とり籠かごの上に立っているようにも見える。

「す、すっげー八岐！　浮いてるぞーっ！」

　動きを封ふうじるため、人狼の全身に大量の毒液を注入する。暴走が治おさまった後も後こう遺い症しようは避さけられない量だが、想像以上の脅きよう威いであったこの人狼を止めるため、そして森の奥で眠っている子供達を守るために、仕方がない。

「どこの誰だれかは知らないが。運が無かったねぇ」

　すまない、と八岐は眼がん下かを見下ろして吐と息いきする。どうしてもえげつなくなってしまう自分の戦い方はあまり見せたくないのだが、傍かたわらで満面の笑みを浮かべて飛び跳はねている弐に毛けを見ていると、そんな危き惧ぐも馬ば鹿からしく思えてしまう。

　いつしか駆かけつけてきた鍵かぎ屋やの者達も、遠巻きに弐毛と八岐の戦いを静せい観かんしていた。

　無む論ろん、怯おびえて参戦出来ないなんてことは無いだろうが、五ご式しきが繰くり広げる本物の妖よう怪かい対妖怪の激戦に、つい足が止まってしまった者の方が多そうだ。

　人狼の後始末は鍵屋に任せようと、八岐が思ったその時。

　八岐を支える蛇の楔が、唐とう突とつに折れ曲がった。

「何っ!?」

　突とつ如じよとして安定を失い、空中で無む防ぼう備びになってしまった八岐が見たものは、全身を蛇に食らいつかれながらも、再び起き上がった人狼の姿だった。

　あり得ない。幾いくらなんでも、と八岐が思った瞬しゆん間かん。強きよう靭じんな人狼の腕が食らいついていた蛇達を無理やり引き千ち切ぎり、猛もう烈れつな勢いで振り抜いた。

　必然、蛇と繋つながっている八岐は引きずられるように振り回され、遠えん心しん力りよくと加速力に抗あらがえないまま、巨木の一本に叩たたきつけられた。

「八岐ぁぁっ！」

　一いち撃げきで気絶しなかったのは僥ぎよう倖こうだった。しかし、体が動かない。

　足が折れている、否いな、それ以外にも全身の骨が砕くだけているようだ。

「は……は、こりゃ、マズイかねぇ……」

　しかし、口から血の塊かたまりを吐はきながら、八や岐または更さらなる危き機きの接近を悟さとる。

　未いまだ八岐が健けん在ざいであることに気づいた人じん狼ろうが、憎ぞう悪おに満ち満ちた咆ほう哮こうを響ひびかせながら、真まっ直すぐに八岐目がけて突っ込んでくる。

「やめろ、こんにゃろぉぉぉっ！」

　それに気づいた弐に毛けが猛もう烈れつな速度で人狼の前に立ち塞ふさがり、回転を加えた踵かかと落おとしを人狼の顔面に炸さく裂れつさせる。

　だが、ほとんど効果が無く、弐毛は鬱うつ陶とうしいとばかりに人狼の腕に撥はね退のけられた。

「うわぁっ！　や、八岐ぁ！　逃げろーっ！」

「……出来りゃ、やってるよ」

　こんな時、つい不ふ敵てきに笑ってしまうのは悪あく癖へきかもしれないと、そんな吞のん気きなことを思いつつ、八岐は突っ込んでくる人狼をぼんやりと見み据すえる。

　たとえ殺されるとしても最後まで矜きよう持じを失わず、相手を蔑さげすんで笑いながら逝いく。いつの頃からか、そんなことを自分に課かすようになった。

　そして、そんなことすら『出来なくなって』もう何年経たっただろうか。

「八岐ぁぁぁっ！」

　弐毛の絶ぜつ叫きように、やれやれと吐と息いきしながら、八岐はふと思い出す。

　そういえば──久く遠おんと会った時も、こんな極きよく限げん状態だった、と。

　──懐なつかしいね、全まつたく。

　どうせ今頃あの世では、久遠と、蛇へびをも凌りよう駕がする執しゆう念ねんでまんまと逝いった一人の女が、人の気も知らないで仲なか睦むつまじく暮らしているだろう。そんなものを見るのは不ふ愉ゆ快かいだから、当分そこへ行くつもりは無いのだが、と八岐は微び笑しようで眼めを閉じた。

　振り上げられた人狼の爪つめは、一いつ片ぺんの慈じ悲ひも期待出来ぬ鋭するどさを秘めている。月光に輝かがやく爪が、狂気の咆哮と共に振り下ろされる瞬しゆん間かん。

「させるかぁぁぁっ！」

　流星のように割って入ってきた一人の鬼おにが、拳こぶしの一いち撃げきを以もって人狼の爪を真っ向から打ち砕くだいた──。

　驚おどろいて眼を開いた八岐の瞳ひとみに映るのは、あの時と同じ篝かがり火びの背中。

　──全まつたく、お節せつ介かいまで受け継がせることは無かったろうに……久遠。

　陣じん羽ば織おりを翻ひるがえすその背中に、一いつ瞬しゆん、久遠の姿が重なる。

「遅くなった！　無事か姉あね御ご！　弐毛！」

「おんたまぁぁぁっ！」

　何とも頼たのもしい、と笑いながら、八岐は小さく頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ……御み霊たま、気合い入れな」

「勿もち論ろんだ！」

　月下の戦場に、篝かがり火び御霊が参戦する。







　爪つめを砕くだかれ、大きく後退した人じん狼ろうを見み据すえつつ、御霊は状況を確認する。霞かす芽めはここに来る直前で降おろし、既すでに子供達を避ひ難なんさせるために雪せつ月げつ家かへと向かっている。

　どうにか間に合ったようだが、まさか八や岐またと弐に毛けが苦戦するほどとは思ってもみなかった。

　八岐は足があらぬ方向に曲がっており、全身が痛々しくうっ血している。

「御霊、使いな」

　と、負傷しているにもかかわらず、八岐が玉ぎよく露ろの腕うで輪わを投げて寄よ越こした。

「お、おい姉あね御ご。回復してもらわなくて平気なのか」

「はは、見た目ほどの重傷じゃないよ。玉露にも手貸してもらいな」

　いつも通りの八岐にひとまず頷うなずき、玉露の腕輪を装そう着ちやくする。

『御霊様、ご無事で何よりです！』

「玉露、こいつの情報を出来るだけ詳くわしく頼たのむ！　弐毛、動けるなら援えん護ごしてくれ！」

「あいよっ！　おんたまが居れば一億万人力だ！」

　御霊の救援で希望の炎に照らされた五ご式しき達が、一いつ斉せいに活力をみなぎらせる。

　が、爪を砕かれながらも人狼は御霊に向かって荒々しく吠ほえると、躊躇ためらわず剛ごう腕わんを振り下ろしてきた。

　巨木が倒れ込んでくるような一いち撃げきを、御霊は交差した腕で受け止める。激げき突とつと共に周囲に迸ほとばしった衝しよう撃げきが地じ鳴なりを響ひびかせるが、御霊は一歩も退ひかない。

「力比べで──鬼おにに勝てると思うなっ！」

　剛腕を真上にいなした御霊が、月下に煌きらめく銀ぎん髪ぱつを旋せん風ぷうのように翻ひるがえし、人狼の懐ふところへ強したたかな拳こぶしを叩たたき込む。

　強きよう烈れつな反動は確かな手て応ごたえを感じさせたが、それと同時に、御霊の拳であってもこれだけの反動が返ってくることに驚おどろいた。本当に鋼はがねのような筋肉だ。

『御霊様、敵は弐毛様の攻こう撃げきも、八岐様の呪じゆ札さつと毒どくも、全すべて効果がありませんでした。これだけの戦せん闘とうなのに霊れい力りよくにも一いつ切さいの衰おとろえが見られません。ただの暴走ではないようです！』

「こいつがどういう状態なのか分からないってことか」

　怯ひるまずに襲おそいかかってくる人狼を相手に、剛腕を自じ慢まんとする妖よう怪かい同士の戦いが繰くり広げられる。一いち撃げき一撃が大地を震ふるわせる規格外の力の激突に、大気が幾いく度ども震しん撼かんする。

　弐毛が刻んだ傷も既すでに快かい癒ゆし、八岐の呪札も大だい蛇じやの毒も数秒で中和されたという。

　異常な回復力の正体は分からないが、本来、満まん身しん創そう痍いでもおかしくない状態なのに、暴走状態で戦い続けられる妖よう怪かいには、たった一人だけ心当たりがあった。

　──逆さか神がみ……。

　あの黒こく竜りゆうは最後の最後、刀とう鍵けんの力によって自みずからの霊れい力りよくを増ぞう幅ふくさせ、しかし御み霊たまの万ばん象しよう錠じようによって霊力を制せい御ぎよしきれなくなり、暴走した。

　原因は不明だが、もしこの人じん狼ろうが同じ状態なのだとしたら、万象錠で霊力を施せ錠じようするのは更さらなる暴走を招く危険性がある。

　だが、それはあくまで霊力を封ふうじた場合だ。

「体の動きさえ封じられれば、後はどうにでも出来るだろ！」

　鼓こ膜まくを震ふるわす咆ほう哮こうを轟とどろかせ、人狼は尚なおも襲い来る。

「決める！　弐に毛け、少し注意を逸そらしてくれ！」

　飛び出してきた弐毛が人狼をかく乱している隙すきに、御霊は胸に手を叩たたきつける。まさか一夜に二度も召しよう喚かんすることになるとは思わなかったが、高密度の霊力の波動と共に、左手に万象錠が出現した。

「行くぞ玉ぎよく露ろ！　力を貸してくれ！」

『お任せください！』

　腕うで輪わから大量の霊力が送り込まれてくる。玉露さえ居れば、数回なら抜ばつ刀とう出来る。

「よし弐毛、離はなれろ！」

　見事なタイミングで宙返りをし、人狼の注意を引きつけたまま離り脱だつした弐毛を心の中で称しよう賛さんし、御霊は万象錠の柄つかを握りしめて一気に斬きり込む。

　──施錠・地ち閉へい閃せん！

　狙ねらうのは、人狼の両足だ。間合いに入った人狼の足を『地面もろとも』施錠する。

　莫ばく大だいな霊力の一いつ閃せんが弧こを描えがき、澄すみきった青き閃せん光こうが線上の結界となって人狼の足を大地に縛しばりつける。

「まだまだっ！」

　足を持ち上げられなくなった人狼がよろめいた瞬しゆん間かん、御霊は大地を蹴けって飛び上がり、納のう刀とうした万象錠を握ったまま、下がった人狼の頭を蹴り落とす。

　たまらず手をついた人狼を真上から見下ろしながら、御霊は身を捻ひねり空中で居い合あいを放つ。

「地閉──二に連れん閃せん！」

　右手に一閃、左手に一閃。高速で二度振り抜かれた万象錠が人狼の四し肢しを完全に封ふう殺さつする。

　両手足を施錠され、うつ伏せのまま完全に身動きが取れなくなった人狼が苦しげに唸うなり声を上げるが、万象錠で封ふう印いんした以上、それは腕力や霊力でどうにかなるものではない。

　万象錠の封印は、長きに渡る歴史の中で、常に絶対だ。

　しばらくの間、最後の抵抗とばかりにもがいていた人狼だったが、流石さすがに四肢を動かせなくなっては暴れようもないのか、一ひと際きわ巨大な咆哮を轟かせたかと思うと、観かん念ねんしたのか頭を地につけて大人しくなった。

「うっ、ぐ……はぁ、はぁ……」

　流石さすがに三連続で万ばん象しよう錠じようを抜いたのは厳きびしい。人じん狼ろうの傍かたわらに倒れ込み、荒い呼吸を繰くり返しながら夜空を仰あおぐ。

　満月も傾かたむき始めたようだ。激痛に襲おそわれながらも、やりきった達成感に浸ひたりながら、白しらんできた空の月明かりに少しだけ癒いやされていく気持ちになった。

「やった！　やったぞおんたまーっ！」

「痛っ！　弐に毛け、も、もう少し後にしてくれ」

　猫のまま胸の上にのしかかってくる弐毛を払いのけることも出来ず、痛みに顔をしかめたまま笑みにならない笑みを浮かべる。

　気づけば、御霊の周囲に人が集まってきていた。皆、鍵かぎ屋やの者達だ。耳に届く歓かん声せいに、しばらく起きている事態が理解出来なかった。

「凄すごかったぞ篝かがり火び御霊、流石は久く遠おんさんの式しき神がみだ！」

「見事だ、篝火」

　口々に御霊を称たたえてくれる人達の言葉に、御霊は顔が熱くなるのを感じた。この人達はタカ派ではない。妖よう怪かいを、ただ妖怪だという理由だけで敵てき視ししない。そんな人達なのだろう。

　──そっか……こんなに……。

　当たり前のことなのに、心から安あん堵どしている自分が居る。味方になってくれるかもしれない人が──希望が──こんなにも沢たく山さん、手を叩たたいて笑顔を向けてくれている。

「何かおんたまが不良やっつけて、学校の皆にありがとうって言われた時みたいだな！」

「あぁ、そんなこともあったっけな」

　今となっては、懐なつかしい。

　──美み久く地じ……。

　こんな自分でも、少しは何かが出来たのだろうかと御霊は微び笑しようで月を見つめる。

「全まつたく、現金な連中だねぇ。まぁ人間らしいといえばらしいかね」

　平然と煙管キセルを弄もてあそびながら、八や岐またが御霊の傍かたわらに立った。

「あ、姉あね御ご？　動いて大だい丈じよう夫ぶなのか？　足の骨折れてただろ」

「はは、そんな風に見えたかい？　女の体は見た目よりずっと柔やわらかいもんさ」

　妖よう艶えんに微ほほ笑えんでみせる八岐だったが、そんな馬ば鹿かなと御霊も思う。しかし、うっ血していた箇か所しよは噓うそのように白く、綺き麗れいな状態に戻っている。

　幾いくらなんでもあり得ないと、御霊が追つい及きゆうしようかと思った時だ。

「だ、大丈夫!?」

　呼び声に顔を上げると、森から恐る恐る顔を出している少女が居た。

「霞かす芽め？　どうして」

「心配で見に来たの。雪せつ月げつ家かの皆は大だい丈じよう夫ぶ」

　捕ほ縛ばくされた人じん狼ろうの対処に回り始めた鍵かぎ屋やの職しよく員いん達の横で、御み霊たまは安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。

「そっか、良かった……これで、皆無事だな」

　有ゆう刺し鉄てつ線せんで全身を締しめ上げられるような万ばん象しよう錠じようの代だい償しよう。だが、それも玉ぎよく露ろのお陰かげで緩かん和わされ始めた。弐に毛けと八や岐またに両側から支えられ、どうにか体を起こす。

　笑みを浮かべて駆かけ寄ってくる霞かす芽めに、何よりだと微ほほ笑えんだ。

　その時だ。

　強きよう烈れつな大地の鳴めい動どうが、緩ゆるんでいた周囲の空気を瞬しゆん時じに恐怖の色に染そめた。驚きよう愕がくに騒そう然ぜんとなる人々の視線の中心で、自みずからを縛しばりつける大地を砕くだき、割れた地面の一部ごと体を持ち上げた人狼が、狂乱の咆ほう哮こうを響ひびかせて、またしても立ち上がる。

　万象錠による捕ほ縛ばく。その絶対と思われていた安心感が予想外の手段で覆くつがえされた衝しよう撃げきに、誰だれもが動けずに居た。御霊の視界の真ん中で、霞芽が突とつ如じよせり上がった死を運ぶ巨体を前に、眼めを見開いて急停止する。だが勢いを殺し切れず、その場に倒れてしまった。

　人狼の眼の前に愚おろかにも身を晒さらした少女。獲え物ものを見み据すえる人狼の眼がん光こうが、無む慈じ悲ひに霞芽の姿を捉とらえた。

　人狼が吠ほえる。体の一部となっている岩石が、鉄てつ槌ついのように霞芽に振りかざされた。

「霞芽ぇぇっ！」

　間に合わない──。

　恐怖に眼をきつく閉じる霞芽を吹き飛ばさんと、人狼が剛ごう腕わんを振り下ろす。

　永遠にも感じられる絶望に満ちた静せい寂じやくの中で、御霊は一人の男の声を聞いた。

「──夜は出歩くなと、言ってあるはずですよ。霞芽」

　砕け散った岩石の破は片へんの向こう。

　銀の刀とう身しんで人狼の腕から霞芽を庇かばった、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎの姿があった。

「夜凪さん！」

　月光に光る眼鏡めがねの奥で、夜凪の冷れい徹てつな視線が臆おくすることなく人狼を射い抜ぬく。

「旋つむじ！　霞芽を！」

　人の身でありながら易やす々やすと人狼の腕を弾はじき返した夜凪が、逆さか手てに持った小こ太だ刀ちのような刀とう鍵けんを虚こ空くうに掲かかげる。呼び声に応えるように、刀鍵が生んだ霧きりの中から式しき神がみである飛ひ刃ば旋が姿を現した。

　黒い旋せん風ぷうのような速度で霞芽を抱きかかえた旋が安全な場所まで離り脱だつする。

　それを横目で確かめながらも、よろめいた人狼の隙すきを見逃さず、夜凪は開いた人狼の胴どう体たいに掌しよう底ていを叩たたき込む。袖そでから覗のぞく筋肉質な逞たくましい腕が人狼を強したたかに打ち貫つらぬいた。

　霊れい術じゆつと体術を組み合わせた拳けん法ぽう。夜凪が誇る『衰すい衝しよう』の一いち撃げきが、人狼の内ない臓ぞうに強烈なダメージを与える。

「ふっ！」

　外傷も効果は無く、霊れい力りよくも底知れないとなれば、内ない臓ぞうに直接ダメージを与えるのみ。

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に、夜よ凪なぎが二度、三度と人じん狼ろうを打ち据すえる。豪ごう胆たんでありながら洗せん練れんされた体捌さばきに誰だれもが見み惚とれる中、遂ついに膝ひざをついた人狼目め掛がけて、夜凪が刀とう鍵けんを振り抜いた。

　文字通り叩たたきのめされた人狼が、これまでの重じゆう厚こうな挙きよ動どうからは考えられないほど呆あつ気けなく宙に舞まう。夜凪の刀鍵の力だと、御霊は直ちよつ観かんした。

　満月を仰あおいで倒れた人狼に誰だれもが息を飲む中で、御霊はいつからか背後に立っていた者の声に、背筋を凍こおりつかせた。

「御霊殿、瓢ひよう箪たんの封ふう印いんを解といて欲しいであります」

　無む機き質しつな声に振り向けば、そこには──数刻前、御霊の前に立ちはだかった時の雰ふん囲い気きを纏まとった被ひ沙さ護ごが居た。

「早く」

　迷っている暇ひまなど無かった。御霊は握りしめた万ばん象しよう錠じように力を送り、施せ錠じようした瓢箪の封印を解かい除じよする。

「かたじけない」

　施錠が解ける冷たい風を振り払い、そう言って、ゆったりとした動作で人狼の前に進み出た被沙護の姿に、周囲の皆が息を飲んだ。

「蛟竜みずちの傭よう兵へいだ……」

　鍵かぎ屋やの部隊から、そんな声が聞こえた。

　向き合う人狼と被沙護。迫せまる脅きよう威いを感じ取ったか、人狼は苦しそうに呻うめきながらも被沙護目め掛がけて大地を蹴けった。

「少々、飲ませ過ぎたでありますかな」

　そんな一言が、風に乗って御霊の耳に届くと同時。

　決着の時が訪れた──。

　被沙護のしたことと言えば、ただ封印の解かれた瓢箪を正面に向け、あの水の刀とう身しんを真まっ直すぐに伸ばしただけだった。

　八岐の蛇じや突とつにも引けを取らない速度で射しや出しゆつされた水刀が、これまで御霊達の怒ど涛とうの攻こう撃げきをことごとく跳はね返し、受けきった屈くつ強きような肉体に、音もなく滑なめらかに突き刺さる。

　一いち分ぶのズレもなく心しん臓ぞうを貫つらぬかれた人狼が、胸と口から血を吐はき出しながら速度を落とした。

　串くし刺ざしにされたまま倒れることも出来ず、徐じよ々じよにゆっくりと迫せまってくる人狼が、被沙護の眼がん前ぜんに立つ。

　被沙護は表情一つ変えることなく突き刺した水刀を引き抜き、そして筆ふでで文字を書くかのごとき流りゆう麗れいな動きで、しかし込める心も、表したい感情も思わせないままに、人狼の全身を容よう赦しやなく断ち切った。

　遂ついに死という安息を得た人じん狼ろうが、月下に倒れ伏す。

　その容よう赦しやの無さに、誰だれもが言葉を発することが出来なかった。後に残るどうしようもない空くう虚きよさに、御み霊たまが表情を消して被ひ沙さ護ごの背中を見つめる。

「……被沙護」

「──御霊殿どの！　お怪け我がは無いでありますか！」

　振り向いた少女は口元についた返り血を舐なめとりながら、そう言って笑顔を浮かべた。

　称しよう賛さんから、畏い怖ふへ。そして恐怖へと転落していった月下の戦場は、こうしてその幕まくを下ろしたのだった。

「各部隊へ通達！　負傷者の救きゆう護ごを最さい優ゆう先せん！　手の空あいている者は遺い体たいの処理を！」

　この場の空気を支配している、むせかえるような死の気配の中で、夜よ凪なぎが凛りんとした声を響ひびかせる。まさに鶴つるの一声。放心状態だった鍵かぎ屋やの者達が我われに返ったように己おのれのすべきことに着手し始める。

「御霊殿、こう間を置かずに何度も会うと、奇き妙みような縁えんを感じてしまうでありますな」

　被沙護が照れくさそうに後頭部を掻かきながら微ほほ笑えんでくる。しかし、御霊にはどうしても笑みを返すことが出来なかった。

「お前、一体……」

「ふふ、拙せつ者しやのことでしたら……そちらの、八や岐また殿にでも聞いて欲しいであります」

「え？」

　横に立つ八岐を見る。八岐は御霊以上に冷めた瞳ひとみで被沙護を見み据すえていた。

「では御霊殿。言う必要も無いかとは思いますが、いずれまた。どうか良い夢を」

　そう言って、何度目かの別れの言葉を告げた被沙護が、颯さつ爽そうと夜や気きの中に消えていく。

「姉あね御ご……何か知ってるのか？」

「その前に、話をつける相手が居るみたいだよ」

　その言葉に、御霊は自分に向かって近づいてくる夜凪を眼めにする。背後には旋つむじと、俯うつむいた霞かす芽めの姿があった。

「留る守す中に、随ずい分ぶんと騒さわぎが大きくなってしまったようですね」

　御霊の前に立った夜凪が、眼鏡めがねをかけ直す。しばらく高圧的な視線を感じていた御霊だったが、一度だけ霞芽を振り向いたその顔には、わずかな疲れと、戸と惑まどいの色が浮かんでいた。

「まずは御ご苦く労ろうさまでした。そして……何な故ぜ、霞芽がここに居るのか。事情を説明していただきたい」
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　全員で場所を移し、今御み霊たま達が居るのは、雪せつ月げつ家かの正面だ。

　夜よ凪なぎは一から話を聞きたいと部隊の指し揮きを旋つむじに任せ、時間を作ってくれた。今、仁に王おう立だちする夜凪の前で霞かす芽めと鋼こうが正座している。

　ここまでの道中で、事件の簡単な概がい要ようは夜凪に話してある。御霊達が調べていた鼠ねずみ小こ僧ぞう事件が、夜凪が管理する雪月家の面々によるものだったこと。そして偶ぐう然ぜんとはいえ、絡からみ合う糸が連続殺人事件へと繋つながっていったことを。

　御霊達は傍かたわらに立ち、固かた唾ずを飲んで状況を見守った。意外にも、鋼も自みずから夜凪と話したいと言って、霞芽より先に夜凪に事情を説明し始めた。

　やはり、罪つみの意識は大きかったらしい。

「ごめんなさい。俺、皆を喜ばせたくて……」

　叱しかられるのを恐れてか、鋼は背中を丸めて自分が犯行に及およんだ理由を説明した。無言のまま話を聞いていた夜凪は、ゆっくりと吐と息いきして鋼の前に立つ。

「鋼、立ちなさい」

　言われるがまま、鋼が立ち上がる。次の瞬しゆん間かん。

　夜凪の巨大な拳こぶしが鋼の頭に真上から炸さく裂れつした。

「痛いでぇぇっ！」

　立ち上がった途と端たんに地面に叩たたきのめされ、鋼は眼めに涙を浮かべるが、ぐっと歯を食いしばって耐えていた。

「──家族のためと言いながら、君がしていたことは立派な犯罪です」

　しゃがみこみ、鋼と視線を合わせながら夜凪が強い口調で語る。

「して良いことと悪いことの区別もつけられない程、君は馬ば鹿かではないと信じていました。裏切られた気持ちです」

　うっ、と鋼が打ちのめされたように唇くちびるを噛かむ。

「言いたいことはありますか？」

「お、俺……皆のために、何かしてあげたくて……」

　再び、夜凪の拳が鋼の脳のう天てんを打ち抜いた。ほとんど土ど下げ座ざするような姿し勢せいになった鋼に、夜凪が森をざわつかせる程の怒ど声せいを轟とどろかせる。

「君は家族に、盗ぬすみだしたものを食べさせるつもりだったのかっ！」

　吹き飛ばされそうな迫はく力りよくに、御霊と弐に毛けが顔を引きつらせる。初めて目まの当たりにする、夜凪の感情的な姿。

　こんな時、どんな顔で立って居れば良いのか。

「そんなものはゴミより劣おとる！　それを口にしただけで、犯罪に加か担たんしたようなものですっ！　子供の腹の中に盗とう品ひんを隠かくすのと変わらないっ！　一歳さいの誕たん生じよう日びに、君は家族を犯罪者に貶おとしめるつもりだったのかっ！」

　残ざん酷こくなまでに正しい。一いつ切さいの反はん論ろんを許さない夜よ凪なぎの叱しつ責せきに、御み霊たまは拳こぶしを形作った。

「幸い、隠かくしてあった盗とう品ひんには手をつけていないようですが、君が配ったお菓か子しはもう、誰だれが口にしたか分からない。君は被害を拡かく散さんさせ、無自覚に犯罪者を増やしたんです」

　ネズミのように。と夜凪は冷たく言い放つ。

「盗ぬすんだお菓子を家族に配り、それを食べさせて一いつ緒しよに笑い合う……君は良かれと思ったことでも、私は正気を疑いますよ。家族を言い訳わけに使ったのですからね」

　鋼は地面に突つっ伏ぷしたまま、強く拳を固めていた。

「自分がしたことの重さが……分かりますね？」

「……はい」

「宜よろしい。君にはこれから、ばら撒まいた分の罪も含ふくめて償つぐないをしてもらいます。盗みだした分のお菓子は当然弁べん償しようするとして、君が払えない分はいずれ君が働いて返しなさい。君にも出来る仕事を私が与えます。君にはもう、ただ遊んでいれば良いだけの日々は二度と帰ってきません。覚かく悟ごは良いですね？」

　ゆっくりと顔を上げた鋼は、涙でぐしゃぐしゃになった顔のまま、それでも瞳ひとみだけで不ふ屈くつを訴えて、力強く頷うなずいた。

　しばらく、その瞳を見返していた夜凪だったが、やがて頷いて立ち上がった。

「鋼、家に入っていなさい」

　少しだけ霞芽を見つめてから、鋼はとぼとぼと家に入って行った。

　次は、霞かす芽めの番だ。

「霞芽、立ちなさい」

　無言のまま、霞芽が立ち上がる。鋼がその場から去り、夜凪は小さく吐と息いきして霞芽に向き直った。

「何も言い訳はしないわ。そこの篝かがり火び御霊が説明した通り、私は鍵かぎ屋やへの仕返しのためにお金を盗んでた。街に配ったのは気まぐれよ。汚けがれた金をこの家に持ち込みたくなかっただけ」

　毅き然ぜんとした態度で堂々と言葉を発する霞芽に、夜凪は表情を消す。

「私はただ、貴方あなたが指し揮きする鍵屋の一員が、私達に暴力を振るった……それが許せなかった。もっとも、本当に仕返ししたかった男はもう死んでいたけどね」

　夜凪の表情は硬い。霞芽もきつく夜凪を見み据すえている。

「皆、貴方のことを慕したってる。怪け我がさせられた子だって貴方がどうにかしてくれるはずだって思ってたのよ！　ただ毎日ご飯を食べさせてれば、それで親だって胸を張れるの？　必要な時に、貴方はいつも居ないじゃない！」

　思いの丈たけを夜凪にぶつける霞芽の姿は、必死に理解してもらおうとする切実なものだった。霞芽にしてみれば、親に裏切られたも同然の気持ちなのだろう。

「……確かに、鍵屋の一部の者達が少々過か激げきな行為に走ることがある現状を、これまで放置していたのは私の責任です。ですが、そういうことがあったなら私を頼たよって欲しかった。そうすれば、私も黙だまっていなかったものを」

　ふん、と霞かす芽めが鼻を鳴ならした。

「何よそれ。ただの言い訳わけじゃない。貴方あなたがそんなだから、頼る気にもならなかったのよ」

　人として、鍵かぎ屋やとして、どこまで信用出来るのか。夜よ凪なぎの場合、それが不ぶ気き味みなまでに掴つかみきれず、読みきれないから。

「……そうですね。これは事を慎しん重ちように進め過ぎた私の失態です。君達が犯した過あやまち……責任の一いつ端たんは私にもある」

　眼めを伏せた夜凪だったが、しかし、再び眼がん光こう鋭するどく、霞芽を射い抜ぬいた。

「だからこそ、私は厳げん正せいな態度で君に向き合う必要があります」

　その言葉に、御み霊たまが思わず声を上げて二人の間に割って入る。止める八や岐またの制止も振り切って、御霊は夜凪の前に立っていた。

「待ってください！　霞芽の気持ちだって考えてあげてくれ！　勿もち論ろん、盗ぬすみは許されないことかもしれないけど、盗んだ金にも手はつけてないんだし、回収だってされたんでしょう？　それに──」

　黙だまれ、と言わんばかりに突き出された手に、御霊は閉口する。

「……御霊くん、君が彼女と何を話したかは知りません。ですが」

　次の瞬しゆん間かん、夜凪の言葉に御霊は衝しよう撃げきを受ける。

「霞芽の窃せつ盗とうは、これが初めてではありません」

「え？」

　背後を振り返れば、霞芽が動じることもなく夜凪を見み据すえていた。

「彼女は人間界で血に目め覚ざめ、今回と同じようにその能力で何度も盗みを働いていた。そこを捕ほ縛ばくされる形で、天あま邪じや神じん宮ぐうへとやってきたんです」

　言葉を失う御霊を挟み、夜凪と霞芽が向かい合う。

「……そうよ。私はどうしようもない女だもの。幾いくら家族のためだなんて格かつ好こうつけても、私の罪つみが消えたりしないわ」

　御霊を押しのけるように進み出た霞芽が、強く言葉を響ひびかせる。

「これ以上、後ろめたい気持ちを隠かくしてこの家には居られない。ここでやり直せば良いって言ってくれた貴方の言葉にも、笑って迎むかえてくれた皆にも……感かん謝しやしてる。それだけは誓ちかって本当だから」

　そう言って、霞芽は一度だけ御霊に微ほほ笑えんだ。

「貴方にも感謝してるわ。あの言葉……忘れないから」

「え……？」

　何のことかと戸と惑まどう御霊の前で、霞芽が夜凪に言葉を放つ。

「だけどお願い。鋼こうのことは許してあげて。あの子は良い子よ、私と違って心の綺き麗れいな子だから、もう二度と同じ過あやまちは繰くり返さない。それさえ約束してくれれば……もう、思い残すことは無いわ」

　御み霊たまは、拳こぶしを握りしめた。

　──まただ……っ！

　何かしたいのに。何か言わなければいけないのに。

　どうすれば良いのか。何が出来るのか。何が正しいのか。

　御霊には──何一つ分からない。

「……霞かす芽め、それで良いんですね？」

「はい。けじめをつけさせてください」

　深く頭を下げた霞芽を前に、夜よ凪なぎが、見たことのない表情を浮かべていた。

　いつも威い厳げんに満ちた迫はく力りよくを感じさせていた面おも持もちが、辛つらい悲痛な表情に変わっている。その表情は厳げん格かくなタカ派の筆ひつ頭とうとは思えない、とても人間らしいものに見えた。

「では、晒さら次つぎ霞芽。鍵かぎ屋やとして、君を──」

　押し殺したような声で、夜凪が霞芽を裁さばこうとする。

　しかし、その時。

「待って、施し設せつ長ちよう！　霞芽姉ちゃんを捕つかまえないで！」

　雪せつ月げつ家かの扉とびらが開き、中から子供達が溢あふれるように飛び出してきた。

　総そう勢ぜい二十人以上。眠そうに眼めを擦こすっている子も居るが、誰だれもが霞芽を守るように取り囲み、夜凪に対たい峙じした。

「あ、貴方あなた達、どうして──」

　戸と惑まどう霞芽の前に立ったのは、あの白い着物の少女、白びやく夜やだった。

「霞芽ちゃん……一人で勝手に決めないで。忘れないでよ」

　子供達に囲まれて、白夜が微ほほ笑えむ。

「皆、霞芽ちゃんのことが大好きなんだよ」

　雪月家の子供達による、温かな絆きずなの防ぼう衛えい線せん。その先頭で、白夜が夜凪に堂々と向かい合う。

「施設長、お願いします。霞芽ちゃんに情じよう状じよう酌しやく量りようの余地を与えてあげて下さい」

「施設長、霞芽姉ちゃんを捕つかまえるなら、俺も捕まえてください！」

　鋼も子供達の前に進み出て、高らかに声を上げた。

「あ、貴方達いい加減にしなさい！　私なんか庇かばったって……」

「違うよ霞芽ちゃん。庇うとか、そんなんじゃなくて」

　白夜が微笑みながら口にする。

「全員で、償つぐなうの。霞芽ちゃんを止められなかったのは私の責任だし、霞芽ちゃんがどれだけ思いつめてたのか気づいてあげられなかったのも私達のせいだもの。それに、霞芽ちゃんが居なくなったら、小さい子は毎日泣いちゃうよ？　霞かす芽めちゃんの償つぐないって、家族全員に悲しい思いをさせることなの？」

　そう言って霞芽を閉口させた白びやく夜やは、改めて夜よ凪なぎに向き直る。

「施し設せつ長ちよう。罪を問うなら……私達『雪せつ月げつ家か』に対して、お願いします」

　気弱そうな印象だったが、堂々とした物言いは覇は気きに満ちており、とても気け高だかく見えた。

　──あの子……。

　凛りんとしたその姿に、夜凪もしばらく無言を貫つらぬいていたが、やがて口を開いた。

「私も、すぐに事件の方に回らなければなりません」

　そう言って、夜凪は霞芽に向き直る。

「霞芽、夜が明けたら、君が盗ぬすみに入った家に謝しや罪ざいに向かいなさい。事情を説明して、その上で、誰だれか一人でも君を捕とらえることを望む者が居たら、その時、君を拘こう束そくします」

　ぱっと明るくなった空気の中で、霞芽が息を飲む。これが、夜凪なりの最大限の譲じよう歩ほなのだろう。

　小さく吐と息いきした夜凪が、御み霊たまへと向き直る。

「第零ゼロ部隊へ、鷺さぎ乃の火ひ夜凪が命令を下します。日が昇のぼり次し第だい、君達は霞芽に同行し、被害に遭あった家々への訪問を行ってください。もし事が荒立つようなら仲ちゆう裁さいに入り、霞芽の投とう獄ごくを望む者が居た場合、即そく座ざに霞芽の身み柄がらを確保し連行すること……以上です」

　全すべては、霞芽の誠せい意い次第。

「施設長……」

「今日は、ゆっくり休みなさい」

　そう告げて、夜凪は深く吐息すると白びやく夜やへ頷うなずきを送り、爪つま先さきを御霊達の方へと向けた。

　夜凪の重圧から解放された途と端たん、子供達が歓かん声せいを上げて霞芽の周りに集まってくる。口々に、おかえり、と告げる子供達に囲まれて、霞芽は瞳ひとみから澄すんだ滴しずくをこぼした。

「ごめん……ごめんなさい……」

　口々に、泣かないで、と心配そうに声をかける小さな子供達。そんな子供達をそっと撫なでながら、白夜が微ほほ笑えんだ。

「いいんだよ、霞芽ちゃん。お帰りなさい」

「うん……ありがとう……ただいま、皆」

　八や岐またと弐に毛けは、離はなれた所で事態を見守っている。特に弐毛は感かん極きわまってしまったのか滂ぼう沱だの涙を流していた。

　その様子を温かな気持ちで見守っていた御霊だったが、すれ違いざまに夜凪に促うながされ、物もの陰かげへと連れ出された。

　夜凪と二人になるのは、これが初めてかもしれない。緊きん張ちようで強こわ張ばる顔を感じながら、御霊は物もの憂うげな雰ふん囲い気きを纏まとう夜凪の言葉を待った。

「……彼女は、貧まずしい家庭で生まれ育ちました」

　背を向けて、木の葉の隙すき間まから覗のぞく月を見上げ、夜よ凪なぎがそう口火を切った。

「生活は苦しく、彼女も周囲からそれなりに辛つらい仕打ちを受けながら育ったそうです。ある日、彼女の影かげ女おんなの血が目め覚ざめ……彼女は月光の中で姿を消せることに気づいた。彼女はその力を、懸けん命めいに自分を育ててくれる両親のために使おうと、そう思ったそうです」

　御霊がはっと息を飲む。

「月夜の度たびに、彼女は民家から金品を盗ぬすむようになり、それをバレないように隠かくしていた。いつか、両親への恩返しに使おうとね……しかしある時、月が陰かげり彼女の犯行が見つかってしまった。彼女は家へと逃げ帰りましたが、翌日、彼女の家には警けい察さつが来たそうです」

　思わず、拳こぶしを握りしめる。その先、何が起こったのかは聞かなくても想像がつく。

「彼女の両親は霞芽を庇かばい、代わりに警察に連れて行かれた。孤こ独どくになった彼女が生きていくには──結局、盗みを続けるしかなかったんです」

　そして、鍵かぎ屋やに保ほ護ごされたのだろう。

「彼女が『家族』にこだわる理由が分かるでしょう。あの子にとって、それは一度自分の手で壊こわしてしまったものなんです。初めて彼女と話した時、彼女は延えん々えんと泣き続けていましたよ。だから私は……せめてこの場所で、やり直すことが出来ればと……そう思っていました」

　いつしか、夜凪の言葉は震ふるえていた。

「ですが……彼女は同時に、自分が罰ばつを受けたいとも思っていたんでしょう。悪いのは自分なのに、ひたむきに自分を愛してくれた両親が、自分の代わりに捕つかまってしまったのだから」

　自分のせいで、愛する人が失われた。心に刻まれた埋うめようのない亀き裂れつ。その空くう虚きよな冷たさに、御霊はかつて触ふれたことがある。

　──子こ芥け子しさん……。

　状況は違えど、その傷はきっと同じものだ。

「不ふ思し議ぎに思いませんでしたか？　何な故ぜ、盗んだ金を配るような真ま似ねをしていたのか」

「それは……まぁ」

　霞芽に聞いてもはぐらかされてしまった。夜凪はその理由を知っているというのだろうか。

「彼女にとってお金とは……家族を守り、家族を破は滅めつさせる。そんな複雑な意味を持つものだったんです。覚えていますか？　彼女がお金を置いて行ったのは、皆……まだ幼い子供が暮らす、『家庭』だったことを」

「あ……」

「盗んだ金を雪せつ月げつ家かに持ち込むつもりはなかった。勿もち論ろん、それは本心でしょう。ですが彼女は……自みずからの手で金を処分することも出来なかった」

　それは使い方次し第だいで家族を、命を、絆きずなを守れるものだから──。

「では、どうするか」

　その先は、分かるような気がした。鋼こうと同じ、純じゆん粋すいな気持ち。

「自分のような子供を、増やさないために？」

「傲ごう慢まんな考えではありますがね。使ってくださいではなく、役に立ててください。と書き残した辺りが霞かす芽めらしい。皮ひ肉にくな話ですが──」

　夜よ凪なぎが、ようやく振り返る。

「誰だれもが抱いだく、金に対する欲求と、それを知っているからこそ抱く恐怖。出で所どころ不明の金です、どんな悪あく党とうが絡からんでいるか分からない。そんな恐怖が家庭を守るという想いを呼び起こして、届けられた金に手を出すことを躊躇ためらったんです。それが霞芽を救う形になった」

　続く沈ちん黙もくに、御霊は何も言うことが出来なかった。

　──誰かを大切に想う気持ちが、眼め先さきの欲望に打ち勝った……？

　御み霊たまは、一人の女性を思い出さずにはいられなかった。

「純すみ波なみ子こ芥け子しが一年もの間、天逆毎あまのざこの呪のろいに抗あらがい続けたのも……案外、打算などではなかったのかもしれませんね」

　御霊と同じ考えを抱いていたらしい夜凪に、御霊は胸の奥が重くなった気がした。

「ただ……御霊くん、そんな霞芽が、家族以外に心を開くとは思っていませんでした」

　夜凪が振り返る。

「彼女に、何を言ったんですか？」

「え？　いや……」

　あの森での一ひと時ときを思い出す。確か、家族のために危険を顧かえりみない霞芽の姿を、気け高だかく美しいと思い、そう言ったと夜凪に告げる。

　それを聞いて、夜凪は少しの間視線を落とした後、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「……なるほど。簡単な見落としだったようです」

　表情を和やわらげて、夜凪は御霊を見み据すえた。

「彼女は──誰かに褒ほめられたかったんでしょう。彼女も鋼と同様、純粋な想いに従って罪つみを犯した。許されぬことと分かってはいても、きっと……愛する人のために努力した自分を、認めてもらいたかったのかもしれません」

　霞芽が抱いていた想い。

　必死に自分を育ててくれる両親のために、自分の力を使って精せい一いつ杯ぱい、恩返ししようとする。たとえ許されぬことだったとしても。

　たった一言──偉えらかったね、と。

　たった一度──ありがとう、と。

　たった、それだけのことで──彼女の心は救われたのではないか。

「霞芽……」

　気づけば、御霊の瞳ひとみからも一筋の涙が零こぼれていた。

「君はきっと、本当の意味で彼女を救ってくれたんでしょう。君にその気が無くとも、何気ない言葉や行動が、時に大きく人を救う」

　それは、誰だれよりも御み霊たまが知っていることだった。

　──俺が……霞かす芽めの心を？

　何も出来ないと、無力を痛感するばかりだった自分が。

　誰よりも今、助けたいと思った人を救っていた。

「ありがとう」

　え、と顔を上げると夜よ凪なぎはもう背中を向けていた。

「では、後のことは任せます。温泉卵くん、御ご苦く労ろうさまでした」

　いつものように、冷れい淡たんな口く調ちようでそう告げると、夜凪は薄うす暗ぐらい森の奥へと去っていく。

「夜凪さん！」

　その背中に、思わず声をかける。

「貴方あなたを、少し誤ご解かいしていました。ただ妖よう怪かいだという理由で、その心を踏ふみ躙にじるような人だと思っていた。俺だって……貴方を許せないと思う気持ちはある」

　しかし、この男は──誰より人の気持ちを理解できる人間だ。

「けど貴方なら……久く遠おんの理想が、分からないはずがない！」

　共に肩を並べた同志であったなら、その理想にも理解があるはずなのだ。立場のある身分だということも分かっている。

　だが。

「夜凪さん、俺達は……本当に相あい容いれないんですか？」

　重い雰ふん囲い気きを纏まとったまま、ゆっくりと振り向いた鷺さぎ乃の火ひ夜凪からは、既すでに先ほどまでの人間らしい温かみは、微み塵じんも感じられなかった。

「君が──私の何を知っていると？」

　思わず生なま唾つばを飲み込んでしまうほど、眼鏡めがねの奥から覗のぞく眼がん光こうは冷たかった。

「誤ご解かいの無いように言っておきます。私が雪せつ月げつ家かを立ち上げたのは、鍵かぎ屋やに逆らうような妖怪が育たぬよう幼少期から教育するため。そして、ゆくゆくは優ゆう秀しゆうな式しき神がみとして管理するための試みです」

　全すべては、鍵屋のため。

「妖怪となった者の未来など、たかが知れています。なら、その能力を有効活用しようとすることは、間ま違ちがっていますか？」

　結局、見み据すえる未来は違うのかと、御霊は風に揺ゆれる花々に眼を落とす。しかし。

「子供に失望されるような人が……何を偉えらそうに」

　その場で叩たたき斬きられても文句を言えないような一言が、思わず御霊の口から漏もれていた。潰つぶれそうな程に重い沈ちん黙もくがしばらく続いたが。

「今回は──君が正しいのでしょうね」

　そんな言葉を最後に、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎは白しらんだ空の下に消えていった。

「……夜凪さん」

　ふっ、と力が抜ける。思えば一晩中動きっぱなしだった。

「あ、あの！　篝かがり火び御み霊たま……さん」

　呼ぶ声に振り向けば、霞かす芽めが一人で立っていた。

「か、霞芽。皆の所に居なくて良いのか？」

　どうやら話を聞いていた訳わけではないらしい。ぎこちなく笑いながら、御霊は背後の子供達を見つめる。流石さすがに全員眠そうだ。

「そ、その……よかったら、うちで休んでいっても良いわよ。ここからじゃ、屋や敷しきまで遠いんでしょ？」

　眼めを泳がせながらそう言ってくれる霞芽だったが。

「今晩くらい、家族水入らずで過ごしてくれ。俺達なら、平気だから」

　幾いくら疲ひ労ろう困こん憊ぱいだからと言って、立ち入って良い場所くらいはわきまえているつもりだった。折せつ角かくまた元に戻った家族の一ひと時ときを邪じや魔まする訳にもいかない。

「日が昇のぼったらまた来るから」

　霞芽の償つぐないは、これからなのだ。御霊はそれを見届ける役目を夜凪から命じられている。

　小さく頷うなずいた霞芽の姿に、不意に思いついたことがあった。

　自分の言葉が少しでも励はげましになったのなら、と御霊は霞芽に手を伸ばす。

「頑がん張ばったな」

　そう言って美しい金きん髪ぱつに手を置き、優やさしく撫なでた。

「あ、う……っ」

　途と端たん、茫ぼう然ぜんと眼を見開いた霞芽が、見る見るうちに赤くなり俯うつむいてしまった。毅き然ぜんとした華はなやかさはどこへやら、年相応の少女を思わせる可愛かわいらしい表情に、御霊も思わず笑みを漏もらす。

「霞芽ちゃん！」

　と、白い着物を揺ゆらしながら、白びやく夜やが走り寄ってきた。

「あ、あの、篝火御霊さん。色々とご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ありません」

　ペコペコと頭を下げてくる白夜に、御霊は気にするなと首を振る。

「君こそ、さっきは格かつ好こう良かったよ」

「あ、ひ、必死で……」

　恥はずかしそうに俯いてしまう白夜だったが、やがて顔を上げると優やさしく微ほほ笑えんでくれた。

「私、『氷ひ上かみ白夜』と申します。この度たびは本当にありがとうございました」

　霞芽と並んで堂々と声を響ひびかせるその姿に、御霊は後ろで眠たそうにしている子供達を見つめる。

　──雪せつ月げつ家か、か。

　雪のような白さと、月のような美しさが守る家。

「良い家族だな、霞かす芽め。羨うらやましいよ」

　赤く染そまった頬ほおを瞳ひとみから流れる滴しずくで潤うるおしながら、柔やわらかな笑みを浮かべている少女が居る。

「……本当に、ありがとう」

　彼女の微ほほ笑えみが、御み霊たまが初めて受け取った報ほう酬しゆうだった──。
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　息をひそめ、天を狙ねらい、静かに機きを窺うかがう者達が居る。

　森を抜け、街を抜け、こうして鍵かぎ屋やの城に戻って来た夜よ凪なぎもまた、そんな臥が竜りようの一人と言えるだろう。

　既すでに空は白しらみ始めており、夜凪は体に残る疲れを感じながら、黒衣の式しき神がみと共に無人の廊ろう下かを歩く。

「君のお陰かげで色々と助かりました。毎度のことですが感かん謝しやします」

「勿もつ体たいなきお言葉です」

　淡たん々たんとした言葉が返され、廊下には再び足音だけが響ひびいていく。

　人間界より戻った途と端たん、旋つむじの口から霞かす芽めが篝かがり火び御み霊たまと城に来たと聞かされ、すぐに急を要する事態になったことを悟さとった。

　全速力で地を駆かけ、辿たどりついた時にはもう、御霊の手によって事態のほとんどが終わりを目前にしていたが。

　事件の全容を聞いた今。もし彼が居なければ──そう考えると、幾いくら夜凪と言えど御霊に対して感謝の念を抱いだかずにはいられなかった。

　腐くさっても篝火。初はつ任にん務むで上げた功こう績せきはそれこそ、陳ちん腐ぷな思おも惑わくの下もと、子供の過ぎた悪戯いたずらを発見した程度ではあるが。

　それが果たして、一部の者達にとってどれほどの救いになっただろうか。

　夜凪が胸に秘める一つの決意。それを守り抜くためにも、あの家は、あそこに無くてはならないものなのだ。

「御霊くんにも、感謝しておきましょう」

　そう言って、夜凪は表情を厳きびしくする。

「さて、我われ々われの被害状況は……タカ派の隊長を含ふくめた六人が死亡。突とつ如じよ出現した人じん狼ろうによって負傷者多数。といった所ですか。部隊の一部を再さい編へんする必要がありますね」

　廊下を行く夜凪が、重々しく口を開いた。

「それより旋、死亡者の数が──予定より三人も増えているのはどういうことです」

　聞く者が聞けば戦せん慄りつするような一言が、誰だれの耳にも届かず虚こ空くうに消える。

「申し訳わけありません……事情は、あの頭の悪い迷めい惑わくな水すい竜りゆうを交えて説明します」

「口には？」

「出します」

　怒り心しん頭とうということらしい。苦く笑しようを漏もらしながら夜凪は執しつ務む室の扉とびらを開いた。

「あ、お帰りなさいませ、であります！」

　綺き麗れいに整せい頓とんされた執務室の中央で、阿あ潟がた被ひ沙さ護ごが恭うやうやしくお辞じ儀ぎした。







　雪せつ月げつ家かからの帰り道。御み霊たま達は疲れ切った表情で小川沿いの道を歩いていた。

「ふぁ……流石さすがに、腹減ったな」

　大きな欠伸あくびを漏もらし、御霊が腹に手を当てる。
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「もう数時間で日が昇のぼる。朝まで我が慢まんしな」

「あたいも疲れたぁ……おんたま、一いつ緒しよに寝よー」

「暑くなってきたから、そろそろ寝ね床どこに潜もぐりこむのを止やめてくれ」

　ふと、いつものやり取りに物足りなさを感じて、大事なことに気づく。

「あ、そっか……玉ぎよく露ろの腕うで輪わどうするかな」

「今、代わりを作らせてるよ。そのうち玉露の森まで取りに行けば良いさ」

「それまで少し不便だな。仕方ないか」

「玉露、頑がん張ばって作ってるってよ！」

　今回は五ご式しき総そう出でで臨のぞむ、久々の事件だった。分からないことは沢たく山さんあるが、とりあえず御霊達がすべき任にん務むは、無事に一段落を迎むかえたと言って良いだろう。

　しかし、訪れた沈ちん黙もくが思い起こさせるのは、やはり被ひ沙さ護ごの姿だ。

「……姉あね御ご、そろそろ教えてくれ。蛟竜みずちの傭よう兵へいって、一体何なんだ？」

「さっきの被沙護、おっかなかったもんな……」

　弐毛も友達の暗い一面を見てしまったためか、表情が優すぐれない。

　八や岐またが深く吐と息いきして、その存在について語り始める。

「元々、外がい界かいで大きく名を上げた傭よう兵へい団だんだよ。その名の通り、蛟竜みずち……すなわち、水すい竜りゆうの血を引いた者達で構成されてる」

　竜。その名が持つ強大な力は御み霊たまもよく知っている。

「それじゃ、被ひ沙さ護ごは」

「あぁ、その一員で間ま違ちがいないよ。ただね……」

　八岐が表情を曇くもらせて言いよどむ。

「蛟竜は、十年以上前に壊かい滅めつしてるはずなんだ」

「壊滅？」

「あたしも詳くわしくは知らないが、一匹の大だい妖よう怪かいが里を襲しゆう撃げきして、傭兵団は皆殺しにされたって話を聞いたことがある。だから、被沙護の阿あ潟がたって姓せいを聞いて驚おどろいたよ。阿潟は、傭兵団を率ひきいる団長の姓だったはずだからねぇ」

　外界にその名を轟とどろかせる傭兵団──蛟竜。

「え？　被沙護が一番偉えらかったのか？」

「いや、被沙護は団長の娘だそうだよ。聞き込みの時に被沙護と二人になったのは、その辺りの事情を聞くためさ」

　そう言えば、あの時八岐は自分から被沙護と組んでいた。

「それじゃ、被沙護が捜さがしてる妖怪って……」

「傭兵団を壊滅させた大妖怪のことだろうねぇ。あいつは、復ふく讐しゆうのためにこの世界を巡めぐってるんだろう」

　復讐の旅。普段の朗ほがらかな被沙護の姿からは想像も出来ない言葉だが、しかし、あの冷れい徹てつな戦士としての姿を見てしまった御霊には、不ふ思し議ぎと納なつ得とくがいった。

「けどね、おかしいんだ。蛟竜みずちの傭兵ってのは皆、感情を殺されるはずなんだよ。機き械かい的に与えられた任にん務むだけをこなす、カラクリみたいにね。それにしちゃ、被沙護は随ずい分ぶんと感情豊かに見えた。そこが気になってねぇ」

　普段は明るく、任務の時は機械のように。

　確かに、御霊と戦った時の被沙護は、カラクリのように無む機き質しつに見えた。あれが蛟竜の傭兵としての側面だったのだろう。

「まぁ入り組んだ事情は分からないが、一つ断言出来るのは、蛟竜の傭兵は絶対に噓うそを吐つかないってことだ。あいつは、あたし達と敵てき対たいすることは無いと、確たしかにそう言った。だからあたしも安心してたんだが……御霊が突っ込んでいったのは、被沙護にとっても想定外だったんだろうねぇ」

　難むずかしい顔で話を聞く御霊だったが、弐に毛けが首を傾かしげた。

「なぁなぁ、被沙護も色々大変なのは分かったけど、あたい達、友達になれたじゃん。そんなに心配しなきゃ駄だ目めなのか？」

　口に指を当てて困ったような表情を浮かべる弐に毛けに、八や岐またも御み霊たまも微び笑しようを浮かべる。

「ははは、確かにこっちから挑いどみかからなきゃ、向こうが仕し掛かけてくることは無いんだ。気にせず今までどおりにしてれば、また一いつ緒しよに飯めしでも食う機き会かいくらいあるかもしれないねぇ」

「おぉ、やっぱりそうなんだな！　あたい被ひ沙さ護ごと戦わなきゃいけないのかと思ってドキドキしたぞ！」

　そう言って、弐毛は足取り軽く御霊達の前を行く。

「……御霊、こっからはあたしの勝手な想像だ。どこまで真まに受けるかは任せるよ」

　八岐が煙管キセルを揺ゆらしながら口を開く。

「被沙護は、この街に仕事を探しに来たって言ってただろう？　だが、蛟竜みずちの傭よう兵へいの生き残りなら、外がい界かいで仕事が無いはずがない。あいつの実力はあんたも見た通りだ」

　確かに、護ご衛えいなり暗殺なり、被沙護なら大たい抵ていの仕事はこなせるだろう。

「にもかかわらず、あいつはこの街に入った。傭兵が人里を訪れるってのは……誰だれかに雇やとわれたと考えるのが妥だ当とうだ」

「そういえば、被沙護の奴やつ、鍵かぎ屋やに雇われたって言ってた。そうか……それだけ有名な実力者だから、タカ派の屋や敷しきを守る役目を負おったんだろうな」

　その言葉に、八岐が瞳ひとみを鋭するどくする。

「被沙護は、鍵屋に雇われたって言ったんだね？　蛟竜の傭兵なんて大物を一いつ介かいの職しよく員いんが呼び出せるはずもない。外にもある程度精せい通つうした、それなりの立場の人間が被沙護を召しよう集しゆうしたはずだ」

　それはそうだろう、と御霊は頷うなずく。

「御霊、あんた屋や敷しきの死体は見たかい？」

「あ、あぁ。それが一番分からないんだ。俺おれが見たとき、遺い体たいは一つだけだった。なのに城で聞いた状況は、遺体が四つ、どれもズタズタにされてたって……」

　八岐が頷く。

「あたしも、あんたが門を破った数分後にあの屋敷に出向いたんだよ。けど、その時にはもう遺体は四体だった。現場に、さっきの人じん狼ろうのものと同じ毛も落ちてたしねぇ」

　しかし、と八岐が続ける。

「あんたが最初に見たとおり、あの屋敷では二回、殺人が起きてる。遺体の体温も、傷口も違ったことから、恐らくは全まつたく違う犯人が居るはずだ」

「殺人犯が二人……一体、誰だれが？」

「少なくとも、あんたが最初に見た布ふ団とんの上の死体に関しては予想がつく」

　八岐が、衝しよう撃げきの一言を口走る。

「さっきの人狼を殺した時の切り口と、屋敷で布団の上にあった死体の切り口が、一いつ致ちした」

　御み霊たまは思わず息を飲む。

「鍵かぎ屋やの有力者に召しよう集しゆうされた蛟竜みずちの傭よう兵へい。轟とどろく名声と悪あく名みよう、そして実力は、鍵屋のタカ派をも信しん頼らいさせるだけの実力を持ってる」

　否いな、或あるいは──タカ派を信頼させるだけの発言力を持った人物が、被ひ沙さ護ごを送り込んだ可能性すらある。と八や岐またが言う。

「そんな傭兵の雇い主が、まさか身内に牙きばを剥むくような命令を下すとは誰だれも思わない」

「っ！」

「そして、被沙護に門を守らせていたのは、鍵屋の中で被沙護の信用を維い持じするためだろう。まさか殺人犯が門の前で仁に王おう立だちしてるなんて誰も思わないからねぇ」

　煙管キセルを揺ゆらし、八岐が紫し煙えんに煙けぶる向こうで顔つきを険けわしくする。

「蛟竜の死し生せい観かんは独特だ。己おのれの生存を最さい優ゆう先せんし、任にん務むに対して融ゆう通ずうの利きかない姿勢は、蛟竜を知っている者なら誰もが知ってる。遅かれ早かれ、あの場から撤てつ退たいさせるつもりだったんだろうが、高い知名度はそのまま言い訳わけになっちまう」

　蛟竜の傭兵なら、仕方がない、と──。

　確かに、門が壊こわれたから門番としてその場を去る。など、ふざけているとしか思えない。だが、それが蛟竜の傭兵なのだろう。

「人じん狼ろうと戦って、門が壊れたから……って理由が出来るのか」

「門を壊しちまったのがあんただったのは、奇き妙みような偶ぐう然ぜんだねぇ」

　確かに鍵屋では、一連の連続殺人の犯人は、あの人狼ということで決まりだろう。

　しかし、あそこまで狂乱していた人狼に、誰に見つかるでもなく殺人を犯し、逃げ去るような知性が残っていたようには見えなかった。

　やはり、八岐の推すい理りは的まとを射ている。

「気になるのは、後から殺された三人の方だ。誰かが、あんたが逃げ出して、あたしが駆かけつけるほんの数分の間に、現場を書き換かえたんだろうけどねぇ」

「……何のために」

「あの人狼に殺人の罪を被かぶせ、被沙護の犯行を塗ぬり潰つぶすため……だろうねぇ。そんなことをしたのは、恐らくあんたが被沙護を突破して屋や敷しきの遺い体たいを見ちまったからだ。裏で糸を引いてる奴やつにとって、それは想定外だったんだろう」

　徐じよ々じよに速くなっていく鼓こ動どうを感じながら、御霊は八岐と共に絡からんだ糸を解ほどいていく。

「それじゃ姉あね御ご、こういうことか？　誰かが被沙護を使ってタカ派の人間を殺させている。そして、無関係の妖よう怪かいを犯人にしたてあげてまで、それを隠かくそうとしてるって」

　突とつ拍ぴよう子しもない推理だと断じてしまうのは簡単だ。

　しかし、不ふ思し議ぎと八岐の推理が、この事件の見えなかった闇やみを照らしているようにも感じられた。

「殺人事件の首しゆ謀ぼう者しやが、鍵かぎ屋やの中に居る……？　一体、誰だれが……」

「……御み霊たま。昨日、可お笑かし屋の前で被ひ沙さ護ごが言ってたこと、覚えてるかい？」

　より一いつ層そう冷めた声で、八や岐またが問いを投げてくる。

「え？　確か……仕事が見つからなかったって」

「違う。先日、仕事を斡あつ旋せんしてくれた人間が、不在だったと言ったんだ」

　不在、という言葉に御霊の中で何かが繋つながる。

「そして、同じタイミングで不在だった鍵屋の有力者は……一体誰だろうねぇ」

　御霊は絶ぜつ句くして、足を止める。

「あたしの話は終わりだよ。どの道、これ以上は思考をまとめようがない」

　被沙護が街に来たのは偶ぐう然ぜんで、タカ派の屋や敷しきを守っていたのも偶然。

　門が砕くだかれたのは、人じん狼ろうと被沙護が戦ったから。被沙護が持ち場から離はなれたのは、蛟竜みずちならではの独特の価値観と死生観によるもの。

　御霊と霞かす芽めが見た遺い体たいはただの見み間ま違ちがいであり、そもそも殺人事件も鼠ねずみ小こ僧ぞう件も終しゆう焉えんを迎むかえた以上、それを見た。という証言は、では何な故ぜそれを知っているのか。という疑ぎ惑わくの眼めに変わってしまう。

　鼠小僧事件は子供の過ぎた悪戯いたずらであり、殺人事件の犯人は暴走した人じん狼ろうである。

「それが世間の正解で──」

　つまらなさそうに、八岐が吐と息いきする。

「あたしらの、限界だ」

　遠くにそびえる鍵屋の城を見み据すえる。

「死に意味は無く、無意味こそ忌いむべし、か」

　被沙護の言葉を思い出す。御霊が確かに見た『死』は、皮ひ肉にくにも被沙護の語った通り、無意味なものとなってしまった。

　──夜凪さん。貴方あなたは本当に……何も、していなかったんですか？

　腐ふ敗はいしたタカ派の蛮ばん行こうを知っていながら、あの男は果たして何を思っていたのか。

　事件は終わった。助けたい人を救えた。一つの家族を守ることが出来た。

　しかし全すべての発ほつ端たんと、その闇やみを解とき明かすことは──出来なかった。

「気を落とすんじゃないよ御霊、あの家は確かに救われたんだ」

　そっと、八岐が御霊の肩に手を置いてくれる。

「もし、あんたが居なかったらって考えな」

「俺が、居なかったら？」

　脳のう裏りに浮かぶのは、悲ひ劇げきの結末──。

「胸張りな。あんたは確かに、意味のあることをしたんだ」

　御霊が、鍵屋として立ったことで、救われた人が居た。

　──久く遠おん……。

　結果だけを見れば、確かにそうかもしれない。少し前までの自分なら、それだけで納なつ得とくしていたかもしれない。

　だがそれは、やはり運が良かっただけだ。あそこで被ひ沙さ護ごに殺されていたかもしれないし、そもそも人じん狼ろうすら御み霊たまは止められていない。

　──やっぱり、このままじゃ駄だ目めだ。

　自分は弱すぎる。高すぎる壁かべを前にした時、ただの自己満足で挑いどみかかり、砕くだけ散ってしまっては意味がない。

　やはり必要だ。どんな障害であろうとも打ち崩くずせる力。意志を貫つらぬく力が。

　──あるんだろ、俺の中に……なら！

　たとえ忌いまわしき悪あつ鬼きの力であろうと、自分のものにしてみせようと、御霊は城を見み据すえて覚かく悟ごを決めた。







　遠方から御霊の視線を受ける夜よ凪なぎの執しつ務む室では、今回の事件の再確認が行われていた。夜凪が不在だった間に起きたことを、整せい理りしておく必要があるからだ。

　話を聞きながら、夜凪は霞かす芽めとの会話を思い出していた。

　──大事な時に、傍そばにいてくれなかった……か。

　つくづく呪のろわれた運命のようだと眼めを閉じ、そして思考を切り替える。

　蛟竜みずちの傭よう兵へい、阿あ潟がた被ひ沙さ護ごを召しよう集しゆうしての、腐ふ敗はいした鍵かぎ屋や内部の掃そう除じ──。

　概おおむね上々の結果とはいえ、所々に綻ほころびが生じてしまったことも事実だ。

「元はと言えば、被沙護様、貴方あなたが篝かがり火び御霊をみすみす通したりしなければ計画に変更を加える必要も無かったのです」

　話を一段落させた旋つむじが、無表情のまま被沙護に文句を言う。

「いえ、ですから！　拙せつ者しやの任にん務むは時間まで誰だれにもあの門をくぐらせるなというものでありまして……あの時既すでに門は木こつ端ぱ微み塵じんになってしまっていてでありましてですね」

「夜凪様、何とか言ってやって下さい。わたくしはこの方が嫌きらいなようです。この融ゆう通ずうの利きかなさは一体どういう神経がなせる技ですか」

　表情こそ変わらないが、心しん底そこ苛いら立だっている様子の旋に、夜凪はため息をつく。

「確かに、余計な犠ぎ牲せいを増やす結果になったのは痛いですが……それでも旋、よく対応してくれました」

　蛟竜の傭兵、阿潟被沙護。実力は申し分ないが、性格に難なんがあるということは夜凪も承しよう知ちしていたため、常に被沙護の傍そばに旋を置き、監かん視しさせていたのだ。

　命じられたこと『だけ』を忠実に全まつとうする、蛟竜の傭兵の脅きよう威いを演出するのは少し手間がかかる。

　本来なら、あの屋や敷しきでタカ派の部隊長を殺させた後、夜よ凪なぎが帰き還かんするまで被ひ沙さ護ごに現場を守らせ、被沙護自身に門を破は壊かいさせてから帰還させる予定だった。

　その上で事件現場が発見されれば、蛟竜みずちの傭よう兵へいですら出し抜き突破した妖よう怪かいが居た。という犯人の強大さを演出することが出来、更さらにそれを真っ向から叩たたき伏せれば、被沙護に対する畏い怖ふも植えつけられる。

　結果的には、概おおむね予定通りと言えるが。

「夜凪様、勿もつ体たいなきお言葉です。しかし……篝かがり火び御み霊たま。邪じや心しんを焼き尽くす希望の焔ほのおは健在のようですね。あまりに頼たよりないですが」

　旋つむじが、何よりの想定外だった御霊の出現について説明する。

　御霊が門を破った直後、被沙護に疑いが向くのを防ぐべく、その場で監かん視しを続けていた旋は個人の判断で即そく座ざに状況の修正を行った。

　すなわち、後から駆かけつけた三人を殺害したのは──潜ひそんでいた、飛ひ刃ば旋である。

　タカ派の人間三人を背後から急きゆう襲しゆうし、元々計画にあった人じん狼ろうの体毛を現場にばら撒まいて離り脱だつする。既すでに現場の状況が書き変わっている以上、御霊と霞かす芽めが見た現場の証言も、何かの間ま違ちがいで一いつ蹴しゆう出来る。

「現場の上書きは何とか間に合いました。ですが、口くち縄なわ八や岐またに遺い体たいの確認をされたのはマズイかもしれません。あの化け物は悪意に敏びん感かんです。違い和わ感かんにもすぐに気づくはず」

「……彼女が御霊くんについているのは、確かに脅きよう威いです。が、彼女は物事に深入りしない。証しよう拠こがない以上は安心していいはずです」

　旋が頷うなずき、話を続ける。

　後は人狼を解とき放ち、その凶きよう暴ぼうさと強さに対する邪じや悪あくな印象を鍵かぎ屋やの者達に植え付け、後付けの証拠で事件を終しゆう息そくさせれば、ひとまず被沙護から夜凪へと疑いが向くことは無くなる。

　犯人とされる人狼も死亡し、事件は終わらざるを得なくなる。

　瞬しゆん時じにそこまで計算し、実行に移した旋の判断は概ね正解だったと言えるだろう。

　しかし──。

「被沙護様。人狼をあそこまで強化しろとは言っていません」

　またしても想定外の事態を招いたのは被沙護だった。

「鍵屋のタカ派を狙ねらう連続殺人の犯人として、納なつ得とくのいく狂気と強さを持った妖よう怪かいを解とき放て、などと言われたら『黄き瓢びよう箪たん』の栓せんを抜く他ありませぬよ」

　突とつ如じよとして街に出現し、暴走を開始した人狼。あの人狼は被沙護が持ち運ぶ瓢箪の水を飲まされていた。

　御霊との戦せん闘とうの後、被沙護が御霊に飲ませたのは霊れい力りよく回復の『青瓢箪』。そして、人狼に飲ませたのは霊力増ぞう幅ふくの『黄瓢箪』だ。

　しかし、その効力があまりに強力過ぎたため、鍵かぎ屋やの部隊だけで人じん狼ろうを抑おさえることが出来ず、あわや雪せつ月げつ家かに凶きよう刃じんが振り下ろされる所だった。

　それが篝かがり火び御み霊たまによって、一ひと時ときでも防がれたのは、やはり皮ひ肉にくだ。

「全まつたく、規格外もいいところです」

「そんなに怒らないで欲しいでありますよ旋つむじ殿どの。ほら、何と言いますか……終わり良ければ全すべて良しと言うではありませぬか！」

「このっ……夜よ凪なぎ様、叩たたき出すなら今のうちです。口には出しませんが！」

　何となく相性が良さそうな二人に苦く笑しようしつつ、夜凪は表情を改める。

「余計な犠ぎ牲せいを出したことで計画は前倒しになりますが……それでも、変更はありません。これだけの犠牲を出せば『奴やつ』も黙だまっていないでしょう」

　夜凪は立ち上がり、窓から白しらんできた空を見み据すえる。

「鍵屋内の掃そう除じ、腐ふ敗はいしたタカ派の一いつ掃そう。それが夜凪様が願う理想への第一歩」

「それにしても、大それたことを考えるでありますなぁ夜凪殿。その胆たん力りよくには惚ほれ惚ぼれするでありますよ」

　手て札ふだは二枚。残る手札がどう動くかは分からないが、今の段階でも充じゆう分ぶんに通用するはずだ。

　眼鏡めがねの奥で鋭するどい眼がん光こうを覗のぞかせながら、夜凪は来きたるべき明日を見据えた。

　標的は──表舞台に姿を現さず、形けい骸がい化かした理念を病やまいのように広め続けるタカ派の重じゆう鎮ちん。

「時に、夜凪様」

　旋が、問いを投げてくる。

「人間界で、七なな緒お美み久く地じとは、お会いになれたのですか？」

　その名に、夜凪は小さく頷うなずいた。

「えぇ。予想通り、必死に御霊くんを捜さがしています。あの二人が再び出会う日も……存ぞん外がい、早いかもしれませんね」

　あの時、御霊がとった記き憶おくの施せ錠じようという措そ置ちは、あくまで美久地一人に対してのもの。ある日突然、村中の人間が覚えている人間のことを思い出せなくなればどうなるか。

　彼女は今も、消えた幻まぼろしを掴つかもうと懸けん命めいに走っている──。

「七緒美久地？　聞き慣なれぬ名前ですが、どなたでありますか？」

　首を傾かしげる被沙護に向き直り、夜凪は眼鏡をかけ直しながら答えた。

「十年前、とある鬼おにが歯車を違たがえなければ……私がお仕えし、護まもるはずだった御お方かたです」
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　様々なことが起こった夜から一夜明け、第零ゼロ部隊として御み霊たま達は霞かす芽めと共に、霞芽が侵しん入にゆうして回った家々へと訪問して回っていた。

　霞芽が侵入したのは全部で五軒だが、最後の一軒の家主は既すでに死亡しているため、実質回るのは四軒で良かった。

　御霊も捜そう査さの一いつ環かんで一度訪れている家々だ。比ひ較かく的、協力的に接してくれた人々は、果たして霞芽をどう扱あつかうのか。

　霞芽自みずからの深い謝しや罪ざいを、ある意味では霞芽以上の不安を胸に、見届けた御霊だったが──。

「良かったな。皆、許してくれて」

　霞芽は今、全すべてから解放されて、雪せつ月げつ家かの前で子供達に囲まれていた。

　被害に遭あった全ての人々は、その反応こそ様々だったが、児じ童どう養よう護ご施し設せつで暮らしていることと、霞芽の真しん摯しな謝罪の言葉と姿勢を受けて、二度と繰くり返さないことを約束させることで、霞芽のことを許してくれた。

　勿もち論ろん、最後の一軒。殺されたタカ派の一員であった五軒目の家主が健在であったなら、或あるいは今頃、御霊の任にん務むは霞芽の拘こう束そくになっていたかもしれないが。

　一つの事件の余よ波はが、一つの事件の終わりを変えたのだ。

　それが誰だれの思おも惑わくで、誰の行動によるものなのか、御霊は知りたくない気がしていたが。

　そして、翌日の夜──。

　雪月家の誕生日パーティーに招かれた御霊達は、小さい子供達と遊びながら、霞芽特とく製せいのカレーやシチューを御ご馳ち走そうになった。

　霞芽も楽しそうに笑っている。その笑顔が見られて本当に良かったと御霊は思った。

　弐に毛けは子供達を相手に遊んでいるし、八や岐または女の子に楽器や化け粧しようなどを教えている。弐毛は言うまでもないが、八岐も子供が好きなのだ。

　御霊も腕力を活かして、子供の玩具おもちやとして遊ばれる時間を過ごすはめになったが、初めて訪れた時とは違い、御霊も心から楽しめる時間だった。

　そして、騒さわがしい宴うたげも落ち着きを見せ始めた頃。

「篝かがり火び御霊……さん」

　変へん態たい変態と罵ののしられながら子供の玩具にされていた御霊がようやく解放され、窓まど際ぎわで一休みしていると、おずおずといった様子で、霞芽が近づいてきた。

「これ、良かったら」

　霞芽は小さく丸まったおにぎりを差し出してきた。

「わざわざ作ってくれたのか？」

「弐毛ちゃんが、貴方あなたの好物だって言ってたから。貴方、鬼おにの癖くせに『鬼おに斬ぎり』が好きなんて縁えん起ぎが悪いわね」

「……言われて初めて気づいたよ」

　苦く笑しようしながら、遠えん慮りよ無くおにぎりを頬ほお張ばる。中には卵焼きが多めに詰まっていた。

「ど、どう？」

「うん、美お味いしいぞ！　流石さすがは皆のお姉さんだな」

　そんな何気ない言葉に、霞かす芽めは嬉うれしそうに応えてくれた。心なしか、これまでより表情が柔やわらかだ。

「……色々ごめんなさい。貴方あなたが居なかったらと思うと……ぞっとするわ」

「事情が事情だし、気にしなくて良いよ。俺の方こそ、色々怖い目に遭あわせてすまなかった」

「良いのよ、もう。その……私がこんなこと言うのもおかしいけど……」

　直後、びっくりする程可愛かわいらしい顔で、霞芽が御み霊たまに言い放った。

「貴方みたいな人、嫌きらいじゃないわ」

「へ？」

　眼めを白黒させる御霊の前で、霞芽が頬ほおを朱しゆに染そめて、妖あやしげに微ほほ笑えみながら熱い視線を向けてくる。

「あー、霞芽姉ちゃんが変へん態たいとラブラブだー」

「霞芽姉ちゃんが変態とラブラブー」

　傍かたわらに居た子供達が御霊達を茶化し始めた。一気に盛もり上がる施し設せつ内だったが。

「今笑ってる子達、全員ピーマンの刑けいにするからね」

　一気に施設内の空気が重くなり、子供達の悲痛な呻うめき声が響ひびき渡った。

　温かな家族の空気に、この様子ならもう心配無さそうだと御霊が笑いながらおにぎりをかじる。それとなく御霊に寄り添そうような立ち位置で、霞芽も子供達を見渡して安心したような表情を浮かべていた。

　その時、雪月家の大おお扉とびらが叩たたかれた。

「こんばんはー」

　聞き慣れた声に御霊が扉を開くと、そこにはサンタよろしく大きな袋ふくろを担かついだカシデブが笑顔で立っていた。

「カシデブさん？　どうしてここに？」

「おぉ、おんたま君こそ何でここに居るんだ？　まぁ丁ちよう度ど良いや！　折せつ角かくだから一いつ緒しよに食べていきなよ！」

　何を、と問う前にカシデブが雪月家の中に入って来た。

「注文の品、確かにお届けしましたよ！　今日で一歳さいになる子が居るんだって？　おめでとう。皆で祝いわってあげなよ！　鋼こうくんもね！」

　そういって、重々しい袋をカシデブが開くと、中には鋼が盗ぬすんだ量とは比ひ較かくにもならない大量のお菓子がぎっしりと詰まっていた。途と端たんに子供達から歓かん声せいが上がる。

　霞芽と並び、眼めを丸くする御霊がカシデブに尋たずねた。

「これ、どうして……」

「ほら、この前言っただろ？　大口の注文が入ったって。今日この時間に、この場所に届けてくれって鍵かぎ屋やからのお願いでさ。じゃ、確かに届けたからね！」

　そう言って、カシデブは手を振って去っていく。

「鍵屋からのって……誕たん生じよう日びを知ってる人が居るとしたら……」

　茫ぼう然ぜんと立ちすくむ御み霊たまと霞かす芽め。そんな人物が居るとしたら。

　それは、鷺さぎ乃の火ひ夜よ凪なぎしかあり得ない。

「……そっか」

　何かを納なつ得とくしたのか、霞芽はお菓子の袋ふくろを見つめて安心したように微ほほ笑えんで見せた。







　そして、散さん々ざん遊び尽くし、ようやく子供達が寝付いた頃──。

　──鷺乃火夜凪、か。

　全すべては妖よう怪かいを従え、鍵屋の従じゆう順じゆんなる下僕しもべとするため。夜凪は雪せつ月げつ家かの意い義ぎをそう語った。

　だが、本当にそれだけなのだろうか。

　──いや……迷っちゃ駄だ目めだ。

　あの男が、多くの人の願いを踏ふみにじったことは確たしか。腹の底が知れぬ以上、安あん易いに心を許すのは得とく策さくとは言えない。

　それに、この事件の裏で手を引いていた気配もある。

　あの強硬な姿勢を夜凪が貫つらぬく以上、いずれ激げき突とつするのはきっと避さけられないのだろう。

　もし彼と肩を並べることがあるのなら──それは、互いに胸の内を曝さらけ出し、一歩も引けぬ主張をぶつけあった末すえに訪れるべきだ。

　思想が違う相手と分かりあうには、偽いつわらぬ本心をぶつけるしかない。強大な思想という壁かべを見み据すえて、御霊は覚かく悟ごを決めた。

　傍かたわらでは、八や岐またが膝ひざの上で子供達と一緒に寝付いてしまった猫状態の弐に毛けを撫なでている。

「御霊、さん。ありがとう、もうほとんど寝付いたわ」

「そうか、皆楽しそうで良かったよ」

　さりげなく御霊の隣となりに寄り添そいながら、霞芽が壁かべに寄りかかる。

「施し設せつ長ちようのことでも考えてたの？　思いつめた顔してるけど」

「え？　あ、あぁごめん。気を遣つかわせて」

　この家で考えることじゃなかった、と御霊は気持ちを切り替えて微笑む。だが、霞芽も同じようなことを考えているようだった。

「……私は、あの人が誰だれより私達のことを思ってくれてるって信じることにしたわ」

「そうか。この家にとっては、きっとそれが一番良いんだろうな」

　少なくとも、家族としての暮らしは、きっと保ほ障しようしてもらえるだろうから。

「私も、どこかで割り切らないとね。あの人が上に逆らえないことも分かってたもの。きっとタカ派がのさばるのも仕方ないのよね」

　一度、頭の中でその言葉を繰くり返してから、妙な違い和わ感かんに御み霊たまは聞き返す。

「上に逆らえないって……どういうことだ？」

「あら、鍵屋の癖くせに知らないの？　タカ派は元々大きな二つの名家のことよ？　施し設せつ長ちようの鷺さぎ乃の火ひ家はもう一つの名家から派生した血統で、今もその下についてるって聞いたことあるわ」

　初めて聞く事実に、御霊が眼めを見開く。

「もう一つって？」

　何なに気げない御霊の問いに、霞かす芽めの答えが返される。

「タカ派の源流の名家──天羽あもう一族よ」

　瞬しゆん間かん。全すべての音が、途と絶だえたような気がした。

　硬こう直ちよくする体を感じながら、御霊の頭の中で急速に記き憶おくが爆ばく発はつする。

「……天羽？」

　遡さかのぼる時間。溢あふれ出す思い出。脳のう裏りに蘇よみがえる親友の笑顔。

　無意識のうちに、御霊は胸のネックレスに触ふれていた。

　過去と未来を繋つなぐその名前が、何の前まえ触ぶれも容よう赦しやも無く、再び御霊に突きつけられる。







　人間界、竜りゆう鱗りん村むら──。

「……おんたま」

　和室の半分程を覆おおい尽くす造花の花畑の真ん中で、七なな緒お美み久く地じは一人、机つくえの上に眼めを向けていた。

　閉ざされた『彼』との思い出。記き憶おくの扉とびらを開こうとしても、その度たびに強きよう靭じんな鎖くさりが扉を封ふうじ込め、思い出させまいと頭を締しめ付ける。

　それでも『彼』はここに居た。きっと大事な友として。もしかしたら、大切な人として。

　その証あかしは眼の前にある。

　丁てい寧ねいに飾かざられた写真立ての中、朗ほがらかな笑みで『彼』に寄り添そう自分と、ぎこちないながらも、確かに微ほほ笑えんでくれている少年。

　数か月前、デパートの屋上で撮とった一枚の写真──。

「……見つけてみせる。絶対に」

　おんたま。ある日突然現れて、そして全すべての思い出と共に姿を消した転校生。

　村の皆は彼のことを覚えている。しかし、自分の中に彼の記憶は一いつ切さい無い。

　否いな、どうしても思い出せない。

　理由は分からない。けれど、もう一度会わなければならないという気持ちは、自分の中に確かつ固ことして存在している。

　きっと、何かがあったのだ。忘れてはならない重大な何かが。彼が姿を消したのは、その何かから逃げるためなのか。それとも、その何かから自分を守るためなのか。

　もし後者なのだとしたら。こんなにも強く彼に会いたいと思う気持ちはきっと。

　途と方ほうもなく重い何かを背せ負おった──彼を救うために──必要な気持ちなのだろう。

　美み久く地じは立ち上がる。このまま忘れて良いはずがない。

　たとえ暗くら闇やみに記憶が沈んでも、それを照らそうと胸の内で燃もえる『篝かがり火び』のような炎は、日に日に強さを増していく。

　姿が見えずとも、思い出せなくとも、彼を想う度たびに胸に広がる温かな気持ちは、決して綻ほころぶことの無い絆きずなの証なのだと、不ふ思し議ぎなほど強く信じられるから。

「待ってろ、おんたま！」

　きっとまた会える。美久地は一人、親友の写真に向けて微笑んだ。







　一連の事件が徐じよ々じよに沈ちん静せい化かの兆きざしを見せ始めた、６月の下旬。

　御み霊たまは篝かがり火びの陣じん羽ば織おりを纏まとい、活気に満ちた往おう来らいの中で暑い日差しに手をかざす。

「美久地……」

　事件終結と共に、不意に訪れた再会の予感。もしもそんな奇き跡せきが起こるなら。

　彼女との再会が何を意味するのか。その時、どうすれば良いのか。御霊には分からない。

　しかし、自みずから断ち切ったはずの繋つながりを、どうしようもなく強く感じているのも事実。

　御霊は、胸にかかる絆ばん創そう膏こうのネックレスを強く握りしめる。

「おーい、おんたまーっ！」

　五式。大切な『家族』の呼び声に応え、御霊もまた歩き出す。

　──たとえ、傍そばに居なくとも。

　あの日の約束は変わらない。目め指ざす理想は揺ゆるがない。

　世界を隔へだてても。長い時が過ぎ去っても。どんな闇やみが行く手を阻はばんでも。

「よし行こう。五ご式しき、出しゆつ陣じんするぞ！」

　暗闇を晴らす、絆という名の篝火は決して消えないと、誰だれよりも強く信じているから──。







あとがき




　家族の絆きずなというのは難むずかしいもので、誰だれよりお互いのことを考えているはずなのに、何な故ぜか裏目に出てしまったり、理解を得られなかったりすることが多くあります。親の心、子知らずとは言いますが、逆もまた然しかりなんだろうな、と。

　それでも、血が繋つながっているから家族。なんて言い分はちょっと違うんじゃないかなとボクはずっと思っていたりします。そんな複雑だけど否定出来ない家族の在あり方。見えない絆と親への反抗。大切な人との様々な繋がり方を、少しでも感じて頂ければ嬉うれしいです。




　さて、今回の物語で、１巻で語られなかった物語の暗部に少し光が当たりました。

　二度と出会うことは無いと思われた御み霊たまと美み久く地じを繋ぐ意外な人物。天あま邪じや神じん宮ぐうにおける天羽あもうの名が持つ意味と力。そして、夜よ凪なぎの行動の真意と、今の美久地に残る記き憶おくと心境。

　勘かんの鋭するどい方なら、ここまでに明かされた情報で物語の底に引かれている一本の線。すなわち御霊と美久地の過去と未来という大きなポイントに、解答を見つけ出せるかもしれません。

　が、それでも今のままだと引っかかる部分が多くあるんじゃないかな、と勝手に思っています。それに対してボクからこっそりヒントを。

　作中の夜凪がそうだったように、どれだけ付き合いが深い相手であっても、その行動を全すべて肯こう定てい出来るか、と聞かれて即そく座ざに頷うなずける人はそんなに居ないんじゃないかと。

　むしろ距きよ離りが近いからこそ醜みにくい部分を残ざん酷こくに突きつけられることもあります。厳げん格かくな家庭に育った人なら『後継ぎ』でもある実の子供に──或あるいは孫にまで──言うことを聞かせようとする親の言葉（家や血の力）が、どれほど重いものか分かるのではないでしょうか。

　そんな現実を前にして。果たして実の子供をみすみす、人を差別し、傷つけ、踏ふみにじるような人間に育てようと思う親が居るだろうか。という点です。

　その辺りを踏まえて考えると、十年前、どうして彼女が人間界でひっそりと暮らしていたのか。どうして当時の御霊に憧あこがれるほど臆おく病びように育ったのか。何故、今でも天邪神宮でタカ派と呼ばれる者達が権力を誇示しているのか。彼女の本名を知っている夜凪の台詞せりふと作中の行動がどういう意味を持ってくるのか。その辺りの運命と皮ひ肉にくに気が付ける……かな、と思います。

　絆というものは時に何より辛つらい物語を描えがきますが、同時に、そんな悲ひ劇げきを乗り越こえる何より強い力になってくれるのだと、ボク自身もそう信じています。




　それでは最後に、本作の出版に関わって頂いた全すべての方々、そして本作を通じて繋がることが出来た読者の方々への深い感かん謝しやを。

　いずれまた、お会いしましょう。


二〇一三年　　翡かわ翠せみヒスイ
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翡かわ翠せみヒスイ

１９９１年８月３日誕生。この本が出る頃には22歳になっているのかな。ぞろ目って何か好きです。

残暑って割には残暑の方が暑い期間が長いですよね。

暑さに負けずに頑張りましょう。
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ちり

あ、どうも、ちりです。最近はプロ野球を観ることが趣味になっています。子供の頃は、野球中継でアニメ番組が潰れるのを憎らしく思っていたものです…。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「翡翠ヒスイ先生」係

「ちり先生」係











本書は書き下ろしです。
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